


は   じ   め   に   

平成4年度における福岡県保健環境研究所の業務処理概要を取りまとめ，年報第20号として発刊  

致しました．平成4年4月に名称変更と機構改革を行いましたので，保健環境研究所としては，最  

初の年報となります．   

平成4年度を振り返ってみますと，対外的には11月に開催されました環境庁，福岡県，全国公害  

研協議会共催の第19回環境保全・公害防止研究発表会の開催準備とその運営が主要な業務となりま  

した．初めての地方開催でしたが，全国の地方公害研究所はもとより国の研究機関，大学等から多  

数の御参加をいただき盛会のうちに終わることができました．   

一方，所内に目を向けますと，前述しましたように開所以来初めての機構改革を行いましたので，  

旧機構から新機構へと業務を円滑に移行させることが重大事でした．幸い大きなトラブルもなく順  

調に新機構へ移行することができました．これも県当局の御理解と所員一同の努力のお陰と感謝し  

ております．機構改革の目的は時代のニーズに即応できる組織づくりですが，仏作って魂入れずに  

終わらないように，また機構改革の効果が早く現れるように，所員一同，一層の精進に努める所存  

です．   

平成4年4月には，所員が考案した“オゾン簡易捕集器”について特許が成立し，計測機器メー  

カーから製品化されました．6月には日刊工業新聞等から，“大気中変異原物質の汚染と評価に関す  

る研究”に対し環境賞（優良賞）が所に授与されました．何れも永年の地道な研究が社会的にも高  

く評価されたものとして喜んでおります．   

4年度は保健環境に関する広範囲の業務を実施しましたが，特に注目されるのは，情報管理の処  

理機能が拡充されたことです．これは，がん登録，産業廃棄物情報管理，大気管理，地下水管理デ  

ータ処理，地理環境情報等の諸システムの新たな整備によるものです．当所は開所当初から汎用コ  

ンピュータを整備し，情報化社会に対処してきましたが，今後はこれら諸システムの運用によって，  

行政に対する情報提供も一段と強化されることになります．   

次に学術事績編に示していますようにダイオキシン類に関する研究成果が注目されます．これは，  

昭和63年に高性能ガスクロマトグラフ付質量分析装置，平成2年に高度安全実験室をそれぞれ整備  

し，ダイオキシン，ジベンゾフラン ，コプラナーPCB等の超微量猛毒性化学物質の分析技術が世  

界に誇るべき水準に達した結果によるものであると考えております．   

また，地球規模の環境問題として社会的関心の高い酸性雨問題については，雨水の監視と併せて  

森林，金属腐食，渓流水への影響，樹氷中の酸性物質，酸性の乾性降下物等多岐にわたる調査研究  

を行いました．これについては，なお未解明の部分が多く，更に新たな発想による取り組みが要求  

されています。   

以上，年報20号の発刊に当り内容の－一端を取り上げてみましたが，この他，エイズ及び肝炎問  

題，汚染地下水の浄化，廃棄物問題等の主要課題についても所を挙げて取り組んでいるところです．   

さて，世は正に変革の時代と言われています．変革の波は当所へも押し寄せて釆たようです．先  

に告示されました水道法及び水質環境基準等の改正をその第一波と考えるならば，国が進めている  

地域保健の総合的な見直しに伴う変革は第二波とも言えます．ここ数年間は，当所が開所以来の大  

変革に遭遇することは十分に予測できます．次々に押し寄せる変革の波を乗り切って行くには，変  

化の兆候を鋭敏に捕らえ，その方向を慎重に見極めながら，全所員が一致協力して対処していく以  

外に道はないと決意を新たにしているところです．   

ここに，当所の運営に当り関係各位の一層の御鞭撞と御指導をお願いする次第です．  

平成5年12月  

福岡県保健環境部長  

（兼）保健環境研究所長   田 中 慶 司   



保健環境研究所の沿革  組織機構の改正  

地球環境間濱及び新しい感染症であるエイズ問題等，  

21世紀に向けた保健環境行政の多様なニーズに村処する  

ため，平成4年4月，福岡県衛生公害センターは，名称  

を福岡県保健環境研究所に変更し，また従来の組織3部  

10課を3部12課に改編して新たに発足した．  

1 管 理 部   

管理部は4課で構成されている．総務課は庶務事務部  

門を担当し，研究企画課は所内研究体制の組織化，外部  

機関との連絡調整により，調査研究の推進を図る．また，  

情報管理課は保健情報と環境情報の両分野の情報を汎用  

コンピュータを駆使して処】諷 解析を行い，新設された  

計測技術課は当所の機器分析業務の中枢として，ハイテ  

ク機器を駆使し，ダイオキシン等の微量有害化学物質の  

調査，研究を行う．   

総務課を除いて，課の新設，課名の変更および業務の  

改編がされている．  

2 保健科学部   

保健科学部は3課で構成されている．病理細菌課は新  

しく毒性に関する業務を担当して，有害化学物質の病原  

性についての調査研究を可能にし，ウイルス課は新しい  

感染症であるエイズの試験検査，抗エイズ其の開発及び  

肝炎ウイルス研究に取り組んでいる．また，生活化学課  

は食品の国際的流通の拡大に伴う規制農薬の検査の急増  

に対処し，また発生20年を経過した油症患者の治療研究  

を進めている．   

ウイルス課を除いて，課名の変更および業務の改編が  

されている．  

3 環境科学部   

環境科学部は5課で1茸成されている．大気課は従来か  

ら持ち越されている課題である，光化学オキシダント問  

題等に加えて，地球環境問題に係る酸性雨の調査研究を  

進め，水質課は生活排水による水質汚濁，富栄養化の問  

題等に加えて，微生物を利用した浄化法及び陸水の酸性  

化にも取ー）組んでいる．また，新設された廃棄物課は近  

年都市化現象で増大の→途をたどる廃棄物の問題に対処  

し，廃棄物の他に，ゴルフ場農薬，地下水汚染及び土壌  

汚染の調査研究を行い，環境理学課は放射能に関する業  

務を加え，国内外の原発事情を考慮して，一層の監視を  

強化している．更に，環境生物課は開発や都市化で影響  

をうける生物相，酸性雨の樹木への影響及び化学物質の  

生物への影響評価について調査研究を行っている．   

大気課，水質課及び環境生物課を除いて，課の新設及  

び業務の改編がされている．   

衛生公害型研究機関として福岡  

県衛生公害センターが発足する  

猿田南海雄初代所長就任  

環境庁委託化学物質環境汚染実  

態調査が始まる  

皇太子明仁親王殿下美智子妃殿  

下行啓される  

第1回九州衛生公害技術協議会  

が衛生公害センターで主催され  

る  

高松宮殿下同妃殿下御視察され  

る  

第18回大気汚染研究全国協議会  

大会が福岡市で主催される  

環境庁委託第1次酸性雨実態調  

査が始まる  

福岡県衛生公害センター創立10  

周年記念式典が行われる  

高橋克巳第2代所長就任  

複合型電子顕微鏡を設置する  

常陸宮殿下御視察される  

秩父宮妃殿下御視察される  

第11回九州衛生公害技術協議会  

が福岡市で主催される  

衛生公害センターニュースを発  

刊する  

新ガスタロマトグラフー質量分  

析装置が設置される  

環境庁委託第2次酸性雨実態調  

査始まる  

ゲルマニウム半導体核種分析装  

置が設置される  

高度安全実験施設が設置される  

大気汚染に関する日韓共同研究  

が始まる  

第42回保健文化賞が授与される  

日本環境変異原学会第19回大会  

が福岡市で主催される  

常盤 寛第3代所長就任  

福岡県保健環境研究所に名称を  

変更し，3部12課制に組織を改  

編する  

第19回環境賞（優良賞）が授与  

される  

第19回環境保全・公害防止研究  

発表会が福岡市で開催される  

昭和48年9月10日  

昭和48年9月10日  

昭和49年度以降  

昭和49年8月1日  

昭和51年2月4－5日  

昭和51年6月23日  

昭和52年11月9－11日  

昭和58年－62年度  

昭和58年9月17日  

昭和59年2月16日  

昭和59年3月3（l日  

昭和59年10月2日  

昭和60年10月17日  

昭和60年11月28－29日  

昭和62年1月31日  

昭和63年3月30日  

昭和63年4月1日  

平成元年11月30日  

平成2年3月31日  

平成2年度以降  

平成2年9月20日  

平成2年10月29－30日  

平成3年4月15日  

平成4年4月1日  

平成4年6月8日  

平成4年11月26－27日  



集 務 報 告 編   

組織機構と業務内谷  

管  理  部  

1
 
2
 
2
 
5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
6
 
6
 
6
 
6
 
7
 
8
 
8
 
8
 
1
2
 
1
2
 
1
3
 
1
3
 
1
4
 
1
4
 
1
4
 
1
4
 
1
4
 
1
5
 
1
5
 
1
5
 
1
6
 
1
6
 
1
6
 
1
6
 
1
6
 
1
7
 
1
7
 
1
7
 
1
7
 
1
7
 
1
7
 
1
8
 
2
0
 
2
0
 
2
1
 
 
 

総  務  課（庶務・会計）  

研究企 画課  

研究業務の企画及び調整  

広報・研修  

情報管理  

届出業務  

情報管理課   

保健情報業務  

1 福岡県衛生統計年報作成  

2 感染症サーベイランス業務  

3 油症患者追跡調査データ処理  

4 がん登録システム  

環境情報業務  

1 公害常時監視業務  

2 航空機騒音モニターデータ処理  

3 環境情報システムの構築  

4 地方公共団体公害研究機関と国立環境研究所との共同研究  

5 コンピュータシステムの管理・運用  

計測技術課  

精密分析機器等の管理・運用  

1 ガスクロマトグラフ質量分析装置  

2 蛍光Ⅹ線分析装置／Ⅹ線回折装置   

3 その他の分析装置  

化学物質環境汚染実態調奄  

1 分析法開発調査  

2 環境調査  

3 指定化学物質等検討調査（環境残留性調査）  

末規制大気汚染物質モニタリング調査  

高度安全実験室の管理・運用  

1 化学実験室  

2 病原微生物実験室  

保健科学部   

病理細菌課  

行政依頼検査  

1 伝染病細菌検査  

2 食中毒細菌検査  

3 苦情に係わる細菌検査  

4 収去食品の細菌検査  

5 貝毒検査   

6 環境及び汚濁源監視調査  

結核・感染症サーベイランス事業  
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電子顕微鏡管理業務  l
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一般依頼検査  

1 食品細菌検査  

2 水道原水，浄水及び飲料水の細菌検査   

3 無菌試験  

調査研究関係  

1 厚生省がん研究：発がん物質による環境汚染と生体影響の定量的解析 …・・・………  

2 厚生省指定研究：ヒトがん発生の複数要因の相互作用に関する基礎的・臨床的研究  

3 百日咳の疫学とワクチンの有効性の評価に関する研究  

ウ イ ル ス 課  

伝染病流行調査事業  

1 日本脳炎  

2 インフルエンザ  

3 風しん  

結核・感染症サーベイランス   

行政依頼検査  

生活化学課   

食品化学検査  

1 農薬及び抗菌性物質の残留調査  

2 重金属調査  

3 PCB調査  

4 アフラトキシン調査  

5 苦情検査  

6 食品残留農薬実態調査  

油症関連業務  

1 血液中のPCB調査  

2 血液中のPCQ調査  

家庭用品検査  

医薬品等検査   

1 収去検査  

1 農薬散布に伴う薬剤付着検査  

2 シンナー中のトルエン検査  

環境科学部   

大  気  課  

排出基準監視調査  

1 県内ばい煙発生施設立入調査  

2 燃料中硫黄分調査  

大気環境監視調査  

1 大気汚染測定車による環境大気調査  

2 光化学オキシダント等の濃度分布調査  

3 アルミニウム再生工場周辺における環境調査  

4 大牟田市における浮遊粉じん調査  

5 行橋市，苅田町，水巻町及び豊前市における大気汚染調査  

大気環境把握調査  

1 酸性雨・霧対策調査  
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2 酸性雨実態把握調査  

3 酸性霧等による森林生態系影響解明調査  

4 日然植物系に与える酸性・酸化性物質の影響に関する研究（宝満山モミ自然林の衰退に関する調  
査研究）  4
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5 全国酸性雨共同調査  

悪臭調査  

1 養鶏場に係る悪臭調速  

2 悪臭規制基準強化対策調査  

その他の調査  

1 排ガス中のクロムの測定  

2 日韓共同研究事業  

3 高感度オゾン簡易測定器の実用化研究  

水  質  課  

環境基準監視及び排水基準監視調査  

1 河川調査  

2 海域調査  

3 湖沼調査   

4 工場排水調査  

環境状況把握調査  

1 小規模事業場排水調査  

2 瀬戸内海栄養塩類削減対策調査  

3 河川，湖沼及び海域の底質調査  

4 自動車工場立地に係る環境影響評価調査   

5 海水浴場調査  

生活排水に係る調査  

1 生活排水対策モデル事業  

2 生活排水対策重点地域指定のための事前調査  

3 生活排水対策推進計画策走事業  

化学物質に係る調査  

1 未規制項目監視調査  

農薬に係る調査  

1 農薬残留対策調二査  

地下水に係る調査  

1 業務用井戸水の水質検査  

飲料水，温泉に係る試験検査  

1 水道原水及び浄水の精密検査  

2 一般飲料水水質検査   

3 鉱泉分析  

苦情処理調査  

1 大牟印市生面川筋保全等整備事業に伴う水質調査  

2 魚類のへい死に係る原閑調香  

3 その他の苦情処理調査  

1 広川ダム水質調査  

2 GEMS／WATER事業  

3 低投入・高品質農業生産実験実証事業  
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廃 棄 物 課   

廃棄物関係  
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1 産業廃棄物最終処分場浸出水等の調査  

2 産業廃棄物の不適正保管に係る周辺井戸水等の調査  

3 廃棄物に係る苦情等調査  

土壌関係  

1 土壌環境基準適合状況調査  

2 テトラクロロエチレン等による地下水汚染に係る土壌調査  

3 工場周辺の水田土壌等調査  

地下水関係  

1 地下水調査  

2 地下水汚染実態調査  

3 苦情処理調査  

農薬関係  

1 ゴルフ場農薬環境影響調査  

2 農薬残留対策調査（ゴルフ場使用農薬に係る調査）  

3 松くい虫薬剤防除安全確認調査に伴う水系残留薬剤調査  

調査研究  

1 利水過程における農薬等化学物質の動態及び分解生成物等の評価に関する研究  

1 平成4年度環境測定分析統一精度管理調査  

環境理学課   

騒音振動業務  

1J耳屋飛行場周辺における航空機騒音に係る環境基準達成状況調査  

2 築城飛行場周辺における航空機騒音に係る環境基準達成状況調査  

3 福岡空港周辺における航空機騒音に係る環境基準達成状況調査  

4 新幹線鉄道騒音振動実態調査  

石綿（アスベスト）業務  

1特定粉じん排出者に対する立入調査  

2 直方保健所天井板等の成分（アスベスト）調査  

3 石綿の簡易測定法開発調査  

放射能業務  

1環境放射能水準調査  

環境生物課  

植物関係  

1 環境指標の森調査  

2 酸性雨に係る森林植生影響調査  

3 大気汚染指標植物に関する調査研究  

4 湖沼水質の生物学的測定  

5 化学物質環境汚染実態調査  

6 その他  

動物関係  

1 環境指標の森調査  

2 水環境生物生息実態調査  

3 化学物質環境汚染実態調査  

4 生物同定依頼検査  
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誌上発表論文抄金ま  

学会・研究会等発表  

第19回環境保全・公害防止研究発表会概要  
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1一  

組織機構と業務内容  

（平成5年3月31口現在）   

総 務 課：庶務，会計に関すること．  

研究企画課：試験検査，分析測定及び調査研究等の捻合企画，調整及び連絡に関すること．  

保健衛生及び環境保全に係る試験研究の成果の管理に関すること．  

保健衛生及び環境保全に係る研修等に関すること．  

情報管理課：各種疾病及び環境汚染等による不健康要因の人体に及ばす影響についての疫  

学的調香研究に関すること．  

テレメータによる大気汚染等の測定，解析及び調査研究に関すること．  

その他保健衛生及び環境保全に関する情報の解析及び調査研究に関すること．  

計測技術課：高度精密分析機器による試験及び調査研究に関すること．  

化学物質の試験及び調査研究に関すること．  

病理細菌課：細菌性疾患及び病原細菌の細菌学的及び血清学的検査及び調査研究に関する  

こと．  

食品，水及び環境の細菌学的検査及び調査研究に関すること．  

消毒薬，殺菌剤及び細菌製剤等の効力試験，無菌試験及び病理毒性試験に関す  

ること．  

ウイルス課：リケッチア性及びウイルス性疾患並びに病原ウイルスのウイルス学的及び血  

清学的検査及び調査研究に関すること．  

人畜共通感染症のウイルス学的検査及び調査研究に関すること．  

生活化学課：食品，医薬品衛生材料及び生体試料等の理化学的試験及び調査研究に関する  

こと．  

大 気 課：大気汚染及び悪臭の分析測定及び調査研究に関すること．  

水 質 課：工場排水及び公共用水等の水質基準に係る試験，分析測定及び調査研究に関  

すること．  

上水，井水，下水，し尿浄化槽排水及び清掃処理施設排水等の水質試験及び調  

査研究に関すること．  

温泉試験に関すること．  

廃棄物課：廃棄物の試験，分析及び処理方法等の調査研究に関すること．  

地下水及び土壌の汚染等に係る試験，分析測定及び調査研究に関すること．  

環境理学課：放射能による食品及び環境の汚染の調査研究に関すること．  

騒音振動の分析測定及び調査研究に関すること．  

環境生物課：衛生動物の同定．生態，分布及び駆除の調査研究に関すること．  

環境汚染の動植物に及ばす影響及び環境指標動植物の調査研究に関すること．  

自然保護に係る動植物の分布及び生態の調査研究に関すること．   

管 理 部  

所長一副所長  保健科学部  
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一 4 一  

試 験 検 査 一 覧（件数）（厚生省報告例）  
（二平成4年4月一半成5年3月）  

一 般  行 政  計  一 般  行 政  計   

分離  15   15   細菌学的検査（38）   2   13  
細  水道水  
菌  21   水  理化学的検査（39）   101  101  

検  清  検  査（03）  細菌学的検査（40）   220   222   442  
査  用  

化学療法剤に対する耐性検査（04）  理化学的検査（41）   179   89   268   

ウ イ  質  細菌学的検査（42）   27  27  

その他  
／レ ス  

同  
221   221  理化学的検査（43）   9  9  

リ  細菌学的検査（44）  10   10  
ケ  

－ソ チ  
イ ンフルエンザ（08）  93   検  2   4   6  

ア 等  
1，817  1，817  生物学的検査（46）  

慧   7   7  細菌学的検査（47）  

病原微生物の動物試験（11）  査   水                        理化学的検査（48）   95   859   954   

原  虫（12）  生物学的検査（49）  

虫   生  虫（13）  細 菌 学 的 検 査（50）  

生 虫  10   4   廃 棄 物  2   2  

関  
等   係  生 物 学 的 検 査（52）  

検  

結  養l：16）  
査   の  他（53）  47   47  

核   大  

梅  毒（18）  公  浮遊粒子状物質（粉じんを含む）（55）  

性  円 臼  
り  ん  病（19）  関  

病  
そ  の  他（20）  係  そ  の  他（57）  342   342   

検  
食  184   査  147   147  
中  

＿≡E 臼   川   の  他（59）  94   94   

血   液   型（23）  騒  音     振  動（60）  36   36  

血  そ  の  他（61）  3   3  

臨  生 化 学 検 奄（25）  一 般 室 内 環 境（62）  3   3  

休  184   184  

そ  の  他（27）  110   

検  尿  
（28）  放  146   146  

便  （29）  空  
査  

中（66）  313   313  
射  

病理組織学的検奄（30）  食  品（67）  17   17  

そ  の  他（31）  能   の  他（68）  68   68   

病 原 微 生 物 検 査（32）  3   142   145  温 泉（鉱 泉）泉 質 検 査（69）  23   5   28  

食 U  

PP 検  
17   128   145  家 庭 用  品 検 査（70）  100   100  

奄  の  他（34）  5   13   18  薬  薬  品（71）  62   62   

水  細菌学的検査（35）  
U PP   の  他（72）  4   39   43  

質 検  
34   9   43  栄  養（73）  団  

奄  そ  の  他（74）  

合  計  851  12，823  13，674  



ー 5 －  

研究企画課  

当課の業務は，所内研究体制を組織化するための研究業務の企画及び調整，所の業務及び業績等を広報する巨11刷物の  

発行，見学者及び研修者の受け入れ等による広報及び研修，図書管理及び保健環境に係る情報の収集整理をする情報管  

理，放射線障害防止法及び廃棄物処理法等の法令に係る届出等である．   

研究＃務の企画及び調整   

研究課題については，年度当初に各業務課から，研究  

管理要領に基づく調査研究実施計画書及び実施状況調書  

の提出を受け，所長ヒヤリングを実施した．   

その結果，保健環境部長承認の申請を行い，承認を受  

けた研究課題は，13の研究分野に関する38題であった．   

また，研究の進捗状況を把握するために，年度途中で  

調査研究実施状況調書の提出をうけ，所長ヒヤリングを  

実施した．   

なお，当所が当年度公表した調査研究の業績は誌上発  

表46件，学会・研究会における発表58件，計104件で  

あった．その詳細は学術事績編に記載している．   

国等の研究機関との共同研究は，国立環境研究所と6  

研究課題を実施し，その他，厚生省及び大学等との研究  

：旺に参加した．   

研究助成については，4研究助成機関に申請し，大同  

生命厚生事業団及び住友財団の研究助成を受けた．   

また，大気中変異原物質の汚染と評価の研究で，画期  

的成果を挙げたとして，（財）環境調査センター及び日刊  

工業新聞社主催の平成4年度環境賞が授与された．   

研究費については，学会旅費及びサンプリング旅費の  

調整後，年度計画の作成を行い，計画に基づいた運用を  

実施した．   

備品計画については，5か年計画に基づく備品及び緊  

急を要する備品について検討を行い，平成5年度整備要  

求備品調書の作成を行った．   

全国会害研協議会，地研全国協議会及び九州衛生公害  

技術協議会に関する業務として，連絡・調整の他に，全  

国71の地方衛生研究所の業績集の編集を行った．   

また，地方における最初の開催となる第19回環境保  

全・公害防止研究発表会を平成4年11月26日－27日に  

福岡リーセントホテルで，環境庁，全国公害研協議会及  

び福岡県主催で開催した．その概要は学術事績偏に記載  

している．   

その他，日韓環境技術交流のための韓国環境視察に参  

加した．   

広報・研修   

各業務課の業務，学術実績及び論文を掲載した年報の  

発行を行った．また，最近の話題及び研究所の消息を掲  

載した保環研ニュースの発行を3回行った．   

各々の発行誌は中央官庁，本県関係部局，地方衛生研  

究所，地方公害研究所等に配布した．   

所内見学及び視察について，保健及び環境教育の視点  

から積極的に受け入れを行った．平成4年度の見学者及  

び視察者の機関数は34機関，人数は804人であった．   

所内研修として，関連業務課で実施した研修の他に，  

最新の話題及び研究を講演テーマとする集談合を10回，  

担当業務課で実施した．その詳細は学術事績編に記載し  

ている．   

情報管理   

図書管理については，蔵書の充実を図り，更に，情報  

利用の高度化をはかるため，日本科学情報センターの  

JOIS導入の検討を行った．   

平成5年3月未現在の所蔵の図書類は次の通りである．  

雑 誌  和雑誌  

洋雑誌  

単行本  和洋書   

13  

8  

2166 冊   

届出＃務   

放射線障害予防規定については，法改正に伴う所内規  

定の見直し・改正及び手斗学技術庁への届出を行い，同規  

定に係る測定，研修会，個人線量当量報告及び健康診断  

を実施した．その他，上・下期毎に核燃料物質管理報告  

を行った．   

廃液処理業務については，有機溶媒，重金属及び硫酸  

銀廃液に分けて処理業務を行った．   

その他，厚生省報告例による厚生省への業務件数の報  

告を行った．   
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情報管理課  

当課は，コンピュータの急速な技術革新とその普及に伴って，情報管理・処理機能の強化が要請され，機構改革の推  

進によって情報管理課として再編成され，従来の公衆衛生情報処理系と公害常時監視システムを含む環境情報処理系を  

分担することとなった．   

保健情報関係では，県保健環境部衛生総務課依頼による福岡県衛生統計年報の作成，保健対策課依頼による結核・感  

染症サーベイランス事業，健康増進課依頼による福岡県がん登録事業及び厚生省油症治療研究班依頼による油症患者追  

跡調査の検診データ集計解析等であった．結核・感染症サーベイランス事業では平成4年第1退から第53週までの1年  

間の事業資料集の作成に寄与し，がん登銀事業ではデータ人力委託及びデータ修正等に関与した．   

環境情報関係業務では，汎用コンピュータシステムの円滑な管理運用及び各課の業務OA化への支援，並びに例年の  

テレメータシステムによる大気汚染常時監視及び航空機騒音モニターに関する業務がある．そのほか，県環境整備局公  

害課が実施した大気管理システムの整備事業，地下水質管理データ処理システム開発，環境保全課の環境データバンク  

システム整備事業並びに整備課の産業廃棄物情報管理システム開発等の業務があー），当年度は，これらのシステム開発  

が終了した．特に，環境データバンクシステム整備事業は地理環境情報システムとして管理・運用されることとなった．  

更に，コンピュータシステムを一部更新し，主記憶答量を24MBへ拡張した．  

の各歳別の集計表示を5歳階級別に改め，従来の各歳別  

の統計表（2表）は閲覧用とした．   

医療施設動態調査及び痛院報告関係では，痛院の規模  

別保健所・市区町村別病院数の統計表が新しく作られ，  

医療施設動態調査関係が6表，痛院報告関係が2表にな  

った．そのほか，人口動態の概要の中に，新たに高齢者  

（65歳以上）死亡の項目を設けた．   

2 感染症サーベイランス♯務   

2・1患者情報解析   

厚生省・県・保健所間をコンピュータオンラインで結  

ぶ結核・感染症サーベイランス事業の全国ネットワーク  

システムが稼働して6年が経過した．平成4年1月から，  

同事業は保健所等情報システム整備事業で整備されたコ  

ンピュータ（東芝製）で運用されている．結核を除く感   

表 2  ブロック別患者医療定点数  

（平成5年1月1日現在）  

保健情報礫俄   

1 楕岡県衛生統計年報作成   

福岡県における衛生動向の基礎資料を得るために，平  

成3年の人口動態調査，医療施設動態調査及び痛院報告  

の磁気テープファイルから統計表を作成した．その処理  

件数を表1に示す．人口動態調査関係では前年度に比べ  

新しい統計表が1表加わり，年報掲載分の統計表を19表  

と閲覧分の統計表を5表作成した．また，出生，死亡，  

死産，婚姻及び離婚について地域別，性別及び経年別の  

変遷を分析し，その概要を報告した．人口動態調査関係  

の平成3年度の主な改正点は，新規の統計表として，保  

健所・市区町村別の5歳階級死亡数（死亡総数，性別）  

のプログラムを作成した．また，死因簡単分類の集計項  

目に，胃腸炎（死因簡単分類コード：4，72）と慢性リュ  

ウマチ性心疾患及び心内膜の慢性疾患（46，54）を加え  

ると共に，統計表中の表章記号を国の人口動態統計に準  

じるようにプログラムを修正した．更に，婚姻及び離婚  

表 1  平成3年衛生統計年報データ件数  

診 療 科 目   北九州 福岡 筑豊 筑後 計  

小 児 ・ 内 科 18  23  8 12  61  
眼  科  2   4  1  2   9  
皮膚・泌尿器・婦人科  4   4  3  3 14  

計  24  31 12 17  84  

種   別  

人「］動 態 調 査   

出   生   

死   亡   

死   産   

婚   姻   

離   婚  

医療施設動態調査   

病   院   

一般診療所   

歯科診療所  

2
 
3
 
5
 
1
 
6
 
 
 
 
 
0
0
 
7
 
5
 
 

2
 
7
 
3
 
9
 
0
0
 
 
 
 
 
0
 
0
 
3
 
 

0
0
 
9
 
5
 
0
 
9
 
 
 
 
5
 
6
 
3
 
 

3
 
2
 
 

0
0
 
3
 
2
 
0
0
 
7
 
 

4
 
3
 
 
 
 
 
2
 
 

表 3  行政ブロック別患者医療定点数  

（平成5年1月1日現在）  

診療 科 目   北九州 福岡市 福岡県  計  

′ト 児 ・ 内 科 13  17   31  61  
眼  科  2  3  4  

皮膚・泌尿器・婦人科  4  4  6  

計  19   24   41  

9
 
4
 
4
 
 1

 
0
0
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齢階級別に集計し，統計表を作成するとともに解析・評  

価する．これがシステムの流れである．   

県内の患者医療定点総数は前年度より4定点増え84  

定点となり，その診療科目別のブロック別内訳は表2，  

行政ブロック別内訳は表3のとおりである．平成4年度  

の患者報告数は68461人であった．疾患別，ブロック別  

の患者報告数は表4のとおりである．前年度と比較して  

18830人の増加であった．その主な内訳は，インフルエ  

ンザ様疾患が12207人増加したのを始め，風しんが5  

674人，手足口病が1978人，感染性胃腸炎が966人，流  

行性耳下腺炎が908人等それぞれ増加した．一方，減少  

した疾患は麻しん様疾患 卜2692人），流行性角結膜炎  

（－836人），百日せき様疾患（－572人）等であった．ま  

た，性感染症（STD）の報告数は前年度と比較して432入  

滅少した．その主な内訳をみると，淋病様疾患が326人，  

陰部クラミジア感染症が93人，梅毒様疾患が49人それぞ  

れ減少し，陰部ヘルペスは40人増加した．   

2・2都道府県別息者情報の活用   

各都道府県の感染症患者情報は過別，月別に厚生省中  

央結核感染症情報センターへ報告され，そこで集計・整  

理された後，各県・各政令市へ還元される．これは結核・  

感染症サーベイランスシステムの特長であるが，当課は  

保健所端末と同様に，厚生省提供のソフトウェアメニュ  

ーを使って，この全国情報を還元ファイルとして受信し，  

蓄積保有している．この還元ファイルを当所の汎用コン  

ピュータで処理し，県内患者情報と合わせて解析し，県  

医師会を介して感染症情報として提供した．   

3 油症患者追跡調査データ処理   

当年度は，平成3年度に実施された全国統一検診票に  

よる油症患者追跡調査の全国集計及びデータ解析処理を  

前年度に引き続き行った．追跡調査受診状況は表5のと  

おりである．検診項目のうち集計した主要な項目数は，  

内科28，皮膚科21，眼科5，歯科21及び血液・尿・生化  

学等の検査39にわたり，これらの項目についての統計表  

を22表作成した．特に，検診項目の中で血液学的・生化  

学的検査については検診実施機関によって分析法が異な  

るため，それぞれの分析機関における正常範囲を調べ，  

平均値，中央値，異常値の比率等を算出し比較した．   

また，保健環境部生活衛生課の依頼により，平成4年  

表 5  平成3年度油症患者追跡調査受診者数  

表 4  平成4年度結核・感染症サーベイランス事業感染症発生報告数  

（平成4年14過一平成5年13週）  

感  染  症  北九州 福岡 筑豊 筑後 合計  

麻 し ん 様 疾 患  

風  し  ん  

水  痘  

流行性耳下腺炎  

百 日せ き様疾患  

溶 連 菌 感 染 症  

異  型  肺  炎  

感 染 性 胃 腸 炎  

乳児嘔吐下痢症  

手  足  口  病  

伝 染  性 紅 斑  

突 発 性 発 し ん  
ヘ ルパ ン ギー ナ  

MCLS（川 崎 病）  

咽 頭 結 膜 熱  

流行性角結膜炎  

急性出血性結膜炎  

インフルエンザ様疾患  

細 菌 性 髄 膜 炎  

無 菌 性 髄 膜 炎  

脳 ・ 脊 髄 炎  

ウ イ ル ス 肝 炎  

不 明 発 し ん 症  
伝 染 性 単 核 症  

アフター性口内炎  

RSウイルス感染症  

仮 性ク ル ー プ  

6
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総  計 16545 31073 653914304 68461  

染症の患者情報については県医師会が収集し，その集計  

及び解析については当課が担当している．各患者医療定  

点は一週間分の各感染症患者発生数をまとめて県医師全  

に郵送し，県医師全はそのデータをコンピュータに人力  

する．入力したデータは県・政令市を介して厚生省へ報  

告される．また，その患者報告数が当課にも送信され，  

当課ではJ－3100ZD（東芝）で受信し，フロッピーに蓄  

積保有する．1か月分蓄積した後，当所の汎用コンピュ  

ータ（NEC／ACOS3400）で疾患別，7’ロック別及び年  
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表 6－1 常時監視測定局及 び測定項 目  

区分局番測定局名称  測  定  項  目  

WV NO NO2 PC－Ox  

／J  J／  ／J  

D
 
 

W
 
〃
 
〝
 
〝
 
〝
 
〝
 
〝
 
〝
 
〃
 
〃
 
〃
 
 
 

M
 
 

P
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
 

S
 
 

2
 
0
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
 

S
 
 

1 苅田町役場  

2 苅田若久  

3 行   橋  

4 豊   前  

5 香   春  

6 田   川  

7 直   方  

JJ  JJ  ／／  

／／  ／／  JJ  

／／  ／／  J／   

／／  ／／  ／J   

／／  ／／  ／／   

／／  ／／  ／／   

／／  ／／  ／／   

／／  ／／  ／／   

／／  ／／  ／／  

福
岡
県
測
定
局
 
 

米
1
2
車
 
 

留
動
動
定
 
 

8 久  

9 移  

10 移  

11 測  

CO  

／／  

ll CH． NMHC TE HUMD  

O3 INSO UV  

ll  ll NMHC TE HUMD  

O3 INSO RAVO   

12 国設′ト郡  

1 門   司  

2 ′ト   倉  

3 城   野  

4 若   松  

5 八   幡  

6 皿 倉 山  

7 黒   崎  

8 戸   畑  

9 国設北九州  

2 。
〃
〃
〃
〃
〃
〃
 
 
 
2
 
 
 

N
 
 
 

N
。
〃
〃
〃
〃
m
N
。
〃
〃
 
 

W
〃
〃
〃
〃
m
W
V
〃
〃
 
V
 
 
 

W
〃
〃
〃
〃
m
W
。
〃
〃
 
D
 
 

〃
〃
 
 

M
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〃
〃
〃
〃
 

S
 
 

1
ウ
■
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〃
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〃
 
〃
 
E
 
O
 
〃
 
〃
 
 

S
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S
 
 

X
 
O
 
 
 

C
 
 

n
r
 
 

V
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〝
W
 
 
 

O
 
 
 
C
 
 

X
 
O
 
一
 
 
〃
 
C
 
 

n
r
 
 

M
D
 
 

U
 
A
 
 

H
 
R
 
 

E
 
V
 
 

T
U
 
 

M
H
C
N
S
O
M
H
C
 
N
 
I
 
N
 
 

H
 
 
 
〃
 
 

C
 
 

10 三萩野（日）  

11室町（自）  

12 黒崎（自）  

13 曽   根 ／／   ／／   ／／  

14 安   瀬 WD WV  
15 門 司（自）  

16 塔   野 SOz SPM l1  
17 西本町（自）  

サ  

フー  

セ   

ン  

タ  

／／  

／／  

／／  ／／  ／／  

18 松 ケ 江 ／／   ／／  

19 企 救 丘 ／／   ／／  

20 江   川  ／／  ダスト  

21門 司 港 ／／   JJ  

SO2：二酸化硫黄，ダスト：浮遊粉じん，SPM：浮遊粒子状物質，WD：風向，WV：風速，PC－0Ⅹ：光化学オキシタント，NO：一酸化窒素，  

NO2：二酸化窒素．CO：一酸化炭泉CH．：メタン．NMHC：非メタン炭化水素，TE：温度，HF：弗化水素，HUMD：湿度．03：オソン，RAVO：雨量，  

INSO：日射量，UV：紫外線，CONDこ電気伝導度，DO：溶存酸素，pH：水素イオン濃度，TURB：濁度，WUV：紫外線吸収，  

（自）：自動車排出ガス測定局，（水）：水質測定局  

度患者追跡調査を受診した84名について，血中PCB濃  

度あるいは臨床所見項目等について集計表（9表）を作  

成した．   

4 がん萱鍋システム   

当年度は，データ入力におけるバッチ処理のプログラ  

ム開発及びがん登録コンピュータシステムのドキュメン  

トの整備を行った．また．届出票5365件，補充票3588  

件及び死亡票9139件を入力し，エラーチェックを実施し  

た．  

環境情報業務  

1公書常時監視業務   

公害常時監視システムによって環境の常時監視を実施  

している県内の測定局数及び測定・監視項目数は，平成  

5年3月末日現在，大気関係57局383項目，水質関係3局  

18項目及び気象関係2局10項目である．地域ごとには表  

6－1及び表6－2に示すとおり．県設置12局100項目，北  

九州市サブセンター21局129項臥福岡市サブセンター17  

局102項目，大牟田市サブセンター12局80項目の計62局  

411項目であった．   

当年度は，北九州市で監視システムの更新が行われた．   
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表6－2  常時監視測定局及 び測定項 日  

区分局番測定局名称  測  項  目  

D
 
 

W
〝
 
〃
 
〝
 
〝
 
〝
 
〝
 
 
 

M
 
P
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
 

S
 
 
 
 
2
 
 

0
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
 

S
 
 

1 市 役 所  
2  西  

WV   

／／  

／／  

／／  

／／  

／／  

／／  

O
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
 
 

N
 
 

2   

B
 
 

R
 

O
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
 

N
U
〃
〃
 
 

T
 
 

PC－Ox  
／／  03 CH．NMHC TE 龍野  

家
 
 

書
 
 

／／   

／／   

／／   

／／   

／／  ／／  ／／  

CO   ／／   ／／  

／／  

／／  ／／  ／／  

／／  

／／  

南
東
 
 

福
岡
市
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
 
 

6 長   尾  

7 香   椎  

8 天神（自）  

9 平尾（自）  

10 一千鳥橋（自）  

11西 新（自）  

12 別府橋（自）  

13 大橋（自）  

14 比恵（自）  

15 那珂川（水）  

16 室見川（水）  

17 御笠川（水）  

O
 D

〝
〃
 
 
 

D
 
 

N
 
′
 
′
 
0
 
′
 
′
 
 

C
 
 
 

E
 T

〃
〃
 
 

pH  
／／   

／／  

’］  
V
 
 

W
〃
 
〃
〃
〝
〃
 
〝
 
〃
 
〃
 
〃
〃
〃
 
 
 

D
 
 

W
〝
 
〃
〃
〝
〃
 
〃
〃
 
〃
 
〝
 
〝
 
〝
 
 
 

M
 
P
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
 

S
 
 

0
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
 

S
 
 

CH． NMHC TE HUMD  1 国設大牟田  

2 駿   馬  

O
 
F
 
 

C
 
H
 
 

V
∧
 
0
 
 
 

C
 
 

P
 
 

O
 
〃
 
〃
 
〃
 
 

N
 
 
 

O
〃
 

N
〃
〃
 
 

三
明
新
七
八
 
勝
不
諏
上
 
 

大
牟
田
市
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
 
 

川  

泊  

地  

浦  

本  

3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
 
 

橘
 

立
鋸
 
 

訪
内
 
 

12  

表中の記号は前表とl司じ  

表丁－1  果
 
 
 

結
 
 
 

走
 
 
 

茸
 
 
 

硫
 
 
 

レ
し
 
 

イ
 
 
 

酸
 
 
 

∴
 
 
 

（単位：10－3ppm）  

測定局  
2
 
 

1
 
 

2
 
 1

 
 

1
 
 1

 
 

0
 
 1

 
 

9
 
 

Q
U
 
 

7
 
 

6
 
 

5
 
 

4
 
 
 

苅田町役場   

苅田若久   

行 橋   

豊 前   

香 春  

田 川  

直 方   

久留米   

国設′ト郡   

行橋行事  

（移動1）  

久留米市野中  

（移動2）  

4
 
0
 
A
】
 
£
U
 
3
 
7
 
亡
U
 
O
 
5
 
1
 
2
 
4
 
4
 
8
 
7
 
4
 
A
】
 
3
 
7
 
8
 
6
 
0
 
 

4
 
 
 
 
3
 
 
 
 
3
 
 
 
 
5
 
 
 
3
 
 
 
3
 
 
 
 
3
 
 
 
 
6
 
 
 
 
4
 
 
 
 
4
 
 
 
 
6
 
 

一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
【
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 

〇
 
 
 
 
〇
 
 
 
 
ハ
U
 
 
 
 
2
 
 
 
0
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
0
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 

4
 
父
U
 
A
】
 
0
 
3
 
6
 
5
 
史
U
 
4
 
3
 
3
 
1
 
5
 
0
 
ご
U
 
4
 
4
 
9
 
7
 
5
 
6
 
0
 
 

1
 
 
 
 
2
 
 
 
 
1
 
 
 
 
2
 
 
 
 
2
 
 
 
 
1
 
 
 
 
2
 
 
 
 
3
 
 
 
 
1
 
 
 
 
2
 
 
 
 
3
 
 

一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
 
】
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 

l
 
 
 
 
1
 
 
 
 
0
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
2
 
 
 
 
1
 
 
 
 
2
 
 
 
 
1
 
 
 
 
2
 
 

5
 
0
 
4
 
8
 
2
 
9
 
5
 
9
 
4
．
4
 
3
 
9
 
3
 
2
 
7
 
3
 
5
 
5
 
6
 
3
 
7
 
6
 
 

1
 
 
 
 
1
 
 

1
 
 
 
 
1
 
 

1
 
 
 
 
3
 
 
 
 
2
 
 
 
 
1
 
 
 
 
2
 
 

一
 
 
 
 
 
【
 
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
】
 
 
 
 
 
一
 
 

2
 
 
 
 
1
 
 
 
 
0
 
 
 
 
2
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
3
 
 
 
 
1
 
 
 
 
2
 
 

2
 
0
 
3
 
3
 
2
 
8
 
4
 
2
 
4
 
6
 
1
 
7
 
3
 
交
じ
 
亡
じ
 
父
U
 
4
 
1
 
6
 
8
 
7
 
6
 
 

1
 
 
 
 
1
 
 

1
 
 
 
 
1
 
 

2
 
 
 
 
2
 
 
 
 
1
 
 
 
 
2
 
 

一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
■
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 

O
 
 
 
1
 
 
 
0
 
 
 
2
 
 
 
2
 
 
 
0
 
 
 
1
 
 
 
1
 
 
 
1
 
 
 
3
 
 
 
2
 
 

3
 
0
 
3
 
9
 
2
 
9
 
ご
U
 
5
 
4
 
2
 
1
 
9
 
5
 
5
 
7
 
3
 
5
 
父
U
 
6
 
6
 
8
 
5
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
3
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
2
 
 

一
 
 
 
 
－
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 

1
 
 
 
0
 
 
 
0
 
 
 
3
 
 
 
2
 
 
 
0
 
 
 
2
 
 
 
1
 
 
 
2
 
 
 
3
 
 
 
2
 
 

4
 
4
 
3
 
7
 
2
 
2
 
5
 
9
 
3
 
2
 
2
 
0
 
5
 
9
 
ご
U
 
4
 
5
 
7
 
8
 
7
 
7
 
ハ
U
 
 
 
 
1
 
 
 
 
2
 
 
 
 
1
 
 
 
 
2
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
2
 
 
 
 
5
 
 
 
 
2
 
 
 
 
1
 
 
 
 
6
 
 

一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
，
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 

〇
 
 
 
 
〇
 
 
 
 
〇
 
 
 
 
2
 
 
 
2
 
 
 
0
 
 
 
 
2
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
4
 
 
 
 
2
 
 

4
 
9
 
3
 
3
 
3
 
7
 
7
 
〔
X
U
 
5
 
7
 
2
 
4
 
ご
U
 
O
 
ご
U
 
4
 
4
 
5
 
6
 
0
0
 
7
 
0
 
 
 
 
1
 
 
 
 
3
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
2
 
 
 
 
ご
U
 
 
 
 
2
 
 
 
 
1
 
 
 
 
6
 
 

一
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
【
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 

l
 
l
 
 
 
 
1
 
 
 
 
3
 
 
 
 
2
 
 
 
 
0
 
 
 
 
3
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
2
 
 
 
 
2
 
 

3
 
1
 
4
 
4
 
3
 
1
 
7
 
2
 
4
 
5
 
2
 
4
 
2
 
1
 
4
 
ご
U
 
3
 
4
 
6
 
1
 
6
 
9
 
 

1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
2
 
 
 
 
1
 
 
 
 
3
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
2
 
 
 
 
1
 
 

一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 

〇
 
 
 
 
〇
 
 
 
 
〇
 
 
 
 
2
 
 
 
 
1
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
0
 
 
 
 
1
 
 
 
 
0
 
 

3
 
5
 
3
 
4
 
2
 
2
 
ご
じ
 
ご
U
 
4
 
2
 
1
 
父
U
 
I
 
Q
U
 
7
 
6
 
2
 
7
 
5
 
9
 
3
 
7
 
 

1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 

3
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 

一
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
¶
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 

O
 
n
U
 
O
 
 
 
 
2
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
1
 
 
 
 
0
 
 
 
 
1
 
 
 
 
0
 
 

5
 
（
】
U
 
3
 
6
 
3
 
1
 
9
 
3
 
3
 
父
U
 
1
 
5
 
3
 
9
 
9
 
6
 
3
 
7
 
7
 
8
 
3
 
6
 
 

1
 
 

1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
2
 
 

2
 
 
 
 
1
 
 

一
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 

1
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
4
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
4
 
 
 
0
 
 
 
 
2
 
 
 
 
0
 
 

7
 
0
 
5
 
6
 
5
 
7
 
1
 
0
 
7
 
1
 
2
 
6
 
7
 
7
 
7
 
7
 
6
 
3
 
9
 
0
0
 
6
 
7
 
 

4
 
 
 
 
3
 
 
 
 
3
 
1
 
5
 
 
 
3
 
 
 
 
2
 
 
 
 
2
 
 
 
 
3
 
 
 
 
4
 
 
 
 
4
 
 
 
 
4
 
 

一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
】
 
 

2
 
 
 
 
0
 
 
 
 
1
 
 
 
 
5
 
 
 
1
 
 
 
 
0
 
 
 
 
2
 
 
 
 
2
 
 
 
 
1
 
 
 
 
4
 
 
 
 
0
 
 

4
 
2
 
4
 
7
 
5
 
7
 
8
 
7
 
5
 
7
 
2
 
7
 
5
 
6
 
ご
じ
 
父
U
 
4
 
0
 
父
U
 
1
 
7
 
2
 
 

1
 
 
 
 
2
 
 
 
 
2
 
 
 
 
3
 
 
 
 
2
 
 

2
 
 
 
 
2
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 

一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 

〇
 
 
 
 
O
 
I
 
A
】
 
 
 
 
3
 
 
 
 
0
 
 
 
 
2
 
 
 
 
2
 
 
 
 
1
 
 
 
 
3
 
 
 
 
1
 
 

5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
7
 
7
 
5
 
q
U
 
3
 
2
 
9
 
ご
じ
 
父
U
 
9
 
6
 
5
 
0
 
7
 
2
 
7
 
9
 
 

1
 
 
 
 
2
 
 
 
 
1
 
 
 
 
2
 
 
 
2
 
 

3
 
 
 
 
2
 
 
 
2
 
 
 
 
2
 
 
 
 
4
 
 

一
 
 
 
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
l
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
 
 

〇
 
 
 
 
O
 
 
 
 
1
 
 
 
 
2
 
 
 
 
3
 
 
 
ハ
U
 
 
 
 
2
 
 
 
 
3
 
 
 
2
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 

上段：平均値，下段：最小値一最大値   



果
 
 
 

結
 
 
 

走
 
 
 

質
 
 
 

物
 
 
 

状
 
 
 

子
 
 
 

遊
 
 

（単位：10‾3mg／m3）  

2
 
 

1
 
 

2
 
 1

 
 

1
 
 1

 
 

n
U
 
 

1
 
 

9
 
 

（
】
U
 
 

7
 
 

6
 
 

5
 
 

4
 
 

場
 
 

ル
又
 
 
 

田
 
 

苅
 
 

7
 
7
 
7
 
9
 
7
 
2
 
8
 
7
 
4
 
5
 
3
 
4
 
7
 
5
 
9
 
3
 
4
 
1
 
5
 
3
 
5
 
0
0
 
 

3
 
6
 
3
 
7
 
2
 
3
 
1
 
4
 
3
 
9
 
3
 
7
 
2
 
4
 
3
 
5
 
2
 
1
 
2
 
6
 
4
 
5
 
 

2
 
 
 
 
2
 
 
 
 
2
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
2
 
 
 
 
1
 
 
 
 
2
 
 
 
 
2
 
 
 
 
1
 
 
 
 
2
 
 

、
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
▼
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 

1
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 

3
 
3
 
0
 
1
 
7
 
0
 
9
 
A
】
 
Q
U
 
5
 
2
 
3
 
0
 
0
 
9
 
9
 
0
0
 
3
 
6
 
0
 
9
 
7
 
 

4
 
6
 
4
 
6
 
2
 
2
 
1
 
0
0
 
2
 
0
 
3
 
4
 
3
 
2
 
3
 
4
 
2
 
3
 
2
 
¢
U
 
3
 
3
 
 

1
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
1
 
 

1
 
 

1
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
1
 
 

－
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 

2
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
1
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
1
 
 
 
 
0
 
 
 
 
1
 
 
 
 
0
 
 
 
 
2
 
 

3
 
1
 
7
 
7
 
0
 
0
0
 
3
 
2
 
0
 
0
 
7
 
1
 
2
 
4
 
4
 
9
 
5
 
1
 
9
 
亡
U
 
O
O
 
仁
U
 
 

3
 
0
0
 
2
 
2
 
2
 
6
 
1
 
4
 
3
 
6
 
2
 
Q
U
 
2
 
2
 
3
 
9
 
2
 
1
 
1
 
Q
U
 
3
 
0
0
 
 

1
 
 

1
 
 
 
 
 
2
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
2
 
 

一
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
 
▼
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 

3
 
 
 
 
1
 
 
 
 
0
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
0
 
 
 
 
1
 
 
 
 
0
 
 
 
 
1
 
 
 
 
0
 
 
 
 
2
 
 

9
 
3
 
1
 
鑓
U
 
O
O
 
2
 
1
 
7
 
7
 
5
 
2
 
仁
U
 
1
 
5
 
5
 
9
 
0
 
2
 
6
 
3
 
2
 
8
 
 

2
 
3
 
2
 
Q
U
 
1
 
3
 
1
 
4
 
2
 
9
 
2
 
0
 
2
 
0
0
 
3
 
4
 
2
 
0
 
1
 
6
 
4
 
5
 
 

1
 
 

1
 
 
 
 
 
1
 
 

1
 
 

2
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
1
 
 

一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
、
 
 
 
 
一
 
 

1
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
1
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
1
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
1
 
 
 
 
0
 
 

7
 
5
 
0
 
9
 
3
 
5
 
6
 
0
 
2
 
1
 
4
 
7
 
7
 
0
 
7
 
0
 
1
 
5
 
1
 
6
 
4
 
0
0
 
 

3
 
5
 
3
 
5
 
2
 
0
 
1
 
7
 
3
 
2
 
3
 
4
 
2
 
2
 
4
 
1
 
3
 
7
 
2
 
0
0
 
5
 
9
 
 

1
 
 

1
 
 
 
 
 
2
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
2
 
 
 
 
1
 
 

1
 
 
 
 
 
2
 
 
 
 
 
1
 
 

一
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 

2
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
1
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 

2
 
2
 
4
 
9
 
亡
U
 
2
 
7
 
9
 
2
 
5
 
5
 
9
 
0
 
3
 
2
 
0
 
6
 
＜
U
 
2
 
7
 
9
 
2
 
 

4
 
4
 
3
 
7
 
2
 
8
 
1
 
2
 
3
 
6
 
3
 
3
 
3
 
1
 
4
 
9
 
2
 
2
 
2
 
1
 
▲
4
 
0
0
 
 

2
 
 
 
 
 
2
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
2
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
1
 
 

■
 
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
 
】
 
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 

2
 
 
 
 
0
 
 
 
 
n
U
 
O
 
 
 
 
1
 
 
 
 
0
 
 
 
 
1
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
1
 
 
 
 
2
 
 

4
 
7
 
7
 
1
 
3
 
3
 
4
 
3
 
1
 
3
 
4
 
4
 
0
0
 
5
 
5
 
■
4
－
9
 
0
0
 
0
0
 
5
 
2
 
0
 
 

3
 
6
 
2
 
5
 
2
 
0
 
1
 
7
 
3
 
0
 
3
 
7
 
2
 
4
 
3
 
3
 
1
 
3
 
1
 
6
 
4
 
3
 
 

1
 
 
 
 
2
 
 
 
 
1
 
 
 
 
2
 
 
 
 
1
 
 

2
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 

2
 
 

一
 
 
 
 
 
 
【
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
 
【
 
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
、
 
 

1
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
1
 
 
 
 
2
 
 
 
 
n
U
 
 
 
 
1
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 

3
 
1
 
1
 
1
 
5
 
5
 
1
 
7
 
7
 
5
 
2
 
3
 
2
 
9
 
5
 
4
 
0
0
 
6
 
0
 
4
 
5
 
0
 
 

3
 
0
 
3
 
＜
U
 
2
 
3
 
2
 
5
 
3
 
4
 
3
 
4
 
2
 
¢
U
 
3
 
0
 
1
 
9
 
2
 
1
 
3
 
1
 
 

1
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
1
 
 

1
 
 

1
 
 
 
 
 
1
 
 

1
 
 
 
 
 
1
 
 

一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
】
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 

4
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
6
 
 
 
 
1
 
 
 
 
0
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
0
 
 
 
 
1
 
 
 
 
2
 
 

7
 
3
 
9
 
0
 
8
 
1
 
2
 
1
 
6
 
4
 
3
 
7
 
9
 
5
 
6
 
8
 
（
U
 
7
 
2
 
3
 
8
 
9
 
 

3
 
3
 
3
 
3
 
2
 
2
 
2
 
7
 
3
 
5
 
3
 
4
 
2
 
1
 
3
 
7
 
2
 
3
 
3
 
6
 
3
 
4
 
 

1
 
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
 
1
 
 

1
 
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
 
1
 
 

一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 

3
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
0
 
 
 
 
1
 
 
 
 
0
 
 
 
 
ハ
U
 
 
 
 
1
 
 
 
 
2
 
 

5
 
5
 
7
 
0
 
1
 
貸
U
 
5
 
6
 
A
t
 
5
 
7
 
4
 
7
 
7
 
0
 
7
 
2
 
6
 
4
 
7
 
5
 
1
 
 

3
 
9
 
4
 
6
 
3
 
9
 
2
 
6
 
4
 
9
 
3
 
Q
U
 
2
 
7
 
4
 
2
 
2
 
5
 
3
 
3
 
4
 
2
 
 

1
 
 

1
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 

1
 
 
 
 
 
2
 
 
 
 
 
1
 
 

一
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
【
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 

1
 
 
 
0
 
 
 
0
 
 
 
1
 
 
 
「
⊥
 
 
 
O
 
 
 
1
 
 
 
0
 
 
 
0
 
 
 
1
 
 
 
0
 
 
 

6
 
0
 
9
 
0
 
4
 
0
 
9
 
9
 
Q
U
 
3
 
2
 
2
 
0
 
7
 
4
 
2
 
4
 
2
 
0
 
5
 
0
 
1
 
 

3
 
9
 
5
 
1
 
3
 
2
 
2
 
0
 
3
 
1
 
4
 
0
 
3
 
1
 
4
 
5
 
2
 
0
 
3
 
9
 
5
 
6
 
 

1
 
 

1
 
 
 
 
 
2
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
2
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
1
 
 

一
 
 
 
 
 
、
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 

2
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
1
 
 
 
 
0
 
 
 
 
1
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 

7
 
5
 
4
 
2
 
1
 
7
 
8
 
7
 
5
 
5
 
2
 
9
 
0
 
9
 
9
 
3
 
3
 
1
 
6
 
1
 
0
 
0
0
 
 

3
 
2
 
4
 
5
 
3
 
1
 
1
 
6
 
3
 
0
 
3
 
0
0
 
3
 
1
 
3
 
5
 
2
 
9
 
2
 
9
 
5
 
5
 
 

1
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
2
 
 

1
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
1
 
 

2
 
 

一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 

3
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
2
 
 
 
 
0
 
 
 
 
1
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
1
 
 
 
 
4
 
 

3
 
4
 
6
 
6
 
5
 
0
 
5
 
5
 
7
 
0
 
9
 
9
 
0
 
0
0
 
2
 
0
 
2
 
4
 
9
 
7
 
7
 
3
 
 

4
 
6
 
4
 
1
 
3
 
2
 
1
 
5
 
3
 
0
 
3
 
6
 
3
 
0
0
 
4
 
1
 
3
 
2
 
2
 
0
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上段：昼間（6時－20時）の1時間最高値の平均帖  

卜段：昼間（6時一20時）の最小値一最大怖  

また，平成5年3月に若松局と松ケ江局の浮遊粉じん測  12月に自排局として大橋局が新設された．大牟田市では  

定機が浮遊粒子状物質の測定機に入れ替わった．福岡市   監視システムの更新が行われた．県別定局では，移動2  

では平成4年7月末に自排局の警固局が廃止され，同年   局で浮遊粉じんの測定に替わって浮遊粒子状物質の測定   
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が開始された．また，移動1及び移動2局は前年度に引  

き続いて行橋市行事及び久留米市野中で測定を行った．  

大気汚染測定車“さわやか号”による環境大気調査は，  

新宮町，久留米市，筑紫野市，筑後市，太宰府市，春日  

市2か所，志免町，前原市の計9か所で126日間実施さ  

れ．当課は常時監視システムによるデータの円滑な収集  

に協力した．   

1・1 大気汚染常時監視測定結果   

当年度の県設置測定局における大気汚染常時監視測定  

項目のうち二酸化硫黄，浮遊粒子状物質，一酸化窒素，  

二酸化窒素及び光化学オキシダントの測定結果を表7－  

1から表7－5に示した．表中の平均値，最小値及び最大  

値は1時間値を基礎として算出した．   

二酸化硫黄の年平均値は0．002－0．007ppmで前年度と  

ほば同様であった。浮遊粒子状物質を測定している11局  

の年平均値は0．018－0．039mg／m】であるが，1時間値が  

0．2mg／mユを超えた測定局は前年度よー）減って7測定局  

であった．一酸化窒素及び二酸化窒素の年平均値は，そ  

れぞれ0．006LO．018ppm，0．009－0．020ppmで前年度同様  

測定局による差が大きい傾向を示した．光化学オキシダ  

ントは，昼間の1時間最高値の年平均値が0．02ト0．038  

ppmで，1時間最高値では全局で環境基準の0．06ppm  

を超えた．本年度，0．1ppmを超す高濃度を示したのは，  

県分で4局であった．   

1・2環境基準の適合状況   

各測定局における二酸化硫黄，浮遊粒子状物質，二酸  

化窒素及び光化学オキシダントの環境基準を超えた回数  

を表8に示した．二酸化硫黄については1時間値及び日  

平均値の環境基準を超えた測定局はなかった．浮遊粒子  

表：8  環 境 基 準  

状物質については豊前，香春，直方を除く局で1時間値  

の環境基準を超えた．また，日平均値の環境基準を超え  

た局は，苅田若久1局のみで，前年度に比べ減少してい  

た．二酸化窒素については，日平均値の環境基準を超え  

た測定局はなかった．光化学オキシダントについては環  

境基準値を超えた時間数が100時間以上の局が6局で，前  

年度よりも増加した．   

2 航空機騒音モニターデータ処理   

航空機騒音の実態を把握するために，太宰府市（福岡  

県保健環境研究所），福岡市東区（筈松第2ポンプ場）．  

遠賀町（島津公民館），築城町（弓の師地区学習等共用施  

設）の4か所に設置された航空機騒音モニターのデータ  

を時間帯別，離陸着陸別及び機種別に集計し，常時測定  

結果として，環項．整備局公害課に報告した．   

なお，当年度は，常時測定のデータ処理システムを見  

直し，プログラムを新規作成した．また，短期測定のデ  

ータ処理を汎用コンピュータ系の処理へと移行させるた  

め，環境理学課と共同し，関連プログラムを作成した．   

3 環境情報システムの構築   

当課が当年度関与した情報システムは次のとおりであ  

った．   

3・1 大気管理システム   

本システムは環境整備局公害課から依轍され，昭和61  

年度から継続して開発しているものである．当課はこれ  

まで公害課，当所大気課及び委託業者の（株）数理計画  

（－平成2年度），日本気象協会九州支部（平成3年度）  

とシステム開発に協力し，当年度完成した．本システム  

は，環境データ，気象，発生源，地域概況，汚染質予測  

等のサブシステムから構成されている．各種のデータベ  

を 超 え た 回 数  

酸 化 硫 黄  浮遊粒子状物質   二酸化窒素 光化学オキシダント  
測 定 局  

時 間 値  日平均値   時 間 値  日平均値  日平均値  時 間 値  

（時間数）  （日 数）  （時間数）  （日 数）   （日数）  （時間数）  

苅田町役場  

苅田若久  

行 橋  

豊 前  

香 春  

田 川  

直 方  

久留米  
国設小郡  

行橋行事（移動1）  

久留米市野中（移動2）  
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環境基準  
二酸化硫黄：l時間値の1什平均値が0．04ppm以下であり，かつ1時間値が0．1ppm以下であること：浮遊相子状物質：1時間値の1日平均  
値が0．10mg／m】以下であl），かつ1時間値が0．20mg／m・以下であること：二酸化窒素二1時間他の1U平均値が0．04から0．06ppmまでのゾーン  

内，又はそれ以下であること：光化学オキシダント：1時間値が0．06ppm以下であること   
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ットワーク（EILNET）」の運用が始まって，2年度目に  

なる．当所も，電子メール，電子掲示板，電子会議室，  

データベー ス，OSL（オンラインソフトウエアライブラ  

リ）等の機能を利用し，環境問題に関する研究情報の交  

流を行った．なお，（株）インテックのデータ通信回線Tri  

－P（トライピイ）を使用した当年度の通信時間は総計780  

分であった．   

4 地方公共団体公寺研究機間と国立環境研究所との  

共同研究  

「リモートセンシングによる環境調査の基礎的研究」  

を，前年度に引き続き，国立環境研究所との共同研究と  

して実施した．当年度は，福岡地区の緑被率の経年変化  

解析を行い，平成4年度日本リモートセンシング研究会  

地域セミナーで報告した．また，●昨年度の発表論文につ  

いて，その解析手法のアルゴリズム（最尤法による土地  

被覆分類）を，国立防災科学技術研究所で整備中の「衛  

星データ解析手法データベース」に登録した．   

5 コンピュータシステムの管理・運用   

公害常時監視業務，保健・環境の行政業務支援及び調  

査研究業務に活用されている汎用コンピュータシステム  

の維持・管理業務を行った．当年度は”産業廃棄物情報  

管理システム’’，”がん登録システム”等の情報システム  

が平成5年度から稼働するのに伴いホストコンピュータ  

の主記憶容量を16MBから24MBに増大させレスポンス  

タイムを向上させた．また，N5200／07のワークステーシ  

ョン14台をN5200モデル98／80，オフィスターミナル  

S30502台をS3100にリプレースした．このことによっ  

て当所及び環境整備局公害課，整備課ではN5200の機能  

に加えPC9801の機能が利用可能になり利用範囲が大き  

く・拡がった．さらに，端末用のプロッタ装置と図書閲覧  

室に文書作成機能を重視したLAN端末N5200モデル  

98／80とイメージリーダ及びページプリンタを新たに配  

備した．エンジニアリングワークステーションでは  

EWS4800モデル10を同モデル230のRISC機にリプレー  

スして処理機能を高めた．可搬型のデータエントリー装  

置では従来のPC9801系4台にN5200／03のLCとNC  

を1台ずつ加え計6台とした．これらのワークステーシ  

ョンで使用するフロッピーディスクのサイズは将来性を  

考慮して3．5インチを主にし外付けには5インチのもの  

を配した．   

ースは汎用コンピュータに納められ，日常業務の支援の  

ために利用される．また，汚染予測システムは汎用コン  

ピュータとオンラインで結ばれたエンジニアワークステ  

ーション（EWS）で計算され，その結果も汎用コンピュ  

ータのデータベースとして利用できるシステム構成とな  

っている．   

3・2 地理環境什報システム   

環境整備局環境保全課において，平成2～4年度の3  

年計画で開発していた本システムが完成した．この環境  

情報システムは，環境に関する情報をデータベース化し，  

開発事業者及び一般県民への情報提供を重要な目的の一  

つとする地理情報システムである．当課は，詳細設計に  

関する内容の審査及びリモートセンシングデータ解析の  

手法拡充を分担し，当整備事業に協力した．   

特に，リモートセンシングデータ解析の拡充について  

は，業者委託された部分とは別に，最尤法，グランドト  

ゥルースと地上基準点（GCP：Grand ControIPoint）  

の画素座標取得，閉領域の画素値集計及び正規化植生指  

標（NVI：NormalizedVegetationIndex）の機能を作  

成し，かつ，その使用時のエーザインタフエース（GUI：  

GraphicalUserInterface）も作成し，対話的処理がで  

きるようにした．   

3・3 産♯廃棄物情報管理システム   

本システムは県内の産業廃棄物に関する情報を当所の  

コンピュータに一元的に登錨・管理し，行政を円滑に支  

援するものである．システム開発は環境整備局整備課が  

立案し，当課はシステム開発の技術的支援として協力し  

てきた．当年度は開発の最終年度に当たり，端末として  

同整備課にワークステーション（N5200モデル98／80）を  

導入設置し，初期データの投入及び運用マニュアルの操  

作指導を行った．   

3・4 地下水質管理データ処理システム   

地下水質に関する調査は年々その数が増加してきてお  

り，従来の処理方法では十分に対応しきれなくなってき  

ている．そこで，これらのデータを有効，迅速に利用で  

きるようにするため，当所の汎用コンピュータを主力と  

したデータ処理システムを構築した．井戸緒元データは  

本庁の端末装置から入力し，分析結果は当所で入力する  

構成である．このシステムにより，日常的な成績書及び  

環境庁報告等の作成が容易になった．   

3・5 環境情報ネットワーク   

国立環境研究所のパソコン通信システム「環境情報ネ  
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計測技術課  

当課の主要な業務は，ガスクロマトグラフー質量分析装置（GC／MS）など精密分析機器，高度安全実験室の管理・運  

用及び県環境整備局経由の環境庁委託事業，化学物質環境汚染実態調査と未規制大気汚染物質モニタリング調査等に関  

するものである．   

ガスタロマトグラフー質量分析装置（フィニガン マットのマッ ト90型）の運用については，高感度，高分解能の機能  

を十二分に発揮させて環境中の化学物質（特にダイオキシン類）調査及び油症関連調査研究における分析・検索を行っ  

た．また，当年度に導入きれた簡易型のガスクロマトグラフー質量分析装置（日本電子のオートマスー50型）は，環境，  

食品中の農薬調査及び大気中の化学物質（特に悪臭成分）調査における試験検査と同定確認等にその威力を発揮するこ  

とが出来た．   

化学物質環境汚染実態調査に関しては，前年度までは3課（水質課，大気課，管理課）で対応していたが当年度から  

当課のみで全て実施することになった。その内容は，水質，底質，魚介類等水圏試料に関して，ネライストキシン分析  

法開発調査，0－トルエシスルホンアミドなど10成分の化学物質の環境調査，1，2－ジクロロエタンなど5成分の指定化  

学物質等検討調査であり，大気圏試料に関しては，二硫化炭素など7成分の化学物質と農薬9成分の環境調査，トリク  

ロロエチレンなど7成分の指定化学物質等検討調査，であった．   

以上の業務における項目別分析件数は，表9に示したように，3220であった．これらの他に，他課と共同して実施し  

た業務，例えば，苦情，事故等の原因調査及び試験・検査で検出きれた成分等のGC／MSによる定量，同定・確認分析  

などがあり，その件数を加えたものが当課の実際的な件数である．   

高度安全実験室の管理・運用に関して，化学実験室は，未規制大気汚染物質モニタリング調査，油症関連研究におけ  

るPCDDs，PCDFs分析，環境中のダイオキシン類に関する研究等の試料前処理室として，また，病原微生物実験室は，  

抗HIV薬開発研究等の調査・研究に，それぞれ，使用された．   

調査研究業務のうち，当年度に研究が完了し，学会等に報告したのは，環境中のダイオキシン類に関する研究が6件  

（内2件は口頭）であった．   

化学物質関係業務の著しい増加に対処するため，従来  

の高感度・高分解能GC／MSに加えて，当年度，本装置  

が導入され，所内関係各課の業務に利用された．   

本装置を使用した主要な業務は，県環境整備局公害課  

経由の環境庁委託の悪臭規制基準強化対策調査，化学物  

質環境汚染実態調査のネライストキシン分析法開発調査  

（水，底質，生物），環境調査（水，底質，生物）等で  

あった．また，食品中の農薬（生活化学課），水質中の発  

痛物質（病理細菌課），トリクロロエチレン，テトラク  

ロロエチレンの生分解成分（水質課）等の定量，同定・  

確認分析に使用された．   

2 蛍光X線分析装置／X繰回折装置   

苦情処理に伴う水中懸濁物質についてⅩ繰回折スペ  

クトルを測定した．   

3 その他の分析装置   

高速液体クロマトグラフ，ガスクロマトグラフ（ECD，  

FID，FTD，FPDの検出器が付いている），分光光度  

計，螢光光度計等が当課に設置されている．高速液体タ  

ロマトグラフとがスクロマトグラフについて，その使用  

状況を報告する．   

3・1 高速液体クロマトグラフ   

精せ分析機器等の管理・運用  

1 ガスタE］マトゲラフー賞JL分析装置（GC／MS）  

1・1 フィニガン マソト マットー90型（高感度・高  

分解能装置）   

本装置を利用した主な業務は，県環境整備局公害課経  

由の環境庁委託の末規制大気汚染物質（ダイオキシン  

類）モニタリング調査，化学物質環境汚染実態調査のネ  

ライストキシン分析法開発調査（水，底質，生物），環境  

調査（水，底質，生物，大気）及び指定化学物質等検討  

調査（水，底質，大気）などであった．測定対象化学物  

質及び件数は，表9に示す通りである．   

さらに，所内の他課との共同で地下水汚染成分である  

トリクロロエチレン，テトラクロロエチレンの生分解生  

成物の検索（水質課）など，また，共同研究として油症  

に関する研究（生活化学課）及び低沸点有機塩素化合物  

の変異原性に関する研究（情報管理課）に参画し，GC／  

MSによる測定を担当した．   

また，本装置の所内における調査・研究の円滑な利用  

を計るために各課の担当者を対象に操作法の研修会も実  

施した．  

1・2 日本電子 オートマスー50型（簡易型装置）  
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表 9  項 目 別 実 施 件 数  

項  口  検 体 数  項  目  検 体 数  

ロートルエンスルホンアミド  

♪トルエンスルホンアミド  

シメトリン  

プロベナゾール  

イソフロロチオラン  

ベンチオカープ  

カルポフラン  

ベンタゾン  

アセトニトリル  

アクリロニトリル  

ニ硫化炭素  

メチルメルカブタン  

モリネート  

ベンゾェピン（α）  

ベンゾェピン（β）  

1．2－ジクロロエタン  

1，4一ジオキサン  

トリプチルスズ化合物  

トリ7ユニルスズ化合物  

2一イミグゾリンー2一チオール  

トリクロロエチレン  

テトラクロロエチレン  

クロロホルム  

四塩化炭素  

3－クロロー4－フルオロニトロベンゼン  

1，2－ジグロロブロバン   

ジクロルポス  

タイアジノン  

フユニトロチオン  

マラチオン  

フェンチオン  

プロパホス  

イソキサチオン  

E PN  

ビペロホス  

フルトラニル  

MP P  

クロルピリホスメチル  

EDDP  

ピロキロン  

CAT  

フサライド  

ネライストキシン  

PCDDs  

PCD F s  

Co－PC B  

PCB  

エチオン  

エビクロルヒドリン  

18 5  

16 5  

185  

185  

6  

12   

9   

9  

13  

2 2   

9   

9  

12  

18  

3   

3   

4   

4   

4   

9   

6   

6   

6   

6  

5
 
0
 
0
 
5
 
0
 
5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
 
 

（
‖
凸
 
2
 
2
 
0
0
 
2
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
 
 

1
 
 

1
 
 
 
 
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 

5
 
5
 
0
 
♀
U
 
8
 
ハ
U
 
∧
U
 
5
 
0
 
 

6
 
6
 
3
 
7
 
7
 
5
 
6
 
 
 
 
1
 
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 

合  計  3220   

本装置を使用して実施した当年度の主な業務は，ゴル  

フ場農薬（ナウラムなど）調査，産業廃棄物最終処分場  

からの浸出水中の界面活性剤調査，化学物質環境汚染実  

態調査における水質，底質中の2イミグゾリンー2－チオ  

ール調査等であった．   

3・2 カ、■スクロマトグラフ  

当年度，主に本機器を使用して行った業務は，環境，食  

品中のリン系農薬調査，農薬［ジチオピル，テルブカル  

ブ（MBPMC）など］のオゾン，塩素による分解生成物の  

検索などであった．   

化学物質環境汚染実態調査   

前年度に引き続き県環境整備局公害課経由の環境庁委  

託業務として本調査を実施した．   

1 分析法開発網査   

環境試料中のネライストキシンの分析法を確立するた  

め水質，底質及び生物試料について検討した．   

検討結果の詳細については，学術事績編p．112に示した  

通りである．   

なお，本分析法を用いて，福岡県内の河川水，海水，  

生物及び東京湾底質等を分析した結果，ネライストキシ  

ンは検出されなかった．   

2 環境調査   

2・1 水質，底質及び生物   

化学物質の環境安全性確認の第一段階として，環境中  

の残留性について，水質，底質，生物における濃度レベ  

ルを知るため，柳川市地先海域及び大牟田市地先海域か  

ら採取した水質，底質及び生物について本調査を実施し  

た．   

柳川市地先海域においては，水質，底質中の0－トルエ  

ンスルホンアミド，♪－トルエンスルホンアミド，シメト  

リン，プロベナゾール，イソプロチオラン，ベンチオカ  

ープ，カルポフラン，ベンタゾン，アセトニトリル及び  

アクリロニトリルの10物質について分析した．生物（ポ  

ラ）については，上記のトルエンスルホンアミド頬及び  

アセトニトリルを除く 7物質について分析した．   

大牟田市地先海域においては，水質，底質中の♪－トル  

エンスルホンアミド，ベンチオカーブ，アクリロニトリ  

ル及びアセトニトリルの4物質について分析した．生物   
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（スズキ）については，ベンチオカープ及びアクリロニ  

トリルの2物質について分析した．   

これらの結果については，県環境整備局公害課を通じ  

て環境庁に報告した．   

2・2 大気   

大気中に残留していると考えられる化学物質について，  

環境中における挙動及び残留性の実態を把握し，化学物  

質による大気汚染の未然防止を図るための資料を得るこ  

とを目的として調査した．   

大牟田市庁舎屋上において採取した大気試料中の二硫  

化炭素，メチルメルカブタン，モリネート，ベンチオカ  

ープ，イソプロチオラン，ベンゾェビン（α）及びベンゾ  

エビン（β）について分析した．   

これらの結果については，県環境整備局公害課を通じ  

て環境庁に報告した．   

2・3 農薬一斉分析調査（大気：農薬一斉分析及び  

クロスチェック）   

大気中に残留していると考えられる農薬類について，  

分析精度の検討（クロスチェック）を行うと共に，環境  

中における挙動及び残留性の実態を把握し，農薬類によ  

る大気汚染の未然防止を図るための資料を得ることを目  

的として，モリネート，イソプロチオラン，ベンチオカ  

ープ，ベンゾェピン（α），ベンゾェピン（β），ジタロル  

ポス，ダイアジノン，7ユニトロチオン，マラチオン，  

フェンチオン，プロパホス，イソキサチオン，EPN，ピ  

ペロホスの14物質について調査した．   

これらの結果については，県環境整備局公害課を通じ  

て環境庁に報告した．   

3 ＝指定化学物干等検討鯛査（環境残留性朋値）   

化審法の指定化学物質について，環境残留状況を把握  

するために，その水質，底質及び大気中の濃度レベルを  

調査した．   

水質，底質については，大牟田市地先海域で採取した  

試料について，1，2－ジタロロエタン，1，4－ジオキサン，  

トリ7サルスズ化合物，トリフユニルスズ化合物及び2－  

イミグゾリンー2－チオールの分析を行った．   

また，大牟田市庁舎屋上において採取した大気試料に  

ついて，トリクロロエチレン，テトラクロロエチレン，  

クロロホルム，四塩化炭素，3－クロロー4－フルオロニトロ  

ベンゼン，1，2－ジタロロブロバンの分析を行った．   

これらの調査結果については，県環境整備局公害課を  

通じて環境庁に報告した．   

未規制大気汚染物質モニタリング調査   

本調査は，県環境整備局公害課経由の環境庁の委託事  

業であり，未規制大気汚染物質（ダイオキシン頬）濃度  

の把握及びこれらが地域に及ばす影響を解明することに  

より，大気汚染防止策の基礎資料を得ることを目的とし  

て実施した．   

調査地点は，工場地域近傍の住居地城1点，大都市の  

住居地域2点，中小都市の住居地域3点及びバックグラ  

ウンド地域1点の計7地点であり，平成4年8月から9  

月及び11月から12月の2回調査を行った．   

測定にはガスタロマトグラフー質量分析装置（マットー  

90型）を使用した．   

これらの調査結果については，県環境整備局公害課を  

通じて環境庁に報告した．   

高度安全実験室の管理・運用   

1 化学実験室   

最近，特殊有害化学物質による世界的な環境汚染が報  

告きれており，それらが人体へ取り込まれると悪影響を  

及ばすことから，この特殊有害化学物質について調査す  

る必要がある．これらに対応するため，前年度に引き続  

き環境試料及び生体試料の前処理を当実験室で行った．  

2病原微生物実験室   

危険度の高い病原微生物については，所定の設備が整  

った高度安全実験室内での取り扱いが義務付けられてい  

る．当所では，平成元年度に高度安全病原微生物実験室  

が整備きれた．以来，エイズの病原ウイルスであるHIV  

（ヒト免疫不全ウイルス）などの病原ウイルスについて  

の試験研究業務を，同実験室内で実施している．   
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保 健 科 学 部  

病理細菌課  

当課の主要業務は，行政依頼検査（生活衛生課，保健対策課及び環境整備局公害課依板）として伝染病細菌検査，食  

中毒細菌検査，苦情に係わる細菌検査，収去食品の細菌検査，環境及び汚濁源監視調査及び結核・感染症サーベイラン  

ス事業に関する細菌検査，一般依頼検査として，食品の細菌検査，水道僚水，浄水，飲料水の細菌検査，血液等の無菌  

試験，並びに調査研究であった．   

当年度は，特に調査研究業務において，変異原物質，発がん物質及び痛股微生物に関して26題を学会及び論文等によ  

り発表した．   

行政依頼検査   

1 伝染病細菌検査   

当年度は，赤痢，コレラ及び赤痢アメーバの8事例，  

32検体について検査を実施し，平成4年4月と7月に筑  

紫保健所管内で発生した事例からソンネ赤痢菌が検出さ  

れた他はすべて陰性であった．本事例から検出されたソ  

ンネ赤痢菌のコリシン型はいずれも6型であった．この  

地域では平成3年11月からソンネ赤痢菌のコリシン6  

型が検出されており，小規模な集団発生が続いていると  

考えられた（表10）．   

2 食中毒細菌検査   

当年度の食中毒発生は14事例で，合計177検体につい  

て食中毒細菌検査を実施した．原閃菌がサルモネラによ  

るもの8事例（57％），陽炎ビブリオによるもの2事例  

（14％），大腸菌によるもの1事例（7％）であった．  

さらに小型球形ウィルス（SRSV）によるものが，2事  

例（14％）あった．原因不明の事例は1事例であった．  

当年の食中毒発生の特徴は，サルモネラによる事例が全  

事例の半数以上を占め，例年多発するブドウ球菌による  

食中毒事例が認められなかったことである（表11）．主  

な概要は下記のとおりである．   

2・1 サルモネラ食中毒の概要   

当年度本県において発生したサルモネラ食中毒は8事  

例であり，血清型別の結果S．Enteritidis，09：g，m：L  

が5事例であった．5事例について分離された南棟につ  

いてファージ型別を国立予防衛生研究所に依頼した結果，  

1型及び4型がそれぞれ2事例及び3型が1事例であっ  

た．この結果は全回のファージ型別の傾向と一致するも  

のであった．他の3事例の血清型別はS．Typhimurium，  

04：i：1，2が2事例，S．Braenderup．07：e，h：e，n，  

z15が1事例であった．これらは，全国的に流石している  

血清型別と一致するものであった．一方，原閃食品が判  

明した事例は北海道関連のスモークサーモンによる1例  

のみであった．しかし，疫学調査から卵が関与している  

事例が2事例あった．   

3 苦什に係わ計細菌検査   

苦情及びその他の細菌検査は表12に示す4事例につ  

いて実施した．事例1は久留米市の飲食店で合食したグ  

ループから食品の中へのゴキブリ混入の申し立てがあー），  

従事者検便8及び原材料2件について細菌検査を実施し  

表 川  伝染病細菌検査  

事例  検査年月 口  所轄保健所  検 査 項 目 検奄件数  検査結果   備   考  

1 平成4．4．28  筑   紫  赤  痢  6   ソンネ赤痢歯   菌株6  

コリシン型別6型  

2  7．21 八   女  赤痢アメーバ  5  陰  性  便5  

3  7．31 筑   紫  赤  痢  1  ソンネ赤痢菌   菌株1  

コリシン型別6型  

1
 
4
 
1
1
 
4
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陰
 
 

1
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1
 
4
 
 
2
 
 

1
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表 ‖  平成4年度食中毒細菌検査  

事例 検桝月日 発生場所 欄保鮒琵霊宝老原田施設  原因食品 株因物質 血清型札コアグラーゼ型  

平成4．5．2 久圏米市   久留米  10  7 仕 出  

5．2 京都市  田Jll，添田  9 16 仕 出  

5．29 天草市  久留米  3  3 旅  

し 崖 不 明  SRV  

し 尿 卵焼き（推定） サルモネラ  09二g，m：－，ファージ型4  

館 不  サルモネラ  伽：g，m：一，ファージ型1  

サルモネラ  07：e．h：e，n，Z15  

サルモネラ  04：i二1，2  

不
 
不
 
 
 

店
 
屋
 
 

し
 
食
 
 
 
出
 
 

欽
 
仕
 
 
 

5
 
 
2
 
 

6．29 飯塚市  飯塚  14  

7．8 福岡市  筑紫，糸島  3  

8，6 韓国済州島  糸島  

8．19 水俣市  久留米  

8．24 筑紫野市   筑紫  

1 1不  
2  21旅  

66 10 旅  

明 不 明  大腸菌  0148：H28，ST＋，LT－  

館 不 明  腸炎ビブリオ 05：K15  

館 不 明  腸炎ビズリオ 02：K3  

8．26 福岡市  

9．11札上  芸芸〉  
22 116 仕 出 し 屋 卵焼き（推定） サルモネラ  09：g，m：－，ファージ型4  

1  3 飲 食 店 不 明  サルモネラ  04：i：1，2  

19  9 飲 食 店 不 明  サルモネラ  09：g，m：－，ファージ型3   

7  47 旅  館 不 明  不 明  

10 12 旅  館 不 明  SRV  

lO lりと海道関連）スモークチキン サルモネラ  伽：g，m：－，ファージ型1   

177 253  

9．10 福岡市  筑紫  

9．26 け本市  朝倉  

10．9 別府市  筑紫  

12．22 武雄市  田川  

10   

11   

12   

13  

14 平成5．1．4［l川l郡否春町 巨‖Il  

表12  平成4年度苦情及びその他の検査  

4 収主食晶の細首検査   

当年度は，表13に示したようにハチミツ，鶏肉，豚・  

牛肉，馬肉（生食用馬刺し），液卵・鶏卵，養殖魚，有明  

海産タイラギ，海水及び海底質について126検体，987項  

目の調査を実施した．検出された主な食中毒細菌は，ハ  

チミツ40検体からボツリヌス（Cわざ～ガdf〟椚∂oJ〟Jわ2〟∽）  

が2件（5％）であった．また，残留抗生物質が3件  

（7．5％）検出され，検出された残留抗生物質はいずれ  

もテトラサイクリン系であった．鶏肉14検体からはサル  

モネラ（助J桝0乃eJ由7ゆ乃め）が2件（14％），カンピ  

ロバクター（Cb吻わ∂αごねr励乃才／coJg）が4件  

（29％），リステリア（上ねねγ由de乃め殉α乃S）が14件  

（100％）検出された．豚・牛肉10検体からは腸管病原  

性大腸菌（五和ねγ1妙αJあ聯乃才c励c力gガc力由coJりが2件  

事例 検糾朋 雛場所欄保鮒琵墓原摘設  

1 平成4．4．6 久留米市 久留米  10 料  亭  

2  9．21筑紫野市 筑紫  1仕出し屋  

3  11．10 福岡市  筑紫  7 飲食店  

4  5．1．19 福岡市  久留米  7 仕出し屋  

計  25  

た．事例2は筑紫野市で発生した食中毒様事例の申し立  

てにより細菌検査が実施された．事例3及び4は福岡市  

関連の苦情申し立てにより該当施設が本県内に存在する  

ため従事者便及び原材料の細菌検査を実施した．しかし，  

いずれの事例においても病原細菌は検出されなかった．  

表13  収 去 食 品 の 細 菌 検 査  

検  査  項  目（検出件数）  
検 査  

検 体 分 類 検体数  
境川毀 一一 般 嫌気仲 人 陪 病仮作 ブドウ ザルモ カンヒロ ウエル ボツリリ ス エルシ セ レ 鄭重作 瞞虹プリ ナデビ 残 留  

細蔚教 菌 数 頗 庶 人腸菌 球蔚 ネ ラ ′く〃－ シュ ヌ ス テリア ニ7歯 ウ ス 人腸歯 柁拙 プリオ抗生物質  

280  20  20 20（2） 20（0） 20（0） 20（0） 20（0） 20（2） 40（2）20（1） 20〔1）20（3）  

1槌  14  1414（11）14（0）14（4）14（Zl14（4）14（31  14（汀）14（0）14（31  

120  10  1010（8）10（Z）10（0）10（0）10（0）10（0）  10（7）10（1）10（1）  

48   4   4 4（2） 4（1） 4（0） 4（0） 4（0） 4（0）  4（0） 4（0） 4（0）  

276  23  23 23（7） 23（2） 23（0） 23（‖ 23（1） 23（1）  Z3（4） 23（1）23（4）  

20  

∂   1  1（0）   

5  1  1（0）  

35   7  7（0）  

訓   6  6（6）  

987  朗  69 84（36） 69（5） 69（4） 69（3） 69（5） 69（6）状＝2）69（26） 69（3）69（11）  

40（3）  

14（0）  

10（0）  

4（0）  

23（1）  

20（0〕  

ハ十三ツ  41 

液卵・鶏卵  2. 

養殖魚  21 

タイラギ（lり1‾）  

け）た）  

海  水  

温  泥  
．4 
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表14  抑rl水の大腸菌群最確数検査結果表（MPN／100ml）  

区分  河川 名  採 水 地 点  大腸菌群黄確数  基準値  区分  河 川 名  採 水 地 点  大腸菌群最碓数  基準値   

黒  川  新  川  橋   4600   A   多々良川  大  隈  橋   54（）00   A  

友 枝 川  長  船  橋   2600   A  久 煉 川  深  井  桧   54000   A  

佐 井 川  佐 井 川 橋   17000   A  須 恵Jrl  酒  殿  橋   170000   B  

岩 岳 川  沓  洗  橋   94000   A  宇 美 川  亀 山 新 橋   63000   B  

田  川  橋 の 上 堰   
王∃．   

1100   A  大 根 川  花  鶴  橋   46000   B  

角 田 川  角 Ⅲ 川 橋   3500   A  大 根 川 橋   13000   A   

前  920   A  谷 ‥」 川  石 ケ 崎 椅   70000   A  

城井川  540   A  湊  川  i奏  橋   220000  

海  赤  幡  橋   540   ～｛・ 凹  川  久  保  槍   920000  

真如寺川   54000   B   瑞＝悔♯川  池 田 川 橋   1600  A  

流  9200   A  舶  28000   A  

極楽寺川  神  本  橋   1100   A  亀IIJ川  加 布 羅 橋   350000   A  

人   川  沓  尾  橋   17000   A  海  46000   A   

祓  郷  橋   3500   AA   一貴山川  深  江  橋   350000   A  

河  今   11l  170   A  流  11000   A   

野  口  橋   700   AA   福 吉 川  福  一古  橋   170000   A  

川   江 尻 川  110000   B  入  35000   A  

長峡川  60000  山 口 川  永  岡  橋   140000   A  

長 音 寺 橋   54000  A  河  33000   B  

′ト波i頼川   54000   A  1二 頸 川  瓦  Lr】 橋   79000   B  

音 無 川  松  原  橋   3500  衡笠川  110000  B  

八木Il」川  2200000   B  川   那珂川  朱雀大橋 今 光 晴  7900  B   

脇  野  橋   490000   A  矢 矧 川  矢  矧  橋   5400000   A  

ヽ七   穂波川   130000   A  汐入川  11000  

遠 賀 川  鴨生11水道取水U   49000   A  砂  山  橋   7900   B   

49000   釣 川  17000   B  

大嶋川  7900  野  添  橋   7000   B  

カロ 貝 川  中元寺川  三 ケ 瀬 橋  
花 ノ 木 橋   130000  

B B  

西郷川   54000   B  

有木川   17000  手光今．11l  今  川  橋   350000   

花 宗 川  柄  見  橋   7000   矢 部 川  上矢 部川 橋   1700   A  

山の井川  天  竺  橋   94000  星 野 川  生 野 川 橋   1700   A  

広  川  24000  矢  350000   A，C  
筑  永  代  橋   16000  B  山 木 川  山  下  橋   13000   A，C  

金丸川   5400  部  54000   B  

宝 満 川  鬼 川 原 橋   16000   B  沖端川  4600   B  

高良川  16000  三  明  橋   35000  

下 川 原 橋   92000  塚崎川   24000  B  

後  40000  矢 部 川  鶴  橋   49   湖沼A  

陣屋川   170000  A  大牟田川  五  月  橋   700000  
巨瀬川  70000  B  

大  790000  
小石原川   7000  A  牟  醇土日  11000  A  

川  1600  A  田  堂 面 川   70000  B  

屋形原橋  350  A  苗  御幸辺橋  170000  B  

桂   Jll  2100   B  

隈 上 川  柳  野  橋   1600   A   内  白銀川  三池電力横井堰  24000  A  

隈  B  

川   新 川 橋   24000  A   

基準値  AA二50MPN／100ml以下   湖招A：1OOOMPN／100ml以下  
A：1OOMPN／1OOml以■卜  C：甚準値なし  

B：5000MPN／100m／以下   
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（20％），リステリアが7件（70％）検出された．馬  

肉4検体からは腸管病原性大腸菌が1件（25％）検出さ  

れた．液卵・鶏卵23検体からはサルモネラが1件  

（4％），カンピロバクターが1件（4％），腸管病原性  

大腸菌が2件（9％），リステリアが4件（17％）検出  

された．養殖魚20検体からは残留抗生物質は検出されな  

かった．当県において主要な県産品である有明海産タイ  

ラギ（貝柱，わた）それぞれ1検体から腸炎ビブリオ  

（mわ血♪αm／∽g椚0ウJJc〟5）が検出されたことから，漁解  

禁前においても依然，腸炎ビブリオにより汚染されてい  

ることが明らかになった．また，採取海域の海水7検体  

及び海底質6検体の計13検体のうち，海底質6検体すべ  

てから大腸菌群が検出され，1検体（17％）からは糞便  

性大腸菌群が検出された．   

5 貝専横雇   

平成4年4月及び5月に有明海（4検体），豊前海（4  

検体）で採取されたあさりについて，麻痺性及び下痢性  

貝毒検査を行った．その結果，いずれの検体からも貝毒  

は検出されなかった．   

6 環境及び汚濁源監視調査   

河川水，湖沼及び水道水源の環境水，海水，事業場排  

出水，GEMS（GIobalEnvironmentalMonitoring  

System）／WATERに係る調査及び海水浴場水に関し  

ては大腸菌群数，第43回全国植樹祭に係る水質検査及び  

地下水モニタリング調査では一般細菌数，大腸菌群の調  

査を実施した．   

6・1 河川水中の大腸菌群数   

当調査は前年度と同様に豊前海流人河川，遠賀川水系，  

筑後川水系，筑前海流入河川，矢部川水系及び大牟田市  

内河川について調査を実施した．試料は上記対象区中の  

75河川に設定された92測定地点から採水し，大腸菌群  

最確数検査を実施した．検査結果は，表14に示した．   

6・2 湖沼及び水道水源中の大腸菌群数   

当年度は湖沼及び水道水源の環境水質調査について大  

腸菌群最確数検査を行った．その結果，大腸菌群汚染は  

例年と大差なかった（表15）．   

6・3 海水中の大腸菌群数   

当年度実施した筑前海及び有明海の海水水質監視調査  

表15  湖沼及び水道水源の大腸菌群最確数検査  

表16  海水の大腸菌群最確数検査  

採水年月日 大腸菌群衆確数  
（平成4年）（MPN／100m／）  

海域  採水地点  

遠賀川河‖沖 S【，1  

博多湾U沖St．2  
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は，各水産試験場が採水した海水について大腸菌群最確  

数検査を行った．表16に示すとおり，検査の結果は1検  

体が基準値（1000MPN／100ml）を上回った．   

6・4 事業場排出水中の大腸菌群数   

環境整備局公害課と各保健所は特定事業場に対して，  

水質汚濁防止法に基づ〈排出水調査のための立ち入り調  

査を行い，当年度は宮田保健所・管内の大腸菌群数検査を  

実施した．検査の結果，8事業所12検体のうち，基準値  

（3000個／mり を上回ったものはなかった．   

6・5 海水浴場海水の大腸菌群数   

海水浴場水質調査項目のうち，糞便性大腸菌群数検査  

を当課で実施した．県内海水浴場のうち遠賀保健所管内  

3海水浴場8地点，宗像保健所管内5海水浴場12地点，  

粕屋保健所管内1海水浴場3地点及び糸島保健所管内3  

海水浴場8地点計12海水浴場31地点について，海水浴  

シーズン前（平成4年5月21日－5月30日）及びシーズン  

中（平成4年7月22日－8月7日）に採水を行い，各108  

件計216検体について糞便性大腸菌群数検査を行った．  

検査の結果，いずれも基準値（1000個／100mJ以下）  

以下であった．   

6・6 地下水モニタリング調査   

地下水モニタリング調査項目のうち，一般細菌数と大   

採水年月日 大腸儲群最確数  
（平成4年）（MPN／100mL）  

測 定 地 点 名  水城名  

力九ダム  八木IL川1   4．21  17  

油木ダム  今  川  5．19  33  

ます淵ダム  紫  川  5．19  2  

州神ダム〈 
矢部川  6．23  23  

矢部川  6．23  240  
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中のカーボン粒子の形態，組成を評価し，大陸からの移  

流について検討した．また，薄膜法（大気汚染物質の評  

価を行う方法）の改良を検討し，快晴から曇りの期間に  

沈降する硝酸、硫酸成分等の乾性降下物の沈着現象につ  

いて前年度に引き続き詳細に評価した．また，透過一分  

析型電子顕微鏡を用い，発生源及び環境中のアスベスト  

粉じんの定量を行った．   

一般依頼検査   

当年度の一般依頼検査は次のとおりである（表17）．   

1 食品細菌検査   

当年度は，37検体，90項目について細菌検査を行った  

結果，不適検体は12検体（32％）であった。   

2 水道原水，浄水及び飲料水の細菌検査   

水道水及び井戸水等の一般細菌数及び大腸菌群検査の  

総検査件数は362であった．検査の結果，76検体  

（21．0％）が水道法第10条の基準値を上回った．   

3 無菌試験   

血液等の無菌試験は120検体について実施したが，細  

菌及び真菌の発育を認めた不適検体はなかった．   

椚査研究関係   

1 厚生省がん研究：発がん物賃による環境汚染と生  

体影響の走土的解析   

本研究は→昨年度から3年計画で実施され 当年度が  

最終年度である．当所に与えられたテーマは，“大気中の  

変異・がん原物貿の定量的解析”である．   

当年度はジニトロベンゾ（a）ビレン及びその関連化合  

物であるニトローアザベンゾ（a）ビレンについて，変異  

撮性，環境中濃度，環境中での挙動，代謝還元速度と構  

造活性相関，動物に対する発がん性等について検討した．   

2 厚生省指定研究：ヒトがん発生の複数要因の相互  

作用に関する基礎的・臨床的研究   

本研究は当年度から実施され，当所に与えられたテー  

マは，“大気中発がん関連物貿による暴露量の定量”であ  

る．   

当年度は，ヒト呼吸による肺に沈着残留する変異原及  

び発がん物質について検討した．そこで，日本及び中国  

の肺がん患者摘出肺組織中に残留する芳香族炭化水素及  

びニトロアレー ンの蓄積量を測定することにより，室内  

及び室外汚染と肺がん発生との因果関係を明らかにする  

ことを目的とした．   

3 昔日呟の疫学とワクチンの有効性の評価に関する  

研究   

本研究は，昭和63年度から実施され当年度は最終年度  

であった．当年度はこれまでの集計及び報告書の作成に  

あたった．   

腸菌群調査を2回実施した．結果は，15検体中4検体  

（26．7％）が水道法第10条の基準値を上回った．   

6・7 第43回全国椀樹祭に係る水質検香   

県水産林務部全国植樹祭事務局の依頼で第43回全国  

植樹祭会場（夜須高原）に設置された水道の水質調査  

を，水道法第20条に定められた項目のうち，一般細菌数  

及び大腸菌群数の2項巨＝こついて検査を行った．検体数  

は9でいずれも基準値以下であった．   

6・8 GEMS／WATERに係る調査   

環境庁の依頼によー）世界の環境のためのボランティア  

活動として，筑後川（瀬の下）を測定地点に定め，平成  

4年6月から月1回，大腸菌群最確数検査及び糞便性大  

腸菌群数の検査を行った．   

結核・感染症サーベイランス事菓   

当年度は，16検体の依頼があった．検査項目及び検査  

件数は，百日咳様疾患11件，溶連菌感染症1件，梅毒様  

疾患1件，細菌性髄膜炎3件であった．このうち細菌性  

髄膜炎菌検査で5わ′申わcocc〟5♪ゐg〟研0乃由gが検出され  

た．   

電子顕微鏡管理業務   

複合型電子顕微鏡を使用した当年度の主な業務では，  

前年度に引き続き，透過型電子顕微鏡を用いて非細菌性  

急性胃腸炎患者の集団発生事例における病因ウイルスの  

検索を実施した．さらに，検出されたウイルス粒子と採  

取された患者ペア血清による免疫反応像を観察すること  

によー），疾嫡と検出ウイルスとの因果関係を明確にした．   

一方，走査一分析型電子顕微鏡を用い，山岳地域樹氷  

表1丁  一般依頼細菌検査  

試験・検査項目  検査件数 検査項目数 不適件数  
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新鮮凍結血紫  

波 厚 血 小 板  
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ウ イ ル ス 課  

当課で実施したウイルス学的検査，調査及び研究業務は概ね次のとおー）であった．   

県保健環境部経由の厚生省委託による伝染病流行予測調査事業では，日本脳炎感染源調査，風しん感受性調査，イン  

フルエンザ感受性調査，及びインフルエンザ感染源調査を実施した．また，結核・感染症サーベイランス事業では，県  

内で流行したウイルス感染症からのウイルス分離・同定を行う検査情報関係を担当した．行政依頼検査としては，県保  

健対策課からの依頼が主で，エイズ，つつがむし病，インフルエンザ，ムンブスウイルス，B型肝炎ウイルス等につい  

てウイルス学的，血清学的検査を行った．調査研究は，1）PCR法を用いたHIV遺伝子の解析，2）福岡県におけるC型  

肝炎ウイルスの血清疫学的研究，3）抗HIV薬剤の開発に関する研究，4）福岡県におけるエコーウイルス9，30型の  

流行状況の4題について実施した．   

以上の業務のうち，特に結核・感染症サーベイランス事業は，検査体制に変更があり，福岡市，北九州市分の検体は  

除外されたが，当年度も年間を通して多数の検体について検査を実施した．その結果，県内で流行したウイルス性疾患  

については，ほとんどその病原ウイルスを究明し，多くの検査情報を関係各機関へ提供することができた．また，保健  

所が窓口となり実施されているエイズの抗体検査の依頼件数が増加傾向にあり，平成3年度に比べ約5倍に増加した．   

汚染推定地区に指定された．その後の調査で，8月下旬  

と9月上旬の2週にかけて－2－ME感受性抗体陽性のブ  

タが検出された．   

以上の結果から，当県の自然界における日脳ウイルス  

伝播は，7月下旬頃から始まったが，その規模は小さく  

希薄であったことが推測された．   

1・2 患者発生状況   

血清学的診断を要する日脳届出疑似患者の発生は無か  

った．   

2 インフルエンザ   

2・1 感受性調査   

前年度と同様，被検血清はインフルエンザ（“イ”）流  

行前の平成4年9－10月に，久留米地区の9年齢区分の一  

般住民421名から久留米保健所により採血されたものを  

使用し，ワクチン株である3種の各型“イ”ウィルスに  

対するHI抗体価を測定した．抗体価16倍以上を抗体陽  

性とし，16倍未満を抗体陰性とした（表19）．0－4歳の  

伝染病流行調査書♯   

1 日本脳炎   

1・1 感染源調査   

本調査は，ブタの血清中の日本脳炎ウイルス（日脳ウ  

イルス）に対する抗体を測定することにより，日脳ウイ  

ルスによる汚染状況を把握するために行われた．7月上  

旬から9月中旬まで毎週，県内産で7か月齢以下のブタ  

20頭から，と殺放血中に採血し，その血清中の日脳ウイ  

ルス（JaGAr＃01株）に対するHI抗体及び2－メルカプ  

トエタノール（2－ME）感受性HI抗体を測定した．表  

1引こ示すように，当年は8月4日に初めてHI抗体保有  

ブタが検出され，抗体保有率は10％であり，その抗体は  

全て2－ME感′要件であった．このことから，当県では7  

月下旬頃から日脳ウイルス汚染が始まったことが示唆さ  

れた．きらに，翌週の8月11日に抗体保有率は80％，  

18日に100％となったが，いずれも2－ME感受性はな  

かった．これにより当県では，8月中旬に日脳ウイルス  

表 川  二平成4年度ブタの日本脳炎ウイルスHI抗体保有状況  
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表19  平成4年度久留米地区におけるインフルエンザウイルス各型に対する年齢別HI抗体保有状況  

（平成4年9－10月採血）  

年齢区分 ⊥山人山  抗体価  陰性率  HI 抗  体  価  ウ イ ル ス 環竺  ■‘ノー   ∵二二て  被検数   一休ーハ帥   平均抗体価  
（歳）  ＜16  （％） 16  32  64 128 256 ≧512  
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獣：平均陰性率（％）  

グループは，A／山形／32／89（Aソ連型）とB／バンコク／  

163／90に対してそれぞれ52．3％，68．2％と抗体陰性率が  

高かった．5－9歳，10－14歳，15－19歳のグループでは，  

検査対象者全員がAソ連型，A／北京／352／89（A香港  

型）に対する抗体を保有していた．また，B型に対する  

抗体陰性率も低かった．30－39歳から60歳以上の各グ  

ループでは，B型に対する抗体陰性率が高かった．これ  

らの結果より，単純に流行ウイルス型や患者発生規模を  

予測することは難しいが，最近の流行状況から考察する  

と，A型に関しては大規模な流行の可能性は少ないと考  

えられる．一方，B型に関しては，抗体陰性率が高く，  

かつ，保有抗体価も低いことから，流行の主体となるこ  

とが予測され，過去の流行状況を含めて考察すると，か  

なー）の規模の流行となることが予測された．   

2・2 感染源調査   

平成4年11月上旬から同5年2月中旬にかけて，“イ”  

様疾患で受診した病院外釆患者（筑紫野市の2病院）及  

び，学校における集団発生（前原市一 三橋町，筑穂町，  

苅田町）患者からのうがい液及び咽頭拭い液等合計76検  

体について，鶏卵接種法及び培養細胞（MDCK）法によ  

る“イ●’ウィルスの分離・同定を実施した（表20）．患  

者の初発生は平成4年11月9日前原市の′ト学校で認め  

られ，血清学的検査の結果，B型“イ”ウィルスによる  

ものであることが判明した．その後12月上旬に三橋町の  

′ト学校，及び筑穂町の中学校での集団発生からB型が分  

離された．一方，A香港型は，12月中旬に病院外釆患者  

から初めて分離され，さらに1月には苅田町での′ト学校  

の集団発生からも分離された．以後2月上旬までA香港  

型とB型の2種類の“イ”ウィルスによる流行が認めら  

れた．   

3 風しん   

3・1 感受性調査   
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表 20  平成4年度 インフルエンザウイルス感染源調査結果  

地  区  先生形態 検休採取月日  ウ  イ  ル  ス 分 離  血  清  検  査  

検体数  陽性数  ウイルス型  検体数  陽性数  ウイルス型  

前 原 市 集団発生  11月13日  

三 橋 町 集団発生  12月 8日  

筑 穂 町 集団発生  12月11日  

筑紫野巾 散 発 例  12月  

／／  ／J  l月  

型
 
型
 
型
 
 

B
 
B
 
B
 
 

6
 
6
 
2
 
6
 
 

、
ソ
】
 
 

0  

1  B  型  

1  B  型  

3  A香港型  

2  B  型  

5
 
6
 
2
 
 

28  6  A香港型  

2  B  型  

苅 田 町 集団発生  1月18日  7  3  A香港型  5  5  A香港型  

筑紫野市 散 発 例  2月  1  1  B  型   

平成4年9－10月に久留米地区の児童・生徒及び一般  

住民の9年齢区分の女性421名から久留米保健所により  

採血された血清について，風しんウイルスに対するHI  

抗体価を測定した．HI試験は予研法で行い，抗体価8倍  

以上を抗体陽性とし，8倍未満を抗体陰性とした．調査  

結果は表21に示した．抗体陰性率が最も高かったのは0  

－4歳のグループ（68．0％），次いで40歳以上（23，4  

％），5－9歳（22．2％），10－14歳（21．1％）の順で  

あった．一方，15歳以上30歳末満の各グループでは，ほ  

とんどの調査対象者が，風しんウイルスに対する抗体を  

有していた．これらの結果は，例年とほほ同様の傾向を  

示していた．今後の風しんの流行に備え，特に妊娠可能  

年齢層で抗体陰性の女性は，何らかの感染予防対策を講  

じる必要があると考えられた．   

結核・感染症サーベイランス   

当年度より検査体制の変更があー），福岡市，北九州市  

の検査定点で採取された検体は，それぞれ福岡市衛生試  

験所，北九州市環境衛生研究所で検査されるようになっ  

た．当年度，検査定点医療機関で採取され，所轄の保健  

所を通じて当課へ搬入された披検体数は10疾病，210件  

であー），そのうち8疾病については病原ウイルスを究明  

することができた（表22）．疾病別に前年度と分離ウイ  

ルスが変わった疾病は，ヘルパンギーナ，無菌性髄膜炎，  

インフルエンザ等であった．ヘルパンギーナはコクサッ  

キーA2型がコクサッキーA4型に，無菌性髄膜炎は  

エコー30型がエコー 6型に，インフルエンザはAソ連型  

とA香港型がB型とA香港型にそれぞれ変わっていた．   

行政依頼検査   

保健対策課から，1）つつがむし痛届出患者の血清学  

的検査，2）インフルエンザ様患者集団発生の児童・生  

徒からのウイルス分離・同定及び血清学的検査，3）エ  

イズの血清学的検査，4）MMRワクチン接種後髄膜炎  

からのムンブスウイルス分離検査の依頼があり，衛生総  

務課からは5）B型肝炎に関する血清学的検査の依頼が  

あり，それぞれについて検査を実施した．2）の検査結  

果については，流行予測調査事業のインフルエンザの項  

でまとめて記述した．  

1）っつがむし病届出患者の血清学的検査   

当年度は4名の届出があり，間接螢光抗体法による血  

清学的検査の結果，2名がつつがむし病であると診断さ  

表 21 平成4年度久留米地区における風しんウイルスに対する年齢別Hl抗体保有状況  

（平成4年9月－10月才采血）  

年齢区分 仏ル此 Hl抗体価 抗体陰性率  H I ノノ  

検休数1⊥⊥芸】㌻■H 肌丁完■i  
平均抗体価  6
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調査対象はすべて女性．裾＝ま平均陰惟率（％）  



表 22  平成4年度結核・感染症サーベイランス検査結果  

疾 柄 名  採取 月  検  体  数  検  査  結  

株
件
件
 
 

1
 
9
 
1
 
 

1
 
 

流行性角結膜炎   4－3月  20（ES20）   

咽頭結膜熱  8月  1（ESl）  

ヘルペ ス1型  

陰  性  

陰  性  

ヘルパンギーナ  6，7月  3（NP2，SFl）  コクサッキーA4型  

ヘルペ ス1型  

陰  性  

陰  性  手足口病  7，8月  2（NPl，SFl）  

無菌性髄膜炎  5－2月  59（FClO，SF49）  株
株
株
件
件
 
 

1
 
9
 
1
 
0
0
 
0
 
 

．
止
「
 
2
 
 

コクサッキーBl型  

エ コ ー 6 型  

ムンブスウイルス  

陰  性  

脳・脊髄炎  4∩3月  20（FC2，SF17，URl）  陰  性  

乳児嘔吐下痢症   4－6月  20（FC19，SFl）  

11，2，3月   

感染性胃腸炎  43月  16（FC14，SF2）  

ロ タ ウ イ ルス  

アデノウイルス  

陰  性  

ロ タ ウ イ ル ス  

コクサッキーBl型  

陰  性  

件
件
件
件
株
件
 
 

l
 
l
 
Q
U
 
2
 
1
 
3
 
 

1
 
 

1
 
 

インフルエンザ   5，10月  29（FC3，NP26）  

様疾患  12月  

ペア血清9  

B  型 1株  

A ／ H3N2型 4株  
陰  性 24件  

A／H。N2型陽性 5件  

その他の疾患  4r3月  31（FC7，NP13，SFll）  エ コ ー17 型 1株  

ヘルペス1型 1株  

陰  性 29件  

検各紙数210件（189名分）  

BL：血液．ES；結膜ぬぐい汲，FC；糞便，LB：気管内分泌液，NP：咽頭ぬぐい液，SK：皮膚病巣  

表 23  平成4年度福岡掛こおけるつつがむし病届出患者の血清学的検査経果  

間接蛍光抗体法抗体価  発病   届出   採血  

月日   月口   月日   

つつがむし病   

判 定  GilliamKato Karp  

＜10  判定不能  

＜10  陰  性  

＜10  

＜10  陽  性  

80  

＜10  陽  性  

320  

1  64女   7．29  8．11  

2   65女  11．15 11．18  

3  64 男  11．25 11．27  

4   64 男  12． 4 12．7  

1
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7
 
0
 
6
 
4
 
 

1
 
1
 
 
 
 
 
 
2
 
 
1
 
 
 
 
 
2
 
 

8
 
1
 
2
 
1
 
2
 
2
 
2
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 

＜10   ＜10  

＜10   ＜10  

＜10  ＜10  

＜10  ＜10   

80   80  

＜10  ＜10  

160  320  

れた（表23），これらの患者は過去の患者と同様，いず  

れも宝満山麓及び四王子山麓近くの山野，及び隣接する  

庭で，11月下旬から12月上旬に感染したと推定された．   

3）エイズの血清学的検査   

抗HIV抗体検査体制に基づき，県下各保健所（福岡  

市，北九州市を除く）から当所に搬入された血清につい  

て検査を行った．搬入された検体数は1410作で，そのう  

ち120作が大牟田市からの依頼であった．この検体数は  

平成3年度の266件に比べると5倍以上に達し，昭和61  

年度に検査を開始して以来最高であった．   

4）MMRワクチン接種後髄瞑炎からのムンブスウイ  

ルス分離検査   

当年度は，2件のMMRワクチン接種後髄隈炎からの  

ウイルス分離検査依頼があり，1件よりムンブスウイル  

スが分離された．   

5）B型肝炎の血清学的検査   

本年度から，「保健所等職月B型肝炎感染対策実施要  

領」が制定され，それに基づく保健所等職月のB型肝炎   
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定期検診が実施された．当所では，ノ搬入された受診希望  

者240名の血清について，R－PHA法によるHBs抗原検  

査とEIA法によるHBs抗体検査を行った。その結果，  

HBs抗原・抗体ともに陰性で，ワクチン接種対象となっ  

た者は，96名であった。  

生活化学課  

当年度の主な業務は次のとおりであった．行政依頼業務として，県保健環境部の依頼で，1）農・畜産物中の残留農  

薬，2）魚介類中の水銀，PCB及びTBTO（ビスト］）ブナルスズオキシド），3）畜産物中のPCB，4）米中のカドミ  

ウム等の汚染物調査，5）畜・水産物中の残留抗菌性物質（飼料添加物）調査，及び6）医薬品・家庭用品等の規格基  

準適否検査，その他7）豆類及びその加工品中のアフラトキシン調査等の試験検査，8）食中毒及び苦情の化学的原因  

調査を実施した．また，一般窓口依頼業務として，食品成分分析，添加物試験，化粧品原料及びタール色素の規格基準  

適否検査を行った．また，衛生総務課の依頼により，保健所の検査課職員を対象とした食品化学検査の技術研修として，  

10月には2－3年の検査経験者を対象とした専門研修を，3月には人事異動に伴う未経験者を対象とした基礎研修をそれ  

ぞれ実施した．また，保健所検査課職員及び当生活化学課職月を対象に，食品化学検査（ジュース中の保存料検査）に  

対する精度管理調査を3月の基礎研修終了後に実施した．   

県保健環境部経由の厚生省委託業務として，人の血液中のPCB及びPCQの性状並びに存在量調査を行った．  

全業務の試験項目数は表24－28に示したように，行政依頼1736成分，一般依頼18成分で，総数1754成分であった．   

調査研究業務のうち，当年度に研究が完了し，学会等に報告したのは，油症に関する研究が3件（内2件は口演），  

その他分析法、調査研究が6件（内4件口演），計9件（内6件は口演）であった．  

表 25  医薬品・家庭用品項目及び依頼別成分数  表24  食品の検査項目と依頼別成分数  

項  目  行政依税   一般依板  項  目  行政依頼   一般依税  

定量・定性試験   

ビタミン製剤   

歯磨き   

ゲファルナート  

崩壊試験  

血液比重測定用硫酸銅液  

有害物質   

繊維製品   

家庭用エアゾール製品   

家庭用洗浄剤   

住宅用洗浄剤   

シンナー   

その他  
合   計  

金属類   

有害金属（Hg，Cd等）  25  

食品添加物   

品質保持剤   

漂白剤   

4
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1
 
9
 
4
 
 

1
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Q
U
 
 

着色料  

残留農薬類   

有機塩素剤   

有機リン剤   

その他  

PCB  

TBTO  

合成抗菌剤  

ヒスタミン  

アフラトキシン  

規格基準適否検査   

化粧品原料   

タール色素  

食品成分分析  

醸価または過酸化物価  
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表 26  油症検診関係の検査項目と成分数  
1  

6  

5  

2  

項  目  依頼件数  

PCB  

血液  

PCQ  
血液  

合  計  

フタル酸ジブチル  13  

合計  1419  17  

食品化学検査  

1よ薬及び抗菌性物質の残留調査  

1・1 農作物中の残留農薬  

県内で収去した野菜10検体，穀類8検体，合計18検  

ー】コントロール3件を含む．  

体について残留農薬の分析を行った．有機リン系農薬12  

成分については，なしからフユニトロチオンが0．004                                      ●   ■   
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表 27  牛乳中のPCB及び残留農薬調査結果（ppm）  

乳処理業所在地 PCB HCB 総HCHl）総DDT2）ディルドリンへブタグロル：言…Z；ルァルドリンエンドリン  

筑 穂 市  

筑穂町W  

柳 川 市  

春 日 市  

太宰肝市  

筑紫野市  

久留米巾  

D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
 

N
 
N
 
N
 
N
 
N
 
N
 
N
 
 

0．0003   0．0002  

0．0004   0．0001  

0．0004   0．0002  

0．0003   0．0001  

0．0001  0．0004  

0．0002   0．0005  

0．0003   0．0007  

0．0009   0．0008   0．0001   ND  O．0004  D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
 

N
 
N
 
N
 
N
 
N
 
N
 
N
 
 

0．0003   0．0008   0．0002  

0．0002   0．0004   0．0002  

0．0001  0．0011  0．0002  

0．0004   0．0012   0．0002  

0．0008   0．0010   0．0002  

0．0003   0．0012   0．0002  

ND  ND  

ND  O．0002  

ND  O．0002  

ND  O．0003  

ND  O．0004  

ND  ND  

1）捻HCHは，α－HCH，βHCH．γHCH，6－HCHの合計である．  

2）捻DDTは，p，P’－DDT．p，P’－DDE，p，p’DDD，O．p’．DDTの合計である．  

NDは0．0001ppm未満である．  

表 28  魚介類中のPCB，給水鋭及びTBTO調査結果（ppm）  

検体敦  夫然・養殖の別  PCB  給水銀  TBTO  

殖
明
 
明
 
明
 
明
殖
 
 

養
不
不
不
不
養
 
 

い
 
い
 
ぴ
 
ぴ
 
ち
 
め
 
 

、
一
へ
 
 

ま
 
ゝ
ら
 
 
 
 
 
せ
 
 

た
 
た
 
え
 
い
 
は
 
ひ
 
 

5
 
3
 
8
 
1
 
1
 
2
 
 

0．017－0．049  0．07－0．15  

0．013－0．033  0．06－0．14  

く0．0010．011  ＜0．01－0．03   

＜0．001  0．02  

0．061  0．10  

0．013－0．015  0．04  

0．0ト0．20  

0．28－0．94   

＜0．01   

＜0．01   

0，07  

0．09－0．51  

ppm（残留基準：0．1ppm），レタスからフェントェー  

トが0．003ppm（残留基準：0．1ppm），／」、麦からマラ  

チオンが0．009ppm検出されたが，他は不検出（検出限  

界値：DEP O．005ppm．その他は0．002ppm）であっ  

た．有機塩素系農薬14成分についてはすべて不検出（検  

出限界値：0．001ppm）であった．   

1・2 輸入食肉中の残留農薬   

県内で収去した輸入食肉10検体（牛肉9検体，豚肉1  

検体）について有機塩素系農薬14成分の分析を行った．  

その結果，脂肪中濃度はすべて検出限界値（0．05ppm）  

未満であった．   

1・3 牛乳中の有機塩素系農薬   

県内7工場から採取した市販牛乳7件について有機塩  

素系農薬14成分を分析した．その結果については表27  

に示した．いずれの検体も国の暫定許容量以下であった．   

1・4 食肉及び魚介類中の残留抗菌性物質   

全国的な畜・水産食品中の有害物賀モニタリング検査  

の実施に伴い，県内産の鶏肉，牛肉及び豚肉など計14検  

体並びに魚介類20検体について，抗菌性物質の10－11  

成分の分析を行い，更に，液卵及び卵の8検体について  

も，抗菌性物質4成分の分析を実施した．結果はいずれ  

も不検出であった．   

2 重金属調査   

2・1 魚介類中の給水銀及びTBTO   

保健所が収去した魚介類20検体について分析を実施  

し，その結果を表28に示した．総水銀は国の暫定的規制  

値（給水銀二0．4ppm）以下であった．また，TBTOは＜  

0．01－0．94ppmであった．   

2・2 米のカドミウム検査   

保健所が収去した米5検体についてカドミウム含有量  

を調査した．その結果，カドミウムの測定値は，＜0．01－  

0．05ppmであり，いずれの検体も国のカドミウム規制  

値（1．Oppm）を越えていなかった．   

3 PCB調査   

3・1 魚介類中のPCB   

県下に流通している魚介類のPCB汚染状況を把握す  

る目的で，たい，はまち等，合計20検体について調査を  

行った．その結果を表28に示した．PCB濃度は，0．04  

ppm以下で，国の暫定的規制値（遠洋沖合魚介類：0．5  

ppm，内海内湾魚介類：3ppm）を超えているものは認  

められなかった．   

3・2 牛乳中のPCB   

県内7二上場から採取した市販牛乳7検体について  

PCB分析を行った．その結果を表27に示した．いずれの  

検体も国の暫定的規制値（0．1ppm）以下であった．   

4 アフラトキシン調査   

県内で収去又は購入したナッツ類及びその加工品など  

計19検体にってアフラトキシン（B．，B2，G．，G2）の検  

査を実施した．その結果，すべての検体でアフラトキシ  

ンは不検出であった．   
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5 苦什検査   

5・1 輸入ワイン中メチルイソナオシアネート検査   

平成4年4月，イタリア産ワインにメチルイソナオシ  

アネートが使われていたことがわかり，販売停止等の措  

置がとられた．それに伴い県生活衛生課の依頼により県  

内で収去された14検体について検査を行ったが，結果は  

すべて定量限度値（0．02ppm）以下であった．   

5・2 明太子の水溶性タール色素検査   

平成4年8月20日県生活衛生課より明太子6検体にっ  

いて水溶性タール色素のHPLCによる検査依頼があっ  

た．製品の甘口低塩明太子及びi葺け込み液からは，黄色  

4号，赤色3号，同102号が検出され，他県で同種の製  

品から検出されたという赤色106号は検出きれなかった．  

原料のたらこ3検体及び塗り幸子については，これらの  
●●●  

着色料はいずれも不検出であった．   

5・3 ウオッカ中フタル酸ジブチル検査   

平成4年9月，ロシア産ウオッカ”ストリナナヤ”への  

7タル酸ジブチルの混入が疑われ，販売停止等の措置が  

とられた．それに伴い県内で収去された13検体について  

検査を行ったが，結果はすべて定量限度値（0．5ppm）  

以下であった．   

5・4 調理パン中アフラトキシン検査   

平成4年9月，T保健所管内の幼稚園給食に供された  

調理パンにカビが生えていたとの苦情の届出があったた  

め，3検体についてカビ毒（アフラトキシンB．，B2，  

Gl，G2）の検査を行った．結果はすべて検出限界値（50  

ng）以下であった．   

5・5 ちりめん中ヒスタミン検査   

平成5年1月，M保健所管内でちりめん入りの粥を食  

べたところ全身にじんま疹を生じたとの苦情の届出があ  

ったため，このちりめんについてヒスタミンの検査を行  

った．結果は1．41mg／100gでじんま疹の原因とは特  

定できなかった．   

6 食品残留■薬実態隅査   

厚生省委託を受け，輸入（一部国産）農作物に残留す  

る農薬の実態調査を行った．対象農薬は，ホサロン，エ  

チオン，モノクロトホス，フエナミフォス，ブロモホス，  

フォスファミドン，メビンホスの7品目，また，対象農  

作物は，米，もち米，そば，小麦，みかん レモン，オ ●●  
レンジ，グレープフルーツ，りんご，かき，バナナ，茶，  

■●●  

こんにゃくいもの計13農作物であり，捻成分数は109成 ●■●●●●●  
分であった。結果はすべて不検出（検出限界値：0．001  

ppm）であった．   

油症間違♯務   

1 血液中のPCB鯛査   

県内の油症検診受診者のうち34名について，血液中  

PCBを分析した．その内訳は油症患者の追跡調査に伴う  

もの（油症認定患者）31名，油症認定検診に伴うもの  

（未認定者）3名であった．油症認定患者の血液中PCB  

の浪度は最高15．7ppb，最低0．6ppb，平均3．2ppbであ  

った．一方，未認定者の血液中PCBの濃度は最高2．9  

ppb，最低1．9ppb，平均2．4ppbであった．   

2 血液中のPCQ隅査   

県内の油症検診受診者のうち5名について，血液中  

PCQを分析した．その内訳は油症認定患者2名，未認定  

者3名であった．油症認定患者の血液中PCQの濃度は  

最高8．10ppb，最低2．00ppb，平均5．05ppbであった．  

一方，未認定者の血液中PCQの濃度は全月検出限界値  

（0．02ppb）以下であった．   

家庭用晶検査   

有害物質を含有する家庭用品の規制に関する法律に基  

づき，潅衣，下着等の繊維製品64検体についてホルムア  

ルデヒドの試験を行った．試験結果はいずれも基準値以  

下であった，また靴下，家庭用毛糸5検体についてディ  

ルドリンの試験を，ガラスクリーナー，香り剤等の家庭  

用エアゾール製品20検体についてトリクロロエチレン，  

テトラクロロエチレンを，家庭用洗浄剤10検体について  

水酸化カリウム又は水酸化ナトリウムの含有量を，住宅  

用洗浄剤1検体については塩化水素又は硫酸含有量をそ  

れぞれ試験した．その結果，全検体とも基準値以下であ  

った．   

医薬品等検査  

1 収去検査   

厚生省の平成4年度医薬品等一斉取り締まりの一環と  

してビタミン含有内服液31検体，カプセル剤1検体にっ  

いてビタミンB．，B2，B6試験を迅速分析法により行っ  

た．歯みがき6検体について迅速分析法によるグルコン  

酸タロルヘキシジン試験を行った．また，カプセル剤1  

検体についてゲファルナートの試験を行った．これらの  

結果は，いずれの検体も含量基準値に適合していた．さ  

らに，錠剤4検体，カプセル剤6検体，丸剤9検体の配  

置用医薬品について崩壊試験を行った結果，丸剤2検体  

が不適であった．その他，血液比重測定用硫酸銅液24検  

体の比重測定を行ったが，すべて基準値（血液比重＝  

1．052以上）に適合していた．   

その他  

1 よ薬散布に伴う薬剤付♯検査   

県農業技術課は平成4年11月農薬（商品名スプラサイ  

ド，主成分メナダチオン）散布（手散布，ロボット散布）  

による薬剤の人体付着量調査を行い，その一環として，  

両腕，胸部，背中，両膝，マスク，帽子等18検体の検査  

を同課から依頼された．各試料について，FTD検出器付   
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劇物取締法違反の疑いがあるシンナー3検体についてト  

ルエン含量の検査を行った．結果を福岡県警に報告した．   

きガスクロマトグラフィーで分析した結果，すべての検  

体からメチダチオンが検出きれた．   

2 シンナー中のトルエン検査   

平成5年1月と3月に福岡県警の依栢により毒物及び  
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環 境 科 学 部  

大  気  課  

当課の業務は，大気汚染防止法に基づく排出基準監視調査及び大気環境監視調査，排出状況及び大気環境状況把握調  

査，悪臭防止法に基づく調査並びに大気及び悪臭由来の苦情処理に係る調査であり，更に，これらの業務以外の大気及  

び悪臭に係る調査研究である．   

当年度の業務のうち，大気関係の県環境整備局公害課依頼業務は，1）工場の排出基準監視調査としての，ばい煙発  

生施設の立入調査，燃料中硫黄分調査，2）大気環境監視調査としての大気汚染測定車による環境大気調査，光化学オ  

キシダント等の濃度分布調査，3）環境保全基金事業の酸性雨・霧対策調査及び，4）苦情処理調査であった．   

県環境整備局公害課経由の環境庁委託業務は，1）酸性雨調査研究（実態把握調査），2）酸性霧等による生態系影  

響解明調査（大気関係及び土壌関係）及び，3）国設局管理運営であった．   

市町委託業務は，1）苅田町，行橋市，豊前市及び水巻町における降下ばいじん及び硫黄酸化物調査，2）大牟田市  

における浮遊粉じん中の水溶性金属調査であった．   

悪臭関係での県環境整備局公害課依頼業務は，1）養鶏場に係る悪臭調査であり，また，県環境整備局公害課経由の  

環境庁委託業務は，1）悪臭規制基準強化対策調査（焦げ臭関係）であった．   

その他，国立環境研究所委託調査及び日韓共同研究（JICA関連）を行った．   

以上の業務における測定件数は表29のとおー）である．   

研究業務としては，福岡県における二次汚染質（エアロゾル）の動態に関する研究，酸性雨（湿性降下物）調査，  

大気浮遊粉じん中のトレーサー因子の解明（金属腐食）及び簡易測定器による高濃度オキシダント現象の解明を実施した．   

その他，全国公害研協議会酸性雨全国共同調査，福岡県大気汚染対策協議会事業，国立環境研究所との共同研究とし  

て二次生成エアロゾル及び国立公衆衛生院との高感度オゾン簡易測定器の実用化に関する調査・研究を実施した．   

排出基準監視網査   

1 県内ばい煙発生施設立入調査   

県内のばい煙発生施設からの排出状況を把握するため，  

発電用重油燃焼機関1施設，廃棄物焼却炉5施設につい  

て立入り調査を実施した．調査項目は，廃棄物焼却炉の  

内3施設がばいじん，窒素酸化物及び塩化水素，1施設  

が硫黄酸化物と窒素酸化物，1施設が塩化水素である．  

また，発電用重油燃焼機関についてはばいじんと窒素酸  

化物の測定を実施した．調査した施設は何れも排出基準  

値以下であった．   

2 燃料中硫黄分鯛鷹   

環境週間工場総点検に伴う燃料中硫黄分の調査を県下  

102施設について実施した．その結果，届出値を超えてい  

たものは7施設であった．   

また，硫黄酸化物の総量規制を実施している苅田及び  

大牟田地域20施設の使用燃料中硫黄分の調査も実施した．  

その結果，届出値を超えていたものは1施設であった．   

大気環境監視網優  

1 大気汚染測定車による環境大気調査   

大気汚染測定車“さわやか号”による環境大気調査を  

実施した．それぞれの測定期間及び測定場所は次のとお  

りである．また測定結果を表30一表38に示す．   

新宮町：平成4年5月7日－5月20日  

粕屋郡新宮町  新宮町中央公民館   

久留米市：平成4年5月29日－6月11日  

久留米市善導寺   両筑家畜保健衛生所   

筑紫野市：平成4年7月22日－8月4日  

筑紫野市原  筑紫野市原公民館   

志免町：平成4年9月2日－9月15日  

粕屋郡志免町  志免町役場駐車場   

筑後市：平成4年10月1日－10月14日  

筑後市Il」ノ井  筑後市役所駐車場   

春 日 市：平成4年10月22日－11月4日  

春日市泉  泉公民館   

太宰府市：平成4年11月20日－12月3日  

太宰府市大字太宰府 君畑交差点   

春 日 市：平成5年1月19日－2月1日  

春日市宝町  宝町交差点   

前原市：平成5年2月9日－2月22日  

前原市萩浦  前原下水管理セン  

ター   



表 2g  項H別県・市町別測定件数  

測 定 項 目   測 定 項 目  県  市町  

エ
U
 
8
 
 

2
 
 

排出基準監視調査  

ばい じ ん  

窒素酸化物  

酸   素  

水   分  

排ガス流量  

温   度  

硫黄酸化物  

塩化水素  

燃料中硫黄  

大気環境監視調査  

二酸化硫黄  
浮遊粉じん  

一酸化窒素  

二酸化窒素  

一酸化炭素  

メ タ ン  

非メタン炭化水素  

オキシダント  

気   温  

湿   度  

風   向  

風   速  
口 射 呈  

カドミウム  

鉛  

亜   鉛  

降下ばいじん総量  

水溶性物質  

水不溶性物質  

貯 水 量  

硫黄酸化物  

大気環境把握調査  

PH  
電気伝導度  

硫酸イオン  

硝酸イオン  

塩化物イオン  

アンモニウムイオン  

カルシウム  

マグネシウム  

カリ ウ ム  

ナトリウム  

フ  ロ  ン  

浮遊粒子状物質  

悪臭物質調査  

アンモニア  

硫化水素  

メチルメルカブタン  

硫化メチル  

ニ酸化メチル  

プロピオン醸  

ノルマル酪酸  

イソ吉草酸  

ノルマル吉草酸  

ホルムアルデヒド  

アセトアルデヒド  

プロピオンアルデヒド  

ノルマルブナルアルデヒド  

イソフサルアルデヒド  

ノルマルバレルアルデヒド  

イソバレルアルデヒド  

臭気濃度  

その他の調査  

オ ゾ ン  

ク ロ ム  

ニ酸化窒素  

陽イオン交換能  

全 炭 素  

全 窒 素  

0
 

5
 

2
 

2
 

1
4
 

1
 

0
0
 3

 
3
 
3
 
3
 
3
 
3
 
3
 
3
 
3
 
3
 
3
 
3
 
3
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2
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2
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4
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4
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4
 
4
 
 

4
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1
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1
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1
 
1
 
1
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2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
 

4
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4
 
1
 
4
 
4
 
 

4
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2
 
2
 
2
 
 

0
 
 1
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0
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6
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6
 
6
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1
 
1
 
1
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2
 
2
 
2
 
2
 
3
 
 

2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 

l
 
1
 
4
 
4
 
4
 
4
 
9
 
9
 
9
 
9
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仁
U
 
O
 
ハ
U
 
O
 
O
 
4
 
4
 
4
 
4
 
 

3
 
2
 
3
 
3
 
3
 
3
 
3
 
3
 
3
 
3
 
 

鉄  47  

マ ン ガン  47   

アルミニウム  100   

乾性降下物  12   

アンモニア  12   

硝   酸  12   

メ タ ン  26  

合  計   45211  1368  
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表 30  新宮町（中央公民館）における  

環境大気測定結果 5月7日－20日  

表 34  筑後市（市役所駐車場）における  

環境大気測定結果10月1日－14日  

項   目  単位  最高  最低  平均  項   目  単位  最高  最低  平均  

二 酸 化 硫 黄  

浮遊粒子状物質  

一 酸 化 窒 素  

二 酸 化 窒 素  

光化学オキシダント  

ー 酸 化 炭 素  

非メ タン炭化水素  

メ  タ  ン  

二 酸 化 硫 黄  

浮遊粒子状物質  

一 酸 化 窒 素  

二 酸 化 窒 素  

光化学オキシダント  

ー 酸 化 炭 素  

非メ タン炭化水素  

メ  タ  ン  

ppm O．017  

mg／miO．116  

ppm O．099  

ppm O．050  

ppm O．081  

ppm l．4  

ppmC O．80  

ppmC l．96  

0．002  0．005  

0．000  0．034  

0．000  0．010   

0．001 0．017  

0．001 0．032  

0．0   0．3  

0．18  0．37  

1．73  1．84  

ppm O．045  

mg／mき 0．128  

ppm O．082  

ppm O．058  

ppm O．067  

ppm l．5  

ppmC 2．39  

ppmC 2．13  

0．002  0．009  

0．000  0．043  

0．000  0．010   

0．003  0．021  

0．001 0．023  

0．1  0．4  

0．01  0．28  

1．76  1．83  

表 31 久留米市（両筑家畜保健衛生所）における  

環境大気測定結果 5月29日－6月11日  

表 35  春日市（泉公民館）における  

環境大気測定結果10月22日－11月4日  

項   目  単位  最高  最低  平均  項   目  単位  最高  最低  平均  

二 酸 化 硫 黄 ppm  

浮遊粒子状物質 mg／血  

一 酸 化 窒 素 ppm  

二 酸 化 窒 素 ppm  

光化学オキシダント ppm  

一 酸 化 炭 素 ppm  

非メタン炭化水素 ppmC  

メ  タ  ン ppmC  

二 酸 化 硫 黄  

浮遊粒子状物質  

一 酸 化 窒 素  

二 酸 化 窒 素  

光化学オキシダント  

ー 酸 化 炭 素  

非メ タン炭化水素  

メ  タ  ン  

0．049  0．001 0．005  

0．166  0．001 0．051   

0．031 0．000  0．005   

0．040  0．002  0．015   

0．090  0．002  0．032   

1．2   0．1   0．5  

0．76  0．00  0．09  

2．28  1．73  1．87  

ppm O．021  

mg／ma O．096  

ppm O．089  

ppm O．043  

ppm O．059  

ppm l．9  

ppmC O．69  

ppmC l．88  

0．001 0．004  

0．001 0．030  

0．000  0．008  

0．001 0．016  

0．002  0．023  

0．1  0．5  

0．00  0．20  

1．63  1．78  

表 32  筑紫野市（原公民館）における  

環境大気測定結果 7月22日－8月4日  

表 36  太宰府市（君畑交差点）における  

環境大気測定結果11月20日－12月3日  

項   目  単位  最高  最低  平均  項   目  単位  最高  最低  平均  

二 酸 化 硫 黄  

浮遊粒子状物質  

一 酸 化 窒 素  

二 酸 化 窒 素  

光化学オキシダント  

ー 酸 化 炭 素  

非メ タン炭化水素  

メ  タ  ン  

二 酸 化 硫 黄  

浮遊粒子状物質  

一 酸 化 窒 素  

二 酸 化 窒 素  

光化学オキシダント  

一 酸 化 炭 素  

非メタン炭化水素  

0．002  0．003  

0．000  0．030  

0．000  0．003  

0．001 0．007  

0．001 0．017  

0．0   0．1  

0．00  0．09  

1．64  1．77  

ppm O．005  

mg／mき 0．092  

ppm O．020  

ppm O．017  

ppm O．052  

ppm O．5  

ppmC O．21  

ppmC 2．12  

ppm O．027  

mg／m8 0．138  

ppm O．389  

ppm O．073  

Ppm O．035  

ppm 4．1  

ppmC l．58  

0．000  0．006  

0．004  0．049   

0．005  0．083  

0．007  0．033  

0．005  0．014  

0．2  1．2  

0．03  0．36  

メ  タ  ン ppmC l．91 1．72 1．81  

表 3丁  春日市（宝町交差点）における  

環境大気測定結果 1月19日－2月1日  

表 33  志免町（役場駐車場）における  

環境大気測定結果 9月2日－15日  

項   目  単位  最高  最低  平均  項   目  単位  最高  最低  平均  

二 酸 化 硫 黄  

浮遊粒子状物質  

一 酸 化 窒 素  

二 酸 化 窒 素  

光化学オキシダント  

一 酸 化 炭 素  

非メ タン炭化水素  

メ  タ  ン  

二 酸 化 硫 黄  

浮遊粒子状物質  

一 酸 化 窒 素  

二 酸 化 窒 素  

光化学オキシダント  

ー 酸 化 炭 素  

非メ タン炭化水素  

ppm O．011  

mg／m8 0．178  

ppm O．087  

ppm O．045  

ppm O．067  

ppm l．2  

ppmC O．70  

ppmC 2．02  

0．001 0．003  

0．000  0．034  

0．001 0．008  

0．002  0．016  

0．001 0．019  

0．0   0．4  

0．07  0．28  

1．64  1．78  

ppm O．013  

mg／m8 0．089  

ppm O．226  

ppm O．052  

ppm O．048  

Ppm 5．4  

ppmC l．50  

0．001 0．005  

0．002  0．031  

0．001 0．045   

0．002  0．027  

0．005  0．019  

0．2   1．2  

0．00  0．23  

メ  タ  ン ppmC l．86 1．76 1．81   
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表 39  行橋市，苅田町，水巻町，豊前巾大気汚染測定結果  表 38  前原市（前煉下水管理センター）における  

環境大気測定結果 2月9日－22日  
硫 黄 酸 化 物   降 下 ば い じ ん  

年  月 （mgSO，／100cm2／u）  （t／km2／月）  項   目  単位  最高  最低  平均  
行橋市 苅田町 豊前苗 行橋市 水巻町 豊前市  

二 酸 化 硫 黄  

浮遊粒子状物質  

一 酸 化 窒 素  

二 酸 化 窒 素  

光化学オキシダント  

ー 酸 化 炭 素  

非メ タン炭化水素  

ノ  タ  ン  
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平成4．4 0．06  0．17  

5  0．06  0．14  

6  0．06  0．15  

7  0．04  0．10  

8  0．04  0．11  

9  0．05  0．13  

1（） 0．05  0．09  

11 〔）．05  0．n8  

12  0．n4  0．10  

平成5．1 0．04  0．06  

2  0．06  0．06  
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0，05  2．84  

0，05  2．53  

0，06  3．29  

0，09  9．56  

0，06  2．70  

0．08  2．08  

0．05  Z．06  

0．05  Z．10  

0．06  2．04  

0，09  2．96  

0，06  1．94  

0．08  2．13  2 光化学オキシダント等の濃度分布調査   

光化学オキシダントは県下の全測定局（30局）で環境  

基準不適合（平成4年版福岡県環境山善）となってい  

る．光化学オキシダントは，窒素酸化物と炭化水素が大  

気中で太陽の紫外線を受けて化学反応し，二次的に生成  

されるオゾンを主体とした酸化性物質である．しかし，  

光化学オキシダントの県下における動態については解明  

されていない部分が多い．そこで，平成4年度福岡県大  

気汚染対策協議会事業として，当所で開発したオゾン簡  

易捕集器及び二酸化窒素簡易捕集器を大気汚染測定局を  

補完する様に配置し，福岡市及びその周辺地城について  

は，平成4年5月19日－5月21日に，久留米市及びその周  

辺地域については，平成4年6月1日－6月3日に濃度分  

布調査を実施した．調査結果を解析した結果，福岡・筑  

後平野における海陸風による汚染気塊の移流と光化学オ  

キシダント濃度分布との関係を把握する事が出来た．   

3 アルミニウム再生工場周辺における環境調査   

飯塚市上三緒工業団地内のアルミニウム再生工場を発  

生源とする排ガスに閲し周辺住民より苦情が寄せられて  

いるため，自動測定器により二上場周辺の環境調査を行っ  

た．   

4 大牟田市における浮遊粉じん調査   

大牟田市にある亜鉛精錬工場と福岡県，大牟田市，熊  

本県及び荒尾市との間には，工場周辺におけるカドミウ  

ムの環境濃度0．1／Jg／m8以下を目標とする公害防止協定  

が締結されている．これに基づき，大牟田市内9か所で  

平成4年4月から平成5年3月までの間にハイポリウム  

エアサンプラーで採取した浮遊粉じんについて水溶性カ  

ドミウム濃度の分析を行った．   

5 行橋市，苅田町，水巻町及び豊前市における大気  

汚染調査   

行橋市では9地点で硫黄酸化物（二酸化鉛法，以下同  

じ）及び降下ばいじん（デポジットゲージ法，以下同じ）  

を，苅田町では13地点で硫黄酸化物を，豊前市では5地  

平 均  0．05  0．11 0．07  2．96  2．53  2．59  

前年度平均 0．05  0．06  0．07  3．42  3．64 1．77  

欠測  注）全測定地点の平均値   

点で硫黄酸化物及び降下ばいじんを，水巻町では4地点  

で降下ばいじんをそれぞれ測定しており，当所はそれら  

の検体の分析を行った．   

分析結果は表39のとおりで，前年度の結果と比較する  

と，降下ばいじん降下量は，豊前市が増加し．行橋市と  

水巻町は減少した．硫黄酸化物濃度は苅田町が微増，行  

橋市と豊前市は前年度と同じであった．   

大気環境把握調査   

1 酸性雨・霧対策調査   

本調査は福岡県の酸性雨・秀の実態を把握するための  

基礎データを得ることを目的とし，環境保全基金による  

地球環境保全対策事業として実施した．   

酸性雨調査は平成4年4月から平成5年3月まで県内  

5か所（田川，糸島，八女，京都の各保健所及び当研究  

所）でろ過式採取器により実施し，また霧調香について  

は三郡山山頂で霧水採取器により実施した．更に久留米  

市高良11‖こおいて，ガス・エアロゾル調査及び杉林を対  

象とした林外雨，林内雨，樹幹流調査を実施した．   

2 酸性雨実態把握調査   

本調査は酸性雨等（湿性及び乾性の降下物）の成分分  

析を行い，酸性雨等の状況を常時把握すると共に酸性雨  

発生機構の解明並びに中距離シミュレーションモデルの  

基礎資料とすることを目的として，平成4年4月から平  

成5年3月まで国設大気測定所（小郡市）に設置された  

酸性雨自動採取測定機を用いて実施した．   

湿性降下物は2週間毎に，乾性降下物は1か月毎に試  

料を採取し，乾性降下物については水溶性成分と不溶性  

成分に分けて分析した．また本測定機により雨水のpH，  

導電率を0，5mm毎に，硫酸イオン濃度及び硝酸イオン   
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浪度を1mm毎に自動測定した．併せて，自動採取測定  

機の精度を検討するため，統一精度管理調査を実施した．   

3 酸性霧等による森林生態系影響解明綱査   

本調査は，酸性雨・酸惟霜等酸性降下物が森林生態系  

へ与える影響を評価し，また，調査項目・調査時期及び  

調査手法等について検討し，現段階における森林生態系  

調査マニュアルを作成することを目的として，環境庁の  

委託事業として実施した．   

調査は三郡Illのモミ自然林地域において，林外雨，林  

内雨，樹幹流及び霧調査を，更にモミ自然林地域及びス  

ギ植林地域において土壌調査等を行った．   

4 自然植物系に与え引酸性・酸化性物質の影響に関  

すも研究（宝満山モミ自然林の衰退に閲す引調査研究）   

本調査は宝満山モミ自然林地域において植物被害の現  

状を明らかにし，大気汚染物質と森林衰退との関係を検  

討することを目的として，国立環境研究所の委託事業と  

して実施した．   

当課ではこのうち理化学的調査を担当し，生態系に与  

える環境ストレスを把握するために，大気汚染物質調査  

及び比較対象地点とした英彦11」モミ自然林における土壌  

調査を実施した．   

5 全国酸性雨共同調査   

全国公害研協議会酸性雨調査部会において，全国の酸  

性降下物降下量を広域に把握すること，また酸性降下物  

の年間降下物量及び季節変化等の基礎データを得ること  

等を目的として，平成4年4月から平成5年3月まで当  

研究所において酸性雨調査を実施した．なお，この調査  

は九州衛生公害技術協議会による九州・沖縄酸性雨共同  

調査を兼ねている．   

悪臭Il査   

1 養鶏場に係る悪臭調査   

嘉穂郡嘉穂町の養鶏場から排出されるアンモニアによ  

る悪臭の実態を把捉し，周辺住民の生活環境の保全及び  

今後の悪臭防止対策の基礎資料に資する目的で，平成4  

年8月12日及び9月1日に測定調査を行った．   

当該養鶏場の規模は産卵鶏約3－4万羽であり，開放型  

鶏舎2棟と育すう舎4棟に，堆肥舎1棟，かくはん乾燥  

場1棟，開放型エンドレス発酵場1棟，高床開放棟1棟  

が付設されている．   

測定は，敷地境界では公定法，発生源では検知管法を  

用いて行った．その結果，敷地境界では0．12－1．33ppm，  

発生源では〈0．2－6．Oppmの濃度範囲でアンモニアが検  

出され，開放型エンドレス式発酵場に近い敷地境界にお  

いて，規制基準値1ppmを越える濃度が測定された．   

2 悪臭規制基準強化対策調査   

本調査は，一部の業種において指定悪臭物質（12物質）  

以外の臭気物質に起因すると思われる苦情が相当数ある  

ことから，その主要原因物質として考えられる低級脂肪  

族アルデヒド顆について，悪臭物質の追加指定等の悪臭  

規制基準強化対策に必要な基礎資料を収集し，検討する  

ことを目的として実施した．   

調査対象物質は，アセトアルデヒドを含む6種類のア  

ルデヒド類である．調査には，（1）DNPHカートリッジ  

に捕集後，抽出，分艶，精製し，FTD検出器付きガスク  

ロマトグラフを用いて分析する方法，及び（2）テナック  

スGC，活性炭等を充填剤とする捕集管に常温捕集後，低  

温濃縮管に再濃縮し，GC－MSに加熱導入して分析する  

方法の2種類の測定法について，各測定法の検量線，検  

出感度，ブランク等の性能試験，及びたばこ，鋳物，コー  

ヒーばい煎，獣骨処理の各事業場での実態調査を行った．   

その他の調査   

1 排ガス中のクロムの測定   

クロムメッキ工場周辺の水田において，稲の菓に斑点  

状の障害が発生したため，この原因解明調査の一部とし  

て，当該工場のミスト吸収塔から大気中に排出されるク  

ロム濃度を測定した．   

2 日韓共同研究書♯   

日本政府と韓国政府の合意に基づき，国際協力事業団  

を通じ，国立環境研究所は，韓国国立環境研究院とハン  

河流域の環境管理に関する共同研究事業を実施している．   

大気環境関係の共同研究テーマは“大気汚染物質の移  

流と沈着”であ り，大気関係の共同調査に参画した．   

3 高感度オゾン簡易測定器の実用化研究   

当研究所で開発した高感度オゾン簡易捕集器の操作性  

改善，性能向上，利用範圃拡大などによる実用性の向上  

を目的とした研究を実施した．なお，本研究は（財）住  

友財団の1992年度研究助成を受けている．  

水  質  課  

当課の主要業務は，公共用水域の環境基準調査，排水基準調査，環境状況把握調査，生活排水に係る調査，化学物質  

に係る調査，農薬に係る調査，水環境に係る調査研究，苦情処理調査及び飲料水，温泉に係る試験検査である．   

当年度は，生活排水に係る調査で，新規に生活排水対策推進計画策走事業が加わり，大牟田市及び福間町について計   
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画策定事業を行った。次に，業務を依頼者別に見ると，県環境整備局公害課の依頼による業務7，環境庁の補助及び委  

託業務8，その他2であった．   

当年度に誌上発表及び学会発表を行った調査研究は，それぞれ4編と9編であった．以下にこれら業務の概要を述べ  

る．   

環境基準監視及び排水基準監視調査   

1 河川調査   

福岡県環境整備局公害課は，環境庁の補助事業として，  

河川環境基準監視調査を実施した．対象河川は，豊前海  

流入河川（17河川），遠賀川水系（5河川），筑前海流  

人河川（10河川），筑後川水系（15河川）及び大牟田  

市内河川（5河川）であり，その測定地点数は計65，検  

体数は計780であった．測定項目のうちpH，DO，  

BOD，COD，SS，電気伝導度の測定は毎月1回，TOC及  

びMBASの測定は年4L軋全窒素，全リン，アンモニア  

性窒素，硝酸性窒素，亜硝酸性窒素，リン醸態リン，カ  

ドミウム，シアン，鉛，六価クロム，ヒ素，全水銀，ア  

ルキル水銀の測定は年2臥 PCB，トリクロロエチレン  

等，有機リンについては年1回測定を実施した．調香結  

果は県環境整備局公害課に報告しており，福岡県環境自  

書で公表される予定である．   

2 海域調査   

県環境整備局公害課は，環境庁の補助事業として，海  

域の環境基準監視調査を実施した．村象海域は，豊前海，  

筑前海，有明海で，その測定点は計15であった．検体採  

取は各所轄水産漸羊技術センターが実施し，当課は，豊  

前海，筑前海の検体について，n－ヘキサン抽出物質，カ  

ドミウム，シアン，軌 六価クロム，ヒ素，全水銀，ア  

ルキル水銀，PCB，MBAS，ト））ブナルスズ化合物，ト  

リフユニルスズ化合物，有明海の検体については，更に  

フェノール類，亜鉛を加えた項目の分析を担当した．全  

検体数は30件であり，調査結果は県環境鞍備局公害課に  

報告しており，福岡県環境自書で公表される予定である．   

3 湖沼調査   

県内6湖沼の水質調査を実施した．貯水量1000万m3以  

上の4湖沼のうち3湖沼（油木ダム，ます淵ダム，力丸  

ダム）については湖心の表層，中層及び底屑の3層で，  

日向神ダム湖については湖心を含めた湖内2地点の表層，  

中層及び底層の3屑で抹取した検体について，pH，電気  

伝導度，BOD，COD，SS，TOC，全室素，アンモニア性  

窒素，硝酸性窒素，亜硝酸性窒素，全リン，リン醜態リ  

ン，全鉄，全マンガンの測定を年4回実施した．同時に，  

湖沼への流人前及び流出後の河川で採取した検体のpH，  

DO，電気伝導度，BOD，COD，SS，TOC，全窒素，全  

リンの測定を年4回実施した．なお，カドミウム，シア  

ン，鉛，六価クロム，ヒ素，全水銀，アルキル水銀の測  

定は湖心表層の検体について年1回，MBASの測定は湖  

沼流出後の河川で年4回実施した．更に，貯水量1000万  

mユ未満の2湖沼（久保自ダム，陣屋ダム）の湖心（表  

層，底層）で採取した検体についてpH，DO，電気伝導  

度，BOD，COD，SS，TOC，全窒素，アンモニア性窒  

素，硝酸性窒素，亜硝酸性窒素，全リン，リン酸態リン，  

全鉄，全マンガンの測定を久保白ダムで年2臥 陣屋ダ  

ムで年4回実施した．調査結果は県環境整備局公害課に  

報告しており，福岡県環境自書で公表される予定である．   

4 工場排水調査   

県環境整備局公害課と各保健所は特定事業場（延べ  

756事業場）に対して，水質汚濁防止法に基づく立入調  

査を行った．採取した排水の分析を当課が担当した．調  

査を実施した全事業場のうち，排水基準に適合しなかっ  

た事業場数は延べ41であり，不適合率は5．4％であっ  

た．   

環境状況把握調査   

1 小規模事♯場排水調査   

県環境整備局公害課は，河川浄化対策事業の一環とし  

て，水質汚濁防止法に基づく特定事業場のうち，排出量  

50ma／目未満で有害物質を排出しない特定事業場排水の  

実態調査を実施した．各保健所が平成4年4月から平成  

5年3月までの間に約100事業場に立入調査を行った．  

当課は採取した検体の分析を担当した．その結果，当県  

の ≠′ト規模事業場排水水質改善指導要領〝の指導基準を  

超える事業場は食料品製造業に多くみられた．   

2 瀬戸内海架暮塩類削漉対策調査   

本調査は，瀬戸内海環境保全特別措置法第12条の4に  

規定する指定物質削減指導等を実施することを目的に，  

平成4年4月から平成5年3月まで約100事業場の検体  

について全リンの測定を行った．調査結果については県  

環境整備局公害課に報告した．   

3 河川，湖沼及び海域の底質調査   

河川の測定点は，豊前海流入河川2，遠賀川水系1，  

筑前海流人河川2，筑後川水系4，矢部川水系1，大牟  

田市内河川2の計12測定点であった．湖沼は，4湖沼  

で，海域は，有明海2，筑前海1，豊前海1の計4測定  

点であった．検体は年1－2回採取し，年間総体数は28で  

あった．測定項目はpH，含水率，強熱減量，COD，硫化  

物，n－ヘキサン抽出物質，カドミウム，シアン，鉛，ヒ  

素，全水銀，全窒素，全））ン，PCB，MBASであった．   
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調査結果は県環境整備局公害課に報告しており，福岡県  

環境自書で公表される予定である．   

4 自動車工場立地に係る環境影響評価調査   

本調査は自動車工場の立地に伴い，その影響を受ける  

と思われる河川の下流域について，県環境整備局公害課  

の依頼により水質調査を実施した．調査は平成4年4月  

から平成5年3月まで各月1回行い，検体数は24であっ  

た．調査結果については県環境整備局公害課に報告した．   

5 海水浴場調査   

県内海水浴場のうち遠賀保健所管内3海水浴場8地点，  

宗像保健所管内5海水浴場12地点，粕屋保健所管内1海  

水浴場3地点，糸島保健所管内3海水浴場8地点におけ  

る海水中のCODを分析した．調査はシーズン前（平成4  

年5月18日－6月2日）及びシーズン中（平成4年7月  

20日－8月9日）の2回行った．調査結果については県  

環境整備局公害課に報告した．   

生活排水に係乱闘査   

1 生活排水対策モデル事♯   

本事業は，生活排水が河JIl等の汚濁の主因となってい  

ることから，生活排水対策の効果的推進を図ることを目  

的に，甘木市秋月地区及び前原市浜の園団地を対象とし  

て平成4年10月から11月の間に実施した．検体数は60検  

体であり●，測定項目はpH，DO，BOD，SS，COD，n－ヘ  

キサン抽出物質，全窒素，全リンであった．結果につい  

ては県環境整備局公害課に報告した．   

2 生活排水対策重点地域指定のための事前憫重   

水質汚濁防止法第14条の6の規定により，生括排水対  

策の推進を緊急に実施する必要のある地域（重点地域）  

の指定を行うことを目的に，事前調査を実施した．平成  

4年10月及び12月に富山川流域の調査を，平成5年1  

月に飯江川流域の調査を行い，測定点での水質の時間変  

化及び流達負荷量を計測した．また，それぞれの流域で  

BOD排出負荷量調査を実施し，流域のBOD排出負荷量  

に占める生活系排水の比率を推計した．調査解析結果に  

ついては県環境整備局公害課に報告した．   

3 生活排水対策推進計画策走事♯   

平成3年度に生活排水対策重点地域に大牟田市（堂面  

川流域）と福間町（西郷川流域）が指定された．本年  

度，両市町から生活排水対策推進計画策走の委託を受け，  

それぞれについて計画書を策定した．   

化学物質に係る調査   

1 未規制項日監視網査   

本調査は，環境庁の委託により，水質汚濁防止法の規  

制対象外項目であるトリブナルスズ化合物，トリフユニ  

ルスズ化合物，四塩化炭素，1，1，1一トリクロロエタン  

について，周辺環境汚染状況の実態を把握し，これら未  

規制項目による環境汚染を未然に防止するための基礎資  

料を得ることを目的に実施された．調査対象は，3河川  

及び1海域であった．この調査の総検体数は4であった．  

調査結果については県環境整備局公害課に報告した．   

よ薬に係る調査   

1 よ薬種留対策調査   

本調査は，環境庁の委託により，水田から流出した農  

薬の公共用水域に至るまでの挙動及び公共水域等の水質  

及び水産動植物への農薬の残留性を把握することにより，  

農薬取締法（昭和23年法律第82号）に基づく水質汚濁  

性農薬の指定，農薬登録保留基準及び農薬使用方法の見  

直し等に必要な基礎資料を得る目的で実施された．当年  

度は調査対象農薬をベンチオカープとし，筑紫野市内の  

水田を対象として，流入，田面，小河川，大河川及び取  

水口近傍で採水した検体について，平成4年5月から9  

月まで，農薬の残留量を調査した．調査結果は県環境整  

備局公害課に報告した．   

地下水に係乱闘査   

1 ♯頻用井戸水の水宇検董   

本調査は，水道法の水質基準に関する省令改正に伴い，  

新基準項目として追加，あるいは基準強化された項目に  

ついて，業務用井戸水の実態把握を目的として実施した．   

測定項目は鉛，ヒ素，マンガン，ナトリウム，トリク  

ロロエチレン，テトラクロロエチレン，四塩化炭素，総  

トリハロメタン，クロロホルム，プロモジクロロメタン，  

ジプロモクロロメタン，プロモホルム，1，1，1－トリク  

ロロエタン，ナウラム，シマジン，チオペンカルプ，1，  

2－ジクロロエタン，1，1－ジクロロエチレン，シス1，  

2－ジクロロエチレン，陰イオン界面活性剤について実施  

した．なお，ナウラム，1，2－ジクロロエタン，1，1－ジ  

クロロエチレン，シス1，2－ジクロロエチレンの分析は  

廃棄物課で担当した．稔検体数は25件であり，調査結果  

については県保健環境部生活衛生課に報告した．   

飲料水，温泉に係引軌験検雇   

1 水道原水及び浄水の精密検査   

水道原水及び水道法に規定される浄水の精密検査の総  

件数は27であった．その内訳は原水10，浄水17であっ  

た．   

2 一般飲料水水質検査   

一般飲料水水質検査の総件数は314であり，そのうち  

理化学試験における不適合件数は44（不適合率14％）  

であった．項目別の不適合件数は表40のとおりであり，  

濁度，沈殿物，pH，過マンガン酸カリウム消費量による  

不適合が多くみられた．   

3 鉱泉分析   

温泉法に係る検査は鉱泉分析12件，小分析4件，ラジ   
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3 その他の苦情処理調査   

住民等の苦情に係る調香は次の5作であった．  

1）平成4年5月佐井川の1，1，1－トリクロロエタン  

汚染，2）平成4年5月大牟田川の調整池，土壌汚染，  

3）平成4年8月川崎町水凹水の油分，4）平成4年10  

月筑紫野市水稲被害，5）平成5年3月旺＝ll保健所管内  

廃油汚染．   

そ の 他  

1 広川ダム水質調査   

本調査は，アオコの発生が著しい広川ダム湖の水質の  

現況把握を［］的として実施した．   

調査対象は，ダム湖表層水（3地点），流入河川水（1  

地点）及びダム湖近傍のため池表層水（1地点）であ  

り，平成4年4月から平成5年2月の間に毎月1回測定  

を実施した．測定項目はpH，透視度，電気伝導率，  

DO，BOD，COD，SS，仝窒素，仝リン，アンモニア性  

窒素，亜硝酸性窒素，硝酸性窒素，リン酸態リンであっ  

た．調査結果については県環境整備局公害課に報告した．   

2 GEMS／WATER事＃   

WHOが実施している事業で，目的として，世界的な水  

質監視網の確立及び水質変化の状況把握等があげられて  

いる．当県では筑後川の瀬の下において毎月1回採水，  

分析し，県環境整備局公害課を通して環境庁へ報告した．   

3 低投入・高品質農業生産実験実証事業   

本事業に係る調査は県農政部の依頼によー），肥料，農  

薬及びエネルギー等の投入量を可能な限り節減し，かつ  

高品質な農産物の安定的な生産を可能とする体系的な農  

法を組み立て実用規模で実証し，確立することを目的と  

して実施された．実験は水田2か所で平成4年7月から  

8月，茶畑1か所で平成5年2月に行われ，凹面水qlの  

除草剤メ7ェナセット，殺虫剤ブプロフェジン，アンモ  

ニア性窒素及び全窒素等と茶畑地下水中のアンモニア性  

窒素及び全室素等を調香した．調：査結果については県農  

政部農業技術課に報告した．  

表 40  一般飲料水水質検査の項H別不適合件数  

項  目  不適合件数  

硝酸性窒素及び亜硝醸性窒素  3  

過マンガン酸カリウム消費量  6  

鉄  

pH  

色度  

濁度  

沈殿物  

0
 
6
 
3
 
3
 
 

1
 
 
 
 
 
2
 
 
1
 
 

ウムエマナチオン試験12件であった．鉱泉分析の結果，  

判明した泉質及びその件数は，単純温泉2，食塩泉2，  

重曹泉2及び放射能泉2件であり，これらのほか，温泉  

法に規定する温泉に該当したものが2件あった．   

苦情処理調査   

1 大牟田市堂面川筋保全等整備事業に伴う水質調査   

本調査は，県環境整備局公害課の依束削こより，大牟田  

市生面川筋保全等整備事業に伴う排水を対象に，健康項  

目などの追跡調査のため，平成4年9，12月及び平成5  

年1，3月に実施された．検体数は延べ6で，測定項目  

は，カドミウム，鉛，ヒ素，全水銀及びPCBであった．  

調査結果は県環境整備局公害課に報告した．   

2 魚類のへい死に係る原因調査   

当年度，魚類のへい死に係る原因調沓は以下の5件で  

あった．1）平成4年8月の筑紫保健所管内の諸岡川に  

ついては，原因をフェノールと推定した．2）平成4年  

9月の三瀦保健所管内の筑後jllについては，原因は不明  

であった．3）平成4年10月の宗像保健所管内の汐入川  

については，瞭因は二【二場排水によるものと考えられたが，  

物質名までは特定できなかった．4）平成4年12月の朝  

倉保健所管内の佐田川については，原田は流量の減少に  

伴う酸素の欠乏であった．5）平成5年3月，山門保健  

所管内のクリークにおける原因は酸素の欠乏であった．  

廃 棄 物 課  

当課は，平成4年度の所内機構改革に伴う新設の課であり，設置の主旨は，現在のLU積する廃棄物に係る諸問題を科  

学的に解決し，また，今後の廃棄物対策のための基礎資料を提供することを目的とし，そのほか，土壌汚染，地下水汚  

染等に対処するため設置されたものである．   

平成4年度の当課の業務は，行政調査では廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づいた埋立処分場に係る監視調査，  

水質汚濁防止法に基づいたトリクロロエチレン等に係る地下水調査，ゴルフ場使用農薬に係る農薬調査であり，また，  

公害対策基本法第9条に基づく土壌汚染に係る環境基準の設定に伴う土壌汚染調査を新規事業として実施した．その他  

の業務では，県水産林務部の委託による松くい虫防除に伴うスミチオンの地■F水調査，環境庁委託による精度管理調査  

を実施した．   
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それら業務の項目別分析件数は10469であり，その詳細は表41に示すとおりである．また，研究業務では，埋立処分  

場に係る調査研究及びテトラクロロエチレンなど微量化学物質の動態に関する研究を実施し，当年度に誌上発表及び学  

全党表を行った調査研究はそれぞれ2編及び3題であった．  

廃棄物関係   

1 産業展棄働最終処分場浸出水等の調査   

平成4年7月及び1卜12月に，県下の産業廃棄物処理業  

者が設置する管理型及び安定型最終処分場計39施設の  

浸出水33検体及び埋立物廃棄物16検体の調査を実施した．  

測定項目は，pH，COD．SS，n－ヘキサン抽出物質，シア  

ン，全水銀，カドミウム，鉛，ひ素，六価クロム，有機  

リン，PCB．トリクロロエチレン，テトラクロロエチレ  

ン，1，1，1－トリクロロエタンであり，埋立廃棄物に  

ついては溶出後，浸出水と同じ項目について分析を行っ  

た．調査結果は，県環境整備局整備課に報告した．   

2 産巣廃棄物の不適正保管に係る周辺井戸水等の調査   

宮田保健所管内にある産業廃棄物処理業者の保管施設  

に係る周辺井戸水及び農業用ため池の水並びにため池底  

質について昭和63年から継続して調査を行っており，平  

成4年7月及び12月に周辺井戸水42検体，ため池の水  

2検体，ため池底泥6検体の調査を実施した．井戸水の  

測定項目は，pH，トリクロロエチレン，テトラクロロエ  

表 41 項 目  

以下にこれら業務の概要を述べる．  

テレン，1，1，1－トリクロロエタンであり，ため池の   

水及びため池底泥の測定項目は，pH，COD，SS，n－ヘキ   

サン抽出物質，シアン，全水銀，カドミウム，鉛，ひ素，   

六価クロム，有機リン，PCB，トリクロロエチレン．テ   

トラクロロエチレン，1，1，1－トリクロロエタンであ   

り，底泥については溶出後，水と同じ項目について分析   

を行った．調査結果は，県環境整備局整備課に報告した．  

3廃棄物に係る苦竹等調査  

3・1 安定型最終処分唱の浸出水に係る調査  

平成4年3月以来，黒木保健所管内の安定型最終処分   

場の浸出水については，降雨時に発泡現象がみられるこ   

とから，4月及び6月に現地調査を行い，浸出水の性状   

把握及び発泡現象の原因究明を実施した．調査結果は，   

県環境整備局整備課に報告した．  

3・2 放正ドラム缶に係る調査  

平成4年7月に粕屋保健所管内で，水が混入した廃油   

のドラム缶が放置されていたため分析を実施した．油層   

についての測定項目は，トリクロロエチレン，テトラク  

別 実 施 件 数  

項  目  件数  項  目  

全ク ロ ム   

六価クロム   

ヒ   素   

全 水 銀   

アルキル水銀   

PCB   

フェノール頬   

銅  

低沸点化合物頬   

トリクロロエチレン   

テトラクロロエチレン   

1，1，1－トリクロロエタン   

四塩化炭素   

1，1一ジクロロエチレン   

Cis－1，2－ジクロロエチレン   

transrl，2－ジクロロエチレン   
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て調査依頼があり，水田土壌10検体の全クロムの含有量  

試験及び六価クロムの溶出試験と玄米4検体の全クロム  

の含有量試験及び六価クロムの溶出試験を行った．調査  

結果は，県環境整備局公害課に報告した．   

地下水関係  

1 地下水調査   

県環境整備局公害課は，環境庁の補助事業として，水  

質汚濁防止法に基づき地下水の水質汚染の状況を監視す  

るために水質調査を実施した．水質調査は，概況調査67  

検体，汚染井戸周辺地区調査272検体及び定期モニタリ  

ング調査236検体であー），概況調査ではカドミウム，シ  

アン，鉛，六価クロム，トリクロロエチレン等の有害物  

貿について分析を実施した．調査結果は，県環境整備局  

公害課に報告した．   

2 地下水汚染実態調査   

本調査は，県環境整備局整備課の依頼により，県下に  

おける飲用井戸に係る地下水汚染の実態把握を目的とし  

たもので，調査期間は，昭和63年度から平成4年度まで  

の5か年である．調査は，平成4年9月に県内12市町村  

の一般家庭用井戸等59か所を対象に実施した．測定項目  

は，トリクロロエチレン等であった．調査結果は，県環  

境整備局公害課に報告した．   

3 苦情処理調査   

地下水関係での住民からの苦情に係る調査は次の5件  

であった．  

1）平成4年6月久留米保健所管内の久留米市におけ  

る油による地下水汚染調査（ガソリン 3件）   

2）平成4年8月直方保健所管内の鞍手町における地  

下水汚染調査（カドミウム，鉛，全水銀．トリクロロエ  

チレン，テトラクロロエチレン 7件）   

3）平成4年9月筑紫保健所管内の春日市における地  

下水汚染調査（全水銀10件）   

4）平成4年12月筑紫保健所管内の大野城市における  

地下水汚染調査（全水銀 3件）   

5）平成5年3月筑紫保健所管内の那珂川町における  

産業廃棄物最終処分場計画地周辺地下水の調査（カドミ  

ウム，鉛，全水銀 2件）   

農薬関係   

1 ゴルフ場農薬環境影響調査   

県環境整備局公害課の依頼により，ゴルフ場に散布さ  

れた農薬が周辺の環境へ与える影響を把握するため，県  

内11か所のゴルフ場において，調整池，排水口，下流河  

川，井戸等で採水した計66検体について，殺虫剤7成  

分，殺菌剤12成分，除草剤12成分の計31の農薬成分及  

びTrN，T－P等の一般項目の調査を実施した．調査は平  

成4年7－8月及び10－11月の2回に分けて実施した．調   

ロロエチレン，1，1，1－トリクロロエタン，鉛，カド  

ミウム，六価クロムであり，水屑の測定項目は，鉛，カ  

ドミウム．六価クロムであった．調査結果は，県環境整  

備局整備課に報告した．   

3・3 処分堵計画地からの流出水等に係る調査   

平成5年1月に，不法投棄等を訴える住民苦情に基づ  

き，筑紫保健所管内の最終処分場計画地からの流出水及  

び既設の最終処分場の浸出水の分析を実施した．測定項  

目は，pH，シアン，仝水銀，カドミウム，鉛，ひ素，六  

価クロム，トリクロロエチレン，テトラクロロエチレン，  

1，1，1一トリクロロエタンであった．調査結果は，県  

環境整備局整備課に報告した．   

3・4 ごみ焼却灰の溶融スラグの溶出試験   

県環境整備局整備課から，ごみ焼却灰溶融スラグの溶  

出試験の依頼があったため，pH，n－ヘキサン抽出物質，  

シアン，全水銀，カドミウム，鉛，ひ素，六価クロム，  

有機リン，PCB，トリクロロエチレン，テトラクロロエ  

チレン，1，1，1－トリクロロエタンの溶出試験を行っ  

た．調査結果は，県環境整備局整備課に報告した．   

土壌関係   

1 土壌環境基準適合状況調査   

平成3年8月に公害対策基本法の規定に基づき土壌の  

環境基準が設定されたため，県環境整備局公害課は，環  

境庁の補助事業として，県有地土壌の環境基準適合状況  

を把握するため調査を実施した．調査地点は15か所で，  

1か所当たり約5検体，全体で80検体を採取し，カドミ  

ウム，シアン，鉛，六価クロム，全水銀およびアルキル  

水銀について溶出試験及び含有量試験を行った．調査結  

果は，県環境整備局公害課に報告した．   

2 テトラタロ＝ロエチレン等によも地下水汚染に係る  

土壌調査   

1）平成4年9月，テトラクロロエチレン等による地  

下水汚染の原因を究明するため，T事業所敷地内の地表  

面を穿孔し，孔内ガス及び土壌中に含まれるテトラクロ  

ロエチレン等を分析した．分析検体数は，孔内ガス69件，  

土壌8件であった．調査結果は，県環境整備局公害課に  

報告した．   

2）平成2年5月に調査を行ったK事業所敷地内の土  

壌中のテトラクロロエチレン等のその後の推移をみるた  

め，平成4年9月に再度孔内ガス及び土壌中に含まれる  

テトラクロロエチレン等を分析した．分析検体数は，孔  

内ガス13件，土壌3件であった．調査結果は，県環境整  

備局公害課に報告した．   

3 エ場周辺の水田土壌等閑査   

平成5年2月に県環境整備局公害課から，メッキ工場  

周辺の水稲被害に関連し，工場周辺の水田土壌等につい  
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査結果は，県環境整備局公害課に報告した．   

2」■築残留対策調査（ゴルフ場任用農薬に係る調査）   

環境庁の委託により，県環境整備局公害課の依頼を受  

けてゴルフ場で使用される農薬の周辺水域への流出実態  

を把握し，さらにその機構を解明するため，立地条件の  

異なる県内2か所のゴルフ場において調査を実施した．  

調査は，平成4年6月から12月までの7か月間，ゴルフ  

場内調整池，排水口，排水が流入する再Jノーlで水質調査を  

行い，併せてゴルフ場内の土壌調査も行った．調査対象  

農薬はクロルピリホス，トルクロホスメチル，ペンシク  

ロン，イソプロチオラン，フルトラニル，シマジン，  

MBPMC，プロピザミド及びジチオピルの9種類であ  

り，調査結果は，県環境整備局公害課を経由し環境庁に  

報告した．   

3 松くい虫薬剤防除安全確認明宝に伴う水系残留薬  

剤調査   

県水産林務部緑化推進課は，平成4年6月上旬から下  

旬にかけて松くい虫防除のため海岸地帯にフユニトロチ  

オンの空中散布を実施した．散布に伴う井戸水の薬剤汚  

染の有無を調べるため，市町村から当課に搬入された36  

検体の分析を実施した．調査結果は，県環境整備局を経  

由し緑化推進課に報告した．   

調査研究  

1 利水過程におけるよ薬等化学物質の動態及び分解  

生成物等の評価に関する研究   

本研究は厚生省の委託研究で，実施期間は平成4年度  

から3か年であり，農薬等化学物質の利水過程における  

動態を明らかにし，水道水源における農薬等化学物質の  

新たな監視体制を確立するための基礎資料を得ることを  

目的とする．当年度は，除草剤のテルブカルプ，ジチオ  

ピルについて，物理化学的分解（オゾン，光，塩素，pH）  

および微生物による分解を検討した．また，分解生成物  

のオオミジンコによる生物試験も併せて実施した．なお，  

詳細については本研究の研究委貝会に報告した．   

そ の 他  

1平成4年度環境測定分析統一精度管理調査   

環境測定分析に関する信頼性の確保と精度の向上を図  

る目的で，環境庁の主導により全国都道府県，政令市及  

び一部民間の分析機関で実施されている本調査に参加し  

た．当課では，参加各機関に送付された試料（工場跡地  

土壌）について含有量試験及び溶出試験を行った．測定  

対象項目中，含有量試験に関しては，鉛，銅，ひ素及び  

全水銀，溶出試験に関しては，鋼の分析を担当した。  

環境理学課  

当課は，これまで騒音振動，廃棄物及び石綿（アスベスト）に関する業務を担当してきた．しかし，平成4年4月の  

所内機構改革に伴い，廃棄物関係は新設された廃棄物課に移行し，反面，これまで生活化学課（旧衛生化学課）が担当  

してきた放射能関係の業務を新たに担当することとなった．当年度に実施した業務は次のとおりである．   

騒音振動関係では，県環境整備局公害課の依頼により，自衛隊の築城，芦屋飛行場周辺及び福岡空港周辺における航  

空機騒音に係る環境基準達成状況調査並びに新幹線鉄道騒音振動調査を行った．これらの調査は恒常的監視業務として  

定着し，調査期間が長期にわたるため騒音振動関係の中心的業務となっている．   

石綿（アスベスト）関係では，県環境整備局公害課の依頼による特定粉じん排出者に対する立入調査（石綿製品製造  

工場の敷地境界における石綿濃度測定），県衛生総務課依頼による直方保健所天井板等の成分（アスベスト）調査及び  

県環境整備局公害課経由の環境庁委託業務である石綿の簡易測定法開発調査を実施した．   

放射能関係では，科学技術庁の恒常的な委託業務である環境放射能水準調査を行った．   

また，当年度に誌上発表及び学会発表を行った調査研究はそれぞれ4編，2題であった．   

各業務の概要は以下のとおりであった．   

を実施している．当年度も平成4年6月から7月にかけ  

て芦屋町，遠賀町及び水巻町内の12地点で調査を行った．   

測定は“航空機騒音に係る環境基準について（昭和48  

年12月環境庁告示第154号）”に定める方法により，1  

地点連続14日間行った．   

その結果，各地点における測定期間内の平均WECP－  

NL値は65－86であり，環境基準を超えた地点が2地点   

騒音振動♯務   

1 芦屋飛行場周辺における航空機騒音に係る環境基  

準達成状況調査   

福岡県は昭和60年3月に自衛隊芦屋飛行場周辺の地  

域について，航空機騒音に係る環境基準の地域類型のあ  

てはめを行った．このため，環境基準の達成状況を把握  

する目的で年1回，飛行場周辺において航空機騒音調査  
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（A），69－73dB（A）及び61－68dB（A）であった．   

また，振動は12．5，25及び50mの各地点でそれぞれ  

65dB．54－62dB及び46－55dBであり，全測定地点と  

も新幹線鉄道振動対策指針値（70dB）以下であった．   

石綿（アスベスト）♯務   

1 特定粉じん排出者に対する立入調査   

大気汚染防止法第18条に基づく，特定粉じん（石綿）  

の規制基準について，その遵守状況を把握するとともに，  

改善・指導等に資する目的で，県環境整備局公害課の依  

頼により，事業場の立入調査（石綿製品製造工場の敷地  

境界における石綿濃度測定）を実施した．調査を行った  

事業場数は，7事業場であり，測定地点数は36地点，総  

検体数132件であった．その結果，3日間の幾何平均値で  

石綿濃度の規制基準値10f／Jを超えた事業場数は3事  

業場（7地点）であった．これらの結果は，県環境整備局  

公害課に報告した．   

2 直方保健所天井根等の成分（アスベスト）鯛査   

県保健環境部衛生絵務課の依頼により，当該保健所天  

井板等の吹き付け部について，アスベスト使用の有無を  

確認するため，アスベストの成分調査を行った．その結  

果，持ち込まれた試料は，石綿等の人造繊維が使用され  

ており，アスベストは含まれていなかった．この結果は，  

県保健環境部衛生総務課に報告した．   

3 石綿の簡易測定法開発明重   

石綿製品等製造工場から排出される石綿については，  

これによる大気汚染を防止するために，平成元年度に大  

気汚染防止法が一部改iEされた．しかし，石綿の大気中  

濃度の標準的な測定法である光学顕微鏡を用いる測定法  

は，操作が煩経でかつ熟練を要する方法であることから，  

これと同程度の精度を有しながら，操作が簡便な石綿の  

簡易測定法が早期に導入されることが望まれている．本  

調査においては，石綿の簡易測定法として，繊維状エア  

ロゾルモニター（FAMTl及びFAM－7400）法について，  

ジンバブエ産のクリソタイルを用いた校正を加え，その  

実用性を検討した．なお，環境庁においては，他県の調  

査結果とともに総合的解析を行う予定である．   

放射能＃務   

1 環境放射能水準調査   

本年度は降水の全ベータ放射能測定，各種環境及び食  

品試料についてゲルマニウム半導体検出器を用いた核種  

分析並びにサーベイメータ及びモニタリングポストによ  

る空間放射線量率測定を行った．また，上水及び牛乳に  

ついて放射化学分析による90Sr及び137sを，牛乳につ  

いてはNal（Tl）シンチレーション計数装置による131Ⅰ  

の測定を併せて実施した．   

ゲルマニウム半導体検出器による核種分析の結果を表   

あった．   

2 築城飛行場周辺における航空機騒音に係る環境基  

準達成状況調査   

福岡県は昭和60年3月に自衛隊築城飛行場周辺の地域  

について，航空機騒音に係る環境基準の地域類型のあて  

はめを行った．このため，環境基準の達成状況を把握す  

る目的で年1同，飛行場周辺において航空機騒音調査を  

実施している．当年度も平成4年10月から11月にかけて  

行橋市，豊前市，豊津町，犀川町，築城町及び椎田町内  

の20地点で調査を行った．   

測定は“航空機騒音に係る環境基準について（昭和48  

年12月環境庁告示第154号）’’に定める方法により，1地  

点連続14日間行った．   

その結果，各地点における測定期間内の平均WECP－  

NL値は55－82であり，環境基準を超えた地点が3地点  

あった．   

3 福岡空港周辺における航空機騒音に係る環境基準  

達成状況調査   

福岡県は昭和58年12月に福岡空港周辺の地域につい  

て，航空機騒音に係る環境基準の地域類型のあてはめを  

行った．このため，環境基準の達成状況を把握する目的  

で年1回，空港周辺において航空機騒音調奄を実施して  

いる．   

当年度も平成5年2月から3月にかけて春日市，大野  

城市，太宰府市及び筑紫野市内の11地点で調査を行っ  

た．   

測定は“航空機騒音に係る環境基準について（昭和48  

年12月環境庁告示第154号）”に定める方法により，1  

地点連続7日間行った．   

なお，現在データ解析中である．   

4 新幹線鉄道騒音振動実態調査   

新幹線鉄道騒音振動の実態を把握し，必要に応じ関係  

機関に対策を要請するため，年1回，新幹線鉄道騒音振  

動実態調査を実施している．当年度も平成4年4月14日  

から5月7日までの期間【llに直方市一久山町間の沿線5  

地区において調査を行った．騒吉測定は1地区あたり，  

原則として軌道中心から軌道に対して直角方向に12．5，  

25，50，100及び200mの5地点で，振動測定は同様に1  

地区あたり12．5，25m又は25，50mの2地点で行っ  

た．   

測定方法は“新幹線鉄道騒音に係る環境基準について  

（昭和50年7月環境庁告示第46号）”及び“環境保全上  

緊急を要する新幹線鉄道振動対策について（勧告）（昭  

和51年3月環大特32号）”に定める方法によった．   

その結果，騒音は12．5，25，50，100及び200mの各地  

点でそれぞれ76dB（A），75－78dB（A），74－76dB  



表．昭  ゲルマニウム半導体検出器による核種分析結果  

試   料  単  位   件 数  40K  131I  L37Cs  備  考  

降 下 物  （MBq／加）  

上  水  （mBq／／）  

土  壌 （Bq／kg乾土）  

土  壌 （Bq／kg乾土）  

ND  大型水盤による（1か月毎）  

ND  源水及び蛇U水   

5．2  深さ 0－5cm  

ND  深さ 5－20cm  

ND－0．050   生産地及び消費地   

0．019  根  

ND  菓  

ND  原乳及び市販乳  

0．016－0．11  

ND   

l．8   

0．23  全肉  

D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
 

N
 
N
 
N
 
N
 
N
 
N
 
N
 
N
 
N
 
N
 
N
 
N
 
 

12  1．1－6．2  

4   31－48  

1  960  

1  950  

2   26－33  

1  76  

1  270  

6   47－51  

4   31－67  

1  11000  

1  450  

1  150  

（Bq／kg）  米
 
 
 

大  根  （Bq／kg生）  

ほうれんそう   （Bq／kg生）  

牛  乳  （Bq／J）  

日 常 食  （Bq／人・日）  

海  水  （mBq／J）  

海 底 土 （Bq／kg乾土）  

鯛  （Bq／kg生）  

ND：計数値が計数誤差の3倍を下回る．  

表 43  降水の全β放射能及び空間放射線宴率測定結果  

試  料  単  位   件 数  測 定 結 果  備  考  

降水の全β放射能 （MBq／加）  

空間放射線量率 （nGy／hr）  

／／  （cps）  

ND－54．0   定時採取による （降雨毎）  

63．7－71．2   サーベイメータによる  

13．123．6   モニタリングポストによる  

0
 
2
 
5
 
 

3
 
 
1
 
 
仁
U
 
 

1
 
 
 
 
 
 
3
 
 

ND：計数値が計数誤差の3倍を下回る．  

42に示した．全ての試料から天然の放射性核種40Kが検  

出されたが，人工放射性核種である131Ⅰは検出されな  

かった．137Csは土壌，米，大根，日常食，海底土及び鯛  

から検出されたが，前年度までの値と大きく異なること  

はなかった．また，表43に示した降水の全ベータ放射能  

及び空間放射線量率の測定結果は昨年とほぼ同じ値で  

あった．さらに，上水の放射化学分析による98Srは2．5－  

2．9mBq／lで，137Csは検出されなかった．牛乳中の90Sr  

はND－0．029Bq／l，137CsはND－0，045Bq／lであ  

り，131Ⅰ■はいずれの試料からも検出されなかった．   

その他，環境放射能分析技術の向上を目的とし，当県  

と日本分析センター間でゲルマニウム半導体検出器を用  

いた核種分析のクロスチェック（分割試料3試料，標準  

試料7試料）を実施した．  

環境生物課  

当課の業務は，環境指標の森調査及び大気汚染指標植物に関する調査研究，湖沼水質の生物学的測定等の恒常的調査・  

試験検査のほか，県環境整備局公害課の実施する【環境保全対策事業（酸性雨調査）”の一環である県下の森林並びに着  

生地衣・蘇苔頬の植生影響調査の協力及び県環境整備局公害課の実施する”水環境生物生息実態調査”の協力と本調査  

の一環である水生生物による河川環境評価のための調査研究であった． また，国立環境研究所委託業務は，什宝満山モミ  

自然林の衰退に関する調査研究”の一環である生物学的調査及び研究であり，県環境整備局公害課経由の環境庁委託業  

務は，什酸性霧等による森林生態系影響解明調査”及び化学物質環境汚染実態調査の【oECD高生産量化学物質生態影響  

検討調査”であった．   

また，近時の環境や環境保全に対する社会的関心が高まっていることを反映して，当年度は県環境整備局公害課の実  

施する水辺教室への講師派遣依頼及び環境関係の催し物への協力依頼が例年になく多かった．   

4地方公害研究所で環境庁委託のもと共同で実施してきた【大型底生動物による河川生態系評価手法調査”は平成3  

年度に終了し，この成果を【大型底生動物による河川水域環境評価のための調査マニュアル（案）M としてまとめたが，  

このマニュアル（案）の日本における普遍性を検証する目的で全国公害研協議会環境生物部全では平成4年度から6年   
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度にかけ’－河川の生物学的水域環境評価基準の設定に関する共同研究”を実施しており，当課は本共同研究の取りまと  

め及び調査に協力している．  

前年度に引き続き，県環境整備局公害課が実施する標  

記調査のうち当課は酸性雨生態系影響調査に協力した．   

2・1・1 森林植生影響調査   

当年度は，雷山（前枚市），香春岳（香春町），犬ヶ岳  

（豊前市）の3地域で調査を実施した．調査にあたって  

は，各調査地域内に調査地点をそれぞれ3か所設定し，  

樹木の衰退度及び植物の種組成や量を把握した．その結  

果，いずれの調査地域においても顕著な森林衰退は見ら  

れなかった．   

2・1・2 着生地衣・蘇苔類植生影響調査   

大気環境の生物指標としてすぐれている着生地衣・蘇  

苔の酸性雨・霧に対する影響の基礎資料を得るために，  

大牟田地区において調査（40地点）を行った．調査は当  

所で従来から実施している同じ手法で行い，その資料を  

IAP（大気清浄度指数）値により評価した結果，二l二葉地域  

に比べ郊外ではIAP値が高くなる傾向が見られたが，酸  

性雨との関連は明らかではなかった．   

2・1・3 植物葉影響調査   

当年度は，高良山（久留米市）においてコジイ，イロ  

ハモミジ等を対象に葉中の葉緑素量を月1回継続的に測  

定し，葉の健康度を監視した．その結果，紅葉や黄化等  

の葉色異常は見られなかった．   

2・2 宝満山モミ自然林の衰退に関する調査研究   

前年度に引き続き，国立環境研究所の実施する 什自然  

植物系に与える酸性・酸化性物質の影響に関する研究“  

の一環として，同研究所の委託により，当県の場合は，  

当課及び大気謀が共同で調査研究を実施した．当課は，  

生物学的調査を担当し，宝満山の対照地域として英彦山  

を選定し，植生調査及びモミ衰退度調査等を行った．そ  

の結果，英彦山においてもモミの枯損は見られたが，樹  

齢等を考慮すると，英彦山のほうが宝満山に比べてモミ  

の活力状況は良好であると考えられた．また，宝満山で  

モミ着生植物調査を行ったが，調査対象モミの衰退度と  

着生植生の種組成や被度との関係に特定の傾向は見られ  

なかった．   

2・3 酸性霧等による森林生態系影響解明調査   

標記の環境庁委託調査を当県の場合は，県環境整備局  

公害課を通して，当課及び大気課が共同で実施した．当  

課は主として植物調査を担当し，宝満山，三郡山のモミ  

及びスギを対象に，樹木衰退状況の調査及び菓成分の分  

析を実施した．   

植物関係   

1 環境指標の森調査   

1・1 森林調査   

県環境整備局事業【環境指標の森”調査の第2次要綱  

に基づく第11年度調査として，5林分の森林調査を行っ  

た．   

1・1・1 対象及び方法   

前回調査（平成元年度）と同様の方法に基づき，下記  

5林分で調査を行った．植生の解析は，階層構造，出現  

種数，種多様性，群落組成，樹勢度，椎樹再生状況及び  

着生植生の変化に基づき，総合的に評価した．  

調査林分  所在地 指定年度 特別調査方形区  

福岡県議団神社 福岡市 昭和48年度  Q5  

大富神社  豊前ホ  48  Q4  

春日神社  春日市   49  Ql  

香椎宮  福岡市   50  Q3  

日吉神社  宮田町   50  Q3   

1・1・2 調査結果   

上記調査項目について，前回調査と比較して表44にま  

とめる．その要約は以下のとおりである．   

1）大富神社の林分では，平成3年に到来した台風に  

よる倒木及びその伐採・搬出により，森林植生が大きく  

変化した．特別調査方形区では，林床の光環境変化に伴  

い，ムクノキ，7カメガシワ等の陽樹の稚樹が出現した  

が，コジイ，シログモ，カゴノキ等の照葉樹林構成種の  

椎樹も見られ，現状放置の場合でも照葉樹林が再生する  

と考えられた．   

2）その他の林分では，調査項目によっては数値の変  

動が見られたが，全体的には著しい変化は認められな  

かった．   

2 酸性雨に係る森林植生影響調査   

2・1 地球環境保全対策事業（酸性雨調査）  

表 44 ）l三成4年度調査林分における各調査項目の  

前回調査との比較  

階層 出現種多群落樹勢椎樹着生総合  
構造種数様性組成 度 再生相生評価  

調査外分  

福岡県議団神社 △ 0 0 0 0 0 0 0  
大 富 神 社  

春 日 神 社  

香 椎 甫  

日 吉 神 社  

×
0
0
0
 
 
 

△
0
0
0
 
 
 

×
0
0
0
 
 
 

×
0
0
0
 
 
 

×
0
0
0
 
 
 

△
0
0
0
 
 
 

△
0
0
0
 
 
 

×
 
○
△
○
 
 

○：ほとんど変化なし  

△：－一部地域で変化あり  

×：林分全般的に変化あり  
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3 大気汚染指標植物に関する調査研究   

3・1 着生地衣・蘇苔植生の環境指標性   

例年どおり着生地衣・斡苔植生による都市及び近郊の  

環境評価に関する調香として，2・1・2で得られた調  

査資料を改良IAP値により評価した結果，前回（昭和  

60，61年度）に比べ工業地域では改良IAP値が高くな  

り，大気環境の改善にともなう着生植生の回復が見られ  

た．なお，平成3年度調香した行橋・苅田地区の調査成  

績を前回（昭和60年度）の調査成績と比較し，その要約  

を平成4年版福岡県環境自書（p．36－37）に掲載した．   

4 湖沼水質の生物学的測定   

県環境整備局公害課の実施する湖沼富栄養化実態調査  

のうち，その他の項目として例年どおり湖沼水のクロロ  

フィルa量とAGP値測定を同課の依頼により行った．  

測定回数は大規模ダム湖（4）では年4回，中規模ダム湖  

（2）では久保白ダムが年2臥 陣屋ダムが年4回（調査  

月は表45）であり，検水は湖心（日向神ダムはこのほか  

に1測定点）から得られたものであった．AGP試験用接  

種藻には，上おわ〝鮎Jm椚r呼わcoγ犯〟血椚，NIES－35を用  

いた．測定結果は，表46及び47に示すとおりで，クロロ  

フィルa値は日向神ダム湖の湖心及びダムサイトの第  

表 45  各ダム湖における調査月  

湖 沼 名  第1回  第2回  第3回  

油 木 ダ ム  

ます淵ダム  

カ 丸 ダ ム  

日向神ダム  

久保Hダム  

陣 屋ダ ム  

0
0
 
0
0
 
7
 
9
 
0
 
7
 
 

1
 
 

5
 
5
 
4
 
仁
U
 
4
 
5
 
 

l
 
1
 
0
 
2
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 

3
 
 11   

2回の表層水で高く，次いで力九ダム湖の第1，2回の  

表層水，日向神ダム湖の湖心及びダムサイトの第1回の  

表層水，油木ダム湖の第1回の表層水，陣屋ダム湖の第  

1回の表層水及び底層水で高かった．クロロフィルa値  

の高いことは水域の富栄養化を意味しており，上記ダム  

湖については，今後注意が必要である．AGP値は日向神  

ダム湖の第2回の底層水で高く，力九ダム湖でも昨年同  

様やや高い値が得られ（第2回及び第3回の底層水），富  

栄養化が進行していることがうかがえた．   

5 化学物質環境汚染実態調査   

5・1 0ECD高生産量化学物質生態影響検討調査   

標記の環境庁委託調査を県環境整備局公害課を通して，  

表 46  大規模ダム湖におけるクロロフィルa量及びAGP値測定結果  

クロロフィルa量（mg／m3）  AGP値（mg／ハ  

第1回  第2回  第3回   第1回  第2回  第3回  
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・a：湖心．b：ダムサイト  
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たが，今回の調査では昆虫綱アリ科のルリアリが諏訪神  

社のみで採集されたほかは特に際だった傾向は見られな  

かった．   

2 水環境生物生息実態調査   

当事業は，県民参加による水生生物調査を実施し，水  

生生物マップを作成することにより，不詳である県下水  

生生物生息状況を把握するとともに，抑Il水質の汚濁度  

及び周辺環境についての県民の理解・知識向上を図るこ  

とを目的として，県環境整備局公害課が平成4年度から  

7年度までの4年間の計画で，県下20河川及びその流域  

において実施するものである．   

当課は公害課と共同して調査マニュアル（水辺の観察  

ノート）を作成するとともに住民モニター調査の指導及  

び調査結果の取りまとめに協力した．また上記河川での  

水生生物相の詳細な調査として，水生生物による河川環  

境評価のための調査研究を行った．   

2・1 住民モニター調査   

参加機関数34，調査抑Il数25，調査地点数75の調査結  

果から，各調査地点の水質汚濁度を算出した．これらの  

結果は，今後3年間の結果と合わせて解析し，県内主要  

河川の水生生物マップを作成する予定である．   

2・2 水生生物による河川環境評価のための調査研  

当年度は第1年次として対象20河川のうち，岩岳川4  

地点，中元寺川4地点，彦山川5地点，釣川3地点，大  

牟馴I11地点，生面川2地点の計6河川19地点を，各地  

点年4回（各季節1回）調査した．調査はDフレームネッ  

トを用いてキック・スイープ法で各地点4サンプルを採  

取した．これらのサンプルはできる限り棲まで同定し，  

水生生物相のリストを作成するとともにスコア法で水城  

環境を評価した．   

調査結果の一部は本誌学術事績編p．82－110に示した．   

3 化学物質環境汚染実態調査   

3・1 0ECD高生産呈化学物質生態影響検討調査   

標記の環境庁委託調査を県環境整備局公害課を通して，  

当課で実施した．   

3・1・1 魚類急性毒性試験   

調査対象物質は，2，4ジクロロニトロベンゼン，フ  

マル醸ジュテル，6－tert－プチルー2，4－キシレノールと  

基準物質のペンタクロロフェノールナトリウム塩であー），  

ヒメダカ0†叩よ鮎わJ勿e5を用いて行った．   

3・1・2 ミジンコ急性遊泳阻害試験及び繁殖試験   

調査対象物質は，魚類試験の3物質に加えリン酸トリ  

ノテルで基準物質は魚顆試験と同じで，オオミジンコ  

血砂如ぬ＝硯砂棚を用いて行った．   

以上の結果は，県環境整備局公害課を通して環境庁に   

当課で実施した．   

5・1・1 藻類生長阻害試験   

調査対象物質はフマル酸ジュテルと基準物質のペンタ  

クロロフェノールナトリウム塩であり，供試藻類として  

SelenastnLm Cqt，7icomutum，ATCC22662を用いて試  

験を行った．これらの結果は，県環境整備局公害課を通  

して環境庁に報告した．   

6 その他   

6・1 広川ダム水質調査   

県環境整備局公害課の依頼により，アオコの発生が著  

しい広川ダム湖の水質の現況把捉を行った．当課は，ダ  

ム湖表層水（3地点）及びダム湖近傍のため池（1地点）  

において，平成4年4月から同5年2月まで毎月1回採  

水し，植物プランクトン相を調査するとともにクロロ  

フィルa量を測定した．結果は，県環境整備局公害課に  

報告した．   

6・2 GEMS／WATER事業   

世界的な水質監視網の確立及び水質変化の状況把握を  

目的としてWHOが実施している標記事業を，環境庁の  

依頼により県環境整備局公害課を通して実施した．当課  

は当県の対象洲Ilである筑後川において1地点毎月1回  

採水し，クロロフィルa量を測定した．結果は，県環境  

整備局公害課を通して環境庁に報告した．  

動物関係   

1 環境指標の森調査   

1・1 節足動物調査   

1・1・1 対象及び方法   

当年度の節足動物対象林分は平成元年度と同じ下記の  

5林分であった．  

調査林分  

漆生神社   

鎖国寺  

香椎宮   

六所神社  

諏訪神社  

所・在地  調査月日  

稲築町  6月2日  

玄海町  6月4日  

福岡市  6月5日  

志摩町  6月8日  

篠栗町  6月9日   

なお，節足動物の採集・同定，群集解析の方法は前l亘  

調査と同様であった．   

1・1・2 調査結果  

1）採集総個体数，ハエ目及びハチ目個体数は低木層  

が貧弱な2つの林分（漆生神社及び六所神社）で多かっ  

た．このことは前回平成元年度調査結果と同様であり，  

これらの林分における低木層皆伐除去による草本層の多  

様化によると考えられる．   

2）5林分中ただ一つのヒノキ植林地である諏訪神社  

の林分では，前回（平成元年度調査）では昆虫綱アリ不斗  

及びクモ綱クモ目の種構成は他林分と大きく異なってい  



一46－  

表 ヰ8  生物同定依頼検査結果  

区分  検査番号  検査理由  件数  成  績  

住居内発生 1  

住居内発生 1  

皮 膚 掻 梓  3  

事業所内発生 1  

住居内発生 1  

住居内発生 1  

住居内発生 1  

住居内発生 1  

皮 膚 描 樟 1  

住居内発生 1  

住居内発生 1  

食品中異物 1  

住居内発生 1  

食品中異物 1  

ノコギリヒラタムシ  

ヤマトシロアリ  

ミナミツメダニ，室内塵件デニ  

ムナビロヒメマキムシ  

コクヌストモドキ  

イエハリクチタニ  

ノンメマタラメイガ  

コクヌストモドキ，タバコシバンムシ  

ミナミツメタニ，室内塵性ダニ  

タバコシバンムシ，コナチャタテ料の一種  

ヒラタチャタテ  

アカクビホシカムシ  

ヒラタチャタテ，ムナビロヒメマキムシ  

ホシチョウバエ  

一般  27  

／J  34  

／／  48  

／／  61  

／／  65  

／／  66  

／／  74  

JJ  86  

／J  91  

J／  92  

JJ  124  

J／  151  

／／  165  

行政（4生衡食第19号の13）  

某所内外に発生した不快生物10件，皮膚掻痔擬閃虫検索  

4件，食品中異物2件で以上の成績は表48のとおりであ  

る．例年どおり普通にみられる屋内性衛生害虫の同定依  

頼がほとんどであった．   

報告した．   

4 生物同定依頼検査   

当年度内に依頼された検査は，計16件で，行政依頼1  

件，一般依頼15件であった．検査内容別では，住居・事  
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36 テトラクロロエチレンの微生物分解  

37 浮遊粒子状物質の高濃度要因の解析  

38 ジニトロベンゾ（a）ビレンのニトロ誘導体の変異原性及び環境中濃度  

39 行橋市における降下ばいじん調査  

40 人肺中に含まれる変異・がん原物質の同定  

41酸性降下物の動態と沈着評価（Ⅰ）一薄膜法による火山噴出成分の沈着評価－  

42 酸性降下物の動態と沈着評価（ⅠⅠ）一火山起源の物質の動態と金属腐食－  
43 福岡県における放射能調査  

44 ネライストキシンの分析法  

45 汚染土壌から分離したテトラクロロエチレン分解菌の性状  

46 Detectionofmicrocystinsin1akewaterandtheirproperties  

47 Thepresenceofmutagenandcarcinogeninlungspecimenswithcarcinoma  

48Inhibition ofmutagenicity andcarcinogenicitybyextractsofChinesemedicalherbs  

49 蛍光光度法による大気中オゾン濃度測定法の開発と簡易捕集器への応用  

50 湖沼底質中のダイオキシン類及びコ70ラナーPCt∋  

51河川環境からの自己凝集能を有する低栄養細菌の分散  
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52 トリクロロエチレン等の超音波による分解  

53 九州山岳地帯の渓流水の化学的性質  

54 汚染土壌から分離した高濃度テトラクロロエチレンの分解菌  

55 河川における洗剤汚染の過去・現在  

56 生薬の抗HIV活性及び変異原性について  

57 鉄（III）イオンによる肝発がん70ロモーター，microcystinの分解  

58 高濃度テトラクロロエチレン分解菌について  

第用回環境保全・公専防止研究発表会概要  
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受 賞 研 究  

大気中変異原物質の汚染と評価  

常盤  寛  

（平成4年度環境賞「優良賞」平成4年6月8日）   

環境庁，（財）環境調査センター，日刊工業新聞社共催  

の平成4年度環境賞に本研究課題が受賞した．平成4年  

6月8口東京都丸の内の経団連会館において盛大に表彰  

式が行われた．この栄誉を記念して，その概要を述べる．   

大気中変異原物質の研究は昭和50年初期に始まり，現  

在もなお継続されている．これは保健環境部門を有機的  

に連係しながら研究を進めてきたユニークな研究課題で  

ある．そこで，本研究の目的は大気中に存在する変異・  

がん原物質を生物化学的に同定し，ヒトの呼吸器，肺が  

ん発生に対する危険度を評価することにある．既に大気  

粒子状物質中には多数の芳香族炭化水素が存在している  

ことが多くの研究によって証明されている．しかし，1960  

年後半より，我が国の化ポ燃料消費量は急速に増大した．  

即ち，1960年度は208万kJであったのが1990年度は  

3767万kJに増加した．これは過去30年間に18倍の消費  

拡大となった訳である．この消費量の増加に伴って，自  

動車排ガスから排出される粒子状物質は大気汚染の原因  

となり，更には粒子状物質に含まれる有機物質，特に発  

がん性化学物質の排出は肺がん発生と何らかの因果関係  

があることが指摘されてきた．   

ディーゼル排ガス中の変異原性については，我々の研  

究が最初である．これはディーセリレ排ガスとがん発生と  

の閃果関係を明らかにする上で重要な研究課題であった．  

そこで，この研究はその後のディーゼル排ガスの基礎的，  

疫学的研究の発展を刺激し，国際研究へと発展した．昭  

和57年，厚生省がん研究姓はディーゼル排ガス中の発が  

ん性物質の証明に積極的に取り組むこととなった．   

本研究の過程で表1に掲げる19種の新変異原物質が  

我々の研究によって発見され，その一部はラット，マウ  

スを使った発がん実験が当研究所において稗極的に行わ  

れた（表2）．1－Nitropyreneはディーゼル排ガス中で  

主要な変異原物質であり，大気粒子状物質には平均50－  

93ppm含まれている．また3種のDinitropyrene，3，6－  

Dinitrobenzo（a）pyrene及びNitroazabenzo（a）pyrene  

は0」一1．2ng／gの濃度で検出可能である．しかし，  

Nitroazabenzo（a）pyreneは粒子状物質ではなく，ガス  

状物質に含まれることが最近の研究で明らかにされた．  

表1は1－Nitropyreneより高い変異原物質を要約した  

ものである．最近，3－Nitro－6－aZabenzo（a）pyrene－N－  

OXideは5blmonelhl妙himurium TA98珠に396000，  

YGlO24株に9580000 Rev／nmolを示す超変異原物  

質であることが分かった．本物質もまた環境中に微量存  

在している．1，8－Dinitropyrene，3LNitro－6－CyanObenzo－  

（a）Lpyrene，3，6－Dinitrobenzo（a）一pyreneは従来注  

目されていた1，6rDinitropyreneより強い変異原性を有  

する化合物である．これらの変異原物質も化石燃料によ  

って生成されることが分かった．一般に変異原性の強度  

は発がん性を示唆するものである．そこで，表2に当研  

究所で行った発がん実験の結果を要約した．BALB／cマ  

ウス皮下接種実験によると，1－Nitropyreneは2000  

表1 芳香族ニトロ化合物及びその関連化合物の変異原性  

RevJnmolfor  Nitroarene   

TA98 YGlO24  

3Nitro－6aZabenzo（a）pyrene－  

N－OXide  

l，8－Dinitropyrene  

3－Nitro－61：yanObenzo（a）－  

Pyrerle  

3，6LDinitrobenzo（a）pyrene  

l，6－Dinitropyrene  

3，7－DinitrofJuoranthene  

3，9Dinitrofluoranthene  

3－Nitro－6razabenzo（a）pyrene  

lrNitro－6aZabenzo（a）pyrene  

l，3－Dinitropyrene  

トNitro－6－CyanObenzo（a）pyrene  

lNitro－6－aZabenzo（a）pyrene  

N－0Ⅹiide  

3－Nitrobenzo（a）pyrene  

l－Nitrobenzo（a）pyrene  

3－Nitrofluoranthene  

3，4－Dinitrofluoranthene  

4LNitropyrene  

2，6LDinitrophenanthrene  

lNitropyrene  

396000 9580000  

295966  6190000  

174000 1230000  

137000 1640000  

126000  4120000  

123224 6600000  

103660 1910000  

104000 2300000  

105000  640000  

85850 1190000  

43100  350000  

36000  606000  

15700   76000   

7400   88000   

4668   57000   

4117   52000   

2695   56400   

729   1230   

470    2870   
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表 2  芳香族ニトロ化合物のラット及びマウスに対する発がん性  

Compound  Animal  Route  Dose  
（JLg／animal）  

O
 
m
 
 

u
 
T
 
 

S r  Reference  

Tokiwa et al．（1984）  

Tokiwa et al．（1984）  

BALB／c mice  s．c  2000  

BALB／c mice  s．c  2000  

2，7Dinitrofluorene  

lANitropyrene  

l，6LDinitropyrene  

l，3rDinitropyrene  

l．8Dinitropyrene  

3，7－Dinitrofluoranthene  

3，9－Dinitrofluoranthene  

3，7－Dinitrofluoranthene  

3，9－Dinitrofluoranthene  

3－Nitrofluoranthene  

3．6－Dinitrobenzo（a）T  

pyrene  

l，6Dinitrobenzo（aト  

pyrene  

BALB／c mice  s．c  2000  s．c tumors Tokiwa et al．（1984）  

BALB／c mice  s．c  lOOO  s．c tumors Otofujiet al．（1987）  

BALB／c mice  s．c  lOOO  s．c tumors Otofujiet al．（1987）  

F344 rats  s．c  lOOO  s．c tumors Tokiwa et al．（1987）  

F344 rats  s．c  lOOO  s．c tumors Tokiwa et al．（1987）  

F344 rats  lung  200  1ung tumors Horikawa et al．（1991）  

F344 rats  lung  50－200  1ung tumors Horikawa et al，（1991）  

F344 rats  lung  50200  1ung tumors Horikawa et al．（1991）  

F344 rats  s．c  8－1000  s．c tumors Horikawa et al．（1993）  

F344 rats  s．c  81000  0  Horikawa et al．（1993）  

S．C．，Subcutaneous tumors  

〝g／マウスの高濃度接種でも腫瘍の誘発は認められなか  

った．しかし，1，3－，1，6r，1，8－Dinitropyreneは皮下腫瘍  

（悪性繊維性組織球腫）を有意に発生した．1ANitror  

pyreneの発がん性は最近El－Bayoumyら（1992）によって  

弱いながら発がん性が陽性であることが報告されている．  

即ち，ラットの腹腔内に高純度の本物質を接種すると乳  

がんを発生する．これは接種局所ではなく，他臓器にが  

ん発生を認めたことは新しい知見であるが，問題はト  

Nitropyreneの純度である．一方，3，7－，3，9－Dinitro－  

fluorantheneは皮下及び肺内接種すると，扁平上皮がん  

を誘発した．これらの化合物はディーゼル排ガスや大気  

中では汚染物質として存在しているため，標的臓器が呼  

吸器，肺であるとすれば発がん活性を無視することはで  

きない．   

化学物質の微生物に対する突然変異性は必ずしも発が  

ん性を反映するものでないことが知られている．しかし，  

芳香族ニトロ化合物についてみると，変異原性と発がん  

性はある程度相関する．表1の3，4－Dinitrobenzo（a）－  

pyrene，4－Nitropyrene及び1rNitropyreneを除く他  

の化合物は発がん惟が陽性であると考えられる．3，6－  

Dinitrobenzo（a）pyreneの変異原性はTA98株に対し  

137000Rev／nmol，1，6－Dinitrobenzo（a）pyreneのそれ  

は1370Rev／nmolであるが，F344ラット皮下接種実験  

によると前者は発がん性が認められるが，後者は陰性で  

ある．これはInvitroの実験結果から両物質に作用する  

ニトロ還元酵素による代謝的活性化の違いによるもので  

あることがわかった．したがって，変異原性，発がん性  

の発現は代謝的括件化体・ヒドロキシアミン中間体の生  

成が関与していることが強く示唆された．   

これらの変異原物質が大気中の汚染物質として存在し  

ていることは勿論であるが，ヒトへの生体影響について  

は十分解明されていないのが現状である．そこで，芳香  

族ニトロ化合物の危険度を明らかにする目的で，肺がん  

患者から摘出された肺の標本について変異原物質の解析  

が行われた．Benzo（a）pyreneは10％ホルマr）ン溶液  

中では敷か月間安定であることを確認しており，したが  

ってホルマ1）ン標本肺に残存する1－Nitropyrene，  

Benzo（a）pyrene濃度は肺内沈着濃度をある程度反映し  

ていると推定される．対象に使用した肺標本は中国・雲  

南省・富源県で摘出された21例の肺がんと，九大及び国  

立福岡南病院で摘出された137例の肺標本である．中国  

雲南省は石炭「すす」による室内暴露が顕著であり，し  

かも，肺がん多発地帯である．これに反し，日本試料は  

非喫煙着であり，いずれも暴露歴が明らかでない．中国  

試料はYGlO29株＋S9で強い変異阻性を示し，Benzo－  

（a）pyreneが高濃度で検出された．一方，E］本試料はYG  

lO24株－S9で変異原性を示し1Nitropyreneが主要な  

変異原として検出された．中国における肺がんは石炭の  

smoky coalによる暴露が原因であることは明らかであ  

り，肺組織のいたるところに炭粉の沈着が認められた．  

組織型は扁平上皮がんである．これに反し，日本試料は  

腺がんが多く，喫煙との関連性を除外すると，大気中の  

汚染物質による長期暴露が考えられる．ただし，扁平上  

皮がんを発生した1症例は非喫煙者であるが，長期間重  

油の「すす」に暴露された可能性があり，したがって，汚  

染物質が高濃度に暴露されれば扁平上皮がん発生の可能  

性が高いことを示唆している．   

以上一連の研究は保健環境研究所における昭和50年   
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以降の大きな成果で，関係職員の努力の賜物である．我  

が国における成人柄対策は公衆衛生上重要な課題であり，  

ことに，がんの基礎的研究はがんの第一次予防の観点か  

らも，また保健環境分野においても極めて重要な課題で  

あるといえる．今回の環境賞受賞を契機に今後の研究が  

更に発展することを期待する．  
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福岡県において1982年－1991年の10年間に手足口病，  

ヘルパンギーナ，不明発疹症から分離された  

ウイルスの血清型別  

梶原淳睦・石橋哲也・松本源生・福吉成典  

福岡県保健環境研究所（〒818－01福岡県太宰府市大字向佐野39）  

Serotypesofvirusisolatedfrompatientswithhand－foot－andLmOuthdisease，  

herpanginaandexanthemforlOyears（1982－1991）inFukuokaPrefecture   

JumbokuKAJIWARA，TetsuyaISHIBASI，GenseiMATSUMOTO，ShigenoriFUKUYOSI  

凡ゑ〟0点αJ乃S′才知ね〆肋αJ娩α〝dE乃〃わ℃乃∽β乃わJ5cグg乃CaS  

39〟〟烏αゐα乃0，加zα拘，凡ゑ〟0ねβJβ－αヱ，ノ如α乃  

〔Keywards：Enterovirus，EpidemioLogy，Virusisolation．Hand－foot－and¶mOuthdisease，  

Herpangina，Exanthem〕   

乳幼児期に感染する疾痛としては，麻しん，風しん，  

水痘などの発疹性疾患が流行しているが，近年これらに  

加えて，手足口痛，ヘルパンギーナ等のエンテロウイル  

スによる新しいタイプの発疹性疾患の流行が目立つよう  

になってきた．手足H病は手，足，Hに生じる発疹を特  

徴とする疾痛で，1958年に世界で初めて報告1）され，我が  

国では19691970年の全国的な流行から一般に知られる  

ようになった新しい感染症であり，2－3年ごとに流行を  

繰り返している．ヘルパンギーナは咽頭にできる水相性  

発疹を特徴とする疾病である．これらの疾病を引き起こ  

すエンテロウイルスは68の血清型に分類され，どの型の  

ウイルスが流行を引き起こしているかを明らかにするこ  

とは疫学上大きな意味を持っている．著者らは1978年よ  

り，県下の医療機関からこれら感染症の検体を採取し，  

ウイルスの分離同定を行い，その病因ウイルスを明らか  

にしてきた．本報では，1982年から1991年までの10年間  

について，手足口病，ヘルパンギーナとエンテロウイル  

スによって発生した不明発疹症の3つの疾痛より分離さ  

れたウイルスの血清型別を明らかにし，これら疾痛とそ  

の流行を引き起こしたウイルスの血清型別の関係につい  

て考察を行ったので，その結果を報告する．  

1 材料及び方法   

ウイルス分離材料は県下の感染症サーベイランス検査  

定点の医療機関において採取した糞便，咽頭ぬぐい液等  

を用いた．各年の疾嫡別検体採取数を表1に示した．ウ  

イルス分離は，検査材料を常法2）に従い培養細胞及び1  

2日齢の乳のみマウスに接種して行った．分離きれたウ  

イルスの同定は，国立予防衛生研究所から分与きれた抗  

血清や市販の抗血清を用い，中和試験2）及び補体結合反  

応試験3）によって行った．  

2 結果及び考察   

手足口病，ヘルパンギーナ，不明発疹症の3疾痛につ  

いて10年間に642件の検体が採取され，表2に示したよう  

に14種335株のウイルスが分離された．疾病別では手足口  

病からは主にエンテロ71型とコクサッキーA（CA）16型  

が，ヘルパンギーナからはCA群のウイルスが，不明発  

表 1  年次別疾病別検体採取数（19821991）  
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表 2  疾病別ウイルス分離状況（1982－1991）  

疾  病  名  検体数   分離数   分離率  分離ウイルス  

108  51％  Ev71（61），CA16（43），CA4（1），CA5（1），CAlO（1），Ecll（1）  

142  68％  CA4（63），CA5（28），CA6（19），CA2（16），CAlO（5），  

CA3（4），CB3（4）．Ev71（3）  

85  38％  Ecll（39），Ec18（36），Ec9（7），Ec30（1），CA8（1），CAlO（1）  

手 足．【］ 病  209  

ヘルパンギーナ  209  

不明 発疹症  224  

CA：コクサッキーA．CB：コクサッキーB，Ecこエコー，Ev：エンテロ  

（）内は分離株数  

あった後，1－2年間患者の少ない期間があり，この間に  

同痛に末感染の感受性群が蓄積されて大流行が誘発され  

ることが示唆された．特に，大流行の前年は年間の患者  

報告数が1000人以下であった．従って各年の患者発生状  

況や病因ウイルスの流行状況を調査することにより流行  

の予測が可能になるものと思われる．また，エンテロ71  

型は手足口病と共に髄膜炎を併発することが知られて4）  

おり，同ウイルスの流行が予測される場合には特に注意  

が必要である．手足口病は比較的新しい疾病であり，現  

在主に流行している乳幼児の親世代である20－30歳代に  

も未感染者は多〈，稀に子供から親に感染する症例があ  

り注意を要する．手足日柄の流行は，国内では南の地域  

から北の地域に流行が拡がったことが報告5）されている．  

疹症からはエコーウイルスが分離されている．次に疾病  

別の流行状況を詳述する．  

2・1手足口病   

手足口病の月別患者報告数の推移を図1に，各年の患  

者報告数と病因ウイルス分離状況を表3に示した．  

1982－1991年の10年間に，1982，1987，1990年と3回の大  

流行が認められている．通常6－9月の夏期を中心に流行  

するが一部10－12月まで患者の発生が続いている．感染者  

は主に5歳以下の小児であった．病因ウイルスはエンテ  

ロ71型とCA16型であるが，大流行の際にはこれら2種  

類のウイルスが同時に分離されており，混合流行したと  

推測された．感染症の流行には病因ウイルスと住民の免  

疫状態とが関与する．手足口病の場合も大きな流行が  

一
定
点
あ
た
り
の
息
者
報
告
数
 
 

1媚2年  19ぬ年  1！枢4年  1弛5年  1粥6年  

1987年  1瑚年  朋年  1990年  1991年  

図 1  年次別月別患者報告数の推移（手足口病）  

表 3  年次別患者報告数及びウイルス分離状況（手足口病）  

1982  83  84  85  86  87  88  89  90  91  

患者報告数   4860   2317   2083  1856  780   5090  1470  507   4760  302  

分稚ウイルス Ev71（8） Ev71（3） CA5（3）Ev71（12） Ev71（5）CA16（26）CA16（9） Ev71（8）Ev71（13） Ev71（6）  

CA4（1）  CA16（2）  Ev71（6）  Ecll（1）CA16（6）  

CAlO（1） CA5（1）  

CA：コクサッキーA，Ec：エコー，Ev：エンテロ．（）内は分離株数   
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図 2  年次別月別患者報告数の推移（ヘルパンギーナ）  

表 4  年次別患者報告数及びウイルス分離状況（ヘルパンギーナ）  

1982  83  84  85  86  87  88  89  90  91  

患者報告数   4095   3719   7012   2823   3254   3538   3602  1700   2222   2436  
分離ウイルス CA4（15） CA6（6） CA5（8）CA4（15） CA6（8）CA4（18） CA2（6）CA4（11） CB3（4）CA2（10）  

CA4（4） CA6（3） CA5（7）CA5（10）  CA3（4） CA5（3）  

CAlO（3）Ev71（2）  CA6（2）CAlO（2）  

Ev71（1）  

CA：コクサッキーA，CBこコクサッキー，Ev；エンテロ，（）内は分離株数  

福岡県と全国の流行状況を比較すると，全国的に手足口  

病が大流行した1985，1988，1990年の前年の10－12月に本  

県で同病の季節外れの流行が認められている．この流行  

が翌年の大流行の予徴であると即断はできないが，全国  

の流行を予測する上で興味深い事実である．  

2・2 ヘルパンギーナ   

ヘルパンギーナの月別患者報告数の推移を図2に，各  

年の患者報告数と病閃ウイルスの分離状況を表4に示し  

た．毎年6，7月をピークとする－峰性の流行パターン  

を示し，通常2000－3000人の患者発生が報告されてい  

る．病因ウイルスは主にCA2，4，5，6型でこのうち  

の1－3種類が交互に流行している．さらに病因ウイルス  

の分離された地区と時間を解析すると，各年に流行した  

数種類のウイルスの間で時間的あるいは地域的な差異が  

あることが明らかになった．千々和ら6）は，患者報告数の  

最も多かった1984年に，5－6月に福岡市でCA4型が，  

北九州市と筑紫野市でCA5型が，次いで7月に田川市で  

CAlO型が分離されたことを報告している．その後も  

1986年と1989年は北九州地区と福岡地区で病因ウイルス  

が異なっており，それぞれ1986年がCA6型とCA5型，  

1989年がCA3，6型とCA4型であった．1987年は流行の  

前半と後半で柄因ウイルスがCA4からCA5型に変化し  

ていた．このことはヘルパンギーナの流行では数種類の  

病因ウイルスが分離されるが，それらが同時期に流行す  

るのではな〈，時間的あるいは地域的に差異のある流行  

が積み重なって一つの流行を形成しているものと推察さ  

れた．また，毎年流行するウイルスの血清型が変化する  

ため，毎年同規模の流行が起こると推察された．このよ  

うにヘルパンギーナの流行予測は数種類のウイルスの流  

行状況に留意する必要があり困難である．その地域で数  

年流行のないウイルスが流行した場合には流行が拡大す  

る可能性がある．  

2・3 不明発疹症   

不明発疹症の月別患者報告数の推移を図3に，各年の  

患者報告数と痛因ウイルスの分離状況を表5に示した．  

不明発疹症はウイルス性発疹症が疑われるが，他の発疹  

症とも異なる場合に分類される．主にエコーウイルスが  

分離され，1988年にエコー18型による流行があった．一  

方1989年と1990年は無菌性髄膜炎の流行を引き起こした  

エコー9，11型が不明発疹症の患者からも分離された．  

水谷ら7）は乳幼児のウイルス感染症で発疹の出現率が高  

く，同じウイルス感染症でも年齢によって病像が異なる  

場合があると報告している．1988，1989，1990年の不明  

発疹症では，患者の年齢は0－2歳が約80％を占めてお   
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表：5  年次別患者報告数及びウイルス分離状況（不明発疹症）  

1982  83  84  85  86  87  88  89  90  91  

患者報告数  48  67  53  55  58  72  224  55  42  60  

分離ウイルス  Ecll（1） CA8（1）  Ec18（35）Ecll（35） Ec9（5） Ec9（2）  

Ec18（1） Ecll（3）  

CAlO（1） Ec30（1）  

CA：コクサッキーA．Ec：エコー，（）内は分離株数  

り，感染者の年齢が低かったために髄膜炎を発症せずに  

発疹を呈したことが推察された．このようにエンテロウ  

イルスは状況によって様々な臨床症状を・里するので．疾  

病の流行を解析する場合にも，病因ウイルスの流行状況  

を解析する事が不可欠である．  

3 まとめ  

1982年から1991年までの10年間について手足口病，ヘ  

ルパンギーナ，不明発疹症の3つの疾痛よりウイルス分  

雛を行い，病因ウイルスの血清型別を明らかにした．そ  

の結果，次のことが明らかになった．  

1）手足口病からは，主にエンテロ71型とCA16型が分   

離され，大瓶行時にはこれら2種のウイルスが同時に   

分離された。  

2）ヘルパンギーナの病因ウイルスは数種のCA群ウイ   

ルス（主にCA2，4，5，6型）であり，毎年このう   

ちから1－3種が分離された．  

3）不明発疹症からは主にエコー9，11，18型が分離さ   

れたが，このうちエコー9，11型はその年の無菌性髄   

膜炎からも分離された．  
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Serotypesofvirusisolatedfrompatientswithhand－foo卜and－mOuthdisease，  

herpanginaandexanthemforlOyears（1982－1991）inFukuokaPrefecture   

JumbokuKAJIWARA，TetsuyaISHIBASI，GenseiMATSUMOTO，ShigenoriFUKUYOSI  

nJん〟0加ゎJ∫仙Jね〆〃紺仙の・Jd gJけわて川川ぐ〃ね／ふ滋り汀（｝∫  

39〟〟烏αねα乃0，上わ2α拘，釣‘々〟0点α，βJβ－Oj，彪α乃  

Aprogramforthesurveillanceofinfectiousdiseasewasbegunin1978．Weisolatedvirusesfrompatients  

withinfectiousdisease．Inthisstudy，WerepOrtedtheviruSeSisolatedfrompatientswithhand－foot－and－mOuth  

disease（HFMD），herpanginaandexanthem，anddeterminedtheserotypesofenteroviruscausinganoutbreakof  

thesediseasesduringthelOyearsfrom1982to1991in Fukuoka Prefecture．  

1）FrompatientsofHFMD，enterOViruStype71andcoxsackieA（CA）virustype16weremainlyisolated．The紀  

two viruseswereisolated atthesametime，Whenalargeoutbreak of HFMDoccurred．  

2）CAvirustypes2，4，5and6werethemaincausesofherpanginaandafewofthemwereisolatedeveryyear   

in various combinations．  

3）Echovirustype9，11and18wereisolatedfrompatientsofexanthem，andechovirustype9andllwerealso   

isolatedfrompatientswith meningitisduringthesameyear．   
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福岡県における大気降下物の地域特性  

大石輿弘・苦闘勝也＝・肥山俊一朗＊2・中村哲郎＊3・  

野村 博＊4・西園巧宏＊5  
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＊5 添田保健所（〒824－06 剛Il郡添田町添田2146－1）  

現飯塚保健所   

RegionalDifferenceofAcidPrecipitationinFukuokaPrefecture   

OkihiroOISHI，Kat畠uya YOSHIKAI，Shun－ichiro HIYAMA，  

TetsuroNAKAMURA，HiroshiNOMURA，YoshihiroNISHIZONO  

n南川玩んJゴ仙′／＝オ〟りJ／抽〝〃dだ肝わ・り〃〃托リノ血／S（、∫（・机、ぐゴ  

39〟〟々αねα乃0，上おzα拘，凡ゑ〟0毎βJβ－OJ，ノ卸α礼  

［keywords：acidprecipitation，Chemicalcomposition，principalcomponentanalysis］   

大気中に放出される汚染物質は，移流，変質等を経て，  

湿性降下物あるいは乾性降下物として地圏，水圏に沈着  

する．大気降下物には酸性物質及び酸化性物質が含まれ  

ており，近年，酸性の雨，霧，ガス及びエアロゾル等の  

酸性降下物による森林植生，土壌生態系及び陸水への影  

響が懸念されている．   

大気降下物の評価は，湿性降下物と乾性降下物を分別  

捕集する方法と，両者を一括捕集する方法（Bulk）で行  

われている．後者の常時開口型ろ過式採取器は，前者に  

比べ降下物量をやや低〈評価すると言われているが1），  

取扱いが簡便で，試料の変質が少ない等の利点から広〈  

用いられている．この方法により，環境庁による第1次酸  

性雨対策調査をはじめ，全国的な降下物調査が行われ，西  

日本の降下物のpHは東日本よりやや低いこと，SO。2‾  

の降下物量は九州及び冬季の日本海側で多く，NO3‾の降  

下物量は関東をはじめ太平洋側で多いこと2），また，南九  

州では桜島火山の影響が大きいこと3）等の地域的特徴が  

明らかにされている．このような特徴には自然及び人為  

的発生源とともに，地理的，気象的要因が関係している．   

福岡県は、中央を走る筑紫山地により複雑な地形を，  

また，沿岸部では日本海型，内海型，内陸型の異なる気  

候区を有している．このため，火山等の広域的汚染及び  

固定発生源，移動発生源等の地域汚染の影響は多様で，  

大気降下物の性状は地域的特徴を示すものと考えられる．   

そこで，福岡県内の各地域における大気降下物の性状  

及び降下量を把握するために，1991年4月から1993年3  

月まで，県内6地点において，ろ過式採取器による降下  

物調査を実施した．この調査結果から，酸性成分である  

SO42‾，NO3▼と塩基性成分であるNH∴ Ca2＋との関  

係，主成分分析による汚染度，酸性度の評価及び降下物  

量について地域特性を検討した．  

1 調査   

調査は，図1に示すように，地域及び気象等を考慮し  

て，京都保健所（以下京都），田川保健所（以下剛Il），  

糸島保健所（以下糸島），八女保健所（以下八女），福岡  

県保健環境研究所（以下太宰府）及び添田保健所（以下  

添田）の6地点において実施した．京都は内海型気候の  

周防灘沿岸部に，また田川はその内陸部にあり，両地点  

の近傍にセメント工場及び石灰岩採掘場がある．糸島は  

日本海型気候の玄海灘沿岸部で，福岡市に隣接し都市化  

が進んでいる．八女は県南部の稲作，茶畑等を中心とす   
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図 2  太宰肝，京都及び八女におけるpH及び降水量  

（福岡市大濠）の経月変化   

（1991年度），12051475mm（1992年度）の範囲にあ  

り，行橋でやや少ない傾向はあるものの，各地点間の降  

水量に大差がなく，また，各地点の降水量の経月変化も，  

図2に示す福岡市大濠と同様であった．  

2・2 大気降下物の性状   

福岡県内6地点における大気降下物のpH及び成分膿  

度の平均値（1991年度，1992年度）を表1に示す．6地  

点におけるpHの年平均値は4．5－5．4の範囲にあり，全平  

均値は4．8であった．各地点の年平均値は，環境庁が実施  

した第1次酸性雨対策調査結果pH4．4－5．5の範囲内に  

あり，また，全平均値は全国の平均値4．7とほぼ同じ値で  

あった2）．しかし，福岡県東部の京都，田川はいずれも  

pH5．0以上と高いのに対し，県南部の八女はpH4．5と低  

い値であった．添田，県中部にある太宰府及び県西部の  

糸島はpH4．7と福岡県における平均的な値であった．こ  

のようにpHの年平均値は各地点で異なり，この傾向は  

1991年度，1992年度ともに同様であることから，地域的  

特徴と考えられる．   

次に太宰府，京都及び八女の大気降下物のpHの経月  

変化を図2に示す．太宰肝，八女はpH4．7前後で，類似  

した変化を示したのに対し，京都はpH5を超える高い値  

で推移した．他の地点うち，糸島，添田は太宰府と，ま  

た田川は京都と同様の変化を示した．九州北部のpHは  

降水量の多い夏季に高く，降水量の少ない秋季から冬季  

にかけて低くなる傾向にある5）．1991年度は太宰府，八女  

でこのような季節変化を示したが，降水量の少ない1992  

年度は各地点ともに顕著な季節変化が見られなかった．   

各成分濃度は，降水量の多い1991年度には低く，降水  

量の少ない1992年度には高い傾向にある．この2年間の  

仝平均濃度はSO42‾：2．74，NO3‾：1．12，Cl‾：2．16，  

NH．＋：0．64，Ca2＋：0．60，Mg2＋：0．15，K十：0．11，  

Na＋：1．08〟g／m／であった．この濃度は，全国の平均値  

よりSO．2r，NH．＋で高く，Ca2＋，NO3Lで低い値である  

が，その差はいずれも僅かでほぼ同じ値であった6）．   

国設小郡環境大気測定所  

図 1  調査地点  

る農業地域にあり，太宰府は福岡都市域南部の住宅地に  

ある．添田は山間の農業地域にあり、固定発生源もほと  

んどなく清浄な地点である．   

調査期間は1991年4月から1993年3月までの2年間で，  

常時開口型のろ過式採取器を用いて，1週間毎あるいは  

2週間毎に試料を採取した．各地点の調査期間は以下の  

とおりである．  

京都 1991年5月7日－1993年3月29日（2週間毎）  

馴I1 1991年4月1日－1993年3月1日（2週間毎）  

八女 1991年4月1日一1993年3月29日（2週間毎）  

糸島 1991年5月7日－7月1日（2週間毎）  

1991年9月30日－11月25日（2週間毎）  

1992年3月30日一1993年3月29日（2週間毎）  

添田 1991年4月1日－1992年3月30日（1週間毎）  

太宰府1991年4月1日一1992年3月30日（1週間毎）  

1992年3月30日－1993年3月29日（2週間毎）   

分析項目はpH，EC（電気伝導率），Cl‾，NO3，，  

SO．Zr，NH．＋，Na＋，K＋，Ca2＋及びMg2＋で，その分析  

方法は環境庁酸性雨等調査マニュアル4）に準じた．  

2 結果及び考察  

2・1降水圭   

福岡管区気象台（福岡市大濠）の観測による1941年  

－1990年の50年間における平均年間降水量は1679mm  

で，1991年度の降水量は2165mmでこの値より多かっ  

たのに対し，1992年度の降水量は1315mmの少雨で  

あった．各調査地一如こ近い地域気象観測所（行橋，添田，  

久留米，前原，太宰府）の年間降水量は2272－2703mm  



表1 福岡県内6地点における大気降下物のpH及び成分濃度の平均値（1991年度，1992年度）  
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平均値 4．8   30   3，82  1．58   2．90   0．94   0．92   0．20   0．14  1．57  

全平均値 4．8   22   2．74  1．12   2．16   0．64   0．60   0．15   0．11  1．08   

＊：糸島保健所の採取期間は5－6月及び10－11月  

各地点の成分濃度には次のような特徴が見られた．京  

都は，SO42‾，NO3‾濃度をはじめいずれも高く，田川は  

京都とともにCa2＋濃度が高い値であった．添田は旺‖l‖こ  

近い地点にあるが，Ca2＋濃度をはじめいずれも低い値で  

あった．糸島は海塩由来のNa十，Cl‾濃度が秋季から冬季  

に高〈，八女はSO．2．，NH．＋濃度が高く．Ca2＋濃度が低  

い値であった．これらの地域的特徴について（む非海塩  

性SO．2‾（以下nssLSO．2‾）に対するNO3‾の当量濃度比  

（診酸性成分（nss－SO．2‾＋NO3‾）に対する非海塩性Ca2＋  

（以下nss－Ca2＋），NH．＋の当量濃度比 ③主成分分析に  

よる汚染度の評価 の観点から考察した．  

2・3 NO3‾／nss－SO。2‾当暮濃度比   

SO。2‾，NO3‾は大気降下物の酸性化に最も大きく関与  

している成分であり，それぞれSO2，NOxからの二次生  

成物質である．特に都市部においては，NOxの排出量が  

多く，またNO3の沈着速度はSO42‾より大きいため，  

NO3‾／nss－SO．2‾当量濃度比が大きいと言われている7〉．   

各地点の暖候期（4月一9月）と寒候期（10月－3月）  

のNO3‾当量濃度，nSSLSO．2L当量濃度及びNO3，／nss  

－SO．2‾当量濃度比を図3に示す．各地点のNO3r／nss  

－SO。2‾当量濃度比は0．2ト0．50と，地点間に差が見られ  

た．京都及び八女のnss－SO．2一当量濃度はいづれも高い  

値であるが，NO3L／nss－SO．2．当量濃度比は農業地域に  

ある八女が0．2と小きいのに対し，京都は0．45前後と大き  

く，都市型汚染の影響が大きいことを示した．京都の近  

隣地域にはセメント工場等のNOxの発生源があり、また  

瀬戸内海地方はNO3‾濃度が高いことが報告されてお  

り8），瀬戸内海に近い京都は周辺発生源とともに中国■四  

国地方から移流される汚染物質の影響を受けていること  

巽
堪
坦
州
都
†
㌔
O
S
・
叫
叫
⊂
＼
．
M
O
Z
 
 

8
 
 
 
 
6
 
 
 

0
 
 
 
 
0
 
 
 

図 3  各地点の暖候き臥 寒候期におけるNO，‾，nSS．SO．2‾  

当量濃度及びNO3／nss－SO．2‾当量濃度比   

が考えられる．   

寒候期のNO3J／nss－SO．2，当量濃度比は糸島以外の各  

地点ともに暖候期よr）大きく，またnss－SO．2－，NO3J当  

量濃度についても高い値であることから，寒候期の  

NO3‾濃度の増加はSO。2‾より大きいことを示している．  

寒候期は大気が安定化しやすく，汚染物質が地上付近に  

留まり，エアロゾルのNO3‾／nssrSO．2▼当量濃度比も大  

きいことから，これを反映していることが考えられる9）．  

しかし，糸島は，寒候期のNO3．／nss－SO．2r当量濃度比が  

暖候期より小きく，他地点と異なった特徴が見られた．  

暖候期の糸島は福岡都市域の汚染の影響を受けるのに対  

し，寒候期には北西風が多く，都市汚染に加え，大陸方  

面からの影響を受けることが考えられ，移流される成分  

にはNO3‾に比べ，SO。2■が多いことを示している．   

NO3▼／nss－SO．2‾当量濃度比の6地点の平均値は0．35  

で，九州地方の平均値0．263）に比べ高い値ではあるが，関  

東地方の0．5を超える値7）よりは低く，大気降下物の酸性   
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0．5  

NH．＋／（nssLSO42＋NO3L）当量濃度比  

0．5  

nss－Ca2＋／（nss－SO．2▲＋NO3‾）当量濃度比  

図 4  各地点のNH4＋，nSS－Ca2＋の（nss－SO．2‾十NO3‾）  

に対する当量濃度比  

△－▲：八女 ロ■：京都 ○－●：太宰府  

◇一◆：圧‖ll▽－▼：糸島 ◎－◎：添田  

例：○（暖候期）－●（寒候期）   

化に対するNO。‾の寄与はまだ少ないと思われる．  

2・4 酸性成分（nss－SO．2L＋NO。．）に対するnss－Ca2＋，  

NH。十の当量濃度比   

各地点における暖候期と寒候期の酸性成分に対する塩  

基性成分の割合，即ちnss－Ca2＋／（nss－SO．2．＋NO。▼）当  

量濃度比（以下nssCa2十比）及びNH．十／（nss－SO．2＋  

NO3‾）当量濃度比（NH．＋比）の関係を図4に示す．NH．＋  

比及びnss－Ca2＋比はそれぞれ0．35－0．69，0．20－0．74の範  

困にあり，特にnss－Ca2＋比は八女の0．20に対して田川は  

0．74の高い値となっており地点間の違いが見られた．田  

川及び京都では，周辺地域にあるセメント工場及びその  

石灰岩採掘場からの降下ばいじんへの影響が指摘されて  

おり10），これがnss－Ca2＋濃度及びnss－Ca2＋比を高める原  

因と考えられる．一方，糸島においては，他の地点と異  

なり，寒候期にnss－Ca2＋比が，暖候期にNH．＋比が高く  

なる特徴を示しており，2・3で述べたように両期で移流  

してくる汚染物質が異なることを示唆している．   

次に各地点の暖候期及び寒候期におけるnss－Ca2＋比  

の平均値とH＋濃度の平均値との関係を図5に示す．  

NH．＋，Ca2＋はいずれも酸性化を緩和する成分であるが，  

NH。＋比は地点差が小さく，H十との相関係数がr＝－0．10  

と低いのに対し，nSS－Ca2＋比は相関係数r＝－0．69と高い  

値となっており，nSS－Ca2＋がpHを高くする要因になっ  

ていることが考えられる．  

2・5 主成分分析による汚染度の評価   

主成分分析により，大気降下物の持つ性質を明確にす  

図 5  H＋当量濃度とnssCa2＋／（nss－SO。2‾＋NO3L）  

当量濃度比との関係  

△－▲：八女 ロー■：京都 ○－●：太宰府  

▽－▼：糸島 ◇一◆：田川 ◎－◎：添田  

例：○（暖候期）一●（寒候期）   

るとともに，総合特性値によー）各地点の汚染度を評価し  

た．その結果，第1主成分（Zl），第2主成分（Z2）及び  

第3主成分（Z3）の寄与率はそれぞれ71．5％，11．0％，  

8．4％で，第3主成分までに90．9％の累積寄与率が得ら  

れ，成分による情報の多くがこの3主成分の指標で説明  

された．   

Zl，Z2．Z3の因子負荷量を表2に示す．ZlはH＋を除  

く，いずれの成分も正の値で総合的な汚染を示す指標で  

あり，Z2はH＋が正の大きな値を示し，またnss－Ca2＋が  

－0．37の負の値であることから酸性度を示す指標と考え  

られる．Z3についてはCl‾，Na十，Mg2＋が正の値となっ  

ており，海塩の影響を示す指標と考えられる．このよう  

に成分間の関係は因子負荷量の分布により酸性度を示す  

表 2  因子負荷量  

第1主成分 第2主成分 第3主成分  

nss－SO。2」  

NO3‾  

Cl‾  

NH。＋  

nss－Ca2＋  

Na＋  

Mg2＋  

K＋  

H＋  

0．913  0．113   －0．240  

0．909    0．051   0．302  

0．932  0．070  0．317  

0．846  0．044    －0．098  

0，642   －0．370   －0．564  

0．936  0．036  0．288  

0．891   －0．109  0．011  

0．930  0．048  0．328  

0．026  0．952   －0．264  

固有値  

累積寄与率（％）  

1．10  0．84  

82．5  90．9   
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2・6・各地点の降下物1   

森林植生，土壌及び陸水への影響を考える場合，降下  

物量が問題となる．各地点の湿性降下物量を表2に示す．  

各成分の平均年間降下物量はSO。2‾：4．56，NO。‾：  

1．86．Cl‾：3．61，NH．＋：1．03，Ca2＋：0．96，Mg2＋：  

0．23，K＋：0．19，Na＋：1．81，H十0．032g／m2／yearで  

あり，NH4十が多く，海塩成分が少ない以外，全国の平均  

値とほぼ等しい値であった．   

各地点の降下物量は，各地点の降水量に大差がないた  

め，降下物量は濃度と同様，各成分ともに降下物量は京  

都で多いこと，Ca2＋はB］）”で多いこと，Na＋，CITは糸島  

で多いこと，酸性化に関与するH十降下量は八女で多い  

こと等の特徴を示した．   

次に，関目型ろ過式採取器によー）採取した降下物に占  

める乾性降下物を評価するために，太宰府の降下量と，  

太宰府から約10kmの比較的近距離にある国設筑後小郡  

大気測定所の自動酸性雨採取測定機により測定された湿  

性降下量とを比較した11）．両地点の湿性降下物量がほぼ  

等しいと仮定すると，大気降下物中の乾性降下物の比率  

の大きい成分はnss－Ca2＋，NO，‾で，それぞれ0．65，0，41  

となっており，この比率は正賀らの測定結果12）とほぼ同  

様であった．セメント工場に近い田川，京都においては，  

nss－Ca2＋の乾性降下物の比率がさらに大きいことが考  

えられ，田川，京都は乾性降下物中のnssrCa2＋がpHを  

高めていることが考えられる．  

3 まとめ   

福岡県における大気降下物の実態を把握するために，  

県内6地点において1991年4月から1993年3月まで常時  

開口型のろ過式採取器により通年の大気降下物調査を実  

施した．この調査結果を基にpH，成分濃度及び降下物呈  

の地域特性を検討し，次のことが明らかになった．  

（1）6地点におけるpHの年平均値は4．5－5．3の範囲に  

あり，全平均値は4．8であった．県西部の京都，巨‖llのpH  

2  

▲  

A  
◎  

◎  ●  

▼ 
2  

－1∇   

◇   ◆  

－2  

図 6  地点別の主成分スコアー  
△一▲：八女  ロー■：京都  

01●：太宰府 ◇－◆：田川  

▽▼：糸島  ◎－◎：添田  

例：○（暖候期）一●（寒候期）   

H＋とそれを中和するCa2＋，人為起源的要素の大きいnss  

－SO．2▲，NO，‾，NH．＋，K十及び海塩の影響を示すCl‾，  

Na＋，Mg2＋グループに分類された．   

次にZl，Z2の地点別及び暖候期，寒候期別の平均スコ  

アーを図7に示す．総合的汚染度を示すZlスコアーは  

暖候期，寒候期ともに京都で高く，八女，添田で低い値  

であった．太宰府，糸島，田川は中間的な値であるが，  

寒候期の糸島は海塩由来の成分濃度が高いため，Zlスコ  

アーは高い値であった．季節では，いずれの地点におい  

ても寒候期は暖候期より高い汚染度を示した．また，酸  

性度を示すZ2スコアーは八女＞添田＞太宰府＞糸島＞  

京都＞田川の順に高く，汚染度の低い八女，添田で高い  

酸性度を示すことがわかった．このように地点間，季節  

間の差異が，主成分分析より算出された汚染度と酸性度  

により明確となった．  

表 3  福岡県内7地点における年間降下物量（1991，1992年度の平均値）  

SO．  NO，  C】  NH．  Ca  Mg  
（g／m2） （g／m2） （g／m2） （g／m2） （g／m2） （g／m2）  

採取地点（gユ2）  

太 宰 府  

京   都  

田   川  

八   女  

糸   島  

添   田  

国設小郡局  
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平 均 値  0．032  4．56  1．86  3．61  1．81  

注）糸島は1992年度，添個は1991年度の年間降下物呈   
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傾向を示した．  
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は5以上と高く，南部の八女は4．5の低い値であった．太  

宰府，糸島，添田は4．7で平均的な値であった．  

（2）各成分濃度の平均値はSO。2‾：2．74，NO3：1．12，  

Cl‾：2．16，NH4＋：0．64，Ca2＋：0．60，Mg2＋：0．15，K＋：  

0．11，Na＋：1．08／上g／mlであった．各地点のNO3▼／nss  

－SO。2‾当量濃度比は0．2卜0．50の範囲にあー）平均値は  

0．35であった．NO，‾／nss－SO42▲当量濃度比は農業地域  

にある八女が0．2と小さいのに対し，京都は0．45前後と大  

きな値であった．また，NH．＋比及びnss－Ca2＋比はそれぞ  

れ0．35－0．69，0．20－0．74の範困にあり，特にnss－Ca2＋比  

は八女の0．20に対して田川は0．74と高くなっておー）地点  

間の違いが見られた．このnss－Ca2＋比とH＋濃度との相  

関係数は丁＝一0．69で，PHに対してnss－Ca2＋が関与して  

いることが考えられた．  

（3）主成分分析により，各成分は酸性度を示すH＋とそ  

れを中和するCa2＋，人為起源的要素の大きいnss  

－SO42‾，NO3‾，NH4＋，及び海塩の影響を示すCl‾，  

Na＋，Mg2＋グループに分類された．また，汚染度と酸性  

度により地域間，季節間の差異が明確となった．  

（4）各成分の平均年間降下物量はSO42‾：4．56，  

NO3‾：1．86，Cl▲：3．61，NH4＋：1．03，Ca2＋：0．96，  

Mg2＋：0．23，K＋：0．19，Na＋：1．81，H＋：0．032g／m2／  

yearであった．各地点の降下物量は京都で多く，添田で  

少なく，また酸性化に関与するH＋降下量は八女で多い  
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RegionalDifferenceofAcid PrecipitationinFukuoka Prefecture  

OkihiroOISHI，Katsuya YOSHIKAI，Shun－ichiro HIYAMA，Tetsuro NAKAMURA，  

HiroshiNOMURA，Yoshihiro NISHIZONO  

凡ゑ〟β点α九s才グね‘fg〆肋α〟ゐα乃dE乃〃わ℃乃椚g乃如J立言g乃CgS，  

39肋点αねα乃0，加zα砂，凡々〟0毎gJβ－OJ，彪α孔  

Acidprecipitationswerecollected，uSing a fiItratingbulk sampler，at6samplingsites（Dazaifu，Miyako，  

Tagawa，Soeda，ItoshimaandYame）inFukuokaPrefecturefromApril1991toMarch1993，andtheconcentra－  

tionofthedissoIvedions，pH andelectricconductivityweredetermined．TheannualmeanpH valuesateach  

samplingsiterangedfrom4．5to5Awithameanof4．8．TheannualpHvalueatYamewasbelowthemean，those  

at Miyako and Tagawa were above the mean，and those at others were similar to the mean．The mean  

concentrationsofthemajorions，nSSrSO．2r，NO3‾，Cl－，NH∴nss－Ca2＋andNa＋，Were2．56，1．21，2．17，0，50，0．76and  

l．02JLg・ml▲1，reSPeCtively．  

Toexplainthedifferenceinacidprecipitationatthevarioussamplingsites，equivalentconcentrationratios  

ofNO，rtOnSS－SO．2‾（N／Sratio），NH．＋to［NO，‾＋nss－SO．2．］（NH．ratio）andnss－Ca2＋to［NO，‾＋nss－SO．2‾］  

（nss－Caratio）werediscussed．TheN／Sratio，impIyinganeffectofairpollution，rangedfromO．21toO．45with  

a meanvalueofO．32，andtheN／SratioatMiyakowashigherthanthatatYameinthe ruralarea．TheNH．  

ratiowasaboutO．5atallsites，However，thenss－Caratioshowedagreatdifferenceamongthesamplingsites，  

SuCh asO．7at Tagawa andO．2at Yame．ThehighpH values at Miyako and Tagawa were relatedwith the  

COnCentration of nss－Ca2＋，Whichis containedinlime stone dust from the cement factories，because a close  

correlationwasfoundbetweentheconcentrationofH十andthenssLCaratio．Acidprecipitationsatsamplingsites  

WereClassifiedbythedegreesofpollutionand aciditywhichwerecalculatedbyprincipalcomponentanalysis．  

Annualdepositionsofthemajorions，nSS－SO．2‾，NO3J，Cl▼，NH．＋，Ca2＋，Na＋and H十，Were4．56，1．86，3．61，  

1．03，0，96，1．81andO．034g・m▲2・yLl，reSpeCtively．   
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河川水におけるトリハロメタン生成能の予測指標  

永淵義孝・松尾 宏  

福岡県保健環境研究所（〒818－01福間県太宰府市大字向佐野39）  

Studies on a Predictor of Trihalomethane Formation  

Potentialin River Waters  

Yoshitaka NAGAFUCHI，HiroshiMATSUO  

n血〃止〟ナノJざ仙（わ〆〃（7〟／／／川JJd gJJ～心■（川肌（リJ厄／   

5ビタe乃CeS，39〟〟ゑαたα乃0，伽zα殉，凡々〟0毎βJβ－OJ，ノ如α乃．  

〔Keywords：TrihalomethaneFormation Potential，UltravioletAbsorption，RiverWaters，  

WaterQualityContorol〕   

河川表流水等を水道株水とする場合，浄水過程の塩素  

処理によってトリハロメタン（THM）が生成する事実は  

広く知られているり2）．このため，原水中のTHM前駆物  

質の含有量を常に的確に把握し，その変化を監視，予測  

することは塩素処理の適止化を図るうえで必要である．  

THM前駆物質には多数の有機物が関与しており，  

THM前駆物質を直接定量することはできないので，検  

水を一定条件で塩素処理したときに生成するTHM量，  

すなわち，THM生成能（THMFP）をTHM前駆物質  

量とする方法が用いられている3）．しかし，このTHMFP  

の分析法3）は長時間を要するため，水質の変化に即応で  

きない欠陥がある．このため，THMFPと迅速分析ので  

きる水質項目の間に相関があれば，これらの水質項目の  

数値から，THM前駆物質量の予測が可能となる．   

今回，水道法に基づく水質基準が大幅に改正されたの  

に伴い，水道原水を監視する観点から紫外線（UV）吸光  

度，全有機炭素（TOC）が留意すべき項目として追加さ  

れた4）．   

そこで，本報では福岡県内の河川水について，  

THMFPと他の水質項目（TOC，UV等）の相関を調査  

し，これらの水質項目がTHM前駆物質量の予測指標と  

なり得るか否かを検討した．  

1 調査方法  

1・1調査河川と試料採取地点   

県内の環境基準点を適宜選び，試料採取地点とした．  

すなわち，博多湾流人河川では多々良川水系の深井橋，   

大隈橋，酒殿橋及び御笠川水系の諸岡橋，大野橋，また，  

大牟田市内西‖llでは隈川の家崎橋，白銀川の三池電力所  

横井堰，堂両川の御幸返橋及び大牟田川の五月債，さら  

に，豊前海流入河川では祓川の祓郷橋，黒川の新川橋及  

び友枝川の貴船橋である（図1）．  

1・2 調査時期  

1984年7月  

1・3 水質項目の試験方法  

1・3・1試薬   

THM標準溶液：1mg／ml（メタノール）の各THM  

標準溶液［クロロホルム（CHC13），ブロモジクロロメタ  

ン（CHBrC12），ジプロモクロロメタン（CHBr2Cl），プ  

ロモホルム（CHBr，）：和光純薬製］をメタノールで適宜  

希釈して用いた．   

精製水：イオン交換水に過マンガン醸カリウムを添加  

し酸化蒸留したものを再蒸留し，得られた留分を使用直  

前に30分間加熱煮沸したものを冷却後便用した．   

塩素水：市販の次亜塩素酸ナトリウム溶液（約5％）  

を有効塩素濃度として約2000mg／Jとなるように精製  

水で希釈し，ヨウ素滴走法により有効塩素量を測定した．  

1・3・2 THMFP試験   

THMFPの測定方法は，「THMに関する対策につい  

て」の総THMFP試験方法3）に準じた．すなわち，TOC  

として5mg／Jになるように精製水で希釈調整した試料  

100mJの塩素要求量を予め求め，この塩素要求量から推  

定して，その希釈調整した試料100mJに遊離残留塩素が  

24時間後に1－2mg／J残留するように2000mg／Jの次   



図 1  対象河川と試料採取地点  

●：試料採取地点  

1：深井橋，2：大隈揺．3：酒殿橋，4：諸岡橋，5：大野橋，6二塚崎橋，7：三池電力所横井堰，  

8：御幸返桧，9：五パ橋，10：祓郷橋，11：新川橋，12：貴船橋  

亜塩素酸ナトリウム溶液を適量加えた．直ちに，0．1規定  

水酸化ナトリウム溶液又は0．1規定硫酸を用いて，試料の  

pHを7．0±0，2に調整し，20℃の恒温槽に24時間静置後，  

亜硫酸ナトリウム1粒とリン酸溶液（1＋10）1滴を加  

え反応を止めた．次に，試料の20mJを容量26mJのバイ  

アル瓶に分取して密栓し，20±0．2℃の恒温水槽に1時間  

放置後，気相をECD付きガスタロマトグラフに注入し，  

CHC13，CHBrC12，CHBr2Cl及びCHBr，を分析した．な  

お，これら4種の化合物を総計して総THMFP（TTH－  

MFP）とした．  

1・3・3 その他の水質項目の測定方法   

BOD，COD及びTOCの測定方法についてはJIS5）に，  

また，塩素イオンについては上水試験方法6）に準拠した．  

UV吸光度については，1cmのセルを用いて波長260  

nm（UV26。）で測定した．   

2 結果及び考察  

2・1河川の水質   

調査時の各採水地点の水質を表1に，また，表2には  

1984年度におけるBODの非超過確率25％値，50％値及  

び75％値を示す．表1及び表2から，調査時のBODは，   
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表 1  各河川の水質  

河川l名   採水地点  類型   BOD COD TOC  CI  UV26。 UV26。／TOC  

深井橋  

大隈橋  

酒殿橋  

諸岡棒  

大野橋  

塚崎橋  

三池非堪■  

御幸返橋  

五月橋  

祓郷橋  

新川橋  

貴船橋  

A
A
B
D
B
A
A
B
E
A
A
A
A
 
 

0．050  0．013  

0．050  0．010  

0．110  0．014  

0．137  0．010  

0．127  0．017  

0．171  0．023  

0．077  0．021  

0．090  0．019  

0．149  0．014  

0．032  0．014  

0．102  0．031  

0．044  0．024  
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多々良川水系  

博多湾流入河川  

御馴水系（  

隈川  

白銀川  

堂面川  

大牟剛Il  

祓川  

黒川  

友枝川  

大牟田市内河川  

豊前海流人河川  

注：UV26。及びUV26。／TOC以外の単位はmg／J．UV26。は0，45FEmのメンアレンフィルターでろ過したろ液を使札  

＊は∴他電力所横井堰  

表 2  各河川の各非超過確率でのBOD濃度  2・2 TTHMFP   

各河川における採水地点のTTHMFPとその構成成  

分を表3に示す．TTHMFPは．博多湾流入河川の5地  

点では0．02ト0．068mg／Jに，また，大牟田市内河川の4  

地点では0．044－0．088mg／Jに，さらに，豊前海流入河川  

の3地点では0．017－0．043mg／Jにあった．このように，  

博多湾流入河川，大牟田市内河川及び豊前海流入河川の  

TTHMFPは，いずれも同程度であり，地域間の差異は  

みられなかった．また，全地点のTTHMFPは0．017－  

0．088mg／Jにあり，平均0．046mg／Jであった．これらの  

結果は，淀川水系8）のTTHMFP（0．0490．114mg／l）や  

福島県阿武隈川水系9）のTTHMFP（0．011rO．181mg／l）  

の値よりもやや低く，また，神奈川県相模川水系10）の  

TTHMFP（0．018．0．082mg／l）と同値であった．これら  

のことから，今回の調速における県内河川のTTHMFP  

は，他県のそれと比較してやや低いと考えられる．次に，  

全地点におけるTTHMFPの構成成分を検討してみる  

と，CHCl，は0．011－0．073mg／l，CHBrC12は0．006－0．024  

mg／l，CHBr2ClはN．D．－0．013mg／lにあり，CHBr3は全  

地点で全く検出されなかった．また，TTHMFPに占め  

る各THMの割合は，CHCl3では51．9－82．9％，CHBrCl2  

では14．8－44．4％であり，N．D．のみられるCHBr2Clでは  

16．6％以下であった． 

生成量が最も多く，以下，CHBrC12，CHBr2Clの順に生  

成し，CHBr，の生成は認められなかった．これは，五月  

橋を除く地点は，感潮域でないため，水中の臭素イオン  

の含有量が低かったことに起因すると考えられる11）．  

2・3 TTHMFPと他の水質項目との関係   

TTHMFPあるいはその構成成分であるCHC13と他  

の水質項目との相関係数を求め表4に示す．TTHMFP  

とその構成成分（CHC13等）に関与する他の水質項目との   

河川名   採水地点  25％値  50％値  75％値  

深井橋  

大隈樽  

酒殿梧  

諸岡橋  

大野橋  

2．3  

4．0  

7．3  

19  

10  

5．7  

4．2  

12  

20  

1．2  

1．6  

2．0  
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0
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0
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9
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0
 
1
 
4
 
9
 
5
 
2
 
1
 
4
 
0
 
0
 
0
 
0
 
 

1
 
 

多々良川水系  

御笠川水系  

隈川  場崎橋  

白銀川  三池井堰一  

生面川  御幸返偉  

大隼田川   五†］橋  

祓川  祓郷橋  

黒川  新川橋  

友桂川  貴船橋  

注：単位はmg／J，n＝12，＊は三池電力所横井堰  

多々良川水系の大隈橋，御笠川水系の諸閥橋，大野橋，  

豊前海流入河川の祓郷橋，新川橋及び貴船橋では非超過  

確率25％値と同等かそれ以下であり，多々良川水系の深  

井橋と酒殿橋及び大牟田市内河川では，非超過確率25％  

値－50％値の範囲にあった．このように，調査時のBOD  

は，全ての採水地点において非超過確率50％値以下の水  

質であり，各河川において清澄な時期の水質であった．   

UV26。の吸光度は，博多湾流入河川では，0．050  

－0．137，大牟田市内河川については，0．077－0．171，豊前  

海流入河川では，0．0320．102にあり，地域間で比較する  

と，大牟田市内河川で幾分高くなる傾向がみられた．加  

藤ら7）は，人為汚染のない自然河川から高度に汚染され  

た市街地小河川にいたる種々の陸水のUV26。について  

0．03ト0．420の数値を得ている．本調査で得られた数値  

は，いずれも加藤らの示した数値の最大値以下であった．  
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表3  TTHMFPとその構成成分  

河川名   採水地点 TTHMFP TTHMFP／TOC CHCl，  CHBrC12  CHBr2CI  CHBr3  

0．012（57．1）  

0．014（51．9）  

0．035（68．6）  

0．044（64．7）  

0，024（54．5）  

0．073（82．9）  

0，039（79．6）  

0．031（70．5）  

0．009（42．9）  N．D．  

0．012（44．4）  0．001（3．7）  

0．016（31．4）  N．D．  

0．021（30．9）  0，003（4．4）  

0．018（40．9）  0，002（4．5）  

0．013（14．8）  0．002（2．3）  

0．009（18．4）  0．001（2．0）  

0．011（25．0）  0．002（4，5）  

深井倍  

大隈橋  

酒殿橋  

諸岡橋  

大野橋  

1
 
7
 
1
 
8
 
4
 
0
0
 
9
 
4
 
（
バ
）
 
7
 
3
 
2
 
 

2
 
2
 
5
 
6
 
4
 
0
0
 
4
 
4
 
7
 
1
 
4
 
2
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
 

5
 
5
 
6
 
5
 
5
 
2
 
3
 
9
 
7
 
7
 
3
 
2
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
1
 
1
 
0
 
0
 
0
 
1
 
1
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
 

多々良川水系  

御笠川水系  

隈川  家崎橋  

白銀川  三池井堰一  

生面川  御幸返橋  

大牟田川   五月橋  

祓川  祓郷橋  

黒Jll  新川橋  

友枝川  貴船橋  

0．041（52．6）  0．024（30．郎  0．013（16．6）  

0．011（64．7）  0．006（35．3）  N．D．  

0．030（69．8）  0．013（30．2）  N．D．  

0．013（59．1）  0，009（40．9）  N．D．  

注：TTHMFP，CHCl3，CHBrC）2及LrCHBr2CZの単位はmg／J，（）内の数値はTTHMFPに占める割合であり，単位は％，  

N．D．は不検出，＊は三池電力所横井堰  

表4  TTHMFP及びCHCl，と他の水質項目との相関係数  

TTHMFP CHC13  BOD  COD  TOC  UV26。 UV26。／TOC TTHMFP／TOC  

0．943■   0．740－   0，朗0暮   0．766暮   0．949暮  0．066  0．153  

CHCl3  

BOD  

COD  

TOC  

UV26。  

UV26。／TOC  

TTHMFP／TOC  

0．504  0，713暮   0．574  0．866暮  0．216  0．338  

0．932■   0．865暮   0．711●   －0．343  －0．284  

0．865■   0．797●   －0．223  －0．102  

0．793■   一0．463  －0．435  

0．095  0．040  

0．893●  

注：＊は1％の危険率で有意，n＝12  

関係について，大沢ら12）は河川表流水で検討を行い，  

TTHMFPとCHCl，は，過マンガン酸カリウム消費量と  

の間に相関があることを明らかにしている．また，丹保  

ら13）はパルプ排水や下水処】畢場放流水でTTHMFP／溶  

解性有機炭素（DOC）とUV26。／DOCとの間に有意な相  

関（r＝0．943）があ．），実用的にはUVz6。／DOCを指標  

としてTTHMFPの予測評価が可能であると報告して  

いる．筆者ら14）も食料品製造業排水について検討し，  

TTHMFPとUV26。との間に1％の危険率で有意な相  

関（原水：r＝0．762，処理水：r＝0．742）があること  

を明らかにした．   

県内の河川水では，TTHMFPあるいはCHC13と有意  

な相関を有する項目は，前者ではBOD，COD，TOCあ  

るいはUV26。であり，後者では．CODとUV26。であっ  

た．これらの項目のうち，TTHMFPとCHC13の両方に  

最も高い相関が認められた項目は，UV26。だけであり，分  

析操作の迅速性や同一サンプルに対する測定値の再現性  

を考慮すると，UV26。は，THM前駆物質量の予測指標と  

して十分に利用できることが分かった．  

2・4 水質項日からのTHMFP等の予測   

水質項目とTTHMFPあるいはCHCl，との回帰式を  

表5に，また，両者の関係の中で最も相関係数の高い  

TTHMFPとUV2。。の散布図を図2に示す．これより，  

UV26。等の水質項目からTTHMFP等の予測が可能で  

あった．   

水道水質基準（1993年12月1日から施行）である総  

THMO．1mg／l以下あるいはCHCl，0．06mg／l以下の水  

質は，表5に示す回帰式から，UVz6。値がそれぞれ0．208  

及び0．181以下と予測できる．  

表 5  TTHMFPと各種水質項目との関係  

X  Y  n r  回 帰 式  

BOD  TTHMFP  

COD  TTHMFP  

T（X  TTHMFP  

UV260  TTHMFP  

UV，6。  CHCl3  

UV26。／T〔に  TTHMFP／T（X  

Y＝0．0（）49X＋0，0279  

Y＝0．0041X＋0，0171  

Y＝0．0052X＋0．0157  

Y＝0．4762X＋0．0（）08  

Y＝0．3415X－0，0018  

Y＝0．4749X   

12 0．740  

12 0．880  

12 0．766  

12 0，949  

12 0．866  

12 0．893  
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図 2  UV26。とTTHMFPの散布図  

3 まとめ   

県内河川水を用いて水質とTTHMFPとの関係を検  

討したところ，以下のことが明らかとなった．  

1）今回の調査結果によると，河川のTTHMFPは，  

0．017－0．088mg／lにあり，平均0．046mg／lであった．こ  

れらの数値は，他県のそれと比較してやや低い．   

2）TTHMFPあるいはその構成成分のCHC13と  

UV26。との間には高い相関があり，UV法における分析  

操作の迅速性や同一サンプルに対する測定値の再現性を  

考慮すると，UV26。は，THM前駆物質量の予測指標とし  

て十分に利用できる．  

Studies on a Predictor of Trihalomethane Formation  

Potentialin River Waters  

YoshitakaNAGAFUCHI，HiroshiMATSUO   

薫戊鋸南ハ転戒ねねq仁昂犯沼＝畝d且肌有捌冊脚祓〟ぶ誠㈲服，  

39〟〝点αねα乃0，βαZα拘，凡々〝0毎βJβ－OJ，ノ卸∽．  

Theforecast oftrihalomethane（THM）precursorsinriver watersis animportant water quality control  

technique．  

BOD，COD，TOC，andultravioletabsorbanceat260nm（UV26。）ofriverwatersweremeasuredat12points  

inFukuokaPrefucturetoexaminetheirusefulnessasapredictorofTHMformationpotential（THMFP）which  
WaS defined as the amount of THM formedin the water by chlorination．The river waters showed a high  

COrrelationbetweenTHMFPandUV26。．ThecorrelationsofTHMFPwithBOD，COD，andTOCwerealsofound  

tobegood．ThesefindingsshowedthatUV26。COuldbeusedasapredictorofTHMFP．   
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急速に富栄養化が進行したダム湖の水質  

松尾 宏・笹尾敦子・大久保彰人  

福岡県保健環境研究所（〒818－01福岡県太宰府市大字向佐野39）  

A ReservoirforRapidEutrophication．   

HiroshiMATSUO，AtsukoSASAO，AkitoOHKUBO．   

凡ゑ〟0如才柁Sff′〟ね〆月bαJJゐα乃d且乃〝わ℃乃∽e乃由JScゴビ乃Cどぶ，   

39〟〟血zゐα乃0，肋zα拘，凡ゑ〟0血ち朗β－OJ，彪α吼  

〔Keywords：Waterquality，Eutrophication，Reservoir，Nutrient，Microcystik〕   

ダム湖の富栄養化の進行は，集水域の環境の変化と重  

要な関わりをもっている．特に集水域のゴルフ場等のリ  

ゾート開発による，ダム湖への窒素，リンの流入増加が  

社会的に関心をもたれている．ところが，近年，このよ  

うな大規模で，明確な開発行為が行われてない地域でも，  

急速に富栄養化の進行しているダム湖が現れている．筑  

後地方の耳納山脈を水源とするHダム湖では，春季から  

秋季に常時アオコが発生するようになり，アオコの腐敗  

による悪臭が問題になっている．また，これによってH  

ダム湖下流域の河川水質への影響も懸念されている．H  

ダム湖の集水域には，小さな村落のほかに汚濁発生源と  

なるような施設（ポイントソース）がな〈，その土地利  

用形態は殆どが森林（スギ，ヒノキ等）と畑地である．  

Hダム湖は防災ダムとして築造されたため，利水は行わ  

れておらず，水質調査は過去に殆ど実施されていない状  

況にあった．そこで，著者らはHダム湖の水質の現況把  

握のため，水質調査を行い，Hダム湖の富栄養化進行の  

要因について検討したので報告する．  

1 Hダム湖の概要   

Hダム湖は総貯水量99万m3で県内のダム湖の中では  

小規模であり，現高30．4m，堤長132．1mのセンターコ  

アーゾーンタイプのダムでその集水域面積は9．394Km2  

である（表1）．Hダムは1971年に築造され，その後Hダ  

ム湖近傍の集水域内で茶，ブドウ，ナシ等の樹園地の開  

発が徐々に行われてきた．  

表1 Hダム湖諸元  

ダム型式 センターコアーゾーンタイ7P  

堤防標高  122．Om  

堤防長  132．1m  

堤防高  30．4m  

満水面積  124300m2  

総貯水量  990000m3  

流域面積  9．394km2   

2 調査方法   

2・1調査時期  

1992年4月から1993年3月において毎月1回調査を  

行った．   

2・2 tl立地点   

Hダム湖表層3地点（St．1，St．2，St．3），Hダム湖流  

入河川1地点，Hダム湖北東部に位置する近傍のため池  

表層1地点の計5地点から試料を採取した（図1）．   

なお，調査対象以外の河川の流入は少量で，降雨時の  

みに流入すると考えられたので，調査地点からは除外し  

た．   

2・3 調査項目及び分析方法   

調査項目は次のとおりである．   

水温，電気伝導率（EC），pH，溶存酸素量（DO），生  

物化学的酸素要求量（BOD），化学的酸素要求量  

（COD），浮遊物質量（SS），全リン（TP），リン酸態リ  

ン（PO．，P），全窒素（TN），アンモニア性窒素（NH．  

rN），亜硝酸性窒素（NO2－N），硝酸性窒素（NO3－N）   

分析方法は，NH．－N，NO2－N，NO，－Nを上水試験方  

法に，TPを気象庁海洋観測指針1）の方法により行った．   
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図 2  福岡県内ダム湖のTN，TP相関図  

■：Hダム湖  

●：福岡県環境自書（平成4年度版）  

のデータの年平均値  

Ⅲ，1V，Ⅴ，類型外：湖沼の窒素及び  

りんに係る環境基準の顆型  

に悪化していた．   

3・1・2 Hダム湖と他の福岡県内ダム湖とのT叫  

TPの比較   

盲栄養化の指標となるTN，TPの相関図（図2）を用  

い，Hダム湖と県内の他の大規模ダム湖の水質3）と比較  

すると，Hダム湖は県内の他のダム湖よりもTN，TPが  

高く，群を抜いて富栄養化が進行し，湖沼の窒素及びり  

んに係る環境基準の「類型外」に相当していた．また，  

1980－1981年のHダム湖の水質2）と現在のHダム湖の水  

質を比較すると，TNが2．1mg／lから3．84mg／lへ1．8  

倍に，TPが0．09mg／lから0．135mg／lへ1．5倍に増加  

していた．   

3・1・3 Hダム湖水井の経月変化   

Hダム湖水質の経月変化（表3）から明らかなよう  

に，春季から秋季のpHは10程度と冬季に比べて高くな  

り，また6月から10月のBOD，COD，SS，TP，TN等  

も他の月に比較して高くなる傾向にあった．Hダム湖で  

は，この時期に〟fc和印Sぬαg間f乃OSαによるブルーム  

0  500m  

匡11  調査地点  

その他の分析項目はJISKOlO2によった．  

3 結果と考察   

3・1物理化学的水質指標によるHダム湖の現況評価   

3・1・1Hダム湖の年平均水井   

Hダム湖の湖心で試料が採取できなかったため表層  

3地点の試料の分析を行い，その平均値をHダム湖の水  

質とした（表2）．Hダム湖の1992－1993年の平均水質  

は，pH8．9，COD17．7mg／l，SS33mg／lであった．  

この結果を湖沼の生活環境の保全に関する環境基準で評  

価すると，pH，COD，SSの項目で「類型外」に相当  

し，1980←1981年のHダム湖の水質2）pH8．4，COD3．8  

mg／J（環境基準「B類型」相当）と比較して水質が非常  

表 2  Hダム湖の年平均水質  

項  目  1992－1993年  1980－1981年  項  目  1992－1993年  1980－1981年   

水温   18   16   TP   0．135   0．09   

pH   8．9   8．4  PO。－P   0．014   0．038）   

EC   164  TN   3．84   2．1b）   

DO   13．1  10．0  NH。－N   0．18   

BOD   7．8   3．1   NO2－N   0．02   

COD  17．7  3．8   NO3－N   1．22   

SS  33  

単位：水温 ℃，ECJJS／cm，DO～NO。－N mg／／．  
a）1，9月の2回の測定値の平均値，b）7，9月の2回の測定値の平均イ軋   



表 3  Hダム湖水質の経月変化（St．1，St．2，St．3の平均値）  
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単位：水温 ℃．ECJLS／cm，DO～NO，－Nmg／／．  

表 4  Chトa（X）とCOD．SS，TN，TPとの関係  
ることが示唆された．Hダム湖3地点の表層水のCOD  

の経月変化（図3）は．6月にSt．2，St，3で高くなり，  

その後10月まで3地点ともに10mg／Jを超える濃度で  

推移し，特に，8月にSt．3のCODが高値を示した．ま  

た，10，11月にはSt．1でのCODが高くなり，最大230  

mg／Jに達した．これは，Hダム湖におけるブルームの分  

布が一様でないためと考えられる．   

3・1・4 流入河川水宇の影響   

夏季のHダム湖の水質の悪化は藻類の内部生産によ  

ると推定されたことから，Hダム湖流入河川の栄養塩  

TN，TPについて検討した．Hダム湖流入河川の水質を  

県内の他の大規模ダム湖のそれユ）と比較する（図4）とH  

ダム湖流入河川のTNは他のダム湖の約2倍を示した．  

また，Hダム湖流入河川のN／P比は約100で強いリン制  

限の可能性を有し，Hダム湖の表層水のPO4－Pは夏季  

にほぼ0となる時期が見られること（表3）から，由ダ  

ム湖はリン制限であると考えられる．〟．αe和好f鋸5αは  

N／P比の高い条件下で増殖速度が増加することが報告6）  

されており，Hダム湖流人河川の水質は〟．αe瑚f乃05β  

の増殖に適した状況にあると考えられる．   

Hダム湖流入河川のTN，TPの日流入負荷量のLQ  

回 帰 式  相関係数  

COD Y＝3．83＋0．0581X  O．948  

SS Y＝6．64＋0．110X  O．950  

TN Y＝2．65＋0．00500X  O．801  

TP Y＝0．0393＋0．000401Ⅹ  0．958  

11＝36  

の形成4）がみられた．Hダム湖のCOD等の上昇が一次汚  

濁（外部負荷）か，あるいは二次汚濁（植物プランクト  

ンの増殖による内部生産）に由来するかを，植物プラン  

クトン数の指標となるクロロフィルa4〉とCODの回帰  

式から評価できる5）．すなわち，クロロフィルaとCOD  

の回帰式のY切片（クロロフィルa＝0）は一次汚濁に由  

来するCODに相当すると考えられる．Hダム湖では  

COD，SS，TN，TPについてもクロロフィルaとの間に  

高い相関（危険率1％以下）があり（表4），回帰式のY  

切片の値とHダム湖の測定値との比較から，夏季のH  

ダム湖の水質汚濁は主として藻類等による二次汚濁であ  

TN   

4  

3  

2  

1  

0  

TP  

O．08   

0．06   

0．04   

0．02  

0  

4   5   6   7   8   9 月  

江川 油木 ます渕 日向神 力丸 Hダム  10  11 12  1  2   3 月  
図 3  Hダム湖表層水（St．1，Nt．2，St．3）  

のCOD経月変化  

図 4  ダム湖流入河IllのTN，TP濃度  

単位：mg／／   
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表 5  TN．TP外部負荷量  
－ Hダム湖  

－－－－－ ため池  
ll／目  TN  TP  

4／27  

5／19  

6／16  

7／16  

8／19  

9／16  

10／12  

11／10  

12／8  

1ノ12  

2ノ2  

3ノ25  
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図 6  Hダム湖とため池の年平均水質  

単位二水温℃，その他mg／J   

られる．   

3・1・5 栄壬塩増加の背景的要因   

Hダム湖流人河川水の栄養塩類濃度のうちTNが高  

いことが特徴的であったが，主として次の2つの要因が  

考えられる．  

（∋Hダム湖の集水域の森林伐採が行われた結果，土壌  

に蓄積した窒素分が流出している．  

（診Hダム湖集水城で樹園地が開発され．施肥された肥  

料の一部（特に窒素分）がHダム湖流人河川に洗出して  

いる．  

（∋の要因については，添田町大薮地区の県営林で伐採  

地と複層林（スギ．ヒノキ）地区の渓流水の成分に関す  

る佐々木ら7）の報告がある．それによると，渓流水のTN  

は1mg／／を越えることは少なく，複層林地区のほう  

が伐採地よりもTNはやや高くなる傾向にあることが  

示されている．したがって，大薮地区と気候，植生の類  

似しているHダム湖集水域の場合は，（∋ではTNの上  

昇を説明することができない．  

（診の要因の肥料流出については，次のような事例があ  

る．   

石黒ら8）は畑地（スイカ）造成に伴う造成地からの流出  

水の検討を行い，畑地と未造成地の各流出水の比較をし  

た結果，窒素の主成分であるNO。－Nは未造成地よりも  

畑地のほうが高〈，特に降雨初期に急増することを報告  

している．また，筆者ら9）は茶，ミカン，柿を栽培する各  

樹園地内のため池の水質と樹園地での施肥量との関係を  

検討した結果，畑地での施肥量が多いほど，ため池のTN  

が高くなることを報告している．これらの報告はHダム  

湖集水域内の畑地での施肥がHダム湖流入河川の水質  

に影響を与えると推定しうる根拠となる．また，衛星リ  

モートセンシングによるHダム湖集水域の1985年と   

単位：（TN：mgN／m2／［」，TP：mgP／mZ／「7）  
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図 5  流入抑11のTN，TPのLQ曲線  

曲線（図5）の関数は，指数がほぼ1に近い値となり，  

日流量Qと日流人負荷量Lとはほぼ直線的な関係を示  

した．また，Hダム湖流人河川のTN日流人負荷量は  

3．4－260．4kgN／日，TP日流人負荷量は0．03－5．46kgP／  

日であり，これらの日流人負荷量を基にHダム湖の単位  

水面積あたりの外部負荷量を計算すると，TNは30－2090  

mgN／m2／日，TPは0．2－43．9mgP／m2／日（表5）で，夏  

季に多く，冬季に′トさい傾向が認められた．このように，  

夏季のTN，TPの外部負荷量の増加は，藻類の増殖で制  

限物質となり易いTN，TPの補給を継続的に行うこと  

になり，アオコ発生を助長する要因となっていると考え  
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1992年の土地被覆変化を調査した結果lO），林地から畑地  

に変化する傾向にあることが報告されていることから，  

Hダム湖集水域の畑地面積の比率が経年的に増大して  

いると考えられる．   

これらの結果を総合的にみると，Hダム湖流入河川の  

TNの上昇の要因として②が支持された．   

3・1・6 Hダム湖とため池の水平の比較   

Hダム湖近傍のため池とHダム湖の水質との比較を  

行った．その結果は，図6に示すようにHダム湖とため  

池の年平均水質はため池のほうが清澄であった．特に，  

CODについてHダム湖とため池の娃月変化を比較する  

と（図7）．Hダム湖は梅雨時と梅雨明け後も水質が悪化  

するが，ため池は梅雨明け後に水質が改善される傾向に  

あった．これは，Hダム湖は河川からの栄養塩の供給を  

常時受けているが，ため池では栄養塩の供給が主に降雨  

による表面流出に限られ，晴天の続く夏季には栄養塩の  

継続的供給が受けられないため．藻類の増殖が抑制され  

たものと考えられる．   

3・1・7 Hダム湖の水質の変遷  

1980L1981年2）と1992－1993年のHダム湖のCOD，TP  

の経月変化を比較（図8）すると，1980－1981年における  

CODは7月に上昇傾向にあるものの，季節的に大きな変  

動はなかった．また，TPは7月に約0．2mg／lに上昇し  

た後，10月まで減少し，その後やや上昇する傾向にあっ  

た．先に検討したように，Hダム湖のクロロフィルaと  

CODとの間に高い相関があることから，1980－1981年当  

時の夏季におけるHダム湖の植物プランクトン数は現  

在よりもかなり少なかったものと推定される．したがっ  

て，過去12年間に急速にHダム湖の富栄養化が進行し，  

6，8，10月をピークとするアオコの定常的発生（夏季）  

の条件が整ってきたと考えられる．  

4 5 6 7 8 91011121 2 3月  

図 8  1980－1981年と1992－1993年のHダム湖  

の水質経月変化  

4 まとめ   

Hダム湖は．夏季に〃．αg，睾gわ2∂Sβによるアオコの発  

生が観察された．Hダム湖の富栄養化は1980－1981年以  

降急速に進行し．COD年平均値は3．8mg／lから17．7  

mg／Jと増加し，湖沼の環境基準の「B類型」から「類型  

外」へと水質が悪化した．現在（1992－1993年）のHダム  

湖の富栄養化は福岡県内の他の湖沼と比較して，かなり  

進行している状況にあった．また，Hダム湖の流入河川  

のTNは2mg／Jと．県内の他の湖沼のそれと比較して  

高かった．N／P比はほほ100を示し，〃．αg乃好古乃OSαの増  

殖条件は整っていると考えられる．Hダム湖の外部負荷  

は，TNが30－2090mgN／m2／日，TPが0．2－43．9mgP／  

m2／日で，夏季に増加した．TN外部負荷の増大の要因と  

して，集水域の土地利用形態が林地から畑地に変化し，  

施肥の影響によるものと考えられた．  
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HiroshiMATSUO，Atsuko SASAO，AkitoOHKUBO．  

凡止〟0如上〃∫仙血〆丑了α／肋〟机上aJ～イI℃J川Jど〃わ／   
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eutrophication．TheCOD，TN，andTPconcentrationsforthereservoirhadbeen3．1，2．1，andO．09mg／Lduring  

1980p1981，butbecame17．7，3．84，andO．014mg／l，reSpeCtively，during1992－1993．Therangeofexternalloading  

OfTNwasestimatedtobe30－2090mgN／m2／d，andthatofTPO．2－43．9mgP／m2／dduring1992－1993．TheNratio  

to PofstreamintothereservoirwasaboutlOO，WhichwaslargeenoughforMicroり唱tis aenqtnosatogrow．  

Asthecauseofeutrophicpromotion，thetotalamountofnutrients，eSpeCiallyofnitrogen，fromthefarmsat  

thewatershedwasconsideredtohaveincreasedgraduallyinthereservoir．   
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富栄養化が進行したダム湖における  

植物プランクトンの季節消長  

笹尾敦子・松尾 宏  

福岡県保健環境研究所（〒818－01福岡県太宰府市大字向佐野39）  

SeasonalChangeofPhytoplanktoninanEutrophic Reservoir  

AtsukoSASAO，HiroshiMATSUO  

凡々〟0烏αJ乃∫タブJ〝ねq／助αJ班α乃d且犯〃ブ和光桝g犯由J5cグg乃Cg∫，  

39〟〝烏αたα乃0，血㍑α歩J，凡々〝0転封β－OJ，彪α玖  

〔Keywords：Bluegreenalgae，Microqstts，Eutrophication，Phytoplankton，〕   

生活雉排水の流入や工業廃水の流入等により，天然湖  

及びダム湖のアオコ発生の問題が顕在化している．   

本県においても約20年前に竣工したHダム湖におい  

て，ここ数年来，夏季から秋季にわたり長期間アオコが  

発生する現象がみられ，住民の苦情を伴うようになった．  

Hダム湖における水質及び植物プランクトンの現状の  

把握及びアオコ発生の原因究明のため，水質及び植物プ  

ランクトン相を調査した．Hダム湖は集水域周辺の開発  

による栄養塩類負荷が大きいことが松尾ら1）により明ら  

かにされている．本報ではHダム湖における植物プラン  

クトン相の季節変化を，特に，アオコの発生に関与する  

〟fc和（耶ぬについて報告する．   

1 ダムの概況   

Hダム湖（図1）は県南の山間部（海抜120m）にあ  

り，総貯水量9．9×105m3，湖面積0．12km2，堤高30．4m，  

堤長132．1mの防災ダムとして昭和46年に建設された．  

その集水域面積は9．394km2で，最大水深は約10m（死水  

部分約5m），流入量9．1×106mソ年，滞留日数約15．5日  

である．ダム湖流入地点はSt．2が主な地点で，St．3及  

びため池からは降雨量の多い時を除いてほとんど流入は  

ない．   

なお，ダム管理事務所の測定による降雨量及び福岡県  

気象月報2）による気温を図2に示す．降雨量は春季から  

夏季にかけて多く，最高は8月の284mmであった．9月  

（錮mm）以降から冬季にかけて概ね少なく推移し，最低  

は10月の18mmであった．月平均気温は7，8，9月が  

図1  Hダム湖及びため池  

●：調査地点   

各々，26．0，26．8，24．3℃と高く，その後降下し，最も  

低いのは1月の6．3℃であった．  

2 調査方法  

1992年4月から1993年3月の間，月1回ダム湖3測定  

点（図1：St．1，St．2，St．3）及びダム湖北東部に位置  

するため池（図1：St．5）の表層水を採取し（St．4は同   
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3 結果及び考察  

3・1植物プランクトン   

St．1及びSt．5の主要出現植物プランクトン数の変動  

を表1に示す．なお，St．1，St．2，St．3の各出現植物  

プランクトンはSt．2でやや種類数が少ないものの（特  

に12月，1月，2月）各測定点とも種が類似していたた  

めこれら3測定点はSt．1で代表した．St．1では4月に  

は褐色鞭毛藻類のCl：ゆtomonas（2620cells／ml），黄色  

鞭毛藻類のOchromonas（1660cells／ml）が多く，5月  

には緑藻類の5cg乃gゐ椚〟∫が優占した．6月から11月ま  

では藍藻類の〟オcγOqざJ≠sが他の植物プランクトンに比  

べ異常に多く，これらは長年アオコが発生している諏訪  

湖や霞ヶ浦に匹敵する量であった8）．12月には〟オc和（耶一  

めも少なくなり黄色鞭毛藻類の〟αJわ椚0乃鮎（1920  

cells／ml），ミドリムシ藻類の77tlChelomonas（1270  

cells／ml）に替わり，続く1月には77tlChelomonas（440  

cells／ml）が，2月には珪藻類のAsterionelhl（540cells／  

ml），褐色鞭毛藻類のCナ：ゆtomonas（300ce11s／ml）が，  

3月には珪藻類のAsterionelkl（1980ce11s／ml）が数は  

少ないが優占した．   

一方，St．5の植物プランクトンは4月には緑藻類の  

ChloYelhl（4400cells／ml），5月は欠側，6月には藍藻  

類のMicro（耶tis（6．0×104cells／ml）が優占した．引き  

続き7月，8月も〟オcγ0αざぬが出現したが，7月にはほ  

（
0
）
娼
 
婦
 
 0

 
 

0
 
 

0
 
 

1
 
 

2
 
 

3
 
 

4 5 6 7 8 910111212 3  

調 査 月  

図 2  Hダム湖の気象  
［：：：：コ：降雨量，○：気温   

時調査1）の流入河川の測定点），冷暗状態で実験室に持ち  

帰り，クロロフィルa量及び植物プランクトンの種類な  

らびに細胞数を測定した．クロロフィルa量は湖沼環境  

調査指針3）の方法によって測定した．植物プランクトン  

数の計測は数の多い場合には試水をそのまま，数の少な  

い場合には試水を遠沈濃縮後，界繰入りスライドグラス  

で行い（糸状体を形成するものは1細胞とみなした），水  

野4），広瀬・山岸編5），Pr・eSCOtt6）によr）屈まで同定した．  

表 1－1  Hダム湖及びため池の主要出現植物プランクトン  

場所1992年 4  月  5  月  6  月  7  月  8  月  9  月  

藍藻類  

A乃〟如g乃〟   490 肋血明海  3130  

緑藻類  

5ce乃βdび椚鵬  490 5cピ乃gl女5m∽  6280  

A乃烏ね加SβS研貼 490 仇卸頑肋血糊190  

St．1珪藻相  

q・どわ／g／血  140  

褐色鞭毛藻類  

Cり少わm∂IZ鮎  2620  

黄色鞭毛藻類  

Ocム和mO邦鮎  1660  

藍藻類  

Cん和OCOCC捕  700  欠 測  

線操顆  

CJzわ柁J血    4400  

St．5 」仇加ゆ肋元刷 250  

0叩5′ね  120  

立g乃g（おs椚紘S llO  

珪藻類  

〃才ね∫Cん由  224  

月払椚循ばぁ椚  1440 」鴨川扁ゐ朋22×104  

〟如Ⅶ耶蕗 2．3×105 ノ服刊仰涙 3．9×105  

仇堺壷  320  

月払椚彿材ね椚2．5×10」 用omJd〟椚   720  

肋加明海 4．8×10S 肪cγ〃q鰐掠1．9×105  

C以細川如m仰雌 720  

トリムン藻類  渦鞭毛薄類  

gz好わ乃α  960 薫元舟め腑   240  

C′妙わ〝ヱ〝祁齢  24U  

ミドリムン藻頬   

Tね亡んgわ〝∽乃必 160  

Cりゃわ椚0乃鮎  240  

藍藻類   

備州卵ぬ 6．0×10▲〟わ胱耶ぬ  4帥0 励加明海  2730  

緑藻類   

立e乃ピ並ぶ椚紘ゞ   960 飽乃d）痴α   4600 C／！わIgJ血  330  

〟玩ん乃g，克J血 1990 〃gcナ℃C〟乃f〟刑  760  

几彿血元舶    760  

抽Jむ此（¢190mm）190  

ふ・川（，（ムーJ珊畑  

C（）g払Jr〟m  

〟領有膵癌此  

α）qS広  

CJ！わ柁J血  

0
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褐色鞭毛藻類  珪藻類   

CI沖ね研∂乃必  310 0′Cわ′g肋  720 q・Cわお／血  

単位：細胞数／mJ   
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表 1－2  Hダム湖及びため池の主要出現植物プランクトン  

場所1992年10  月  11 月  12  月  1993年1 月  2  月  

藍藻類  肪rγりq5ぬ 4．4×105 ノ舶Ⅶ堺癒   

〟わⅥ耶ぬ20×10‘劫om浦〟椚 1920  

緑蓮顆  

立g乃glおご∽弘一  

CJ7血〝ひ血I，∽托αゞ  

珪蓮顆  

（1・（イ址仙  

褐色鞭毛痛類  ミドリムシ種類 毎加わ肌0拙お   

Cり少わ椚OI揖 1440  黄色鞭毛藻類 〟α仙椚0刀舶  

α〃βぁり0〃  

渦鞭毛藻類 fセガdf〃f〟椚  

緑藻類   

f髄〃鳥わ㊥J膨，由 960 〟f打励gガgJ血  380 〟如血蛸壷比   

＆g乃gゐ椚揖  280 Cog血5わⅦ椚   120 立g柁g壷s椚比S   

〟′w血f〟椚  480 C力血I町ゐI御得鮎120 C肋間血町触   

付加ん田鹿仙  190珪藻類  

〟d適ね  190 ノ45由Iゐ〃ピノ血  

q・Cわ由肋  

黄色鞭毛藻類  〟α肋仰批お  190   

丁ねr加わ棚乃必 160 丁ねrJ柁わ桝0乃必 140 丁ねr血βわ仇0拙お  

褐色鞭毛藻類   

Cりゃわ仰乃必  690 Cり錘†那I弘田 190 Cりゃわ刑0花心  

120 傭加明海   60 〟わⅦ耶ぬ   200  

αゆ両地而川  

380 ノ毎払血あ椚捕140 0叩Sぬ  

90 〟f仁和ご血f〟椚 120 C旭叩血椚β拙び  

0
 
 
0
 
 
0
 
 

り
】
 
 
4
 
 
4
 
 

CJ血桝γ（わmo托鮎 32  

珪藻頬  dsJg′わ〃g肋 1980  

760 ノ45′gガ0刀gJ血  120 ノ4ぶ′gわ0乃g肋   540 〟gわ∫∫和  服  

〟gわsf和  170 勘乃gd和  80  

1270 ミドリムン蓮類  

1920 丁ねc加わ椚0乃必 440 了1批血血珊瑚雌  60  

160  褐色鞭毛藻類 Cり少わ椚OIMS  300 Cり仲椚β乃必  96   

96  渦鞭毛藻類 fセガ戌乃f〟椚   60 fセ7ガ′乃f〟椚   32  

St．1  

沼
 

地
 
 

純
 
 

珪
 
 

n
U
 
O
 
O
 
 

4
 
 
2
 
 
6
 
 

1
 
 
仁
U
 
 
2
 
 

2970  

190 立g〃gdg5刑比S 1960  

140  欠 測  

血沈血瑚血  1770  

〟gわざf和  5540  

0
 
 
0
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U
 
 

9
 
 
仁
U
 
．
4
 
 

3
 
 
7
 
 
6
 
 

1
 
 
 
 
 
 
2
 
 

260 q・rわ／g肋  

120 〟gわざf和  

St．5  

120 丁ケ打rJiビわ〝∽批び 190 丁ねrカgわ椚0拙お 120  

670 Cり少わ椚0批お  280 C明地憫朗闇  930  

単位：細胞数／mJ  

ば同数の緑藻類のIbndoYina（4600cells／ml）の出現が  

前者に比べ細胞も大きく顕著であった．8月には緑藻類  

の細胞数は〟わ和q5めより少ないが，その種類数は多  

く，大型（細胞群体直径190〟m）のVoJ〃拡も出現した．  

9月には緑藻類のScenedesmus（5760cells／ml），  

Coeんzstnim（1900cells／ml）及び珪藻類のq′Clotelh2  

（4080cells／ml）が多く，10月，11月，12月は数は少な  

いが，種類数は多く，各々10月には緑藻類の飽乃如0－  

ゆhae7ia（960cells／ml），11月にはKinhnerielhl（380  

Cells／ml），12月には褐色鞭毛藻類のCり少Eomonas（670  

cells／ml）が優占した．1月には緑藻類のScenedbsmus  

（2470cells／ml），珪藻類のMelosiYa（2640cells／ml）  

が多く，2月にはMelosiYa（5540cells／ml）が優占し  

た．   

以上のように，ため池では種類数（属）が多く，一方，  

Hダム湖では夏季から秋季にわたり〟わ和砂Sめの異常  

な増殖があるなど，Hダム湖とため池は距離的にも近  

く，しかもいずれの集水域も茶畑ないし樹園地であり同  

様な周辺環境であると考えられるにもかかわらず，植物  

70ランクトン相はかなり異なっていた．   

次にSt．1における植物プランクトン相の変動をみる  

ために綱別捻細胞数（対数）を図3に示す．調査期間中  

では概ね藍藻類が多〈，特に夏季から秋季にかけて著し  

かったが，11月から減少し始めた．次いで緑藻類が多く，  

藍藻類の異常な増殖期を除くとほほ全調査期間中に出現  

調査月  4 5 6 7 8 91011121 2 3  

藍 藻 類  

緑 藻 類  

珪 藻 類  

札色幹て舟馬 瀬  

ミドリムシ藻類  

渦鞭毛藻類  

黄色鞭毛藻類  

10  

10  

10  

0  
巨 

（細胞数／mJ）した．珪藻類は夏季にはあまりみられず秋季から冬季，  

春季にかけて出現する傾向があった．この時期，淡水赤  

潮を形成する渦鞭毛藻類のfセね（ガ乃ざ〟椚や褐色鞭毛藻類   

図 3  Hダム湖（St．1）における植物プランクトン  

綱別細胞数の月変化  
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St．2，△：St．3   

1つの方法であるので，  

度に進行していることが  

4 5 6 7 8 9  

調  

図 5  Hダム湖におけ  

○：St．1，●  
4 5 6 7 8 9 101112 1 2 3  

調 査 月   

図 ヰ  Hダム湖及びため池におけるクロロフィルa量  

の月変化  

○：ダム湖（St．1，St．2，St．3の平均値）  

●二ため池   

のCり少わ椚0乃鮎も出現した．  

3・2 クロロフィルa土及び水質分析値   

St．1－3の3測定値を平均したクロロフィルa量及び  

St．5のクロロフィルa量の経年変化を図4に，また，松  

尾ら1）によるダム湖の平均水質分析値を表2に示す．ダ  

ム湖のクロロフィルa量は，6月，8月，10月には各々  

580，767，735mg／m3と異常に高かった．9月，11月には  

各々197，226mg／m3で，6月，8月，10月に比べるとや  

や低かったが，県内大規模ダム湖の前年度調査結果7）の  

最高値である江川ダム湖（160mg／m33月調査）よりも高  

かった．なお，7月には81mg／m3とやや低いが，調査前  

の4日間で100mmを越す降雨2）があり，繁茂していた藻  

類が流失し，クロロフィルa量が低くおさえられたと考  

えられた．ただし，夏季における県内大規模ダム湖のク  

ロロフィルa量7）は江川ダム湖の54mg／m3が最高である  

ので，81mg／m3はこれに比べれば低くはない．水温が低  

下する11月から減少しはじめ，12月から3月は低かった．  

これらは3・1の植物プランクトンの項でも述べたが，ク  

ロロフィルa量の高い夏季から秋季は〟≠c和り唱ぬによ  

るアオコの発生と一致した．クロロフィルa量は植物プ  

ランクトンの現存量を測定す  

これらの結果から富栄養化が  

明かである，  

（5月，3月欠測）は6 3と高いが，夏季ないし秋  
ため池のクロロフィルa  

月，8月には各々100，94mg／  

李はHダム湖に比べると低し  ベルであった．しかし，  

ム湖の1月12．1mg／m3，  年間変動は少なく，冬季は  

2月13．7mg／m3に比べると各  

レベルであった．   

Hダム湖の水質分析値（表  

けてpHが10前後に上昇し，  

49．8，78．5mg／m3と高い  

）では春季から秋季にか  

ロロフィルa呈が特に高  

（各々49，36，58mg／J），  い6月，8月，10月ではCO  

T－N（各々6．17，7．46，4  

0．312，0．416，0．300mg／ハも  

県内大規模ダム湖の前年度調  

5mg／l），T－P（各々  

くなった．これらの値は  

結果7）の最高値である江  

川ダム湖（COD16．6mg／l，  N2．88mg／l，T－PO．104  

冬季T－Nはやや減少し  mg／J3月調査）を上回った  

ているものの，藻類が増殖するには充分な栄養源がある  

と思われるが，水温が低下（水温15℃以下では〟わ和り唱・  

f由は増殖しない8・9））するため植物プランクトンの異常  

増殖はおさえられたものと考えられた．   

なお，松尾ら1）により栄養塩類は流人河川によっても  

たらされることが明らかにされている．湖水の滞留時間  

が増すと，流人した窒素やリンの植物プランクトンによ  

る実利用効率が増加し，内部生産が高くなる10）が，ダムの  

表 2  Hダム湖における水質分析値◆  
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＊松尾ら1）（1992年1993年調査結果）よー）   

St．1，St．2，St．3の平均値   
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概況の項でHダム湖は滞留日数が15．5日と短い（諏訪湖  

約40日，霞ヶ浦約200日10りにもかかわらず藻類が異常な  

増殖をした．これはHダム湖が移動の少ない底層水（死  

水）を有しているため，栄養塩類の蓄積ないし藻類の残  

骸が蓄積し，富栄養化を増長したとも考えられた．   

このようにHダム湖では富栄養化がかなり進んでい  

るが，昭和55年から昭和56年にかけて調査された結果か  

らはアオコの発生は認められていなかった1）ので，ここ  

数年で急速に富栄養化が進行したことがわかった．  

3・3Mk「ocystis   

Hダム湖で出現した藍藻類の大半は〟gc和り唱ぬ  

αg用g∫乃05αであった．アオコの分布ないし変動をみるた  

めに3測定点における〟オc和り岱Jね数を図5に示す．4  

月にはダム湖の流入河川に最も近いSt．2で出現数は少  

なかったものの（St．1，St．3では0），5月にはSt．1－3  

ともほぼ同じような出現数で湖面に一様に広がり，6月  

にはいずれも数は増加しているがSt．1，St．3が多かっ  

た．7月はSt．l－3とも一様になり，8月にはSt．3が，  

9月，10月にはSt，1が最も多かった．11月には水温も下  

がりSt．2，St．3では急に数が減少するが，St．1はダム  

堰堤近くで吹き溜まりになったためか〟わ和り誓Jねは多  

かった．以降全測定点とも減少するがSt．1のみ僅かで  

はあるがみられ，3月には全く見られなかった．このよ  

うに分布が一様でなかった原因として，〟ざc和q岱ぬはガ  

ス泡を持ち水面を浮き沈みしたり，浮遊したりして8），分  

布に片寄りができること及び水温15℃以下では増殖がお  

さえられるなど，水温の変化に敏感なことが考えられる．   

なお，藍藻類の一部が有毒化合物を産生し，これを飲  

用した家畜や野生動物が死亡した例が古くから知られて  

いる8）が，最近ある種の藍藻類が，強力な肝臓毒を有し，  

発がん促進物質のマイクロンスチンを生産することが明  

らかにされてきた11）．Hダム湖において微量ではある  

が，TanakaらL2）により検出され，今後のアオコ発生に注  

意する必要がある．  

4 まとめ   

平成4年4月から平成5年3月の1年間，夏季に，ア  

オコが異常増殖するHダム湖と近接のため池の植物プ  

ランクトン及びクロロフィルa量を調べた．その結果，  

Hダム湖とため池では集水域が類似するが，植物プラン  

クトン相は異なることが分かった．Hダム湖では流人河  

川による栄養塩類の負荷が大きいことから〟∫c和り岱ぬ  

αg7Ⅵgよ乃05αによるアオコが夏季から秋季にかけ長期間  

発生し，富栄養化がかなり進行していることが明らかに  

なった．  
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SeasonalChangeofPhytoplanktoninanEutrophic Reservoir  

AtsukoSASAO，HiroshiMATSUO  

凡ゑ〟0ゑαJ乃SJオJ〟ね〆〃占αJ娩α乃d且乃〝吉和乃椚e乃由／5cブe乃Ce5，  

39〟〟ゑαたα乃0，肋zα拘，拘ゑ〟0ゑα，βJβ－OJ，ノ卸α玖  

Seasonalchange ofphytoplankton andchlorophyll－aCOntent Wereinvestigated over a period ofone year  

（Apr．1992－Mar．1993）inthewaterofHreservoirandanirrigationpondnearH reservoir．  

FromJunetomid November，bloomsofbluegreen algae wereformedin the H reservoir．Chlorophy11－a  

COntentShowedahighpeakatthattime．Themainspeciesofbluegreenalgaecollectedinthisreservoirwas  

identified as MicnりLStis aeruglnOSa．In winter，thedominant algalgenera which were observedin December，  

January，February，Marchwere Mallomonas，7hlChelomonas，AsteYionelhl，Asterionella，reSpeCtively．  

Bycontrast，bloomsofbluegreen algaecou］dnot appearintheirrigation pond and many algalgenera were  

Observeda11theyearround．Thephytoplanktonflora oftheirrigationpondwasdifferentfromthat ofthe H  

reservoirinspiteofhavingthesamecatchmentarea．Thesebloomsofbluegreenalgaewereheavi1yinfluenced  

bytheinflowofeutrophicriver－Water．   
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福岡県下の河川における大型底生動物相  

－1．岩岳川一  

杉 泰昭・緒方 健・山崎正敏  

福岡県保健環境研究所（〒糾8－01福岡県太宰府市向佐野39）  

MacrobenthicfaunaintheriversinFukuoka Prefecture  

l．Iwatake River  

YasuakiSUGI，TakesiOGATA，MasatoshiYAMASAKI   

fl止〝J血ナノJ∫仙′′ぐJ〆〟川J′／＝川〟ど椚☆・川〃れ・JJ山／ふイ川（、（・J，  
39〟〟烏αたα乃β，βαZα妙，釣上烏〟0鮎，朗β－倶，彪α玖  

［Keywords；Macrobenthicfauna，Asellus hiLkendo所i，GoeTt）desj＊onicus，  

Gammarusn44）OnenSisIwatakeriver，FukuokaPrefecture］   

に示す4地点で実施した．St．1（横小路橋）は平野部の  

水田の中に散在する住宅地の近くに，St．2（堀切橋）お  

よびSt．3（中畑）は山間に開けた水田や住宅の近くに，  

St，4（犬ヶ岳橋）は源流近くの樹林地の中に位置する（表  

1）．採集場所はいずれも水深10－30cm程度の礫底のあ  

る場所である．なお，St．1とSt．2の間には，大雨時に  

岩岳川の水を佐井川へ流す放水路があり，通常時でも放  

水路より下流に位置するSt．1での川幅，流速はSt．2の  

河川の大型底生動物は水質指標として広く用いられて  

いるか川，底生動物の分布は水質のみによって決定され  

ているのではなく，河川の周辺環境特に流域の開発や河  

川改修，都市化などの人的影響にも左右されている．す  

なわち大型底生動物の生息状況及びその変化を明らかに  

することにより，河川水賓並びに周辺環境が，生物の生  

息にとって良好であるか否かを評価することができ，ま  

た，生息状況の把握及び評価結果は，自然保護，環境保  

全の観点からも重要であると考えられる2）．しかし，この  

ような河川の周辺環境の生物学的評価を行うにあたって  

は，比較のための底生動物の分布に関する詳細なデータ  

が必要であるが，福岡県においては一部の抑Ilについて  

調査されているのみであI），ほとんどデータがないのが  

現状である．   

そこで，著者らは，県下における河川の底生動物の分  

布に関する詳細な情報を蓄積，整備し，リストとして残  

しておくことが必要と考え，1992年度から福岡県下主要  

河川についての大型底生動物相の調査を開始し，当年度  

は6河川について調査を行った．   

本報では豊前海に流人する岩岳川の調査結果を報告す  

る．  

1 方法  

1・1調査対象河川及び地点   

調査対象河川は，犬ヶ岳（1120m）の中腹に源を発し，  

豊前海に流入する全長約22kmの岩岳川で，調査は図1  図 l 岩岳川における調査地点の位置   



表1 岩岳川の概況  
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●水深・流速は瀬サンプル地点の平均  

＝可児3）に従った  

それよりも狭く，遅かった．  

1・2 調査月日   

春期  1992年5月12日   

夏期  1992年7月23日   

秋期  1992年10月22日   

冬期  1993年2月9日  

1・3 採集方法   

採集は河川中央の瀬の部分でDフレームネットによる  

1分間キック・スイープ法4）により行い，1地点3サンプ  

ル採取した（以下瀬サンプル）．また同じ地点でも陸生植  

物や抽水植物がある岸辺では生物相が異なることも予想  

されるのでこれらの箇所も1サンプル採取した（以下岸  

サンプル）．なお，岸サンプルのサンプリングは瀬サンプ  

ル採取場所近辺のサンプリング可能な場所で適宜行った．  

1・4 水質調査   

夏，秋，冬3季節の底生動物採集時に，各採集地点で  

採水し，pH，DO，EC，BOD，T・N，T－Pを測定した．  

測定方法はJIS法5）に従った．  

1・5 分類・同定   

分類・同定は，昆虫類についてはコウチュウ日を除き  

すべて幼虫を対象とし，河合編6）によったが，コカゲロウ  

属については小林7）に，またコウチュウ目の成虫につい  

ては上野ら編8）によった．昆虫類以外の動物については  

上野編9）によった．なお，同定は可能な限り種まで行っ  

た．  

ト6 底生生物による水域環境の評価法   

底生生物による水質の評価は瀬のサンプルについての  

みおこなった．評価には瀬の3サンプルをまとめたデー  

タを用い，環境庁水質保全局4）に従って分類群を科の段  

階で取りまとめた上で各科に与えられたスコアを合計し  

て総スコアを求め，さらに総スコアを出現村数で割るこ  

とによって評価値（以下ASPT値：Averagescoreper  

taxon）を算出した．  

2 結果及び考察   

水質の3季節平均値を表2に，底生動物の瀬サンプル  

の結果を表3－1から表3－3に，岸サンプルの結果を表  

3－4から表3－6に，底生動物による水域環境評価  

表2 岩岳川の水質  

pH DO EC BOD T・N T，P   

（mg／l）（FLS／l）（mg／l）（mg／l）（mg／l）  
地 点 名  

St．1 横′ト路橋  7．3  8．5 101．9 0．4  0．68 0．036  

St．2 堀切橋   7．3  9－1 89．7  0．3  0．49 0．013  

St．3 中畑  7．3  9．3  89．8  0．2  0．60 0．014  

St．4 犬ヶ岳椅  6．9  9．0 51．2 0．5 0．53 0．012  

（ASPT値）を表4に示した．   

水質項目の各値は概して低く，岩岳川は上一下流にわた  

って“水質汚濁の少ない河川”と言える．ただし水質項  

目のうち，EC，T－NおよびT－P値は流呈を下るにした  

がって高くなる傾向が見られたが，BOD値は最上流の  

St．4で最も高かった（BOD≦0．5）．   

各調査地点の代表的なあるいは特徴的な種類は以下の  

とおりであった．   

St．1（横小路橋）：シロタニガワカゲロウ＆め馴馴閑  

γOS才（わgは全季節の，コヤマトピケラ属Ag砂gJ〟S Spp．  

は夏期，冬期の，カワニナ5g∽ね〝Jco申f用ノブ占g用J〝5が春  

期，夏期，秋期3季節の瀬サンプルに多かった．コカク  

ツツトビケラGog和滋s力砂0乃fc〝5は春期，夏期の岸サン  

プルに，ヨコエビG釧研矧Ⅷ＝頭御物彿壷は全季節の  

瀬・岸の両サンプルに多かった．また，わずか1個体で  

あったがゲンジボタルエ〟Cわ由c川Cわねが夏期の岸サン  

プルで採集された．   

St．2（堀切矯）：底生動物相は瀬，岸両サンプルとも，  

St．1のそれとほとんど同じであったが，St．1で多かった  

コヤマトピケラ，コカクツツトビケラ，ヨコエビが少な  

く，エルモンヒラタカゲロウ母，g∂用5由J的ノダ〟研が多か  

った．また，St．1では全く採集されなかった好清水性の  

カワゲラ目 Plecopteraの数種が採集された．   

St．3（中畑）：St．1－2に多かったカワニナはSt．3で少な  

かった．また，源流近くに分布するキプネタニガワカゲ  

ロウ＆如拙㈹帯崩加附加が秋期の瀬サンプルで，渓  

流に分布するヒメアミカ月掃わ和ば乙東京熱が春期の瀬サ  

ンプルで少数ながら採集された．   

St．4（犬ヶ岳橋）：St．1－3で多かったシロタニガワカゲ  

ロウがSt．4で少なかった．またヒノアミカが採集された   
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表3－1  岩岳川の大型底生動物相  

岩岳川－St．1一滴     岩岳川－St．2一瀬     岩岳川－St．3一瀬     岩岳川－St．4一滴   

種名   春  夏  秋  冬  春  夏  秋  魚  春  貫  秋  冬  春  貫  秋  冬   

カケロウHEphemeroptera  

ヒノ7タオカケ′ロウA刑g／g／J応用0乃山形鮎  13  16  

マエグロヒノ7タオカケロウA触壷血い服血血  Z  

シロハラコカケロウ上おgJ長／力gmJr〝5   12  2  3  

サホコカケ′ロウ助gJf55βゐ〃g〃∫衰  7  3  

Gコカゲロウ励g伍sp．G  3  

ヨシノコカゲロウ励g／ねッp∫J〝g〝5わ  2  5   

Eコカゲロウ励gぬsp．E  Z  

Hコカゲロウβαgぬsp．H  

Jコカゲロウ励gJたsp．J  5  5  10  

Fコカゲロウ助gぬsp．F  12  

コカケロウ属の1権助gぬsp．1●】  2 1 

7タバコカケロウfなg〟（わごわgo〃メ坤〃〃∫rα  12  5  

ミソカオフタバコカケロウfなg〟dor／go〃〝0∫聯札・αg〃∫ふ  3  2  

f七g〟ゐぐ／gβ〃〟／／J椚〟∽  2  

チラカケロウ血IひrJ磁力ク0〃たd  10   35  2  

ウエノヒラタカケロウ丘如のm〟g〝〃J  14  32  3  

キイロヒラタカケロウ昂朋Ⅷ＝消印血  29  

オナガヒラタカケロウ占如om5月∫gI和地  3  2  

十三ヒラタカケロウ句旭川侍試射抑止  9   4   58   

エルモンヒラタカケロウ匂抑耶血相浦川  15  

ユミモンヒラタカケロウ丘如∂′乱Sr〟和αJ〟J描  25  19  

タロタニケワカケロウ励如棚憫＝減血涙  

シロタニケワカケロウErめ′0〃〟I？疋γPざ∫（ねg  206  10  10   

キケネタニケワカケロウgcめ・0〃〟乃代々7ゐ〟W那∫ざ  23  29   

キョウトキハタヒラタカケロウ〃ゆん智g〝由吋0わg〃ざね  2  Z  

ミヤマタニケワカケロウCわりg桝〟由力JJW〝d  2  

ミヤマタニケワカケロウ属の1種CJ〃JgI〃〟血sp．2●2  

ヒラタカケロウ料の1種〃¢吻g〃オブ血gsp．－2  2  

トビイロカケロウ属月7和／¢／呼んお∂由spp．  2  

ヒノトビイロカケロウCJわ和Jgゆ6J所作α／d  2  6  9  

キイロカワカケロウ月フ由mα〃J血）（おざ血∽0〝長  3  6   

7タスジモンカケロウ句摘研削Ⅷり吻血扇用  3  

モンカケロウ㊥んg椚g和SJ吻由  

トウヨウモンカケロウ砂んg椚e和Orお〃k払  

エラブタマタラカケロウ乃r／り町ノ呼0〃∫cα  7  3 2 1 21 

ヨシノマタラカケロウβ川〃g地cり桝0∽gI克  27  23  2  

オオマタラカケ′ロウβIⅦ〃g／血ぬ／由  

7タマタマタラカケロウβ川〃g／由∂≠血rⅢね  10  3  

コオノマタラカケロウβIⅦ乃g／由々0月∂〝Oi  3  

オオクママタラカケ′ロウC∫〝CJfro5Jg／血の如桝β∫  2  20   45  

タロマタラカケロウCi〃rJ∫ro5おJね〝なm  5  3   47  

タンナマタラカケロウ占わ力g∽g柁肋ざg／など柑  2  2  25  9  

マタラカケロウ属の1種㊥力g川gJお和Sp．1■3  6  2  5   

アカマタラカケロウ U和rα〝Jんg肋I7くわ  15  10   2  

ヒメカゲロウ属Cbe〝ねspp．  7  

トンボ目Odonata  

カワトンポ〟朋〃ねざわ包〃由  

ハグロトンボG止神明＝加地  

ムカントンポ昂両州抽か叫研触  

タビドサナェβ“戒抗J∫〃〟〃比S  

オジロサナエS身J（鳩り〝ゆ力描5〟ヱ王止′′  

ヒメタロサナエ上〃〃助揖加ゎぐ鮎  

オナオサナェ伽卿砲弾ゆ加＝最前邪知  3  3  6   

カワゲラF】Plecoptera  

ミソカオカワゲラ科Taeniopterygidaespp．  2   2  

オナシカワゲラ属〃g椚〝〟招Spp．  

7サオナシカワゲラ額A叫）カブ〃g椚〟和Spp－  2  3  5  3   

ミドリカワゲラモトキ属ム坤gr／αSpp．  5  3  
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表3・2  岩岳川の大型底生動物相  

岩岳川rSt．1－瀬     ギ‡岳川－St．2一滴     岩岳川一St．3－瀬     岩岳川一St．4一派   

椎名   春  夏  秋  冬  春  夏  秋  魚  春  夏  秋  冬  春  夏  秋  冬   

トウゴウカワゲラ属乃卯仲南spp．  

クラカケカワゲラ属才物確聞痛闇SPP．  7   7  17  

クロヒゲカミムラカワゲラ地肌ど椚‡（†血q㍑αd招‘α  

カミムラカワゲラ属Å五関ゎ椚〝ねspp．  3   

7タツメカワゲラ属∧励押血spp．  5  3  4  3   

オオヤマカワゲラq・α椚ねJ〃g〝占r由  2   

コガタ7タツメカワゲラ属G加ぶねspp．  

キベリオスユタカワゲラC（〃仰grんJ♪αr拘α  

カワゲラ科Perlidaespp．  3   16  

アミノカケロウ目Neuroptera  

ヘビトンボf加血鮎川埋り印川正  3  3  6  5  

クロスジヘビトンボJも7ぴr血z〟Jわ鹿5rO乃Jわ‡g刀出払  

トビケラ臼Trichoptera  

ヒナナオカワトピケラ5Jg和郎サ（血I作α珊0和Jα   19  

チャバネヒナナオカワトピケラ 5ね〝ゅり′（・如∬〟Jgガ  2  5  7  8  

タニ7Tワトピケラ鵜の1挿Dolqf）hilodessp．DC  19   5  2   2  

ヒメタニガワトピケラ属 晰珊耽血侮spp．  19  10  2  4  

クダトビケラ腐朽γrノわけひ由spp．  

ミヤマイワトピケラ属の1種PJgc加乃g椚ざαSp．PA  

ミヤマンマトビケラ属の1樺D＊leclronasp．DB  

ナカハランマトビケラ勒励咄卿毎泌伽壷  6   6  3  

ウ／しマーシマトビケラ 抽めゆ郡毎別壷祓血  4  9  2（1   31   2  

ギ7シマトビケラ 砂dr押印r力gg拘β刀〃  2   4  30  2  22  

オオヤマンマトビケラ ＃正明匹町毎d馳抽鹿  17  23   

コガタシマトビケラ C如〟椚〃′押印（血占柁び7Jわ‡g〃ね  2  

ツメナガナガレトビケラA♪∫f加ノわrgI作α5〟Jrゐ〟〃〟椚  3  

ムナグロナガレトビケラ凡妙α叫戒姑＝両町鋸¢血沈  5  5  

ヒロアタマナガレトビケラ且桓肌明兢砲＝毎紺血ゆ血沈  2  

ヤマナカナガレトビケラ斤ノひαrβ♪カ∫由プ〃椚α刀α彪g郡i5  2  

キソナガレトビケラ凡妙胱叫痛砲＝紘肋澗元  5  

クレメンスナガレロビケラ刷如肌函祓＝☆職鼎  

シコツナガレトビケラ（？）刑如机両前＝劇払加酬融（？）  

ナガレトビケラ属の1種Rhyacpf）hihlSp．RK  

ナ7Tレトビケラ属の1種Rhyatpf）hih2SP．RL  5  5  18  2  14  

ナガレトビケラ属」封印紆坤最ゐspp．  2  

ヤマトピケラ属Gわ5∫のぶβ〝∽SPP．  5  3  

コヤマトピケラ属Ag郎ピノ猥Spp．  26  12  

オトヒメトビケラ属Orf如fカcあfαSpp一  

カクヒメトビケラ属5加わムねspp．  

ヒメトビケラ属坤め御地spp．  9  4  

キタガミトビケラ揖附肌拗れ卸町拠血血  

コエグリトビケラ属4か池川元spp，  3   

ニンギョウトビケラCog用メ坤0〃ブr〃  3  

マルソソトピケラ属の1挿〟ir？耶ピ椚αSp，MA  3  

マルソツトビケラ偶の1樺MicYt2SemaSp．MC  16  

コカクツツトビケラC（JgrP壷5カ♪0〃Jr〟5  6  

Cg招rわαSpp．  1 6 646 

コウチュウ目Coleoptera  

ヒラタドロムシ（成虫）丑山叫頼錘附元帥祓補  3  6  

ヒラタドロムシ属（幼虫）ル払JαgゆS（卯購SPP．  26  4  

マルヒラタドロムシ属（幼虫）且山行わ撒㍑SPp．  20  7  7  2  

マスタチビヒラタドロムシ（成虫）A¢カg〃Oiあカ♪0〃∫r〟∫  

マスタドロムシ属（幼虫）鳥¢毎〃0～鹿ざSPP．  14  

チビヒナナガノ＼ナノミ属（幼虫）Er坤γ由spp．  3   

オオメホソナビドロムシ（成虫）C（少J∽わわ〃劇〃鮎カ♪0〃gr鮎●一  

イブンアシナガドロムシ（成虫）5Jg〝gJ研か〃如の乃たα  1 2 4   

アシナガミ、′ドロムシ（成虫）別紬油壷＝頑由蕗  

ゴトウミゾドロムシ（成虫）OI血）ゐrgむ∫α伊）わ～  

アカモンミ、′ドロムシ（成虫）仇底止矧元＝靴椚止血  232 
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表3・3  岩岳川の大型底生動物相  

岩岳川－St．1一瀬     岩岳川－St．2－瀬     宇ほ・川－St．3－瀬     岩岳川－St．4－瀬   

棟名   春  喜  秋  魚  春  富  秋  冬  春  宮  秋  冬  春  夏  秋  久   

キスジミゾドロムシ（成虫）0れわ∂柁びねゎびg如J舷  2  

ツヤヒノドロムシ（成虫）q痛仙川肌S扇流転  

ツヤナ〝アシドロムシ（成虫）Cm抑g／／f〝〟5〃J／揖〟∫  

キベリナケアシドロムシ（成虫）Cr∂〟ぴgJJ∫〃貼IγMJ威〃〃J揖   

3  

4 2 

ホソツヤドロムン（成虫）ゐ血g乙血r由glフわ7  

アワツヤドロムシ（成虫）Z加わα庖＝m凋批  ロ ロ  4  

ツヤドロムシ（成虫）励止別庖〃招血  2   131 

ヒノドロムシ村（幼虫）g／桝fゐgspp．   35  ロ    ロ   ロ  5 5  ロ  1     3  ロ 2  3   

ハエ目Diptera  

山王山rJ∽Spp．   8  5  6  5  

g〟郁ⅥⅦSpp．  

三L 
エスL）カ科（腹艶なし）Chironomidaespp（nonbloodgilltype）  

ヒノアミカf鋸仏m＝兢・由厄  

47   

ヌカカ科Ceratopogonldaesp，  3  

7’ユ村Simuliidaespp，   5  33  5  4  6  25  73    32  52  24  8  157  2  

ホソナガレアブ属S打J昭g〃〃Spp．  6  2  2  

r7ズムシ日Tricladida  

十三ウズムシ伽露ゎノ坤0〝血   16  34  130  30  5  5    16  3    25  65  56  43  86   

ニ十日Mesogastropoda  

カワニナ5g椚血〟0頭g和J‰〟∫〝〃   61  225  97  33  55  124  54  39  2  9  

′、マグリ目Veneroida  

マシジミC（フ沌ir〟J〃／g♂乃〃   2  2  

イトミミズE］Tubificida  

ミズミミズ科Naididaespp．   4   5   1 10 

イト：ミ芳村（エラミミズを除く）Tubificidaespp．  3  2  38  2  6   

ナ〝ミミズ臼Haplotaxida  

7トミミズ料MegascoLecjdaespp．  6  

ナqミミズ日幼体Hap）otaxidaspp・  

ウオビルHRhymChobdel］ida  

ウオビル村Piscicolidaespp．  

′、パピロビルGLossわhoTliaweberi  

ヌマビル仇血賊勅＝座間血  

グロシフオニ科幼休Glossiphoniidaespp．   2  

イシビルRPhaTymgObde11ida  

且zr占柑〃ね抑gムgガ  

インビル何の幼体Erpobde）1idaespp．   

ダニ臼Acarina  

ミズダニ簡iHydTaChne＝aespp．  

ヨコエビ‖Amphipoda  

ヨコエビG珊棚Ⅷ＝頑坤椚融   278  942  831  401  66  94  126  241  10  2    16  3  3   

ワラジムシ臼1sopoda  

ミズムシ月∫gJJ那鳥海g〝（ね7好古  

エビ臼Decapoda  

サワガニGgoJ如ゆ力鵬♂dg血凹〃ff  2  2  

捻個体数   580  1誠Z      826  500  661  11訓  555  519  1002  12刃  435  762  379  10訓   

捜顛数   30  28  22  26  40  42  34  48  40  38  43  58  43  50  49  56   

瀬捻種類数（四季節計）   50  73  81  93  
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表3－ヰ  岩岳川の大型底生動物相  

岩岳川－St．1一岸     ぎ‡岳川－St．2一岸     群臣川－Sし3一座     岩岳川－St．4一辟   

椎名   春  夏  秋  冬  春  夏  秋  冬  春  賢  秋  冬  春  夏  秋  冬   

カケロウE］Ephemeroptera  

ヒノブタオカケロウA椚gJgわJ∫I柁（）乃ね〃〟ぶ   
3  10   

マエグロヒノブタオカケロウ A桝ピノgJ〟5C（）5ね払  
1 2 

シロハラコカケロウ β〃ぞ応J如mJc鵬  1い      23    2  6   2  

サホコカケロウ ＆2g′J∫5α／拍g〃∫g∫   3  3   3  

Gコカゲロウ且zgぬsp．G  7  

ヨシノコカゲロウ励g琉γrJ∫f乃F〃∫ね  
2  

Ⅰコカゲロウββg如sp．l  

Eコカゲロウ風相応sp．E  

Hコカゲロウββどぬsp．H  

Jコカケロウβ〝g〆ねsp．J  7  

Fコカケロウ励gJねsp．F   2  

ブタバコカゲロウ凡紬加地抑町極刑血  

チラカケロウ血り′Cん由カpo”～cα  2  1 2 

ナミヒラタカケロウ 句旭〃敬＝施用馴扉  3  
4   

エルモンヒラタカケロウ丘如〟m血′的／∫〟椚  2   13  

ユミモンヒラタカケロウ丘如Pm（、〟r〃αJ〟J損  

マタラタニケワカケロウムヒめ，0〃〟m5′なわ∫  3  

クロタニケワカケロウ＆功肌用m＝混血研ぬ  2  15  

シロタニガワカゲロウEcd仰ナ～JJIⅦγ〟∫id〟g  2  13  6  

キケネタニ〝ワカケロウ＆‘か0乃〟用5々∫占〟〃g〃∫ね  

キョウトキハダヒラタカケロウ〟【少′（材g乃わわ・（血g刀Sね  
3  

ヒラタカケロウ科の1種〃¢J聯乃if（ねgsp．－コ  3  

トビイロカナロウ属P加埴錘が血娩spp．  

ヒノトビイロカナロウC如血叫加わ坊仰血  

キイロカワカケロウ几血椚α〃′ん〃dβぶgα桝（ノ〃た  113 

ブタえジモンカケロウ印南珊肌り砂川如  

エラブタマタラカケロウn）rJり原ノ卸〃〃fc♂  2  3  

ヨシノマタラカナロウβm乃gJ血rrゆわ桝gJ血  3  2  

コオノマタラカケロウβγ研gJ血如／わI和才  

オオクママタラカケロウCi紹〔／Jrr）5／ピノJα（正弘朋扇  
4  2  

クロマダラカケロウC血諦ル油化＝ぬⅧ  

クシナマタラカケロウ丘》力β研ど〝J由5g′融和  2  2  

マタラカケロウ属の1種鼻血肋郁肌Sp．1■3  12  

アカマタラカケロウUmcα〃／んg他門（ね  2   2  

ヒメカゲロウ属Cbg紹由spp．  4 2 1 5 2  

トンボ【10donat  

ミヤマカワトンポC（】J郎feりザCOγ氾eJ由  

ハブロトンポC（7J郎′gりαα′摺仏  

9  

Z  5   6   

オジロサナェ軸′J（冴の椚♪彪〃∫∫J（Z〝斤7オ  
2   2  

コオニヤンマ5≠g占oJdざ〟Sα路αr血ぞ  
2  

コンポソヤンマβ叩grね明〃√由c以伽ざ  

コヤマトンポ〟α（tm桝ねα〝ゆんなg乃α  

カワゲラl】Plecop亡era  

オナシカワゲラ届∧加…㈹Spp．  3  2  8  

フサオナシカワゲラ属A椚♪ん7〃ビ研〝mSpp．  

ユビオナシカワゲラ属P和わ〃g研〟招Spp．  

ミドリカワゲラモドキ属太郎gγ血spp．  

クラカケカワゲラ属fb叩g〃βわガ〟SPP．  
3  

カミムラカワケラ属」桁川元服附加spp．  

ブタツメカワケラ属∧旬阿南spp．  2  

オオヤマカワケラqyα椚ねJ柳占γ衰  

カワゲラ科PerIidaespp．  

アミノカケロウ日Neuroptera  

クロスジヘビトンボfb和ぐノ好～（／わde∫rO〃／′′～g〃わ応  

ヒロバカケロウ科の1捜Osmylidaesp．■5  

トビケラ「］Trichoptera  

ヒナナオカワトピケラ5Jg〝（ゆ卯月g〝昭”乃0和′〟  2  

タニガワトピケラ属の1椎伽J呼んJ／0並ぶSp．DC  
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表3－5  岩岳川の大型底生動物相  

岩岳川－St．1－岸     プ‡岳川－St．2一群     岩岳川－St．3一岸     岩岳川－St．4一岸   

椎名   春  蜜  秋  冬  春  夏  秋  冬  春  夏  秋  久  春  夏  秋  冬   

ヒメタニ〝ワトピケラ属l勅椚靴血鮎spp．  

ミヤマイワトピケラ属の1捜fソgcわc〃g桝ねsp．PA  

ナか＼ランマトビケラ勒dれゆ即C加sgJe乃ぶ長  

ウルマーシマトビケラ功めゆ研加印加血血  ワ  2   

ギフシマトビケラ勒dIてゆ即r力gg如乃α  
7  

オオヤマシマトビケラ解れゆ即C加di払出ね  2  10  

コ〝タシマトビケラC毎〟I†氾わ♪坤C九e占r細iJf”紺ね  4  4  2  

ツメナ〝ナガレトビケラA♪5Jわc加柁W甜／ぐ厄乃〟桝  
2  

ムナグロナ〝レトビケラ朗卿柳川＝吻W副加  

ヒロアタマナガレトビケラ創叩明地助わ抑毎抽砲  

ヤマナカナ〝レトビケラ月々叩C呼揖血叩〝招乃〃斤g乃Sね  

ナ〝レトビケラ属の1種々如m画地sp．RL  

ヤマトピケラ属G撤即師肌SPP．  2  

コヤマトピケラ属Agqpe血SSpp・  24  4  

カグヒメトビケラ属Sねcわ占ねspp．  
2  

ヒノトビケラ属勒dm舛血spp．  14  2  3  2  

コエブリトビケラ属月郎血祓spp，  19  15  

キョウトニンギョウトビケラCog招々γ0わ〝由  

ホタルトビケラ属の1捜几初毎叩血sp．NA  

マルツツトビケラ属の1種〟∫cr鮎g，WSp．MC  

コカクツツトビケラGog和dg£カ♪β”ic揖  164   62  16   7  3  

グマ〝トビケラC〟昭β鳥i相加′αg乃5長  8   

ゴマタラヒナナオトビケラOgcgめ〃な和♪〟乃ごね血  

ヒメセトトピケラ属7≠施瑚血血spp．  

Cgmc／gαSPp．  
1 3 

アオヒナナガトピケラ属糎由rんお∫SPP・  6  

コウチュウ日Co）eoptera  

モンキマメナンゴロウ（成虫卜用地憫h‖如極刑寂  2  

コオナ〝ミズスマシ（成虫）0柁Cわr扇ノ揖♪び乃Cゆg乃乃由  

ヒラタドロムシ属（幼虫）瀬畑叩匝か血spp．  3  3  2  

マルヒラタドロムシ属（幼虫）g〟ゐ′血相spp．  2  

チビヒナナ〝ハナノミ（成虫）＆・叫加＝畑闘  

チビヒナナオハナノミ属（幼虫）grわ♪7ねspp．  

アシナガミ、′ドロムシ（成虫）助細め涙＝加ゎ痛  4  

ミヤモトアシナガミゾドロムシ（成虫）激職血庖俳画m血  

アカモンミ、′ドロムシ（成虫）0れわ∂作む血，WC〟由血  

キスジミゾドロムシ（成虫）OJdo∂柁む由舟むg如J仏  

キベリナかアンドロムシ（成虫）Cro〟〃gJJf乃〟∫〝∽智∫乃α上郡  

アワツヤドロムシ（成虫）ゐ如gむ由α紺d乃d  

ツヤドロムシ（成虫）ゐ血刑血刀祓擁  

ヒノドロムシ科（幼虫）Elmidaespp．  3  211 

ゲンジボタル（幼虫）⊥〟rわ血ぐ川C由由   

ハエ目Diptera  

A乃わCJ∽Spp．  4  

月汀山川伽SPp．  

ホソカ属肋spp．  

ユスリカ村（腹艶なし）Chiroムomidaespp（nonbloodgilltype）  18  

ヌカカ村Ceratopogonidaespp．  

7’ユ＋斗Simutiidaespp．  46   57 4 

ナガレアブ属ノM戒血砂Spp．  

ホソナガレア7属5〟叩如〝αSpp．  

ウズムシE］Tricladida  

ナミウズムシ伽ざ由ノ卸0〃た〃  2  17  32  44  3  Z  2  4  18   

ニナ日Mesogastropoda  

カワニナ5b椚∫ざ〃／〝頭J招ノ伽〟J〃α   71  17  16  30  13  43  8  13    4  

イトミミズ臼Tubificida  

ミズミミズ柑Naididaespp．  6  25   

イトミミズ料（エラミミ7：を除く）Tubificidaespp・   3  6  
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表3－8  岩岳川の大型底生動物相  

岩岳川－St．1一岸     ブ‡岳川－St．2一岸     岩岳川－St．3一岸     岩岳川－St．4一群   

種名   春  草  秋  冬  春  夏  秋  冬  春  宮  秋  冬  春  官  秋  冬   

ウオビルrlRhynchobdellida  

ハパピロビルCわs5ゆノわ〃由！イ・，gわg汗  3  

グロシフォニ科幼体Glossiphoniidaespp．  2  

イシビルrlPharyngobdellida  

インビル科の幼休ErpobdelLidaespp．  3  

ヨコエビ臼Amphipoda  

ヨコエビ（ゐ桝珊〃川∫柁¢♪（J〃g柁∫ね   29  31  52  83  5    4  34  8  2    31  3  

ワランムシ日1sopoda  

ミズムシ血初山力秘跡ぬ画  

エビHDecapoda  

ミナミヌマエビ（這〟d∫乃〃dg柁J∫c〟／β血  2  2  2  

サワガニGgo助坤ん〃5（7dど／∽〃乃オJ  

総個体数   431  41）3  337  417  98  109  81  276  109  132  92  231  48  123  238  164   

種類数   20  20  17  20  2（l  18  14  35  27  25  18  33  23  23  24  29   

岸線描矯激（四季節計）   37  51  62  59   

地点総種類数（瀬＋岸）   58  85  101  101   

＊1サホコカゲロウに似ているが腿節の兢奴等が興なる．  

＊2緒方ら2）参照  

＊3クシナマタラカケロウに似ているが．尾に数節おきの濃淡の模様はない．分布域はクシナマタラカケロウよりはやや‾卜旋風  

＊4本棚が所属するチビドロムシ料は厳凧二いうと叩〃l】の底生動物ということはできないかも知れないが河川環境を知る⊥での参考資料として今回のリストに  

含めた．  

＊5本科も厳密・にはiロ川1の底生動物とはいえないかもLれない．  

シ，コカクツツトビケラ，ヨコエビの岩岳川における出  

現傾向は通常見られる出現傾向と異なっており，この河  

川の特徴を示している．   

ミズムシは通常下流部あるいは有機汚濁の進んだ水域  

に多く見られるが，岩岳川では最上流のSt．4でのみ少数  

ながら採集され，またこの地点でのBOD値も本河川の  

全調査地点中最も高かった．St．4の調査地点の近辺には  

周辺の人家からの生活排水の小流が流れ込んでおり，こ  

れが好汚濁性種であるミズムシの出現及び相対的に高い  

BOD値の原因であろうと思われる．なお，St．4の5km  

下流であるSt．3では．ミズムシは採集されず，BOD値も  

減少しており，この間に河川浄化，および他支流からの  

流入による希釈により河川水質は回復したものと考えら  

れる．   

携巣性トビケラであるコカクツツトビケラは通常，渓  

流に普通に見られる種である6）が，最下流のSt．1の岸で  

多く採集された．特に，春期，夏期には，St．1の岸にお  

ける採集個体数は，Sし4での岸，瀬合計のそれの5－20倍  

に達する．本種の上流で採集された個体は巣の材料に広  

葉樹の落葉を用い，下流で採集された個体は川岸に繁茂  

する草本植物の葉を用いていた．本種が，St．1では岸に  

のみ採取されたのは、巣やエサの材料となる落葉が，河  

川中央部に少な〈，岸に多いため，また最上流部のSt．4  

で岸，瀬双方で採取されたのは上流部の河川中央部でも  

岩と岩との間に落葉のたまりができるためと考えられる．  

しかし，中流部のSt．2やSt．3よりも最下流のSt．1で多   

他，トビケラ目の中でただ一種巣の先端に長い支持柄を  

持ち，その分布が源流部に極限されているキタガミトビ  

ケラエ才椚乃OCe乃上れゆ〟5才裾50Jブナ〟Sが少数ながら採集され  

た．同時に好汚濁性種であるミズムシAsg肋s カグなど裾・  

dβ所fが春期の瀬サンプル，春期，夏期の岸サン70ルに1  

個体ずつ採集された．その他，St．1の岸に特に多かった  

コカクツツトビケラがSt．4の全季節の瀬，岸の両サン70  

ルに採集された．   

岩岳川での底生動物相は，全流呈を通じて，好汚濁性  

の種が少なく，好清水性の種が多かった．また，い〈つ  

かの例外はあるが，下流から上流に行くに従って，より  

清水を好む種に置き替わっていた．このことは，底生動  

物による水域環境の総合的な評価であるASPT値にも  

当然反映され，同値はSt．1からSt．4に行くに従って，6  

から7へと漸増している（表4）．この値は，同じく豊前  

海に流入し生物から判定した水質が良好な河川とされる  

祓川の海水の流人域を除いたそれと同等であった2）．た  

だし，各調査地点で代表的な種としたもののうちミズム  

表4 岩岳川の各調査地点のASPT値＋  

春  夏  秋  冬  平均  

1 横小路橋  

2 堀切橋  

3 中畑  

4 犬ヶ岳橋  

9
 
5
 
9
 
5
 
 
 

5
 
6
 
6
 
6
 
 

5．9  6．2  

6．6  6．3  

0
0
 
6
 
7
 
n
U
 
 
 

5
 
6
 
仁
U
 
7
 
 

6．0  

6．5  

6．6  

6．9  

4
 
9
 
 
 

仁
じ
 
仁
U
 
 

4
 
0
 
 
 

6
 
7
 
 

’ASPT値は瀬サンプルの結果より算出した  
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かった原因は，St．1の水質がなお良好であることも一因  

であるが，詳細は不明である．   

ヨコエビも前種同様中流以上の清浄な水域で採集され  

ることが多い10）が，岩岳川では全流呈を通じて出現，しか  

も最下流であるSt．1で特に多かった．これはSt．1での  

水質が良好であるほか，流速等の減少，大雨時の佐井川  

への放水により，河川底の石が流されヨコエビの生息場  

所の構造が破壊されることが少ないことも一因と考えら  

れる．しかしヨコエビの分布と流速，河川環境などとの  

詳細な関連は不明である．  

3  まとめ   

豊前海に流入する岩岳川において1992年4月－1993年  

2月まで4季節おこなった大型底生動物調査結果につい  

て報告した．生物の生息状況からみた水質は，最上流部  

で有機汚濁によると思われる徴候が一部に見られた他は  

全流量を通じてほぼ良好であった．中流以上の清浄な水  

域に出現するコカクツソトピケラおよび■ヨコエビが最下  

流部で多数採集されたことは，この河川の下流部でもな  

お，水質が良好であることを示唆する．  
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Macrobenthic faunain the riversinFukuoka Prefecture  

lIwatake river  

YasuakiSUGI，TakesiOGATA，MasatoshiYAMASAKI  

爪J烏〟0烏αJわs′f′〟ね〆〃bαJ′ゐα〃d且〃〃f和〃∽g〃ぬJ5cfg〃CgS，  

39〟〟勉ねα乃0，肋zα拘，凡々〟0毎糾8－01，ノ卸α玖  

ThemacrobenthosinIwatakeriverwerecollectedat4stationsfromlowerreachestoupperreachesinspring，  

summerandautumnof1992，andwinterof1993．Thesummer，autumnandwinterwaterspecimens，WereteSted  

forpH，SS，EC，T－N，T－PandBOD．TheBODwaslessthanorequaltoO．5mg／linallstations，indicatingthat  

thewaterwasnotpolluted．  

Saproxenoustaxawerethemaincomponentsofthemacrobenthic faunaeinIwatakeriverthroughoutthe  

WaterCOurSe．  

Severalindividuals of Asellus hikendo所i（Saprophilous species）were collected only at the uppermost  

Station．Thismaymeanslightwaterpollutionintheareasurroundingthisstation．  

The macrobenthic fauna at thelowest station was characterized by two Saproxenous species：Goerodes  

j4t）OnicusandGammaniS n軸onensis．Thenumberofindividualsofthesespeciescollectedattheloweststation  

wasseveraltimesthatatotherstations．Furtherstudiesarenecessarytoclarifytheeffectofwatermanagement  

andcurrentspeedonthedistributionofthesespeciesinIwatakeriver．   
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福岡県下の河川における大型底生動物相  

－2．彦山川，中元寺川一  

山崎正敏・緒方 健・杉 泰昭  

福岡県保健環境研究所（〒818－01福岡県太宰府市向佐野39）  

Macrobenthic faunain the riversin Fukuoka Prefecture．  

2．HikosanandChuganjirivers．   

MasatoshiYAMASAKI，TakeshiOGATA，YasuakiSUGI   

凡ぬ仙払わ畑地虚q／〟ね眈α那＝弛正和仰相成ガ艮滋鋸明  

39〟〟々αたα乃0，上おzα砂，凡々〟0々α，＆ヱβ－町」初級  

〔Keywords：Macrobenthicfauna，Fukuoka Prefecture，Hikosanriver，Chuganjiriver〕  

1992年度に実施した河川大型底生動物相調査1）の内，  

彦山川，中元寺川における調査結果を報告する．  

1 方法   

採集方法，水質測定方法，分類・同定方法及び底生生  

物による水域環境評価法（ASPT値の算出方法）は．杉  

ら1）と同様である．  

1・1調査河川及び地点   

調査対象河川の彦山川，中元寺川は，一級河川である  

遠賀川の支流であり，いずれも英彦山（標高1200m）山  

系に水源を持ち，彦山川は，直方市内で遠賀川に合流す  

る全長約42kmの，中元寺川は即Il郡赤池付近で彦山川  

に合流する全長約30kmの河川である（図1）．調査は図  

1に示すように彦山川では5地点，中元寺川では4地点  

の瀬及び岸で実施した．各地点の概況は，表1に示すと  

おりである．  

1・2 調査年月日  

彦山川  中元寺川   

春期  1992年5月11日  1992年5月7日   

夏期  7月21日  7月24日   

秋期  10月27日  10月21日   

冬期  1993年2月3日  1993年2月8日   

なお，彦山川のSt．1の夏期は，調査地点が下流の堰の  

閉鎖により湛水状態になり水深が深く調査できなかった．  

2 結果及び考察   

水質測定結果を表2に，両河川の瀬における採集結果   

図1 彦Lu川及び中元寺川における調査地点の位置   



表 1  彦山川・中元寺川の概況  

標高  源流からの  川幅（m）  水深●   流速●  

（m） 距離（km）（）内は流水部 （cm） （cm／秒）  
河川形態＝   周辺環境  
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 ＊水深・流速は瀬サン7Pル地点の平均  

＊＊可児2）に従った  

表 2  彦山Ilい中元寺川の水質  
それと同じか類似していた．瀬サンプルでは，サホコカ  

ゲロウ，コガタシマトビケラなどの好汚濁性の種類が夏  

期，秋期に多かった他ユスリカ科（腹腔なし）が春期，  

冬期に，Hコカゲロウ，アカマタラカゲロウが秋期，冬  

期に，ミズミ ミズ科が春期に多かった．岸サン70ルでは，  

瀬サンプルで多かった種類に加えGコカゲロウ，ミナミ  

ヌマエビG汀材玩αd川南血混血が秋期に多かった．   

St．3（島台橋）：平地部の田畑，住宅地の混在する地域  

に位置し，水質汚濁状況はSt．1，2よりやや良好であっ  

た．瀬サンプルでは，上記のSt．1，2で多かった種類に  

加え，やや清水を好む種類4）であるシロタニガワカゲロ  

ウ且cめ0乃〟用5 γ05んねgが春期に，キイロカワカゲロウ  

fbね椚α乃JJわdg5ゑα刑∂乃ねが秋期，冬期に，A，‡わCゐαSpp．  

が冬期に多く，ASPT値の平均値は，St．1，2よりやや  

高かった．岸サンプルでは，瀬サンプルでの種類に加え，  

マタラカゲロウ属の1種j砂カg椚g柁肋sp．1が春期に，ミ  

ナミヌマエビが秋期に多かった．   

St．4（柳原）：山麓部の田畑，住宅地の混在する地域に  

位置し，水質汚濁状況は良好であった．瀬サン70ルでは，  

やや清水を好む種類であるエルモンヒラタカゲロウ  

」砂gom5 わJ的J～〟椚，エラブタマタラカゲロウ7もγJ印α  

j＊onictl，アカマタラカケロウが冬期に多く，ASPT値  

の平均値もSt．1－3より高かった．岸サンプルでは，Gコ  

カゲロウ，ユスリカ科（腹腔なし）が秋期に多かった．   

St．5（大権現）：山間部の樹林地帯の山地渓流に位置  

し，水質汚濁状況は良好であった．瀬サンプルでは，キ  

イロヒラタカゲロウE．d彷C〟J〟5，ミジカオカワゲラ科な  

どや個体数は少なかったが好清水性のカワゲラ類が秋期，  

冬期に多く，ASPT値も5地点中最も高かった．岸サンプ  

ルでは，キプネタニガワカゲロウ且ゑダム〟乃g乃5怨が夏期  

に多かった．   
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（以下瀬サンプル）を表3－1から3－4に，岸における  

採集結果（以下岸サンプル）を表3－5から3－8に，底  

生生物による水域環境評価値（ASPT値）を表4に示  

す．各地点における生物の出現状況の概況は以下のとお  

りである．   

彦山川   

St．1（上野橋）：中元寺川の合流点の下流にあり，市街  

地域に位置し，ヨシ顆などの繁茂するかなりの幅の河川  

敷を有する．水質はやや汚濁が進行しているため良好と  

は言えなかった．瀬サンプルでは，サホコカゲロウ  

助gぬ5αノわg乃5ね，コガタシマトビケラCJzg〟椚dわ夕即Cカg  

ム柁〃オJオ乃gαね，などの好汚濁性の種類3）の他ユスリカ科（腹  

腔なし），Hコカゲロウ且sp．H，アカマタラカゲロウ  

U和招乃加地頑，ミズミミズ科が秋期，冬期に多く，  

ASPT値の平均値もSt．3－4に比べ低かった．岸サンプ  

ルでは，瀬サンプルで多かった種類に加えGコカゲロウ  

且sp．Gが春期に多かった．   

St．2（伊方橋）：住宅地，工場地が混在する地域に位置  

し，St．1と同様ヨシ顆などの繁茂するかなりの幅の河川  

敷を有する．底生動物相，水質及びASPT値は，St．1の  
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以上のように，両河川とも，上・中流域は水質測定結  

果，底生動物相及び1992年度に調査した他河川のASPT  

値1）5）から判断して生物にとって良好な水城環境と言え  

る．ただ，下流域である彦山川のSt．1，2，中元寺川の  

St．1では，水質汚濁の進行が伺え，ASPT値も若干低  

かった．しかし，これらの地点では，水質が比較的清浄  

な水域に生息しているシロハラコカゲロウ，エルモンヒ  

ラタカゲロウ，エラブタマダラカゲロウなど4）が出現し  

ていること，また，汚濁水城の代表3）と言われている腹腔  

のあるユスリカ科がわずかしか採集されなかったことな  

どから，これらの地点の水質汚濁の進行ならびに水域環  

境の悪化の程度は軽度であると考えられる．なお，中元  

寺川のSt．1は，彦Lu川のSt．2と同地域に位置している  

にもかかわらず水質汚濁状況もASPT値も両河川の調  

査地点の中で最も悪く，市街地の生活排水の影響を直接  

に受けているためか，両河川の流量の差異によるのか明  

らかではないが，興味深い．   

岸サンプルのみで出現した種類は，彦山川では39，中  

元寺川では24あり，また，瀬，岸双方で出現した種類の  

内，QコカゲロウB．sp．Q，Gコカゲロウ，シリナガマ  

ダラカゲロウAcg柁JJαわ乃gブ招〟（おぬ，イマニシマダラカ  

ゲロウ昂旭川相似眈イ仙川ぬ妨，ミナミヌマエビなどは岸  

サンプルで際立って多かった．これらの種類の多くは，  

水際の陸生植物や抽水植物に依存して生活する種類4）な  

いしはゆるやかな流れや止水を好む種類4）である．この  

ように同一地点でも瀬と岸では出現種類に差異があり，  

生物相把握調査などでは留意する必要があろう．   

彦山川のSt．ト3で出現したヨコミゾドロムシエ勿ねノー  

椚ゐgγ℃Cブ偽は，レッドデータブック6）で絶滅危倶種に挙  

げられている種であり，生息場所として湧水のある水草  

の繁茂する池に多いとされているが，今回，同地点の岸  

の細水植物の繁茂する環境で採集された．また，彦山川  

のSt．1，2で出現したQコカゲロウは，小林7）によると，  

広大な平野部を流れる河川の下流域に限られて生息して  

いるとのことで，福岡県下では現在のところ彦山川での  

みしか採集されていない．なお，川の生き物としてなじ  

みのあるゲンジボタルエ〟Cわわcγ祝C由ぬは，彦山川のSt．  

4，5，中元寺川のSt．2，4で採集された．  

3 まとめ   

遠賀川水系の彦山川，中元寺川において1992年度実施  

した河川大型底生動物相の調査結果を報告した．   

両河川とも，上・中流域は水質測定結果，底生動物相  

及びASPT値から判断して生物にとって良好な水域環  

境であった．しかし，下流域である彦山川のSt．1，2，  

中元寺川のSt．1では，若干の水質汚濁の進行及び生物   

表 4  彦山川・中元寺川の各調査地点のASPT値●  

河川名  地点名  春  夏  秋  冬  平均  

彦Ilt 川 St，1上野橋  

St．2 伊方橋  

St．3 島台槍  

St．4 柳 原  

St．5 大権現  
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＊ASPT値は瀬サンプルの結果より算出Lた  

St．1（平和橋）：住宅地，二Ⅰ二場などが混在する市街地に  

位置し，水質は本報告の調査地点中最も汚濁していた．  

瀬サンプルでは，好汚濁性の種類であるサホコカゲロウ，  

コガタシマトビケラが秋期に，イシビル科の幼体が春期  

に，ミズムシAsellushiなendodiiが冬期に多く，ASPT  

値は両河川の調査地点中最も低かった．岸サンプルでは，  

瀬サンプルで出現した好汚濁性の種類に加え，同じく好  

汚濁性の種類であるモノアラガイ斤鋸払〔の〝ね扉励磁が  

秋期に多かった．   

St．2（中津橋）：平地部の田畑，住宅地の混在する地域  

に位置し，水質汚濁状況は良好であった．瀬サンプルで  

は，好汚濁性の種類であるコガタシマトビケラの他，ユ  

スリカ科（腹腔なし），カワニナ5g椚ね〟Jco車わ℃ノダ∂gけ7〝α  

が秋期に多かったが，好清水性の種類3）も多く，ASPT値  

の平均値も彦山川のSt．3よりも高かった．岸サンプル  

では，ユスリカ科（腹脹なし），カワニナがそれぞれ冬  

期，秋期に多かった．   

St．3（広渡橋）：山麓部の田畑，住宅地の混在する地域  

に位置し，水質汚濁状況は良好であった．瀬サンプルで  

は，シロハラコカゲロウ．ェラブタマタラカゲロウ，ア  

カマダラカゲロウが冬期に，チラカケロウム0タひC／z由  

ノ呼0〝オc（Z，シロタニガワカゲロウが秋期に多く，好汚濁性  

の種類は少なく，ASPT値も下流地点より高かった．岸  

サンプルでは，シロハラコカゲロウが春期，冬期に，Gコ  

カゲロウが夏期，冬期に，センカイト ピケラ属  

r7克g乃Odg5Spp．が春期，夏期に，ユスリカ科（腹肥なし）  

が春期に多かった．   

St．4（大鼓）：山間部の樹林地帯の山地渓流に位置し，  

水質汚濁状況は良好であった．瀬サンプルでは，キブネ  

タニガワカゲロウ，タラカケカワゲラ属fぉ花材乃gタブ乃α  

spp．，ヨコエビG釧珊㍑瑚＝頑動㈲∽壷など好清水性の  

種類が全季節を通して多く，ASPT値も4地点中最も高  

かった．岸サンプルでは，キブネタニガワカゲロウ，ヨ  

コエビが全季節を通して多かった．  
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学的水域環境の悪化が何えたが，比較的清浄な水域に生  

息している種類も採集されており，それらの程度は軽度  

であると考えられた．ただ，中元寺川のSt．1は，同地域  

に位置している彦山川のSt．2より好汚濁性種の種類や  

個体数が多く，河ノーlの規模，流量等との関連を検討する  

必要がある．  
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Macrobenthic faunain the riversinFukuoka Prefecture．  

2．HikosanandChuganjirivers．  

MasatoshiYAMASAKI，TakeshiOGATA，YasuakiSUGI  

凡ぬ仙払わ畑地虚q／〟矧眈α那＝勤融和閻相加ガふ滋批鱒  

39〟〟々αゐα乃0，加zα拘，凡ゑ〟0毎βJβ－OJ，ノ勿α乃．  

〔Keywords：Macrobenthicfauna，Fukuoka Prefecture，Hikosanriver，Chuganjiriver〕   

The macrobenthic fauna at5stationsin Hikosan River and4stationsin ChuganjiRiverin Fukuoka  

Prefecturewasinvestigatedatallfourseasons．Attheupperandmiddlereachesintherivers，thebiological  

COnditionsoftheriverenvironmentdeterminedfromriverwaterquality，maCrObenthicfaunaandASPT（average  

scorepertaxon）valuesweregood．Ontheotherhand，atlowerreaches（St．1，2inHikosanRiverandSt．1in  

ChuganjiRiver），the biologicalconditions tended to be poor．However，the biologicalconditions at St．1in  

ChuganjiRiver was worse than that at St．2in Hikosan River，in spite of beingin the same region．The  

relationshipsamongriversize．flowrateandotherfactors，muStbeanalyzed．   
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福岡県下の河川における大型底生動物相  

－3．大牟田川・堂面川・釣川一  

緒方 健・杉 泰昭・山崎正敏  

福岡県保健環境研究所（〒818－01福岡県太宰府市向佐野39）  

Macrobenthic faunainthe riversin Fukuoka Prefecture．  

3．Ohmuta，DomenandTsuririvers．   

TakeshiOGATA，YasuakiSUGI，MasatoshiYAMASAKI   

凡々〝0点α劫5JオJ〝わ〆挽αJ娩α乃dE乃〃血刀椚g乃由J立わ乃Cgち  

39〟〝点αねα乃0，肋zα妙，凡々〝0毎，＆鳩－OJ，彪α乃．  

〔Keywords：Macrobenthicfauna，Ohmutariver，Domenriver，Tsuririver，Fukuoka Prefecture〕  

2 結果及び考察   

水質測定結果を表2に，大型底生動物の瀬における採  

集結果（以下瀬サンプル）を表3－1から3－2に．岸に  

おける採集結果（以下岸サンプル）を表3－3から3－4  

に，各調査地点の底生動物による水域環境評価値（ASPT  

値）を表4に示す．   

水質データは，BOD，TLN，T－Pなどいずれも，大牟  

田川と堂面川のSt．1において高く，有機汚濁が進んで  

いることがわかった．ASPT値もこの2地点において特  

に低かった．   

各調査地点の生物の出現状況の概況は以下のとおりで  

ある．   

大牟馴11   

St．1（勝立）：周辺は住宅地で，流量も少なかった．  

1992年度に実施した大型底生動物相調査の内から大卒  

剛Il・堂面川・釣川の結果を報告する．  

1 方法   

採集方法，水質測定方法，分類・同定方法，及び底生  

動物による水域環境の評価方法（ASPT値の算出方法）は  

移ら1）と同様である．  

1・1調査河川及び地点   

調査河川は図1に示した大牟剛Il，生面川，釣川の3  

河川である．大牟田川・堂両川は共に大牟田市内を流れ  

る小河川で，有明海に流入し，生活排水の影響も大きい．  

一方釣川は宗像市内の農村部を流れる中規模の河川で，  

筑前海に流入する．両岸はコンクリート護岸で河原の部  

分は比較的少ない．いずれの河川も源流部の標高は低く  

可児2）のいうAa型の上流部はない河川である．   

調査地点は大牟田川1地点，堂面川2地点，釣川3地  

点の計6地点である．調査地点の概況は表1に示した．  

1・2 調査年月日  

大牟削Il・堂面川  釣川   

春 期 1992年5月14日  1992年5月18日   

夏 期  7月20日  7月22日   

秋 期  10月29日  10月23日   

冬 期 1993年2月2日  1993年2月1日   

なお釣川のSt．1では，夏期に下流の堰が閉じられ  

て，水深が深くなっており，採集できなかった．  

SLl（河東橋）  

St．2（太郎坊構）  
SL8（高六構）  

川  

図 1  大牢圧＝仇：堂両川及び釣川における調査地点の位置   
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表 1  大牟剛lい生面川・釣川の概況  

地点名   
力 ■  河川形態‥ 周辺環境  

（ 

0．4  6（5）  

3  14（5）  

1．2  3．5（1）  

10．5  26（11）  

4  13（2．5）  

1．5  6（3）  

大牟剛IISt．1  

生面川  St．1  

St．2  

釣川   St．1  

St．2  

St．3  

勝立  18  

御幸返稀  10  

米の山橋   25  

河東橋  7  

太郎坊橋  16  

高六棟  40  

15  29．7  Bc  住宅地  

18  51．7  Bb  住宅地  

15  29．6  Bb  水田・住宅地  

17  71．6  Bb  水田・住宅地  

19  72．2  Bb  水田・住宅地  

11  32．8  Bc  水田・住宅地  

＊水深・流速は瀬サンプル地点の平均  

＊＊可児2〉に従った  

表 2  大牟圧‖ll・堂面川・釣川の水質  

DO  EC  BOD  T－N  T－P  
（mg／l）   （JLS／l）   （mg／l）   （mg／l）   （mg／l）  

河川名  地点名  pH  

大牟田川 St．1 勝立  8．0  

堂面川  St．1 御幸返橋   7．3  

St．2 米の山稀   7，1  

釣川   St．1 河東橋  8．2  

St．2 太郎坊橋   7．7  

St．3 高六橋  8．2  

11．8  388．7  

6．4  274．4  

8．0  197．3  

11．7  311．0  

9．9  262．9  

8．9  183．0  

4．85  0．357  

3．44  0．256  

1．52  0．054  

1．55  0．092  

1．41  0．103  

0．94  0．079  

タマタラカゲロウ乃γJ印α励0乃才招，アユ科やナミウズ  

ムシβ封g郎わ 励0乃7cα，岸サンプルではハグロトンボ  

α毎吻叩（油油やモンキマメゲンゴロウP由ね椚∂揖  

〆d如湘蕗などであった．また軟から冬にかけては糸状  

緑藻類が多量に発生して，これらの生息場所を生活の場  

にしており通常岸サンプル中でよく採集されるGコカ  

ゲロウ助gぬsp．Gが瀬でも大量に採集された．   

釣川   

St．1（河東橋）：周辺は水田で，夏期には下流の堰が  

閉じられたために，水深が増し採集できなかった．秋に  

は瀬サンプルでは春と比べて個体数，種類数共に大きく  

減少しているのに対して，岸サンプルでは余り変化がみ  

られなかった．これは夏期に堰が閉じて水がたまったこ  

とにより，流れが遅くなり礫の上に沈澱物がたまるなど  

瀬にすむ生物にとっては生活しにくくなったのに対して，  

岸辺の細水植物上などを生活の場にしている種類は，水  

かさが増えることの影響を受けにくいことによるためと  

考えられる．冬期には種類数はかなり回復していた．   

St．2（太郎坊橋）：周囲は水田で，川幅はせまく河原  

や中州の部分にはジュズデマCo加ねcり椚qわ∂どやミゾ  

ソバ月毎膠即伽仰‡〟㍑矧毎稽萬がよく茂っていた．釣川水  

系では唯一カウゲラ目のオナシカワゲラ属〟b椚0〟和  

Spp．がSt．2で採集されていた．岸サンプルでは春期に  

ハグロトンボが多数採集された．   

ユスリカ科，イトミミズ科，ミズムシAse〃〟Sゐ∫なぞ乃（わγ－  

βなどの好汚濁性の種が多数採集きれた．また，アメリ  

カザリガニP和招椚∂α用S C山姥ffやイエカ属G扉鍔  

spp‥ハマダラカ属Anqt，helesspp．など富栄養化が進ん  

だ“どぶ川”的な水域にみられるような種類が採集され  

た．秋にはオオカナダモ蝕γねdg乃Sαなどの水生植物が  

増え，これらの生息している場所を生活の場にしている  

アオモンイトトンポ属ム成形〟和Spp．が大量に採集され  

た．また，一般になじみが深いギンヤンマA乃（㍑ ♪αγ－  

′g乃卸g，毎J才〝S，ヘイケボタル上〟Cわわね～g和仏やモクズ  

ガニEガocゐgわ′ノ勿0乃f招なども採集されている．   

堂面川   

St．1（御幸返橋）：周辺は住宅地で生活排水の流入も  

多く冬期にはミズワタが大量に発生していた．河川の規  

模は大牟田川のSt．1より大きいが，生物相は大牟田川  

のSt．1と同様であった．ユスリカ科の中でも特に好汚  

濁性の腹艶をもったユスリカ科は春期と冬期に多く採集  

された．   

St．2（米の山橋）：周辺は水田で水質はSt．1よりは，  

良好であった．ユスリカ科が優占種であったが，腹鮭を  

もった種類は稀であった．また，St．1のヘイケボタルに  

代わってゲンジボタル上〟Cわぁc川Cわねが採集されるよ  

うになった．St．2で採集された種でSt．1や大牟田川で  

採集されなかった種としては，瀬サンプルでは，エラブ  
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る．   

今回の調査河川はいずれも両側はコンクリート護岸に  

なっているが，調査地点の水深は浅く，泥が堆積した場  

所に草本性の植物が良〈繁っていた．今回の岸サンプル  

で採集された種はこうした水辺の植物が生息している環  

境を生活の場としている種類が多い．Wright8）らはイギ  

リスの河川で抽水植物の被度と大型底生動物の科数の間  

に正の相関があることを見いだしている．都市部を流れ  

る中小河川においては，草が繁茂することは，ゴミがよ  

く捨てられるなどの理由から嫌われることが多い．しか  

しながら，トンボ顆やホタルが生息するためには，河川  

の雑草との共有のあり方を考えていく必要がある．   

また，今回調査した河川はいずれも，サカマキガイを  

はじめとする貝類の個体数が多かった．Crowland  

Schnel19）は河川中の巻き貝の密度を高める要因として，  

流速が遅いことや，植物が豊富であることなどをあげて  

いるが，今回調査した河川はこうした条件に合致してい  

る．一方，釣川のSt．1では，St．2，St．3と比べて貝類  

は減少しているが下流部で流量が増えていることと関連  

しているのかも知れない．サカマキガイは強腐水性の水  

城に多い種とされている10）が，分布を決めている水質以  

外の要因についても調べる必要があるものと考えられる．  

3 まとめ  

1992年度に大牟田川，堂面川，釣川で年4回大型底生  

動物を調査し結果を報告した．今回調査した河川はいず  

れの調査地点でも出現種類数は50種以下で，ASPT値も  

最高で5．1であり，水域環境はあまり良好なものではな  

かった．この原因としては大卒剛Il，堂両川のSt．1では  

有機汚濁の増加が最大の原因と考えられるが，その他の  

地点では河川の規模，流量，水温等の要因についても考  

えていく必要があるものと考えられる．  

文献  

1）杉 泰昭ら：福岡県保健環境研究所年報，20，  

82－90．，1993．  

2）可児藤吉：渓流性昆虫の生態．日本生物誌．昆虫  

（上）， 研究社，1944．（再録一可児藤吉全集．427   

pp．東京：思索社，1978）．  

3）緒方 健ら：福岡県保健環境研究所年報，19，  

90－96．，1992．  

4）野崎隆夫：日本の水生昆虫，99－108；東京：東海大  

学出版会，1989．  

5）山崎正敏ら：福岡県保健環境研究所年報，20，  

9ト102．，1993．  

6）′ト林紀雄：採集と飼育，50，293－297‥1988．   

表 4  大卒剛IL・堂面川・釣川の各調査地点のASPT値一  

河川名  地点名  春 夏 秋 冬 平均  

大草剛IISt．1 勝立  3．9 3．9 4．5 3，8  4．0  

堂面川  St．1 御幸返揺 4．4 3．4 4．3 3．7  4．O  

St．2 米の山橋 4．8 4．7 5．4 5．3  5．1  
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＊ASPT値は瀬サンプルの結果より算出した   

St．3（高六橋）：周囲は水田で流速は緩やかであっ  

た．今回，St．3の岸でのみ採集された種としては，マユ  

タテアカネ5γタゆg古川刑 g和J≠c〝椚，ウスバキトンポ  

助乃由由ノね〃6Cg乃5，ミズスマンQ・海関凍函南制など  

があったが，これらはいずれも河川中よりも湖沼などの  

止水城でよく採集される種である．一般的な他の河川と  

同様に釣川の場合も下流域から上流域に向かって水質は  

次第に良好になっており，ASPT値も上昇していた．し  

かしながら，汚濁が進んだ水城でよく採集される腹奴を  

持ったユスリカ科やサカマキガイ印γSααC〟ぬなどの種  

はSt．3で他地点よりも多数採集されてた．   

今回の調査河川はいずれも各地点での四季を通じての  

種類数が50種以下と少なく，その中でも河川の代表的な  

昆虫であるカゲロウ目，カワゲラ目，トビケラ目の種が  

占める割ノ含は合計で20～30％と低かった．ASPT値も最  

高が5．1と1992年度に調査した他の河川l）5）と比べると低  

かった．またカゲロウ目の種でも採集される個体の大部  

分がコカゲロウ属であった．水生昆虫の種類数が少ない  

原因としては第一には有機汚濁の増加が考えられるが，  

BODが2以下である堂面川のSt．2，釣川のSt．3でも  

少ないことからその他の要因も考える必要があるかも知  

れない．例えば，河川の規模が小さく流量も少なし、こと  

や，源流部の標高が低〈ため池や水田からの流入が多い  

ことなどから水温が高いことが考えられる．′ト林6）はカ  

ゲロウの生息条件を知る上で卵の媚化率と水温の関係が  

重要であることを示唆してし－る．   

堂面川，大牟田川のSt．1ではサホコカゲロウ励gJゐ  

5αJわg乃5ゐが春期，夏期にはかなー）採集されたにもかかわ  

らず冬期には全く採集されないか極めて少なかった．一  

方，堂両川のSt．2や釣川では冬期のみ減少することは  

なかった．このことは小林7）がサホコカゲロウは有機汚  

濁が進んだ河川では冬期にほとんど見られなくなること  

を記しているように，堂面川，大牟田川のSt．1が特に有  

機汚濁が進んでいることと関連しているものと考えられ  
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7）′ト林紀雄：日本の水生昆虫，53L67；東京：東海大学  9）T．A．CrowlandG．D．Schnell：OIKOS，59：359   

出版会，19錮．  －367．，1990．  

8））．F．Wrightet al．：Riverconsevation and man－  10）御勢久右衛門：「環境科学」研究報告集，   

agement，137－149．Chichester，JohnWiley＆Sons，  B121LR12LlO：9－16‥1982．   

1992．   

Macrobenthic faunain the riversin Fukuoka Prefecture．  

3．Ohmuta，DomenandTsuririvers．   

TakeshiOGATA，YasuakiSUGI，MasatoshiYAMASAKI  

凡々〝0烏α血5J7J〝ね〆〃占αJ班α乃d且乃〃オ和乃椚g乃ねJJおわ乃C俗，  

39〟〝烏αねα乃0，肋zα拘，凡々〟0毎βJβ－（ガ，彪α乃．  

The macrobenthic faunain Ohmuta，Domen and Tsuririvers was examinedin allfour seasons．At all  

sampling stations，the number of species wasless than50and ASPT（average score per taxon）value，the  

indicatorofmacrobenticfauna，WaS5．lormoreless．Thissuggestedthattheecologicalconditionoftheserivers  

WaSPOOr．ThesepoorenvironmentformacrobenthosatOhmutariverandSt．lofDomenrivermaybecaused  

by thedomesticwastewaters．However，therelationshipsamongriver size，flow rate，temperature and other  

factors，muStbeexaminedtodeterminethecause．   
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3 清浄地域における浮遊粉じん濃度に及ばす稲わら  

焼きと火山の影響一福岡県における事例解析一  岩本  

真二・宇都宮彬・大石典弘・下原孝♯・石橋能書：大気  

汚染学会誌，2丁（3），142－152，1992．   

浮遊粉じんは，大気が清浄と思われる地域においても  

高い濃度を示すことがしばしば観測されている．そこで，  

浮遊粉じん高濃度期における清浄地（田園地域と山岳地  

域）での浮遊粉じんの挙動をみるために，平成元年11月  

の2週間，福岡県内2地点で浮遊粉じんを採取し，成分  

分析を行った．調査期間中，清浄地2ヶ所とも浮遊粉じ  

ん濃度の上昇がみられ，この時，田園地域では炭素成分，  

カリウムの濃度が高〈，山岳地城ではシリカ，カルシウ  

ムの濃度が高〈なっており，それぞれ発生要因は異なっ  

ていた．田園地域の発生原因は，稲わら焼きの影響と推  

察され，燃焼実験等から，その寄与率を推定すると，一  

番影響の強いときで約50％となった．一方，山岳地域  

（標高920m）での高濃度は，この時の気圧配置，高層  

での風向，温位，比湿といった気象条件などから，桜島  

を起源とする火山成分の長距離輸送によるものと推察さ  

れた．カルシウムを指標として火山の寄与率を算出する  

と，影響の強いとき約40％と推定された．   

誌上発表論文抄録  

1 Various factors associated with the manifes  

－tation ofinfluenza－1ikei”ness Yoshio Hirota■，  

SetukoTakeshita＋■，Sabrolde－，Kyoichiro Kataoka，  

AkitoOhkubo，ShigenoriFukuyoshi，KatumiTakahashi，  

Tomio Hirohata＋and Masaro KajiT：International  

JournalofEpidemiology，21，574－582，1992．  

インフルエンザ様疾患の発症に関わる諸要因  

19881989年のインフルエンザ流行期直後に814人  

の′ト学生を調査対象とし，CaSeLCOntrOl調査を実施した．  

caseは2分類され，流行のピーク時に欠席し，医者にか  

かった着で発熱が≧38℃かつ＜39℃の者をmild－  

influenza－1ikeillness（MILI）とし，熱が≧39℃の  

者をsevere－ILI（SILI）とした．controlは症状のな  

かった者（NS）とした．MILI80人あるいはSILI48人  

とNS196人との間のODDS比（OR）を計算した．  

MILIでORが増加した項目は単純扁桃腺炎（OR＝  

3．0，95％CL＝1．7－5．4），大家族（1．9，1．1－3．4）で  

あり，ORが減少した項目は高学年（0．4，0．2－0．9），  

野菜，果物摂取者（0．5，0．3－1．0），一人当たりの部屋  

のスペースが広い者（0．4，0．2－0．9）だった．SLILの  

場合，ORが増加した項目は単純扁桃腺炎（3．8，1．8－  

8．1），喘息歴のある者（2．9，1．2－6．7）であり，減少  

した項目は牛乳及び乳製品摂取者（0．3，0．卜0．6），予  

防接種者（0．3，0．1－0．8）であった．  

・  九州大学医学部  

書 書 東海大学福岡短期大学  

†  久留米大学医学部  

2 浮遊粒子状物質の発生源寄与評価に係るリセブ  

ターモデル適用の現状と課題  岩本真二：環境庁浮遊  

粒子状物質削減手法検討会汚染予測手法検討作業部会報  

告書，p．93－97，p．109－117，1993．   

浮遊粒子状物質（SPM）は，その発生源の多様さや性  

状の複雑さから，発生源の寄与を推定するにも多くの困  

難があり容易ではない．そのなかで，発生源寄与率を推  

定する有効な方法としてCMB法が提唱され，わが国に  

おいても多〈の推定事例がみうけられるようになってき  

た．しかし，CMB法の通用については，その精度，結果  

の信頼性において，まだ検討の余地が残されている．そ  

こで，各地でのCMB法の適用状況を概観し，さらに寄  

与率の誤差要因の検討から，CMB法適用における問題  

点の整理をおこなった．①試料採取，②分析方法，③発  

生源の種別，④指標成分の選択，（9計算プログラム，⑥  

発生源の組成比率の項目に分けて議論されたが，当所で  

はこの中の発生源の種別，指標成分の選択の部分を主に  

担当しまとめた．  

4 汎用コンピュータシステムを用いた公書常時監視  

システムの運用と効果  田辺敏久・大久保彰人・今村  

由★子：全国公害研誌，‖（3），147－153，1992．   

福岡県では，昭和48年にミニコンピュータシステム  

（データ収集用）と汎用コンピュータシステム（デー  

タ処理用）で構成された公害常時監視システム（以下，  

監視システム）を導入した．以後，公害行政が公害の監  

視から各種規制の時代を経て公害問題から環境問題へと  

広がりをみせるなか，様々な行政ニーズへの対応と環境  

に係わる情報の一元化を図る目的で，汎用コンピュータ  

システムを用いた監視システムを構築した．このことに  

よって監視システムは汎用コンピュータシステムで処理  

する情報システムの一つに位置づけられプログラム処理  

での機能拡充により当該業務の大幅な省力化を実現する  

ことができた．また，この汎用コンピュータシステムで  

は，大気情報管理システム，産業廃棄物情報管理システ  

ム，騒音データ解析システム，がん登録システム等の情  

報システムが構築され積極的な行政支援を行っている．  

さらに，当研究所では各研究室にLANに接続したワー  

クステーションを配備し，調査研究業務を支援する等汎  

用コンピュータシステム導入による波及効果は大きい．   
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5 福岡県における二酸化硫黄高濃度現象について  

今村由★子・宇都宮彬・大石典弘・岩本真＝・大久保彰  

人・田辺敏久・松浦聴朗：福岡県保健環境研究所年報，  

19，55－59，1992．   

福岡県における二酸化硫黄の年平均濃度は  

0．002－0．013ppmの範圃にあり，全ての測定局で環境基準  

を満たしている．しかし，一時的に0．030卿lを超えるよ  

うな比較的高い濃度が見られることがある．そこで，福  

岡県内の一般環境大気測定局の二酸化硫黄高濃度出現の  

頻度，季節変動，高濃度出現時の気象状況及び濃度上昇  

の地域特性等から，二酸化硫黄高濃度の尿因について考  

察した．二酸化硫黄の高濃度出現日数は福岡市市役所，  

北九リl卜l市松ヶ枝及び久留米等の各測定局で多く，また，  

春季及び冬季に多かった。高濃度時の地上風は北九州，  

筑豊地域では北寄り，筑後地域では南寄り、福岡市では  

北寄りまたは南寄ー）の風であった．二酸化硫黄の高濃度  

は二酸化窒素と同時に高くなる場合とそうでない場合が  

あり，前者は福岡市，北九州市で冬季に見られ，局所的  

であり，人為的汚染の影響と考えられた．後者は，筑後  

地域を中心に広域的に観測され，高気圧後面で上層凪が  

南寄りで，比湿の減少が見られる場合に多く出現してお  

り，桜島から噴出された火山性二酸化硫黄の影響と考え  

られた．  

6 喫煙に伴う室内空気中のダイオキシン及びダイベ  

ンゾフラン濃度の変化  橙枝隆彦・黒川陽一・大崎靖  

彦・平川博仙・飯田隆雄：環境化学，2（4），791－799，  

1992．   

室内での喫煙に伴う，室内空気中のPCDDs，PCDFs  

の濃度変化を高分解能GC／MSSIM法を用いて検討し  

た結果，次のような結論が得られた．  

1）ボランティアの喫煙者により，室内（94m3）での  

喫煙試験（喫煙本数 20本，7時間）を行い，室内空気  

中のPCDDs，PCDFsの濃度を測定した結果，対照と比  

較して10－30％の濃度増加が認められた．2）喫煙装置  

を用いた試験では，喫煙前の室内のPCDDs及びPCDFs  

濃度はそれぞれ，6．15pg／m3及び4．90pg／m3［0．20  

pg（TEQ）／m3］であったが，2本喫煙後には，それぞ  

れ8．58及び6．83pg／m3［0．35pg（TEQ）／m，］  

に，100本喫煙後にはそれぞれ13．60及び8．30pg／m3  

［0．39pg（TEQ）／m3］に増加した．3）喫煙装置を使  

用して100本の煙草を1．7時間で喫煙した部屋に受動喫  

煙者が8時間いたと仮定した場合，受動喫煙によって摂  

取するダイオキシン顆の増加量はTEQ値で0．7pg／  

人／日程度と推定され，食品などを含めたダイオキシン  

類の1日摂取量の1．0％以下と推定された．   

7 大気降下物中のダイオキシン頬  黒川陽一・松  

枝隆彦・大崎靖彦・柳川正勇：環境化学，2（4），  

849－855，1992．   

大気降下物中のポリ塩化ジベンゾー♪－ジオキシン及  

びポリ塩化ジベンゾフランの調査を行った．乾性降下物  

及び湿性降下物の全量（全降下物量）の採取にはデポ  

ジットゲージを湿性降下物の採取には自動雨水採水器を  

用いた．全降下物中のダイオキシン類濃度は91－559  

pg／lであり，湿性降下物中では34pg／l及び25pg／l  

であった．これより年間降下量を推定した．全降下物に  

ついては436－1206ng／m2／year［3．5－13．7ng  

（TEQ）／m2／year］，湿性降下物については56ng／  

m2／year及び42ng／m】／year［それぞれ0．10ng／m，  

／year及び0．13ng（TEQ）／mz／year］となり，ダイ  

オキシン頬の地上への降下量としては乾性降下物からの  

寄与が大きいことが推察される．   

8 ネライストキシンの分析法  橙枝陸産・高田  

智・中村文書・黒川陽一・久す啓次・深町和美：平成4年  

度化学物質分析法開発調査報告書，p．132－143，1993．   

環境試料（水質，底質及び生物試料）中のネライスト  

キシンの分析法を確立した．水質試料については塩酸酸  

性とし，ジクロロメタン洗浄した後，中和し，pH9とし  

た後ジクロロメタン抽出し，また，底質及び生物試料に  

ついてはそれぞれ，0．05N水酸化ナトリウム溶液及び  

0．02N塩酸－メタノール溶液で抽出した後，遠心分離  

し，上澄液を採取した後，水質と同様に処理し，GC／MS  

で定量した．水質試料1J，底質20g，及び生物試料20g  

を採り，本分析法により検出限界を求めたところ，それ  

ぞれ，0．13FLg／l，3．3FLg／kg及び3．3JLg／kgであっ  

た．変動係数は低濃度の水質試料を除き10％以下で  

あった．底質試料は回収率の減少（67％）が認められた  

が，他の試料は良好な回収率を示した．本分析法を用い  

て，福岡県内の河川水，海水，生物，及び東京湾底質な  
どを分析した結果，ネライストキシンIま検出されなかっ  

た．   
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11Rice bran hemice”uloseincreases the periph  

eralbloodlymphocytesin rats．  Shigeyuki  

Takenaka and Yasutoltoyama．：Life Sciences，  

52（1），9－12，1993，  

米ぬかヘミセルロースはラット末梢血中のリンパ球  

を増殖する．   

米ぬかより精製した米ぬか食物繊維（RBF）及び  

RBF中から抽出したヘミセルロースを食餌に10％添  

加し，2週間飼育した結果，ラットの末梢血中の白血球  

を増殖させることを見いだした．飼育期間中は体重の増  

加及び食餌量等には対照群と比較して変化が認められな  

かった．この増殖した白血球像を分析したところ，リン  

パ球が特に増加しており，他の血球成分には変化が認め  

られなかった．そこで，CD45，CD4，CD8，CD2及び  

B細胞のリンパ球サブセットについてフローサイトメト  

リーを行ったが，有意な変化は認められなかった．しか  

し，CD4陽性細胞が増加傾向にあった．  

・ 東北大学医学部神経内科  

12 大気中変異原物質の汚染と評価  常盤 寛：環  

境研究，87，24－31，1992．   

芳香族ニトロ誘導体について変異原性を検討した結果，  

1－nitropyrene，1，3L，1，6一及び1，8Ldinitropyrene，  

3Lnitrofluoranthene，3，7L及び3，9－dinitrofluor－  

anthene，1，6一及び3，6－dinitrobenzo（a）pyreneを始  

めとする19種の高い変異原性を示す化学物質の存在を  

明らかにした．これらのニトロアレーンはディーセリレ自  

動車排ガスの粒子状物質から排出きれる主要な環境汚染  

物質であー），その遺伝毒性について検討した．その結果，  

変異原性とこトロ基の数及びその置換位置との間には構  

造活性相関があることが分かった．また，変異原性の高  

いニトロアレーンは動物に対する発がん性を有している  

ことが明らかになり，今後，ニトロアレーンの環境中で  

果たす役割等について検討して行く必要性が考えられた．   

9 未規制大気汚染物質モニタリング調査  黒川陽  

一・栓枝隆彦・中村又♯・高田 智・深町和美：未規制  

大気汚染モニタリング調査報告書，p．1－143，1993．   

本調査は，環境庁の委託により，未規制大気汚染物質  

濃度の把握及びこれらが地域に及ぼす影響を解明するこ  

とにより，大気汚染防止対策の基礎資料を得ることを目  

的として実施した．調査に先立ち3機関によるクロス  

チェックにより子め分析精度を確保した．調査地点は，工  

場地域近傍の住居・地域1点，大都市の居住地域2点，中  

小都市の住居地域3点及びバックグラウンド地域1点の  

計7地点であり，平成4年8月から9月及び11月から  

12月の2回調査を行った．これにより大気中濃度レベル  

を明らかにし，また，これに対する地域特性や夏期，冬  

期における季節変化また日間差の影響を検討した．   

10 Hemicellulose in rice bran fibre reduces 

thymus atrophyin rats treated with bis（tri－77－  

butyltin）oxide． ShigeyukiTakenaka：Chemos－  

phere．25（3），327－334，1992．  

米ぬか食物繊維中ヘミセルロースはトリプチルスズ  

オキサイド処理ラットにみられる胸腺萎縮を抑える．   

25ppmのトリブナルスズオキサイド（TBTO）を含む  

10％米ぬか食物繊維（RBF）食で，TBTOによる胸腺  

萎縮を有意に抑えることができた．この胸腺萎縮を抑え  

る物質を検索するために，RBFからフィナン酸カルシウ  

ム及びヘミセルロースを抽出し，それぞれ食餌に25ppm  

のTBTOと共に添加し，ラットに与えると，フィナン酸  

カルシウムは対照群と有意な差は認められなかったが，  

ヘミセルロースはTBTOによる胸腺萎縮を有意に抑え  

ることができた．したがって，RBF中に含まれるTBTO  

による胸腺萎縮を抑える物質は，このヘミセルロースで  

あると結論づけられた．  
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13 ネズミチフス菌の変異株雇用いた発がん物質の短  

期検索法及び米ぬか食物繊維虻用いた除去について  

世良博之・堀川和美・森田邦正・常盤 先：技術交流ハ  

ンドブックTOGETHER，2，176→183，1992．   

芳香族ニトロ誘導体は石油製品の生産増加に伴う人為  

的副産物として環境を汚染しつつあり，その芳香族ニト  

ロ誘導体の中でも特に，変異原性及び発がん性の高いジ  

ニトロ誘導体の環境中濃度，生成速度，分解速度及び動  

物に対する発がん性について明らかにした．その結果，  

ジニトロ誘導体は大気中に含まれる主要な環境汚染物質  

であり，人体影響を考える上で見逃すことが出来ない化  

学物質であると考えられた．また，米ぬか食物繊維がこ  

れらの発がん物質を効率よ〈吸着することから，米ぬか  

食物繊維が消化管内の変異原物質及び発がん物質を希釈  

吸着し，体外への排出を促進する可能性について検討し  

た．その結果，緩慢ではあるが排除効果がみられた．  

14 米ぬか食物繊維による変異原・癌原物賃の排出  

世良暢之・森田邦正・堀川和美・常磐 寛：平成3年度  

食物繊維の生理作用と所要量に関する研究，25－39，  

1992．   

米ぬか食物繊維をアミラーゼ，プロテアーゼ及びアミ  

ノグルコシターゼで酵素的に処理して得られたrice  

bran fiber（RBF）が変異原性及び発がん性物質を吸着  

することを明らかにした．また，その吸着部位は1ignin  

であり，陰イオン結合または疎水結合により非選択的に  

化学結合しているものと考えられた．動物実験の結果よ  

り，RBFが消化管内でその保水性及びゲル形成能によ  

r），糞便容積を増し，糞便の滞留時間を短縮すると共に，  

消化管内の変異原性及び発がん性物質の体外排出を緩慢  

ではあるが促進することが期待された．  

15l－and3－Nitro－6－aZabenzo（a）pyrenesand  

theirN－OXides：Highlymutagenicnitrated azaar－  

enes KiyosiFukuhara■．AtsushiMiyata■，  

NobuyukiSera．HiroshiTokiwaandNaokiMiyata．：  

AmericanChemicalSociety，5，149－153，1992．   

1一及び3一ニトロー6一アザベンゾ（a）ビレンとそ  

のオキサイド化合物：高い変異原性を示すアサアレーン   

1一及び3一ニトロー6一アザベンゾ（a）ビレン，1一  

及び3－ニトロー6－アサベンゾ（a）ビレンーN一オキ  

サイドの合成を行い，その変異原性について明らかにし  

た．その結果，いずれの場合にも，3位にニトロ塞が置  

換したアザアレーンの方が1位に置換したアサアレーン  

より変異原性が高いことが明らかになった．これは1及  

び3位のニトロ基の還元のされやすさと相関しているこ  

とが明らかとなった．  

・  国立衛生試験所  

16 Mutagenicity of nitro－aZabenzo（a）pyrene  

anditsreIatedcompounds NobuyukiSera，  

KiyoshiFukuhara■，NaokiMiyata■，KazumiHorikawa  

and HiroshiTokiwa：Mutation Research，280，81L  

85，1992．  

ニトローアザアレーンとその関連化合物の変異原性   

1一及び3－ニトロー6－シアノベンゾ（a）ビレン，1－及  

び3－ニトロー6－アザベンゾ（a）ビレン，1一及び3－ニト  

ロー6一アザベンゾ（a）ビレンーN－オキサイドの変異原性  

について明らかにした．その結果，これらのニトローアザ  

アレーンはニトロ還元酵素ではなく，アセチル転移酵素  

によって活性化される直接型変異原物質であることが明  

らかになった．また，ニトロ基の置換位置と変異原性と  

の間には構造活性相関があることを明らかにした．  

・  国立衛生試験所   
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19 平成3年度厚生科学研究費助成金研究課題報告  

「芳香族ジニトロ化合物の発がん性とヒト暴悪に対する  

危険度評価」 堀川l和美：地研NEWS，地方衛生研究  

所全国協議会，Ih77，1992．   

芳香族炭化水素のジニトロ誘導体の環境中濃度を測定  

し，ヒト肺がんの環境因子としての危険度評価を行った．  

本研究では変異原性及び発がん性が明かでないジニトロ  

ベンツビレン（DNBP）及びその関連化合物の変異原  

性及び発がん性を検討した．その結果，DNBP及びその  

関連化合物はいずれもS9ミックス非存在下で強い変  

異原性を示した．これらの化合物の変異原性強度はベン  

ツビレンに対するニトロ基の置換位置に強く相関してい  

ることが明かとなった．一方，発がん性実験では3，6  

－DNBPはベンツビレンより若干低いラット発がん性  

を示すことが分かった．   

17 Chromosomalaberrationsinducedinvivoby3，  

7－ and 3，9－dinitrofluoranthene  Atsuko  

Matsuoka■一 KazumiHorikawa，NaomiYamasaki■，  

NobuyukiSera，ToshioSofuni■andHiroshiTokiwa：  

Mutation Research，298，255L259，1993．   

玩＝正和における3，7一及び3，9一ジニトロフルオ  

ランテンのチャイニーズハムスターに対する染色体異常  

試験   

3，7一及び3，9－ジニトロフルオランテン（DNF）  

のチャイニーズハムスターに対する染色体異常試験を  

ラット肝S9ミックス存在下及び非存在下で実施した．  

本実験において両物質はジメチルスルホキサイドに難溶  

性であり，最高濃度20〟g／mJまでしか使用できなかっ  

た．これらの結果，両物質はS9ミックス非存在下で染  

色体異常を誘導した．しかしながら，染色体異常の出現  

頻度はあまり高くなかった．また，これらの結果は再現  

性のある結果ではあるが，明瞭な量反応関係は認められ  

なかった．両DNFは今回実施した条件下では2倍体細  

胞は出現しなかった．  

・ 国立衛生試験所変異遺伝部  

18 福岡県における百日咳菌の分離，血清型別及び薬  

剤感受性  堀川和美・石橋哲也・世良暢之・村上光一・  

小河 幸・岡田干司■・植田浩司■：福岡県保健環境研究  

所年報，19，60－63，1993．   

福岡県における百日咳様患者から百日咳菌を検出する  

ことにより，その流行の実態を把握することを試みた．  

本研究では従来使用されていたポルデジャング培地を使  

用せず，今泉らによって開発された血液不含完全合成培  

地を使用した．これにより協力定点に培地を予め配布す  

ることが可能となり，試料の採取がより容易となり広範  

囲の試料が得られた．今回の調査では44株の百日咳菌が  

検出でき，更に1株のパラ百日咳菌が検出できた．今回  

分離した百日咳菌はいずれも1，3，6の抗原因子を保  

有し，全国的な流行と一致するものであった．一方，今  

回検出した分離株について27種の薬剤について薬剤感  

受性試験を液体法で行った．セファクロルについてはい  

ずれも耐性であった．しかし，ピベラシリンナトリウム  

及びセファベラゾンは，極めて優れた百日咳菌発育阻止  

効果を示した．  

・ 九州人学医学部′ト児科  

20 コイの筋肉及び胞♯中におけるシプリノールサル  

フェート及び岨汁酸類のキヤピラリーガスクロマトグラ  

フィーによる走1  田中義人・毛利隆美・深町和美・  

高橋克巳・安元 健■：食衛誌，33（2），176－182，  

1992．   

コイの中毒成分，シプリノールサルフェートのキャピ  

ラリーガスタロマトグラフイ一による定量法を検討した．  

誘導体化試薬及びその条件について検討を行い，無水ト  

リフルオロ酢酸（TFAA）及びヘキサフルオロイソプロ  

パノール（HFIP）による方法で良好な結果が得られた．  

この定量方法は胆汁酸類の同時定量も可能である．試料  

は，熱エタノール抽出，エーテル脱脂，ブタノール抽出  

を行い，さらに，アルカリ分解後，TFAA－HFIPによっ  

てエステル化し，FID－GCで分析した．定量下限値は5  

ngであった．  

・  東北人学農学部   
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21エイズ医薬品候補スクリーニング研究ⅠⅠⅠ．1990  

年度報告  大竹徹■1・森治代●1・森本素子●l・上羽昇●1・  

園田信治■1・松田良夫■2・松山雅子書2・秋吉京子■2・野呂  

新一書3・ 佐藤セセ朗書3・桜田敦夫■3・藤田宣哉■4・石崎徹書4・  

神村紀子●4・吉田幸雄■4・小野暫朗■5・大友信也■5・森下  

高行■6・′ト休債一■6・三宅恭司■6・石原佑弐書6・磯村思尤■6・  

斉藤隆行書7・小田和正書7・松崎稔●7・関根大正■8・大貫奈  

穂美■8・貞升健志，8・太田健爾■8・三木隆■8・小林伸好■9・  

野「］有三■9・千々和勝己・甲斐麻美子・高橋克巳・三瀬勝  

利■10・牛島廣治■11・清水博之■11・運天先和■11・北村敬■11・  

徳永徹■11：衛生試験所報告，第110号，88－91，1992．   

昭和63年度に厚生省とヒューマンサイエンス振興財  

団が中心となり発足した当研究班は，エイズ医薬品候補  

物質のスクリーニングを目的としている．研究姓では医  

薬品メーカーから提供されたサンプルについて，MT－  

4細胞のHIV－1感染による細胞障害を指標としたマ  

イクロプレート法によるスクリーニングを実施した．試  

験の結果，106件のサンプル中，5件が抗HIV活性を示  

した．この5件のうち2件は薬用植物抽出物で，残る3  

件は，それぞれ核酸アナログ，合成化合物，放線菌生産  

物であった．  

・1 大阪府立公衆衛生研究所   

・2 神戸市環境保健研究所  

・3 北海道立衛生研究所   

・4 京都府衛生公害研究所   

・5 大分県公害衛生センター   

・6 愛知県衛生研究所   

・7 神奈川県衛生研究所   

・8 東京都立衛生研究所   

・9 横浜市衛生研究所   

・10 国立衛生試験所  

・11国二正予防衛生研究所   

22 福岡県におけるつつがむし病 一度学調査と患者  

発生状況一  福吉成典・山崎正敏：福岡県獣医師会報，  

20（1），120－124，1992．   

昭和54年から同60年にかけて，つつがむし病患者未  

発生の本県において，本痛に関する疫学調査を実施し，  

本県においても他県と同様，つつがむし病患者発生の可  

能性があることを拍摘してきたところ，昭和61年秋，本  

県では初めての患者が発生した．その後，患者は毎年発  

生しているが，これらの患者の推定感染地は，いずれも  

事前に患者発生の可能性を予測した地域（筑紫保健所管  

内）に限定されている．その他の地域における疫学調査  

では，患者発生が予測される調査結果は得られておらず，  

また，現在まで患者発生は認められていない．従って，  

現在はRt（ツツガムシリケッチア）汚染地区のフォー  

カスの数が他県と比較して極めて少なく，かつ，狭い範  

圃に止まっていることが予想される．しかし，Rt媒介種  

の野外での生態が殆ど解明されていない現状では，患者  

未発生地域においても一概に安心はできない．  

23 Leve［sofpolychlorinatedbiphenylsandpolych－  

lorinated dibenzofuransinthe blood，SUbcutaneous  

adipose tissue and stool of Yusho patients and 

normalsubjects  

油症患者及び健康者の血液，皮下脂肪及び糞便中  

PCBs及びPCDFs濃度レベル   

Takaolida，HironoriHirakawa，TakahikoMatsueda，  

Reiko Nakagawa．ShigeyukiTakenaka，Kunimasa  

Morita，YukinoriNarazaki．KazumiFukamachi，and  

KatsumiTakahashi：ToxicologicalandEnvironmen－  

talChemistry，35，17－24，1992．   

油症が発生してから20年後の油症患者6名と，対照と  

して健康者3名について血液，皮下脂肪及び糞便を試料  

採取し，それらのPCBs及びPCDFs濃度をそれぞれ測  

定した．患者及び健康者の血液中PCBsの平均濃度はそ  

れぞれ8．5ppb及び3．3ppbであり，皮下脂肪中のそれ  

らの平均濃度は2300ppb及び1070ppbであった．ま  

た，患者及び健康者の糞便中へのPCBsの平均排泄量は  

790ng／day及び150ng／dayであった．次に，患者及び健  

康者の血液中PCDFsの平均濃度は，それぞれ，4，3ppt  

及び0．13pptであり，皮下脂肪中のそれらの平均濃度  

は，それぞれ，1500ppt及び54pptであった．また，患  

者及び健康者の糞便中へのPCDFs平均排泄量は1700  

pg／day及び150pg／dayであった．PCBs及びPCDFs  

の一日当たI）の糞便中への排泄量は血液及び皮下脂肪中  

濃度に比例していた．   
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26 福岡県における降水成分の季節変動  大石興  

弘・宇都宮彬・石橋龍吾：福岡県保健環境研究所年報，  

19，69－73，1992．   

福岡県における酸性雨の性状を把握するため，当所屋  

上において，1990年5月から1992年3月までろ過式採  

取器により降水調査を実施した．この2年間の1週間毎  

に採取された降水について，pH及び成分濃度の季節変  

動を明らかにするとともに，この変動要因として，降水  

量，大気中の粒子状物質濃度及びこの粒子状物質の降水  

への取り込み（洗浄比）との関係を検討した．pHは夏  

季に高く，冬季に低い傾向を示し，年平均値は4．6（4．1  

－6．25）であった．pHは降水量の増加に伴い，一定の値  

に収束する傾向を示した．成分濃度は夏季に低く，秋季  

から冬季にかけて高くなる季節変動を示した．成分濃度  

は降水量の増加とともに低くなることから，この季節変  

動は降水量に関係していることがわかった．次に降水の  

硫酸イオン濃度とこれに影響する大気中の粒子状硫酸イ  

オンとの関係（洗浄比）を求めた．大気中の粒子状硫酸  

イオン濃度の季節変化は少なく．また暖候李と寒候季の  

沈着量はほぼ同じであることから，洗浄比は降水量と関  

係しており，降水量の少ない寒候季に大きな値であった．  

27 九州北部におけるSO2の高濃度現象と気象  

大石典弘・今村由★子・宇都宮彬・石橋龍吾：全国公害  

研会誌，18（1），2－7，1993．   

九州北部におけるSO2高濃度現象の実態を把握する  

ため，熊本，長崎，佐賀，福岡，大分各県の1989年4月  

から1990年3月までの環境大気測定局のデータ及び高  

層気象データを検討した．SO2高濃度分布は南北に細長  

く，高濃度地域は長崎県を中心とした九州西部，熊本県，  

福岡県等の中部，大分県を中心とした東部に分類され，  

風向によりその出現地域が異なった．このような高濃度  

出現目は移動性高気圧の後面にあたり，鹿児島吉野及び  

福岡大濠の850hPaの風向はいずれも南寄りであった．  

また，高濃度現象は気温減率（貼0－800hPa，鹿児島）  

が′」、さく，相対湿度（850hPa）が低下している場合に  

見られた．更に，雨水中の水素イオン濃度及び非海塩性  

のSO42‾／NO3‾当量濃度比は南東風で高い値であった．  

以上のことから，九州北部におけるSO2の広域的高濃度  

現象には桜島の噴煙が影響を及ばしており，その影響は  

高気圧後面で大気が安定し，大気の沈降が起こる場合に  

認められ，またその高濃度地域は風向が関係しているこ  

とが明らかになった．   

24 道路近傍の大気環境に及ばす自動車の寄与  濱  

村研吾・下原孝幸・大石典弘・宇都宮彬・石橋龍吾：福  

岡県保健環境研究所年報，1g，64－6乳1992．   

福岡県内の都市近郊で交通量の多い道路近傍の大気環  

境を把握するため，大気汚染測定車による大気汚染質の  

調査とエアロゾルの調査を同時に行い，自動車の寄与に  

ついて検討した結果，1）大気汚染質では特に一酸化窒素  

において自動車の寄与率が各地点平均44－96％と高く，  

その順に自動車の影響を受けていると考えられた．また  

大気汚染質の自動車の寄与率は12時間交通量とほぼ対  

応していた．2）元素状炭素濃度から算出した浮遊粒子状  

物質の自動車の寄与率は8－20％であり，12時間大型  

車交通量とほぼ対応していた．さらに電子顕微鏡写真か  

らディーゼル車排出粒子は粒径1／Jm以下の微小粒子が  

凝集したものであり，道路近傍で採取した環境試料の中  

にディーゼル車排出粒子と思われる微小粒子が存在して  

いることがわかった．   

25 コイの水溶性中書成分としてのシプリノールにつ  

いて  毛利睦美・田中義人・深町和美・堀川和美・高  

橋克巳・稲田義和◆1・安元値●2：日本食品衛生学会誌，  

33（2），133－143，1992．   

鯉中毒原因物質を検索する目的で，まず正常鯉につい  

てマウスの急性毒性を指標として，毒性の有無及び毒性  

物質分布を検討した．特に毒性の高い胆汁については，  

毒性を評価するためにLD5。を求め，最近鯉中毒の原因  

物質の一つとして報告されたcyprinol及び胆汁酸の濃  

度分布を測定した．その結果，鯉胆嚢生食による中毒は，  

胆汁中に常在する水溶性物質であり，コレスタン骨格を  

有するcyprinol及び胆汁酸類によることが明らかに  

なった．さらに，鯉のアライ及び鯉こく等の喫食による  

脂溶性鯉中毒の原因物質は，正常鯉には存在しないこと  

が示唆された．  

・1 福岡県内水面試験場   

・2 東北大学農学部  
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28 乾性降下物の特性と環境に及ぼす影響について  

下原孝♯：PPM，23（7），37－43，1992．   

乾性降下物の発生メカニズム及び物質特性，その発生  

誘因に関する考察，乾性降下物の検出方法と具体事例，  

山岳地域への乾性降下物の影響について総論した．また，  

福岡県における調査結果をもとに，降雨と乾性降下物の  

関係，環境大気中の汚染質成分の高濃度現象と沈着現象，  

沈着成分の酸性度，中和機構について考察した．快晴が  

続いた後の暗から曇の期間，つまり大気中の汚染質濃度  

が減少する期間に，汚染質は地表へ沈着し，環境大気中  

に暴露した銅薄膜も腐食された．腐食は大気中の硫酸イ  

オンよりもむしろ硝酸ガスや硝酸イオンの沈着により引  

き起こされた．銅薄膜の暴露時間を1日毎から半日毎へ  

と短くした場合，腐食は弱まったが，特に硝酸成分の沈  

着が観察された期間では，逆に短時間暴露において腐食  

は顕著に進行した．これらの現象から，大気中の酸性ガ  

ス（硝酸ガス等）は，大気湿度の上昇に伴い微小水滴や  

浮遊粉じんの表面水に溶け込み，その沈着過程あるいは  

沈着後，地上付近のアンモニアガス等により徐々に中和  

されていくメカニズムが考えられた．   

30 土壌中のダイオキシン類の濃度レベル  大崎叫  

彦・枚枝陸産・黒川陽一：環境化学，2（3），523－531，  

1992．   

ダイオキシン頬（ポリ塩化ジベンゾー♪－ジオキシ  

ン：PCDDs及びポリ塩化ジベンゾフラン：PCDFs）に  

よる環境汚染状況を把握するため，土壌中のPCDDsと  

PCDFsの浪度を測定した．分析操作は次のとおりであっ  

た．採取した土壌を室内で風乾後，メタノール・ベンゼ  

ンでソックスレ一拍出を行った．内標準を添加後，抽出  

液は水酸化カリウム溶液で洗浄し，硫酸処理後，硝酸銀  

シリカゲルカラム及び活性炭シリカゲルカラムにより精  

製した．前処理後の濃縮液中のダイオキシン類はキャビ  

ラ））－カラムを装着したGC／MS（SIM）で測定した．  

その結果ダイオキシン類は全検体に検出され，その濃度  

はtotalPCDDsが0．08－22．totalPCDFsが0，02－2．6  

（ng／g，dry）の範困で検出され，前者がかなり高い値で  

あった．土壌中のダイオキシンの同族体では8塩化物がそ  

の大部分を占め，ジベンゾフランでは特に濃度の高い同  

族体は無く，大気中の同族体の構成比と比較的類似して  

いた．土壌中のダイオキシン類の濃度は表土で最大であ  

り，深くなる程i成少していた．また，表土中のダイオキ  

シン類の濃度は表土中の有機物の量と比較的良好な比例  

関係にあった．  

31住宅団地合併浄化槽におけるトリハロメタン生成  

能の実態  永淵♯孝・橙尾 宏・中村又書・永淵 修・  

近藤紘之：福岡県保健環境研究所年報，柑，74－78，  

1992．   

住宅団地合併処理浄化槽の水質調査を行い，処理工程  

水のトリハロメタン生成能（THMFP）特性等につい  

て検討した．調査時における流入沈砂池でのTHMFP  

の最高値は，790JJg／1であり，1日の平均値は354〝g／  

1であった．また，放流水のTHM濃度の変化は，残留塩  

素濃度の変化と対応し，残留塩素濃度が0．05mg／1以下  

では小さいが，1mg／1と十分に存在した場合には74  

JLg／1であった．この値は処理後のTHMFPとほぼ同様  

であることから，公共用水域に排出されるこの施設の放  

流水のTHMFPは約70JLg／lであると推定された．今回  

の調査対象地城での日常生活に伴うTHMFP発生負荷  

量原単位は82mg／人・日であり，合併浄化槽における処  

理後の排出負荷量原単位は10mg／人・目であった．   

29 行橋市における硫辛酸化物汚染の調査  地浦太  

荘：大気汚染学会誌，28（2），114－123，1993．  

1974年4月より1990年3月までの16年間，二酸化鉛  

法による硫黄酸化物の調査を，行橋市内8カ所において  

実施した．その結果，硫黄酸化物濃度は各地点とも調査  

開始以来おおむね低下傾向にあるが，1979年の第2次オ  

イルショック時と1984－85年にかけて若干の増加が認  

められた．なお，近年は地点4を除き0．08mgSO3／d／  

100cが付近で横ばい状態であった．硫黄酸化物濃度と月  

別風向出現頻度との相関を検討した結果，春・夏・秋の  

行橋市の硫黄酸化物濃度は，NNE～ENE，SE～SSE，W  

－NWの3方向の風の影響を受けている事が分かった．  

冬季は，福岡県と山口県の工場地帯及び人口密集地域の  

方向にあたるW－N－Eの風により硫黄酸化物濃度が  

上昇し，行橋市中心部の影響も見られたが，近年は西風  

の影響が特に大きくなっている事が分かった．溶液導電  

率法による二酸化硫黄の測定値と二酸化鉛法による硫黄  

酸化物濃度との相関は，冬季がー＝0．76（n＝47），秋  

季は【＝0．64（n＝44），春季は【＝0．52（n＝46），  

夏季はr＝0．28（n＝44）であった．  
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34 生活排水対策重点地域指虐に係る事前鯛査（平成  

3年鹿）－西郷川流域一  田上四郎・永淵 億・桜木  

建治・永淵 ♯孝・橙尾 宏・平舌場朋暮・南里元木●・  

立木幸久生■：福岡県生活排水対策重点地域指定に係る  

事前調査報告書，p．ト24，1991．   

西郷川水系西郷川の浜田橋ではBODの環境基準が達  

成きれておらず，望ましい水質を保全しているとは言い  

難い．このような水質汚濁の現状に対処するためには，  

生活排水対策を中心とした河Jll浄化の推進が急務となっ  

ている．このような観点から，西郷川の水質調査を行っ  

た．調査の結果，西郷川全体ののBOD排出負荷量は388  

kgであり，そのうち生活系排水は335kgで全体の86．4  

％を，また，畜産系排水は10．3kgで全体の2．7％，産  

業系排水は21．6kgで全体の5．6％、自然系排水は20．9  

kgで全体の5．3％あり，西郷川流域のBOD排出負荷量  

は生活系で大部分が占められていた．このようなことか  

ら，西郷川の河川浄化対策としては雑排水対策を重点的  

に行う必要性が示唆された．  

・  福岡県環境整備局公害課  

35 生活排水対策上点地域偏優に係る事前鯛査（平成  

3年度）一堂両川流域一  永淵 修・田上四郎・桜木  

建治・永淵♯孝・橙尾 宏・平舌場朗－・南里元木◆・立  

木喜久生－：福岡県生活排水対策重点地域指定に係る事  

前調査報告書，p．1－21，1991．   

堂面川水系堂面川の新堂面棒では BODの環境基準が  

達成されておらず，望ましい水質を保全しているとは言  

い難い．このような水質汚濁の現状に対処するためには，  

生活排水対策を中心とした河川浄化の推進が急務となっ  

ている．このような観点から，堂面川の水質調査を行っ  

た．調査の結果，堂面川全体のBOD排出負荷量は1626  

kgであり，そのうち生活系排水は1506kgで全体の92．7  

％を，また，産業系排水は107kgで全体の6．6％，自然  

系排水は11．6kgで全体の0．7％あり，生面川流域の  

BOD排出負荷量は生活系で大部分が占められていた．こ  

のようなことから，堂面川の河川浄化対策としては雑排  

水対策を重点的に行う必要性が示唆された．  

・ 福岡県環境整備局公害課   

32 農薬の水環境におけむ分解に及ぼす物理化学的・  

生物学的因子の影響  北森成治・石黒靖個・大野健治・  

鳥羽峰村・田中義人・近藤鉱之：用水と廃水，3ヰ（6），  

477－484，1992．   

水質汚染の可能性が高いと考えられる塩素系農薬等  

12農薬（ダイアジノン，クロルピリホス，フサライド，  

TPN，ベンチオカーブ，CNP，クロメトキシニル，オキ  

サジアゾン，シマジン，TCTP，ブタクロール，NIP）に  

ついて，それらの分解性について検討した。検討した実  

験条件は，物理化学的条件（pH，光，温度），塩素処理  

過程に伴う分解性（塩素添加）及び微生物分解（生分解  

性試験）である。これらの結果から，フサライドは，い  

ずれの条件でも分解しやすく，また，ダイアジノン及び  

クロルピリホスは，塩素添加に伴い分解は見られるが，  

物理化学的条件及び微生物による分解性は高くない。一  

方，シマジン，TCTP及びブタクロールは，全ての条件  

で分解しにくい結果を示した．   

33 九州北東部河川での水中細菌の有機汚濁指標性  

徳永隆司・大石典弘・馬場♯輝・高田 智：水環境学会  

誌，15（5），327－335，1992．   

河川の水質汚濁を微生物学的な視点から評価するいく  

つかの手法について検討し，次の結果を得た．河川水中  

の従属栄養細菌を高栄養性細菌と低栄養性細菌に分類し  

て計数すると，清澄な地点から汚濁地点になるに従って  

高栄養性細菌数が増加する傾向があった．したがって，  

高栄養性細菌数及び低栄養性細菌数並びに高栄養性細菌  

数に対する低栄養性細菌数の比を併せて考察することに  

より，微生物学的な面からの水域の有機汚濁の評価が可  

能である．その他，細菌フローラ及びLAS資化性菌な  

どについても検討を行った．  
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36 よ薬残留対策調査（ゴルフ場使用農薬に休も調査）  

大野健治・石黒靖尚・中川礼子・鳥羽峰樹・田中♯人・  

近藤紘之：平成3年度環境庁委託業務結果報告書 農薬  

残留対策調査（ゴルフ場使用農薬に係る調査），p．ト  

44，1992．   

ゴルフ場で使用される農薬の周辺環境への影響を把握  

し流出機構を解明するための基礎資料を得るため，調整  

池の形態が異なる2ゴルフ場を対象に，調整池及び排水  

が流入する河川で水質調査を実施した．その結果，調査  

対象とした6種類の農薬のうち，除草剤のシマジン及び  

プロビザミドは，散布後のまとまった降雨により長期間  

にわたり流出する傾向がみられたが，殺虫剤のダイアジ  

ノン及び殺菌剤のトルクロホスノテルは， 

雨により短期間でほとんど流出する傾向が認められた．  

また，調整池からの排水の農薬濃度は，各調整池の集水  

域での農薬散布量（芝地面積に比例）と調整池の貯水容  

量に関係することが明らかになった．各農薬の猟出率は  

大きなもので1％前後とかなり′トさい値であったが，単  

独に存在する調整池のほうが，連続する調整池より流出  

率は高い傾向が認められた．いずれのゴルフ場でも調整  

池からの排水では，各農薬とも環境庁が定めた指導指針  

値を超えたものはなかった．  

37 公共用水域におけ引粗放系使用化学物井の動態及  

び安全性等に関する研究  常磐 寛・近藤紘之・石黒  

靖尚・中ノーl礼子・大野健治・鳥羽峰樹・田中♯人：平成  

3年度環境保全成果集（Ⅰ），12－1－12－30，1992．   

太陽光による水中での2，4，6－トリクロロフユニル  

ー4，－ニトロフユニルエーテル（CNP）の分解は，半減  

期が約6日であり，26日後の残存率は10％以下であっ  

た．この時のCNPの分解生成物は2，4，6－トリクロ  

ロフェノール，4－ニトロフェノールであることが明らか  

となった．しかし，これらの分解生成物の生成率がそれ  

ぞれ36％，47％と低いことから，二次，三次分解の存  

在が示唆された．また，ジフェニルエーテル系の農薬が  

環境中で容易に還元されてアミノ体に変化することから，  

いくつかのジフェニルエーテル系の農薬のアミノ体につ  

いて，YG株を使用して変異原性を測定したところ，農薬  

そのものには変異原性が認められなくても，そのアミノ  

体に変異原性が認められるものがあった．   

38 生活騒音と住宅  生活騒音対策モデル事♯  

木本行址：公衆衛生，56（5），330－334，1992．   

生活騒音対策モデル事業の一環として，一戸建住宅団  

地（全世帯数697戸，回収率72．3％）と集合住宅団地  

（全世帯数273戸，回収率50．9％）を対象に生活騒音  

に関する住民意識調査を行った．その結果，生活騒音で  

迷惑を受けたことが「ある」と回答した人の割合は一戸  

建住宅で50．8％，集合住宅では74．1％であった。その  

迷惑音源として最も多かったのは，山戸建住宅では「犬  

等のペットの鳴き声」31．0％，集合住宅では「テレビ，  

ステレオ等の音」20．4％であった．迷惑を受けたときの  

対応については，両団地とも約80％の人が「何もしな  

かった」と回答している．また，「自宅から出している  

音で他人に迷惑をかけていると思う音がありますか」と  

いう問いに対しては，一戸建住宅では49．6％，集合住宅  

では76．3％の人が「ある」と回答している．その音源と  

しては，一戸建住宅では「犬等のペットの鳴き声」24．3  

％，集合住宅では「室内，廊下，階段での足音」27．6％  

が最も多かった．生活騒音問題の解決策についての回答  

結果は両団地ともほとんど同じで，「多少のことはお互  

い様だから我慢すべき」が約40％で最も多かった．   

39 石綿の簡易測定法開発Il査  櫻井利彦・新谷俊  

ニ・木本行雄・小河手：平成4年度環境庁委託業務報告  

書，p．1」29，1993．   

石綿製品等製造工場から排出される石綿については，  

これによる大気汚染を防止するために，平成元年度に大  

気汚染防止法が→部改正された．しかし，石綿の大気中  

濃度の標準的な測定法である光学顕微鏡を用いる測定法  

は操作が煩雑でかつ熟練を要する方法であることから，  

これと同程度の精度を有しながら，操作が簡便な石綿の  

簡易測定法が早期に導入されることが望まれている．本  

調査においては，石綿の簡易測定法として，繊維状エア  

ロゾルモニタM（FAM－1及びFAM－7400）法につい  

て，ジンバブェ産のクリソタイルを用いた校正を加え，  

その実用性を検討した．その結果，FAM－1及びFAM  

－7400法とPCM法との関係は，良好な相関関係（各相  

関係数は，r＝0．971，n＝9及びー＝0，971，n＝8）に  

あった．なお，環境庁においては，他県の調査結果とと  

もに総合的解析を行う予定である．   
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42 大型底生動物による河川生態系評価手法の確立に  

関する研究  山崎正敏・杉 奉唱・緒方 健・高田  

智・野崎隆夫◆・石綿進一●・北野肇－●●・藤沢明子＝・  

小坂 志＝・小川 剛†：平成3年度環境保全成果集  

（ⅠⅠ），84－1－84－10，1992．   

EnvironmentalResearchinJapan，1991，190－192，  

1992．   

平成元年度から3年度まで，必ずしも生物学の専門家  

でなくとも実施可能な大型底生動物による河川生態系評  

価手法の実用化の可能性を検討した．すなわち，大型底  

生動物の採集はDフレームネットを用いキック・スイー  

プ0法で1分間採取を行う．採集生物は2mm以上のものを  

対象とし，料のレベルまで同定し，個体数は考慮しない．  

評価は．3年間の調査データを基に，実際をよく反映し  

ていると思われる河川水質理化学的測定値と各科の分布  

状況との関連のみから各科にスコアを設定し，このスコ  

アから評価値（ASPT値）を算出した．その結果，評価  

値とPI値との間には高い相関がみられ，科レベルのス  

コアによる河川水質の評価の実用性が示唆された．  

・  神奈111県環境科学センター   

・・ 石川県衛生公害研究所   

†  兵庫県立公害研究所  

43 福岡県下の河川における大型底生動物相  緒方  

健・山崎正敏・杉 奉唱：福岡県保健環境研究所年報，  

1g，90－96，1992．   

福岡県下の那珂川，矢吾即Il，祓川について1991年4月  

に行った大型底生動物相調査について報告した．ASPT  

値による河川環境評価では，いずれの河川でも上流域か  

ら下流域に向かって悪化していた．3河川の下流域を比  

較すると祓川が比較的良好であった．次いで矢吉田Il，那  

珂川の順であった．下流域での悪化の原因としては生活  

排水の影響が示唆されるが，その他の要因との関係も明  

らかにしていく必要がある．水生生物は分類学的にも整  

理されていない種，未記載種も多いが，下流域にのみ生  

息している種で分類学的に明らかになっていない種もあ  

り，河川下流域の環境の保全と，詳細な調査が望まれる．   

40 蛇紋岩地域における環境大気中の石綿濃度につい  

て  櫻井利彦・田上四郎・中村文書・北森戚治・高尾  

★－：福岡県保健環境研究所年報，1g，79－84，1992．   

蛇紋岩の風化及び採石に伴う石綿の一般環境への影響  

を調べるために，採石場が存在する蛇紋岩地域及び対照  

地域として，比較的清浄な農業地域を選び，石綿の環境  

大気濃度を1981年から継続的に測定した．その結果，蛇  

紋岩地域の石綿濃度は，夏期においては，1983年を除  

き，緩やかな上昇傾向にあり，冬期においては，1987年  

から1991年にかけて，上昇傾向にあることが分かった．  

一方，農業地域では，両期とも低濃度レベルで推移して  

いると考えられた．ここで，両地域の石綿濃度を各期毎  

に幾何平均して比較すると蛇紋岩地域は農業地域に比べ，  

夏期で約2．5倍，冬期で約1．8倍及び全期間で約2．2倍  

高い値を示した．次に，蛇紋岩地域において風向と石綿  

濃度の関係をみると，測定点からみて採石場寄りの風が  

吹く場合には幾分石綿濃度が上昇する傾向にあった．ま  

た，浮遊粉じん濃度と石綿濃度を比較すると，必ずしも  

浮遊粉じん濃度が高い時に石綿濃度が上昇するわけでな  

いことから，石綿濃度の上昇に寄与する因子と浮遊粉じ  

ん濃度の上昇に寄与する因子が異なることが考えられた．   

41分析t子顕微鏡によるアスベスト繊維の定量分析  

におけるX線の吸収効果  高尾★－・櫻井利彦・中村  

文書：日本化学会誌，12，1470－1478，1992．   

通過型分析電子顕微鏡を使用してアスベスト繊維の化  

学組成分析に適用した場合のCliff－Lorimer法のⅩ線  

の吸収効果について検討した．繊維の電子線に対する安  

定性は，幅の細い繊維より幅の太い繊維で良好であった  

が，幅の細い繊維の中には分析時間が長くなると熟損傷  

を受けるものがみられた。繊維幅と構成元素のSiに対す  

るⅩ線強度比は直線関係（クリソタイルのMgでは繊  

維幅0．2JJm以上に限られる）になー），回帰式の傾きの  

大きさから吸収効果の程度がわかった。繊維幅とⅩ線強  

度比の回帰式からⅩ線強度比の吸収による補正値を算  

出できた。アンソフィライトやタロシドライトのように，  

質量吸収係数の小さなFeを多く含有し，吸収補正率が  

高い場合，繊維幅とFeあるいはNaのⅩ線強度比の回  

帰式の傾きは大きくなった。アンソフィライトのFe及  

びタロシドライトのNaのⅩ線強度比はそれぞれ繊維  

幅0．3〝m及び0．4JJmで10％の吸収補正を必要とし  

た。吸収補止係数並びに繊維幅の回帰式及び吸収補正系  

数の通用範囲から膜厚は繊維幅よー）小さいことがわかっ  

た。  
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44 宝満山（福岡県）モミ自然林の衰退に閲す引綱査  

須田隆一・宇都宮彬・大石輿弘・濱村研吾・石橋龍吾・  

杉 奉唱・山崎正敏・緒方 健・溝口次夫■・清水美幸●●：  

環境と測定技術，用（5），49－58，1992．   

宝満山モミ林に関する1990年の調査研究（植生の現  

状調査，モミの生育に影響を与える環境要因としての降  

雨，土壌，オゾン及び生息昆虫調査）の概要をまとめた．  

モミの枯姐は，宝満山山頂近辺で多く，地点により枯損  

の程度に違いが見られた．モミ林内では，降雨は林外よ  

り酸性化しており成分・濃度も高いこと，土壌も酸性化し  

ていることが明らかになった．しかし，降雨や土壌の酸  

性化は調査地点間で大きな違いが認められなかった．ま  

た，昆虫類の直接的食害がモミの枯軌こ関与している可  

能性は低いことが考えられた．宝満山のモミ枯損の原因  

を検討するためには，さらに詳細な調査研究が必要であ  

る．  

・  国立公衆衛生院   

・・ 国立環境研究所  

45 稽岡県の山地部5地域における森林枯楓状況  

須田隆一・笹尾敦子・杉 奉唱・暮江伸也■・橙木孝史●・  

小路清勝●：福岡県保健環境研究所年報，lg，85－89，  

1992．   

福岡県の山地部5地域一釈迦ヶ岳（矢部村），屏山（  

甘木市），福智山（北九州市小倉南区），高良山（久留米  

市），脊振山（福岡市早良区）一において，樹木衰退度，  

植生，土壌pH等を調査した．その結果，いずれの調査地  

点においても衰退度3または3に評価きれた樹木は  

15％以下であり，顕著な森林枯規は見られなかった．各  

調査地点の表層土壌のpHは，最高で4．7，最低で3．8で  

あり，平均衰退度との相関は認められなかった．また，  

各調査地点における出現種数や種多様度指数との相関も  

認められなかった．森林樹木の枯損や衰退の原因が特定  

できない理由として森林の健康状態に関しての長期間に  

わたる情報が不足していることが指摘されており，今後  

も継続的な調査を実施し，森林の経時的変化状況を把握  

することが必要である．  

・ 福岡県保健環境部環境整備局公害課   

46 宝満山（福岡県）におけるモミ枯楓の現状  須  

田隆一・杉 奉唱・宇都宮彬・大石輿弘・濱村研書：資  

源環境対策，28，1344－1348，1992．   

宝満山から三郡山の20地点でモミ枯損状況を調査し  

た．その結果，宝満山モミ林の枯損は，宝満山山頂近辺  

で多く，地点により枯損の程度に違いが見られた．また，  

降雨及び土壌調査の結果，モミ林内では，降雨は林外よ  

り酸性化しており成分濃度も高いこと，土壌も酸性化し  

ていることが明らかになった．しかし，降雨や土壌の酸  

性化の程度は調査地点間で大きな違いが認められず，地  

点によるモミ枯損状況の差異は，降雨や土壌の酸性化だ  

けでは説明できなかった．宝満山のモミ枯損の要因とし  

ては，降雨や土壌の酸性化のほか，植物間の競争関係や  

気象などについても検討する必要がある．欧米にみられ  

る森林衰退の原因としては，種々の説が提出されている  

段階である．森林の健康状態に関する長期間にわたる情  

報が不足していることが，森林衰退に対して異なる見解  

が出される一因となっている．したがって，今後も，宝  

満山において長期的な継続調査を行い，監視を続けてい  

くことが重要である．   
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8 生活騒音に関する住民意徹鯛値一集合住宅団地の  

場合一   木本行杜・八ヰ正幹・小野秀人●・藤本信治書  

坂本 靖●：第39回福岡県公衆衛生学会，福岡市，平成4  

年5月25日  

・ 福岡県環境整備局公害課   

学会・研究会等発表  

1 福岡県における百日咳菌の検索及び血清型別及び  

薬剤感受性について  堀川和美・石橋哲也・世良暢之・  

村上光一・小河 手・岡田平司●・植田浩司●：第66回日  

本感染症学会総会，東京都，平成4年4月16日  

・ 九州大学医学部小児科   

9 Dフレームネットを用いた大型底生動物による河  

川生態系影響評価について  緒方 健・山崎正敏・杉  

奉唱：第39回福岡県公衆衛生学全，福岡市，平成4年5  

月25日  

2 p40tax抗体の有無とHTLV－1抗原発現率との関  

連について  平田美樹●・中島孝哉●・野口品数●・林  

純●・柏木征三郎書・千々和勝己・甲斐麻美子・沢田高志●■：  

第66回日本感染症学会総会，東京都，平成4年4月16日  

・  九州大学医学部   

・・ エーザイ筑波研究所   

10 STD什報の問題点  稽吉成典：衛生微生物技  

術協議会第13回研究会，宮崎市，平成4年7月9日  

3 農薬の分解性及び変異原性  近藤紘之・石黒靖  

尚・大野健治・鳥羽峰樹・田中♯人・北森成治：第43回  

全国水道研究発表会，広島市，平成4年5月14日   

11Comparison of concentrations of PCDDs，  

PCDFs and CopLanarPCBsin breast milkof Yusho  

Patients and norma（controIs Takahiko Mat－  

SUeda，TakaoJida，HironoriHirakawa，KazumiF－u－  

kamachi，HiroshiTokiwaandJyunyaNagayama＋：12  

thInternationalSymposium onDioxinsand Related  

Compounds，University of Tampere，Tanpere，Fin－  

1and，August25．1992．   

油症患者及び健常者の母乳中のPCDDs，PCDFs及  

びコプラナーPCBs濃度の比較  

・  SchoolofHealthSciences，KyushuUniversity  

4 人口動態統計からみた福岡県における高齢者死亡  

の実態  片岡恭一郎・今村由★子・田島静・篠原志郎：  

第39回福岡県公衆衛生学会，福岡市，平成4年5月25日   

5 福岡県におけるエコーウイルス9，30型の流行と  

小児の中和抗体保有状況  梶原淳睦・福吉成典：第39  

回福岡県公衆衛生学会，福岡市，平成4年5月25日   

12 Concentrations and distribution of PCDDs，  

PCDFsand CopJanarPCBsinvarioushumantissues  

HironoriHirakawa，Takaolida，TakahikoMatsueda，  

HiroshiTokiwa，TakeakiNagata＋ and Junya  

Nagayama＋＋：12thInternationalSymposium on  
Dioxins and Related Compounds，University of  

Tampere，  

Tampere，Finland，August，24－28，1992．   

ヒト臓器におけちダイオキシン，ダイベンゾフラン及  

びコプラナーPCBs言■度と分布  

・ Facu】tyofMedicine，Kyushu University  

・・ SchoolofHea】thSciences．KyushuUniversity   

6 通路沿道の大気環境について  濱村研吾・下原  

孝章・大石典弘・宇都宮彬・石橋龍吾・王江伸也◆：第39  

回福岡県公衆衛生学仝，福岡市，平成4年5月25日  

・ 福岡県環境整備局公害課   

7 生活雑排水対策に対する住民の意級  桜木建  

治・松尾 宏・永淵 修・田上四郎・永淵義孝・平吉囁  

朗●・南里元木●・立木幸久夫●：第39回福岡県公衆衛生学  

全，福岡市，平成4年5月25日  

・ 福岡県環境整備局公害課  
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13 Clinicaltraialsofcholestyramineandacombi－  

nation of rice bran fiver and cholestyramine for  

PrOmOtion of fecaIexcretion of retained Polych10r－  

inated DibenzofuransinYusho patients  

Takaolida′HironoriHirakawa′TakahikoMatsueda′  

kazumiFukamachi′ HiroshiTokiwa′ HiroshiTsuji●  

and YoshiakiHori．：12thInternationalSymposium  

On Dioxins and Related Compounds，University of  

Tampere，Tampere，Finland，August，24L28，1992．   

油症息者における米ぬか繊維とコレスチラミンの併用  

投与によるダイペンゾフランの糞便中へ排泄促進の眈み  

・  FacultyofMedicine，Kyushu University  

19 衛星リモートセンシングによる環境モニタリング  

一線被率について一  大久保彰人・安岡善文●・東公  

一＝：平成4年度日本リモートセンシング研究会地域セ  

ミナー，福岡市，平成4年11月6日．  

・ 環境庁国立環堵研究所   

・・ 福岡県環境整備局環境保全課   

20 人肺中に含まれる変異・がん原物質の同定  世  

良暢之・堀川和美・常盤 克・中島明雄＝中西洋一＝・  

重松信喝＝：日本環境変異原学会第21回大会，札幌市，  

平成4年11月11日  

・  下関済生全病院   

・・ 九州大学医学部胸部疾患研究施設   

・・・福岡県結核予防会   14 肺がん摘出肺に沈潜す計変異・がん原物質と環境  

要困  堀川和美・常盤 克・世良暢之・中西洋一●・王  

栓借昭＝：第51回日本癌学会総会，大阪府吹田市，平成  

4年10月1日  

・ 九州大学医学部胸部疾患研究施設  

・・ 福岡県結核予防会  

21九州地方の非細菌性食中毒様事例について  大  

津隆一・石橋哲也・常盤 寛・帆足書久雄●・大友信也－・  

山本正吾＝・川畑紀彦†・甘木知借¶・仮屋園弘志¶・堀 悌  

＝††：第18回九州衛生公害技術協議会，宮崎市，平成4年  

11月12日  

・  大分県衛生環境研究センター   

事・ 常時県衛生研究所   

†  福岡市立こども病院感染症センター   

†† 北九州市立環境衛生研究所   

15 よ薬の塩素処理によるクロ＝ロホルム生成と分解特  

性について  中川礼子・近藤紘之：第58回九州仙口薬  

学会，山口市，平成3年10月3日  

16 九州山岳地帯の樹氷に含まれる酸性物質の起源  

永淵 條・須田隆一・田上四郎・石橋哲也・村上光一・  

下原孝♯：1992年度日本地球化学会，東京都，平成4年  

10月3日  

22 化学発がん物質に対する生薬の抗変異原性作用  

堀川和美・毛利隆美・田中♯人・世良暢之・常磐 寛：  

日本環境変異原学会第21回大会，札幌市，平成4年11月  

12日   

17 大気降下物による汚濁負荷tとモの変動特性  

松尾 宏・桜木建治・永淵 修・田上四郎・永淵♯孝：  

日本陸水学会第57回大会，別府市，平成4年10月15日  

23 ベンゾ（a）ビレンのニトロ誘導体の変異原性及び  

環境中濃度  世良暢之・堀川和美・常盤 寛・相原  

潔●・宮田直樹●：日本環境変異原学会第21回大会，札幌  

市，平成4年11月13日  

・  国立衛生試験所   18 道路沿道の大気環壌について  濱村研吾・宇都  

宮彬：第51回日本公衆衛生学会総会，東京都，平成4年  

10月23日  

24 湖沼水中のMicrocystin濃度とその性状  田  

中♯人・竹中王幸・松尾 宏・笹尾敦子・北森成治・常  

盤 寛：日本環境変異原学会第21回大会，札幌市，平成  

4年11月13日   
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33 河川環境から分離した自己凝集性細菌の増穂と凝  

集体形成  馬場♯輝・徳永隆司・大津隆一・高田 智：  

日本水処理生物学会第29回大会，仙台市，平成4年11月  

26日   

25 水田におけるメタンフラックス及び環境濃度  

大石典弘・濱村研吾・宇都宮彬：第18回九州衛生公害技  

術協議会，宮崎市，平成4年11月13日   

26 よ地を集水域とする溜池の書架圭化と酸性化現象  

松尾 宏・菅尾敦子：第18固九州衛生公害技術協議会，  

宮崎市，平成4年11月13日   

34 生薬由来杭州∨活性物質の検索  甲斐麻美子・  

千々和勝己・毛利隆美・福吉成典：第62回日本感染症学  

会西日本地方総会，佐賀市，平成4年11月27日   

27 鉱物性油による地下水汚染  鳥羽峰樹・石黒璃  

尚・近藤紘之：第18回九州衛生公害技術協議会，宮崎市，  

平成4年11月13日   

35 データベースを用いた院内感染対策（第2報）－イ  

ンフルエンザの集団発生一  清水満子■・中島孝哉●・  

平田美樹●・林  純書・柏木征三郎－・山寮 溢＝・池松  

秀之＝・杉 謙一書書・原  寛＝・千々和勝己・相吉成  

典・梶原淳睦・石橋哲也：第62回日本感染症学会西日本  

地方紙全，佐賀市，平成4年11月27日  

・  九州l大学医学部   

・・ 牧土井病院   

28 水生生物調査における調査時期の問題について  

緒方 健・山崎正敏・杉 奉昭：第18回九州衛生公害技  

術協議会，宮崎市，平成4年11月13日   

29 河川水中の尿素分解菌の分布  徳永隆司・小河  

章・馬場義輝・高田 智：日本微生物生態学会第8回大  

会，東京都，平成4年11月14日   

36 テトラタロロエチレンの微生物分解  徳永隆  

司・永淵義孝・田上四郎・世良暢之・北森成治・常磐 寛：  

第19国環境保全・公害防止研究発表会，福岡市，平成4  

年11月27日   

30 急性胃腸炎患者の集団発生における病因に関する  

研究  大津隆一・石橋哲也・常盤 寛・大友倍也書・天  

児和暢＝：日本細菌学合九州支部総合，鹿児島市，平成  

4年11月16日  

・  大分県衛生環境研究センター   

・・ 九州人学医学部   

37 浮遊粒子状物質の高濃度要因の解析  岩本真  

二：第33回大気汚染学会，大阪市，平成4年12月1日   

38 ジニトロベンゾ（a）ビレンのニトロ誘導体の変異  

原性及び環境中濃度  世良暢之・堀川和美・常磐 寛：  

第33回大気汚染学会，大阪市，平成4年12月1日   31テトラタロロエチレンの変異原性  村上光一・  

堀川和美・世良博之・松枝隆彦・常磐寛：第19国環境保  

全∵公害防止研究発表会，福岡市，平成4年11月26日   

39 行橋市における降下ばいじん爛査  池浦太荘：  

第33回大気汚染学会，大阪市，平成4年12月1日   

32 宝満山におけるモミ，アカガシ，ブナの林内雨，  

樹幹流の性状比較  大石典弘・宇都宮彬・須田隆一・  

濱村研吾：第19回環境保全・公害防止研究発表会，福岡  

市，平成4年11月26日  

40 人肺中に含まれる変異・がん原物賃の同定  常  

盤 寛・世良暢之・堀川和美：第33回大気汚染学会，大  

阪市，平成4年12月2日   
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41酸性降下物の動態と沈糖評価（Ⅰ）一薄膜法によ  

る火山噴出成分の沈譜評価一  下原孝章・大石興弘・  

右田 譲●・宝来俊一●：第33回大気汚染学会，大阪市，  

平成4年12月3日  

・ 鹿児島県環境センター   

47 The presence of mutagen and carcinogen in 

lung specimens with carcinoma HiroshiTokiwa，  

NobuyukiSeraandYouichiNakanisi．：The6thInter－  

nationalConference on EnvironmentalMutagens，  

Melbourne（Australia），February22．1993．   

肺がん息者の組織中に存在する変異・がん原物賃の走  

1  

・  九州大学医学部胸部疾患研究施設   42 酸性降下物の動態と沈潜僻価（ⅠⅠ）一火山起源の  

物干の動態と金属腐食一  宝来俊一●・西原充★●・十  

成隆志－・右田 譲－・大石典弘・下原孝♯：第33回大気  

汚染学会，大阪市，平成4年12月3日  

・ 鹿児島県環境センター   

48 lnhibition of mutagenicity and carcino 

－genicity by extracts of Chinese medicalherbs  

KazumiHorikawa，TakamiMohri，Yoshito Tanaka  

and HiroshiTokiwa：The6thInternationalConfer－  

ence onEnvironmentalMutagens，Melbourne（Aus，  

tralia），February22，1993．   

生薬抽出物の変異原性及びがん康性抑制   

43 福岡≠における放射能調査  楢崎幸範・森田邦  

正・竹中暮幸・深町和美・木本行雄・櫻井利彦・小河 ♯：  

第34回環境放射能調査研究成果発表会，千葉市，平成4  

年12月9日   

49 蛍光光度法によも大気中オゾン濃度測定法の開発  

と簡易捕集器への応用  池浦太荘：第2回日本オゾン  

協会年次研究講演会，京都市，平成5年3月10日   

44 ネライストキシンの分析法  松枝隆彦・高田  

智・中村文書・■川陽一・久丁啓次・深町和美：第10回  

環境科学セミナー，所沢市，平成5年2月3日   

50 湖沼底質中のダイオキシン頬及びコプラナー  

PCB  大崎璃彦・松枝陸産・大野健治：第27回日本水  

環境学会年会，静岡市，平成5年3月17日   

45 汚染土壌から分離したテトラタロロエチレン分解  

菌の性状  永淵♯孝・徳永隆司・田上四郎・世良暢之・  

北森成治・常磐 兎：産業公害連合部会第27回公害シン  

ポジウム，東京都，平成5年2月18日   

51河川環境からの自己凝集能を有する偲栄♯細菌の  

分離  馬場♯堰・徳永隆司・小河 幸・高田 智：第  

27回日本水環境学会年会，静岡市，平成5年3月17日   46 Detection of microcystinsinlake water and  

their properties． ShigeyukiTakenaka．Yoshito  

Tanaka．HiroshiMatsuo and HiroshiTokiwa：The  

6th International Conference on Environmental  

Mutagens，Melbourne（Australia），February21，  

1993．   

湖水中のマイクロシステンの検出及びその性状につい  

て  

52 トリタロロエチレン等の超音波による分解  石  

黒鞘個・大野健治・鳥羽峰村・永瀬 誠・近藤紘之：第  

27回日本水環境学会年会，静岡市，平成5年3月17日   

53 九州山岳地帯の渓流水の化学的性質  永淵  

偉・石橋哲也・田上四郎・高田 智・須田隆一：第27回  

日本水環境学会年会，静岡市，平成5年3月18日   
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第1g回環境保全・公害防止研究発表会概要   

1会  期二平成4年11月26日（木）－27日（金）  

2 会  場：福岡リーセントホテル（福岡市東区箱崎）  

3 一般発表：11月26日 13二00－17：30，11月27［］   

9：00－12：00  

地方公害研究所職員により，大気関係16題，水質関   

係31題及びその他8題，計55題の研究発表があった．  

4 特別講演：11月27［］13：0014：00  

（∋ 「地球規模大気環境の科学一地球温暖化，オゾン  

購破壊，酸性雨－」溝口次夫（厚生省国立公衆衛生  

院地域環境衛生部長）   

②「環境水域の変異原件試験につ 

（岡山大学薬学部教授・日本環境変異原学会会長）  

5 シンポジウム：11月27日 14：50－16：50  

テーマ：低沸点欄‾機塩素化合物による地下水汚染の   

現状と対策  

座長：中杉修身（国立環境研究所地域環境研究グ   

ループ有害廃棄物対策研究チーム総合研究官）   

① 「地下水汚染の実態」森田弘昭（環境庁水質保全  

局水質管理課課長補佐）  

（診 「有機塩素化合物による地下水汚染とその浄化対  

策」田島幸治（熊本市保健衛生研究所）   

③ 「水酸アパタイトを用いたガス状トリクロロエチ  

レン等の接触分解」西川治光（岐阜県公害研究所）   

④ 「テトラクロロエチレンの微生物分解」徳永隆司  

（福岡県保健環境研究所）  

（9 「テトラクロロエチレンの分解反応モデルを用い  

た地下水汚染の解析l二宮勝幸（横浜市環境科学研  

究所）  

6 参加者数：国の研究機関等から5機関9名，県及び   

市の研究機関等から91機関282名，大学及びその他か   

ら29機関56名，計347名の参加があった．   

54 汚染土壌から分離した高濃度テトラクロロエチレ  

ンの分解菌  田上四郎・徳永隆司・永淵義孝・世良暢  

之・北森成治・常盤 寛：第27回日本水環境学会年会，  

静岡市，平成5年3月19日   

55 河川における洗剤汚染の過去・現在 吉武家書  

成♯1・天野耕二♯2・荻野春夫書3・五井邦宏刃・桜木建治・  

高田秀圭♯5：第27回日本水環境学会，静岡市，平成5年3  

月19日  

・1 兵庫県立公害研究所   

・2 国立環境研究所   

・3 岡仙県環境保健センター   

・4 埼玉県公害センタ【   

・5 東京農ニ「大学農学部   

56 生薬の杭州V活性及び変異原性について  

毛利隆美・甲斐麻美子・堀川和美・千々和勝己・田  

中義人：日本薬学会第133年会，人阪府，平成5年3月29  

日   

57 鉄（111）イオンによる肝発がんプロモーター，  

microcystinの分解  竹中玉章・田中義人・常盤 寛：  

日本薬学会第113年会，大阪市，平成5年3月31日   

58 高濃度テトラクロロエチレン分解菌について  

世良暢之・徳永隆司・永淵義孝・田上四郎．北森成治・  

常盤 寛：日本農芸化学会1993年度大会，仙台市，平成  

5年4月1日  
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第176回（平成4年10月30日）  

1）福岡県における悪臭苦情の実態について  

大気課 柳川正男  

2）海外研修報告一簡易測定法の開発・利用状況につ  

いて一  

大気課 池浦太荘  

第177回（平成4年11月6日）  

1）水田におけるメタンフラックス及び環境濃度  

大気課 大石輿弘  

2）鉱物性油による地下水汚染  

廃棄物課 鳥羽峰樹  

3）水生生物調査における調査時期の問題について  

環境生物課 緒方 健  

4）九州地方の非細菌性中毒様事例について  

病理細菌課 大津隆一  

第178回（平成4年12月22日）  

1）水道水質基準改正と今後の展望  

水質課 松尾 宏  

2）地下水の有機塩素化合物の処理  

水質課 徳永隆司  

第179回（平成5年1月27日）  

1）産業廃棄物対策について  

環境整備局整備課 山崎正之  

2）最終処分場の現状と問題点  
廃棄物課 永瀬 誠  

第180回（平成5年2月25日）  

1）生活騒音について  

環境理学課 木本行雄  

第181回（平成5年3月30日）  

1）衛生試験所，衛生公害センター，保健環境研究所  

をふりかえって  

所長 常盤 寛   

集  談   

平成4年度q】に実施した当研究所集談合は，次のとお  

りである．  

第172回（平成4年4月30日）  

1）コンピュータシステムの更新について  

情報管理課 篠原志郎   

2）福岡県の高齢者死亡状況  

情報管理課 片岡恭一郎   

3）福岡県環境データバンクシステムとリモートセン  

シング  情報管理課 大久保彰人  

第173回（平成4年5月21日）  

1）福岡県におけるエコーウイルス 9，30型の流行と  

小児の中和抗体保有  

ウイルス課 梶原淳睦   

2）人口動態統計からみた福岡県における高齢者死亡  

の実態  

情報管理課 片岡恭一郎   

3）道路沿道の大気環境について  

生活化学課 濱村研吾   

4）生活雉排水対策に対する住民の意識  

水質課 桜木建治   

5）生活騒音に関する住民意識調査 一葉合住宅団地  

の場合一  

環境理学課 木本行雄   

6）Dフレームネットを用いた大型底生動物による河  

川生態系評価について  

環境生物課 緒方 健  

第174回（平成4年6月26日）  

1）ダイオキシン類の人体摂取量とリスク評価  

計測技術課 松枝隆彦   

2）ダイオキシン顆の発生と大気中での動き  

計測技術課 黒川陽一   

3）ダイオキシン顆の生分解  

計測技術課 高田 智  

第175回（平成4年9月21日）  

1）Exposure measurement and pharmacokinetics  

of PCDDs／PCDFs Co－PCBsin humans from  

the rice oilpoisonings of Yusho（Japan）and  

Yu－Chang（Taiwan）  

Health and Welfare Canada  

JohnJakeRyan，PhD  



講   師   派   遣  

会  名  主  催  場 所  職   名  

H．4．4．24  

H．4．5．7  

H．4．6．3  

／／  

H．4．6．25  

／／  

H．4．7．1  
／／  

H．4．7．2  

食品マニュ アル作成会議  

化 学 物 質 調 香 検 討 会  

水  辺  教  室  
／／  

J．1  

／／  

／／  

／／  

／／  

／／  

衛生微生物技術協議会第13回研究会  

保健所等勤務医師保健環境行政研修  

／／  

そ族・昆虫担当者技術研修会  

水  辺  教  

／／  

厚生大臣指定建築物環境衛生管理技術者講習会  

／／  

／／  

／／  

／／  

／／  

／／  

／／  

／／  

水  辺  教  室  

／／  

／／  

／／  

／／  
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松
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木
下
杉
緒
 
 

田  川  保  健  所 田 川 巾 研 究 月  

環境庁 企画 調 繋局 東京都 専門研究員  

保健 環 境部 公 害 課 久留米市 専門研究員   

J／   主 任 技 師  

築城町 専門研究貝   

／／  主 任 技 師  

福間町 専門研究員   

／／  主 任 技 師  

那珂川町 専門研究員   

／／  主 任 技 師  

H．4．7．9  

H．4．7．14  

J／  

H．4．7．17  

H．4．7．17  

衛生微生物技術協議会 宮崎市 主 任 技 師  

保健環境部衛生総務課 福岡‾l打 保健科学部長  
′′  ′′  環境科学部長  

保健環境部繁備 課 太宰府市 環境生物課長  

保＝健環 境部 公 害 課 豊前市 専門研究員  
／J  ／／  主 任 技 師  

00ビル管理教育センター 福岡市 水 質 課 長  H．4．7．30  
／／  

／／  専門研究員  

／／  ／／   

／／ ／／   

／／   研究企画課長   

／／  大 気 課 長   

／／  専門研究員  

／／  ／／   

／／   研 究 員  

広川 町 専門研究員   

／／  主 任 技 師  

那珂川町  ／／  

／／  

／／  

／／  

／／  

／／  

／／  

／／  

／／  

保健環境部公害課  

／／  

／J  

／／  

／／  

H．4．8．3  
†／  

H．4．8．6  

H．4．8．11  

H．4．8．21  宗像市 専門研究員 彬   

′／   主 任 技 師 緒方  

昭
健
治
 
 

泰
 
 
建
 
 

H．4．8．27  生活排水対策に係る講習会  

H．4．8．28  ／／  

rL 4．9．3  保 健 環 境 部 部 局 研 修   
／／  ま ほ ろ ば大学教育 講座  

H．4．9．9  水  辺  教  
／／ ／／  

H．4．9．14  ／／  

／／  ／／  

H．4．9．16  ／／  

／／ ／／  

H．4．10．13  国際集団研修「大気汚染源モニタリング実習コース」  

H．4．10．22  厚生大臣指定統括管理者講習会  

H．4．10．26  ′ト 波 瀬 婦 人 学 級  

H．4．10．28  厚生大臣指定技術管理者受講資格指定講習会  

～H．5．2．3  

エ フ コ ー プ 生 協 田 川 市 専門研究月 桜木  
／／  飯塚市  ／／  ／／  

保健環境部衛生総務課 大野城市 環境科学部長 武藤  

太宰府市中央公民館 太宰府市 所  長 常盤  

保健 環 境部 公 害課 筑紫野市 専門研究員 杉  

昭
寛
昭
健
昭
健
昭
健
子
治
雄
郎
 
典
冶
孝
敏
昭
雄
司
一
雄
二
 
 

博
 
泰
 
泰
 
泰
 
敦
成
隆
志
 
成
建
義
正
泰
行
隆
隆
隆
眞
 
 
 

／／   主 任 技 師 緒方  

／／  専門研究員 彬  

／′   主 任 技 師 緒方  

／／   専門研究員 杉  

／／  主 任 技 師 緒方  

北   九   州   市 北九州市 専門研究員 笹尾  

働）ビル管理教育センター 福間市 水 質 課 長 北森  

苅田町立小波瀬コミュニティセンター 苅 田町 生活化学課長 飯田  

伽）日本環境衛生センター 大野城市 情報管理課長 篠原  

岩
木
淵
崎
 
 
本
永
津
Ⅲ
本
 
福
桜
永
山
杉
木
徳
大
飯
岩
 
 

／／  ／／  ウイルス課長  

保健環境部公害課 前原市 専門研究員  

／／  ／／  ／／  

／／  ／／  環境生物課長  

／／  ／／   専門研究員  

浮  羽  保  健  所 吉井町 専門研究員  

（㈱fl本環境衛生センター 大野城巾  ／／  

保健環境部生活衛生課 福岡市 病理細菌課長  

保健環境部衛生総務課 福岡市 生活化学課長  

苅  田  町 苅 田 町 専門研究員  

／／  

生活排水対策モデル事業  

／／  

／／  

／／  

筑後ブロ ック市町村研修会  

厚生人臣指定技術管理者受講資格指定講習会  

食 品 衛生 監視 員 講習 会  

保健所検査課担当者会議  

苅田町公害対策審議会研修会  

H．4．11，8  

／J  

／／   

／／  

H．4．11．9  

H．5．1．23  

H．5．2．22～23  

H．5．3．24  

H．5．3．31  
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研  傭  

期   間  研  修  名  受 講 者  （人数） 担 当 課  

環 境 中 化 学 物 質 の 分 析 研 修  

福間大学医学部衛生学・公衆衛生学野外実習  

細  菌  検  査  研  修  

微生物（腸炎 ビブリ オの同走法）研修  

衛生検査技術研修（食品化学検香寺門研修）  

衛生検査技術研修（水質検査専門研修）  

衛生検査技術研修（細菌検査基礎研修）  

衛生検査技術研修（細菌検査専門研修）  

衛生検査技術研修（食品化学検査基礎研修）  

検査関係技術職月（エイズ抗体検査法）研修  

国立久留米⊥業高等専Fl学校（1名） 計測技術課  

福岡大学医学部第4学年生（5名） 生活化学課  

九州プライムデリカ㈱  （1名） 病理細菌課  

脚北九州生活科学センター（1名） 痛理細菌課  

H4．7．15－31  

H4．7．20－24  

H4．9．7 9  

H4．10．21－28  

H4．10．26－30  

H4．12．24－25  

H5．1．1ト14  

H5．1．18－22  

H5．3．15－19  

H5．3．18－19  

保健所検査課職月  

保健所検査課職員  

保健所検査課職員  

保健所検査課職員  

保健所検査課職月  

保健所検査課職月  

（6名） 生活化学課  

（13名） 水 質 課  

（7名） 痛理細菌課  

（7名） 病理細菌課  

（6名） 生活化学課  

（30名） ウイルス課  

職  長  技  術  研  修  

期   間  研  修  名  主   催  場 所  職  名  氏  名  

環境放射能分析研傾   

機器分析研修（特定課程A）   

抗HIV薬の開発に関する研究  

情 報 処 理 研 修   

希少感染症診断技術研修会  

HIV検査法（PCR法）  

技  術  研  修  会  

働）日本分析センター   

国立環境研修センター   

保健社会福祉省公衆  

衛生局防疫センター   

国立環境研修センター   

厚生省結核・感染症対策室  

（国立予防衛生研究所）   

厚生省結核・感染症対策室  

（国立予防衛生研究所）  

千葉市  専門研究月  木本 行雄   

所沢市  研 究 員  黒川 陽一   

アメリカ  主 任 技 師  甲斐麻美子  

合衆国   

所沢市  主 任 技 師  鳥羽 峰樹   

東京都  主 任 技 師  石橋 哲也  

東京都  主 任 技 師  石橋 哲也   

H4．6．1－6．12   

H4．7．20 －7．24   

H4．12．15→  

（H5．6．14）   

H5．1．25 －2．3   

H5．2．4－2．5  

H5．3．22 －3．24  
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（平成5年3月31日）  職   員   名  簿  

部課名 職 名 氏 名 任年月  
当   所  
就任年月日  

氏
 
 

名
 
 

職
 
 

名
 
 
 

課
 
 
 

部
 
 

長
 
長
 
長
 
長
 
査
 
 
事
 
 

所
 
 

所
 
副
 
管
 
稔
事
 
 
主
 
 

部
 
課
 
 

常 盤   寛 S．33．6．1  

欠  員  

生活化学課 生活化学課長 飯 田 隆 雄 S．45．5．6  

専門研究月 中 川 礼 子 S．46．8．2  

′′  森 田 邦 正 S．47．6．16  

′′  毛 利 隆 美 S．50．8．1  

主 任 技 師 平 川 博 仙 S．61．7．1  

／／  濱 村 研 吾 S．62．12．1  

環境科学部 環境科学部長 武 藤 博 昭 S．48．9．10   

大 気 課 大 気 課 長 松 浦 聴 朗 S．52．10．15  

田   慧 H．3．4．15  

谷 呂 利 H．4．4．6  

元 トヨ子 S．60．4．24  

中 隆 泰 H．3．4．22  

内 和 美 H．2．4．1  

野
 
木
安
松
 
竹
 
 上 野 勇 司 H．4．4．6  

下 川 恵 美 S．63．4．1  宇  

柳  

専門研究月  

／／  技  師 大 山 商 事 S．49．1．5  

／／  久 冨 啓 次 S．57．5．1  

／／  池 浦 太 荘 S．59．2．1  

研 究 員 大 石 輿 弘 S．52．11．1  

′′  下 原 孝 幸 S．58．8．1  

主 任 技 師 松 本 源 生 H．1．10．1  

水 質 課 水 質 課 長 北 森 成 治 S．49．4．1  

専門研究員 大 崎 靖 彦 S．39．4．13  

JJ  永 淵 義 孝 S．45．11．2  

／J  徳 永 隆 司 S．46．1．5  

／／  田 上 四 郎 S．49．1．5  

／／  桜 木 建 治 S．53．6．1  

′′  松 尾   宏 S．57．6．1  

′′  永淵  修 S・58・7・1  

主 任 技 師 馬 場 義 輝 S．62．8．17  

廃棄物課 廃棄物課長 近 藤 紘 之 S．49．8．17  

専門研究員 永 瀬   誠 S．47．4．1  

／／  大 野 健 治 S．58． 7．1  

J′  石 黒 靖 尚 S．57．11．1  

主 任 技 師 鳥 羽 峰 樹 S．63．11．1  

環境理学課 環境理学課長 小 河   章 S．46．5．21  

専門研究員 木 本 行 雄 S．48．9．10  

研 究 月 楢 崎 幸 範 S．55．6．1  

′′  櫻 井 利 彦 S．59．5．1  

技  師 新 谷 俊 二 H．4．11．1  

環境生物課 環境生物課長lJ」崎 正 敏 S，50．11．1  

専門研究月 杉   泰 昭 S．48．9．10  

′′  笹 尾 敦 子 S．48．11．1  

主 任 技 師 緒 方   健 H．2．4．1  

／／  須 田 隆 一 H．1．10．1   

義 男 S．63．4．1  原
 
橋
 
脇
 
井
 
原
 
 
 

楢
 
石
 
山
 
坂
 
篠
 
 

／／  

研究企画課 研究企画課長  

事 務 主 査  

主  事  

情報管理課 情報管理課長  

龍  

米  

吾
 
子
 
 

S．39． 4．13  

S．60． 4．24  

秀 男 H．1．4．10  

志 郎 S．48．10．1  

専門研究員 田 辺 敏 久 S．48．7．17  

′′  片 岡 恭一郎 S．48．6．1  

′′  岩 本 眞 二 S．48．1．11  

研 究 員 大久保 彰 人 S．55．9．1  

主 任 技 師 今 村 由貴子 H．1．3．1  

計測技術課 計測技術課長 深 町 和 美 S．45．7．1  

専門研究員  

／／  

高
 
中
 
 

田   智 S．50．10．31  

村 又 善 S．46．1．11  

′′  松 枝 隆 彦 S．47．4．1  

研 究 月  

保健科学部 保健科学部長  

川 陽 一 S．57．4．1  

尾 真 一 S．45．9．1  

叫．  

高
 
 柄理細雨課 病理細菌課長 大 津 隆 一 S．60．乳1  

研 究 員 堀 川 和 美 S．54．6．1  

JJ  竹 中 重 幸 S．56．12．1  

主 任 技 師 世 良 暢 之 S．60．4．24  

技  師 田 中 義 人 H．1．4．1  

久保Iu 登志子 S．35．4．1  

長
 
月
 
師
 
 

究
 
 

〃
 
 イ

 
 
 

ウ
 
研
 
主
 
 

吉
 
和
 
原
 
 

々
 
 

福
 
千
 
梶
 
 

成 典 S．50．乳1  

勝 己 S．54．4．1  

淳 睦 S．62．4．1  

ウイルス課  

麻
哲
光
弘
 
 

斐
橋
 
上
 
田
 
 
 

甲
 
石
 
村
 
席
 
 

子
 
也
 
 

芙
 
 

S．63．10．1  

S．62．6．1  

H．1． 6．1  

S．52．4．1  
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編 集 後 記  

今年の夏は，異常気象と言われるほどの冷夏であった．これも人類の活動が自然界の微妙なバラ  

ンスを壊し，気象に影響を与えたためかもしれない．更に地球環境問題への取り組みの重要性が増  

してきている．第20号年報には，当所が実施した地球環境問題を含む調査研究業務を記載している  

が，今後の行政施策に貢献することを期待したい．各課の業務を紹介する業務編は，機構改革に伴  

い，3部12課になった，報文は第18号，19号と同じ8編であり，ほぼ一定の報文数に定着して  

きたと思われる．しかし，執筆の時間が短いため，発表者には大きな負担をかけているようである．  

今後，報文の募集開始を早める等の検討をしていきたい．  

（石橋 龍吾）  

編 集 委 員  

石 橋 龍 吾   

山 崎 正 敏   

岩 本 眞 二   

深 町 和 美   

竹 中 重 幸   

千々和 勝 己  

平 川 博 仙   

久 冨 啓 次   

永 淵  修   

大 野 健 治   

楢 崎 幸 範   

須 田 隆 一   

松 中 隆 泰   
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